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イラスト／鵜飼沙樹









１．心温まる楽しい楽しい船旅




　船の甲板にて、肺が一杯になるまで空気を吸い込んでいく。鼻び腔こうをくすぐる海の匂いが爽やかだ。前髪をさらって吹き流れる潮風が心地よい。

　空を見上げれば、どこまでも青色が広がっている。

　その快晴の空の中央には、真っ白な太陽が放射線状に光のレースを広げて輝いている。さらに丸い日輪が空に大きく一つ――海に反射して小さく十余り、輝き乱れている。

　水平線まで続く大海原は、空よりも少し薄い青色だ。水色よりは濃くて、青色よりは薄い……空色とは違う綺き麗れいな海の色。その海のキャンバスの中には、まばらに濃い藍色も不規則に塗られている。おそらく、海の深さによって色が変化しているのだろう。自然界にしかない芸術を超えた色遣いだ。

　銀色の魚が海面を跳ねる。

　遠い空で白い鳥が羽ばたく。

　静かな小さざ波なみの音に重なって、海上の音楽が鳴り響く。

　目を瞑つぶって僕は、その極上の音楽をゆっくりと耳にする。

　ああ、本当に安らかな音楽だ。

　心の底から、そう思う。

　思うが……しかし、僕の胸中は穏やかではない。

　この快晴の空とは正反対の暗雲が、心の中に満ちている。

「ハァ……。ぁあ……」

　思わず、溜ため息とうめき声が漏れるほどだ。

　不安になるような速度で心臓が脈打つ。

　息苦しさと共に、口内炎が痛む。

　心なしか肌が荒れてきたような気がする。

　目のくまの濃さが深まり、疲れを隠せていない。

「胃が痛い……」

　心の底からの一言を、僕は綺麗な青い空に向かって呟つぶやく。

　そして、よろめきながら甲板にある木製の手すりにもたれかかる。ろくに睡眠がとれなかったせいで、身体からだがふらついていた。

　もちろん、連合国から本土に向かう航海は順調だ。

『舞闘大会』にて優勝し、三十層の守護者ガーデイアンだったローウェンを見送り、魔石船『リヴィングレジェンド号』を入手して、追っ手を振り切り、海で遭難することもなく、真っ直すぐ西へ向かっている。

　本当に順風満帆と言っていいだろう。

　ただ、順当な航海とは対照的に、酷ひどく僕は疲弊しきっている。

　心底から疲れた。

　いますぐ手すりを乗り越えて、入じゆ水すいしたくなるくらい憂鬱だ。

　――なぜ、僕がここまで疲弊しているのか。

　それは船旅の初日に遡る。

　まず仲間たちとの約束の清算があった。続いて、船という閉鎖空間の中で男一人という窮屈さ。仲間たちからの過剰なスキンシップ。狭まっていく死の包囲網。迷宮探索の難航。なかなか辿たどりつけない四十層。そして、僕は――

　極めつけに、一番の悩みの種となっている『少女』と出会ってしまった。

　どこか見覚えのある白髪白はく皙せきの儚はかなげな『少女』。

　見覚えのある顔つきなのは当然だろう。

　なにせ、彼女の材料となったのは『彼』なのだから。





◆◆◆◆◆






『舞闘大会』の翌日。

　連合国にあるグリアードの港から出た僕たちは、ようやく何にも追われない自由な時間を手に入れた。

　僕とリーパーで船の航海を安定させたあと、ラスティアラ主導で船の部屋割りを決めていく。そして、各々が与えられた自室に入っていき、『舞闘大会』での疲れを癒いやそうとする。

　真っ直ぐ自室に向かった僕は、部屋に入るなり備え付けのベッドに倒れこむ。部屋の様子を眺める余裕もない。

『舞闘大会』が終わった後、グリアードの港まで移動するだけでも大変だったというのに、ラスティアラのせいで資金調達の賭場荒らしまでやらされてしまった。おかげで、『リヴィングレジェンド号』という安心して寝られる空間を手に入れられたものの、本当に疲れた。

　今日はゆっくりと休息を取ろうと思い、僕は目を瞑ろうとする。

　しかし、部屋の扉からノックの音が響き、僕の就寝は邪魔される。

「カナミさん……。いますか？」

　マリアの声だ。

「……大丈夫。入ってもいいよ」

　予期せぬ来訪に驚きながら、僕はベッドから出て部屋の扉を開き、マリアを自室の中に招き入れる。

　僕と同じ黒髪の少女マリア。

　出会った頃は痩せ気味の細い身体をしていたが、いまはすっかりと女性らしい柔らかそうな身体つきになってきている。ここ最近の安定した食生活のおかげだろう。常に陰のあった表情のほうも少しずつ明るくなってきている。いい傾向だ。ただ、忘れてはいけないことが一つ。彼女の黒い瞳は二つとも義眼だ。

　僕との戦いの果て、マリアは目を失っている。

「すみません。すごく疲れているとは思いますけど、少しだけ時間を私にくださいませんか？」

「いや、気にしなくていいよ。平気だから」

　マリアは真剣な表情で話を切り出した。

　僕は気を遣わせないように、元気であることをアピールする。

　噓うそではない。体力的に限界なのは確かだが、それは戦闘ができないという意味での限界だ。話をするだけならば問題はない。

　そう。

　話だけなら問題はない。

　ここでマリアが前のような表情に戻って戦闘でも始まらない限りは――アルティばりの火炎魔法で船が炎上でもしない限りは――ディアとかラスティアラが混ざっての乱戦にでもならない限りは――大丈夫だ。

　いま僕たちパーティーは一致団結している。夜明けの出航に合わせて、それをみんなで誓った。ゆえに、そんなことは起こりようがない。起こるはずがない。

　絶対に大丈夫大丈夫……と自分に言い聞かせつつ、腰に下げた『アレイス家の宝剣ローウェン』を確認し、スキル『感応』を全開にして、マリアの話を聞く準備を終える。

　よし。

　話を聞こう。

「それで、何か話でもあるの？　マリア」

「はい、大事なお話です……」

　大事なお話らしい。マリアの大事なお話……。

　トラウマで震え出す身体を抑えつけ、笑顔を保って僕は応える。

「大事な話なら僕もあるよ。この船の中なら大丈夫だから、ゆっくり話そう」

　僕はマリアの様子から、話の内容を感じ取っていた。

　おそらく、僕とマリアの話は同じだろう。連合国に居る間は忙しくて切り出せなかったが、いまならば話せる。

「その……あの聖誕祭の夜、アルティと一緒にカナミさんと戦ったときのことです」

　マリアは顔を俯うつむけながら、話し始めた。

「ああ」

　僕も同様に顔を俯ける。

　あの日の戦いは、互いに深い傷を心に残している。僕もマリアも、深層心理ではなかったことにしたいと思っているはずだ。

　しかし、だからこそ僕たちは顔を上げて、あの日のことを思い出す。

「あの日、私はカナミさんを裏切りました。受けた恩を仇あだで返し、カナミさんの命さえも奪おうとしました……」

　ぽつりぽつりと、マリアは話していく。

　その顔は後悔で歪ゆがみ、身体全体を震わせていた。きっと僕も同じような顔をして身体を震わせていることだろう。あの煉れん獄ごくの炎は思い出すだけで、心が竦すくむ。

「いや、マリアは気にしなくていい。悪いのは僕のほうだ。あの日、言っただろ？　マリアは僕のたった一人の家族に似ていた。だから僕はマリアを金で買い上げて、傍そばに置いて、贔ひい屓きして、自己満足の道具にした。相手のことなんて何一つ考えず、恋心なんて聞かなかったことにして、マリアを傷つけ続けた。あの日の炎は、その報いだよ」

「いいえ、絶対にカナミさんは何も悪くありません。奴隷を救い上げ、傍に置き、優遇した。誰が聞いたって、どこも悪くありません、むしろ、美談の善行だと思います。奴隷のことを考えず、恋心を聞かなかったことにしたという話ですが……それは普通です」

「え、普通……？」

　僕の渾こん身しんの主張を、マリアは斬り捨てる。

「カナミさんは人が好よ過ぎます。向けられた愛情には真剣に応えるのが当然だなんて思ってそうですが、実際は逆です。世の中、気づかない振りをしたり、利用したりする人のほうが多いです。厄介だと思って無視するのも、よくある話ですよ。相手が奴隷なら、なおさらのことでしょう」

　淡々とした様子で、僕と真逆の価値観を話していく。それが異世界では一般的な価値観なのかもしれない。異世界人である僕は何も言い返せず、押し黙る。

「それなのに、カナミさんは感じる必要のない罪悪感から『私のものになってもいい』『死んでも構わない』と言いました。カナミさんは馬鹿です。本当に大馬鹿です……」

　アルティの『第十の試練』に追い詰められた僕は、全てをマリアに賭けようとしていた。死をも覚悟していた。それを思い出しながら答える。

「確かに馬鹿なことをたくさん言ってた気がする。……けど、追い詰められたら、僕なんてあんなものだよ。いまさら、あれを噓だとは言わない。もしマリアが本当に最深部を目指してくれるなら――」

「駄目です、カナミさん。カナミさんを私のものになんてできません」

　いつかの契約を繰り返そうとするが、それをマリアは遮った。

　僕の言葉を嬉うれしそうに受け止めて、首を振りながら歩み寄ってくる。

「だって、もう私のものにする必要なんてないですから。カナミさんは私に言ってくれました。『もう一人にしない』って、『置いていかない』って……。それを私は信じます。もう私に『目』はありません。カナミさんが噓をついているかもわかりません。それでも、私はカナミさんを信じ続けます。これからも、ずっと……」

　マリアは僕の身体に真正面から抱きついた。両手を僕の腰に回して、その頭部を胸に預けてくる。

　それに僕は応える。その黒髪を撫なでながら。

「ああ、もうマリアを一人にしない……。安心して……」

　マリアは聖誕祭の日の契約を拒んだ。

　僕が信じられないから拒むのではなく、僕を信じているから拒んだ。

　そこにマリアとの確かな絆きずなを感じる。

　打算と条件で繫つながる契約よりも遥はるかに尊い絆を、彼女は選んでくれた。

　そのおかげで、僕もマリアも少しだけ身体の震えが収まる。かつてのトラウマを乗り越え、また一歩前へ進む。

　そして、十分に触れ合った後、マリアは僕の傍を離れる。

　もうそこに暗い顔はなかった。

「ふふっ、これで安心しました。カナミさんは無駄に律儀ですから、私のものになっちゃってるつもりかと思ってました。繰り返しますけど、カナミさんは誰のものでもありませんからね」

　いつものマリアの顔だ。

　かつての空虚な顔でもない。絶望に染まった顔でもない。

　迷宮探索を二人でやっていたときのマリアに戻っていた。

「ああ、そうだな。僕は誰のものでもない」

「ふふふっ、そうです。逆ですよ。あえて言うならば、私がカナミさんのものなんです」

　とても良い笑顔で話が反転した。

　いつものマリアに戻ったものの、聞き捨てならない言葉だった。

「ま、待て、マリア。いまさ、とても良い感じに話が終わりそうだったろ？　こう、人はみんな、誰のものでもないってかんじでさ。だから、僕は誰のものでもないし、マリアも誰のものでもない。それで話を終わらせるのがベストじゃないか？」

「いえいえ、それとこれとは別問題です。カナミさんに罪なんてありませんでしたが、私には罪がたくさんあります。実際、カナミさんを殺す気満々でしたよ、私」

「うん、全部許してるから。それはもういい――」

「ええ、それは絶対に許されないことです。だから、私はその罪を償わないといけません。家を燃やし、土壇場で裏切り、殺しかけたなんて、並大抵のことでは償えませんね。ああ、どうすればいいでしょうか？　仕方ありませんので、私の全てを差し出すしかありませんね。そこまでしないと罪を償える気がしないのですから、そうする他ありません。奴隷なんて立場をも超えて、カナミさんの完全なる所有物になるしかありません」

「いま許すって言っただろ……」

　つらつらと楽しそうに話すマリアに、僕は苦い顔になる。

「んー、そうですねー。もう『ご主人様』は嫌ですから、『所有者様』とでも呼びましょうか？　悪くないですね」

「人の話を聞け……！　マリアに罪はない。だから、誰かのものになるなんて言うな……！」

「私に罪はない？……カナミさん、冷静にお互いの罪を比べてみてください。どう考えても、私のほうが罪深いです。第一、元々この案はカナミさんの案ですよ？　カナミさんが最初に身を売ろうとしましたよね？　妹さんを助けるため、私のものになってもいいなんて言って。自分は良くて、私は駄目なんですか？　ああ、また例の贔屓ですか。これからも私とは対等になってくれないつもりなんですか？」

「わ、わかった。贔屓しない。対等に扱う。だからもう勘弁してくれ……」

　とうとう僕は降参する。

　それを見たマリアは、先ほどまでの様子とは打って変わって、とても穏やかに話す。

「そういうことです……。いきなり、あなたのものになりますって言われても困るだけなんです。それを忘れないでくださいね。放っておいたら、数日後には違う誰かに同じこと言ってそうですから。カナミさんは」

「わかった。軽はずみなことは言わないようにするよ」

　どうやら、いまの無茶な話は僕の行動を戒めるためだったようだ。

　その旨を理解し、僕は頷うなずく。正直、軽はずみな発言には覚えがありすぎる。

「ええ、気をつけてください。でないと、私の好きな人が、いつの間にか違う誰かのものになってる事態になります。そうなったら、私死んじゃうと思います」

「……し、死ぬ？　冗談だよな？」

「いえ、冗談じゃありませんよ。ちなみに、先ほどの話も九割九分ほどは本気でした。たとえ『所有物』となっても傍にいたいと思っています。もう一時も離れたくないんです。……はっきり言って、私はカナミさんのことが大好きです。もう何もかもばれているので何度でも言いますよ。いいですか？　私ことマリアは、アイカワ・カナミが大好きです。死ぬほど好きです」

「は、はい……」

　その余りにも直球過ぎる告白に、僕は改まった口調になってしまう。

　わかっていたこととはいえ、平時に仕切りなおされて言われると照れるものがある。

　ただ、それはマリアも同様だった。

　笑顔のポーカーフェイスを張り付けたままだが、僅かに耳が赤くなっている。

　かつての僕なら、その赤色に気づこうともしなかっただろう。

　けれど、いまの僕ならわかる。

　話を反転させ、延々と嫌味を言い続けているのは、全てマリアの照れ隠しだ。弱いところを誰にも見せたくないがため、強く見せようとするのが癖なのだ。

　不安になればなるほど、不遜な態度をとる。好かれたい相手の前に出ると、可愛かわいくないことしか言わない。他人への甘え方が、致命的にひねくれている。

　それがマリア。

　――その姿は少しだけ僕の心に傷をつける。

　マリアがそうだとすれば、アルティという女の子もそうだったはずだ。ローウェンと違い、僕はアルティと最後まで理解し合えなかった。『人』ではなく『モンスター』として戦って、勝利してしまった。

　いまとなっては、それが大きな後悔として残っている。

　きっと、あの最期まで不遜だった女の子も、おそらくずっと――

　僕は顔を歪ませる。それを見たマリアが、慌てた様子で言葉を足す。

「え、えっと。それで……実のところ、私の本題はここからなんですが……」

「あ、ああ……。わかってる。こっちもその本題を話そうって思ってた」

　あの戦いを乗り越え、マリアは素直になろうとしているのがわかる。

　僕もマリアも、隠し事をしないと誓ったからだ。

　だからマリアは直球に直球を重ねる。

「カナミさんのほうは私のことをどう思ってますか？　贔屓や罪悪感は除いて、正直に言ってください。カナミさんは、あれだけのことをした私を、本当に傍へ置いてくれるのですか……？」

　僕はマリアの質問に懐かしさを感じた。

　かつて、迷宮の中でアルティとラスティアラに似たことを聞かれた。けれど、そのときは即答できなかった。誤魔化してしまった。

　今度こそ、僕はマリアに伝える。

「もちろん、傍にいてくれたら嬉しい。僕もマリアのことが……す、好きだからね。ただ、異性として愛しているとまでは言えない。やっぱり、心のどこかでマリアを妹と重ねてるって思うから……」

　卑ひ怯きような言い方だと自分で思う。

　普通ならば告白を拒否したも同然の返答だろう。

　けれど、その返答を聞いて、マリアは満足そうに微笑ほほえむ。

「……いえ、十分です。私にとっては、十分な言葉です」

　その告白に呼応するかのように部屋の温度が上がる。

　頰ほおを焦がすような魔力が、マリアから溢あふれていく。そして、少し顔を赤くして、笑ってお礼を言う。

「カナミさん、ありがとうございます」

「こちらこそ、ありがとう。マリア」

　僕も微笑み返して、マリアの頭に手を置く。

　その手を彼女は受け入れる。心地よさげに手の感触を嚙かみしめ、まるで猫のように身をよじらせた。

　これで僕たちの関係は元通り……いや、前以上の絆で結ばれたと思う。

　それは『贖しよく罪ざい』や『トラウマ』といったネガティヴな意味での繫がりかもしれない。けれど、確かに血の繫がりのような絆を感じることができた。

　僕はマリアを撫でながら、今後のことを伝える。

「マリア……。明日にでも、僕の全てを話すよ」

　これからの戦いには、なによりも相互理解が必要だ。

　特に心の隙を突いてくるであろう敵――パリンクロン相手には必須と言ってもいい。

　僕は自分の抱える全てを、仲間たち全員に伝えようと決めた。

『異世界』から来たこと。正体不明の『スキル』を持っていること。全てだ。

「カナミさんの全て……。例の別世界の人間という話ですね……」

　僕の決意を秘めた宣言を聞いて、マリアも真剣な表情で頷いた。

「ああ。明日、みんなを呼んで纏まとめて話そうと思ってる。これは、マリアにだけってわけにもいかないから、みんな一緒だ」

「はい、わかりました」

　マリアは晴れやかな顔で了承する。

　いままでにない表情だ。ずっと溜たまっていた澱よどみを吐き出し尽くしたかのように、マリアはみんな一緒であることを受け入れた。

　ずっと掛け違っていたボタンを直せたような安心感があった。もうマリアが一人で悩みを燻くすぶらせ続けることはないと思える顔だ。

　そして、その約束を最後に、マリアは部屋から出て行こうとする。

　ただ、部屋の扉を開けて出て行く寸前に、マリアは一言だけ残す。

「……カナミさん。正直なところ、『カナミさんのもの』になる程度では、自分の罪は償いきれないって私は思っています。だから、残りの分は少しずつ返していこうと思います。これからずっと……」

「……そっか。でも、言っておくけど、僕もマリアと同じことを考えてるから」

「そうですか。同じですか……」

　お互いがお互いへの贖罪を望んでいた。

　それを再確認したあと、いつかと同じように別れの挨拶を告げ合う。

「それじゃあ、お休みなさいませ。――私の所有者様」

「ああ、お休み。――相変わらず、マリアは嫌味だ」

　しかし、いつかのときと違い、僕たちの間に鬱屈した感情は一つもない。気の許せる友人を相手にしているかのように軽口を叩たたき合って別れた。

　僕はマリアの去っていった扉を見つめる。

　いつの間にか、身体からだの震えは止まっていた。

　本当の意味で僕とマリアは仲間になったと思える瞬間だった。

　聖誕祭での戦いに、『舞闘大会』での戦い――今日までの戦いが報われていく。身体の奥底から手足の先まで、充足感で満たされていく。そんな気がした。

　――が、その充足感は長く続かない。

　およそ、数十秒ほどの間だけの充足だった。

　すぐに次のお客様が、マリアと入れ替わりでやってくる。
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　軽いノックの後、いましがた閉まったばかりの扉が開かれる。

　落ち着かない様子のスノウだ。

　涼やかな長い青髪に民族衣装風の服を纏ったスノウが、竜人ドラゴニユートの特徴である尻尾を右へ左へと動かす。そして、その動きに合わせて目線も忙せわしなく動かして、つんつんと両の人差し指を突き合わせ、もごもごと口を開き出す。

「その、カナミと話そうと思って、たまたま来たら……、その……」

　その様子から、マリアとの話を聞かれていたことに気づく。

　僕が気づいたことにスノウも気づき、素直に頭を下げる。

「……ごめん、カナミ。マリアちゃんとの話、聞いてた」

「いや、結構大きな声で話してたし。構わないよ」

　ただ、大声だったから偶たま々たま聞かれたのか、彼女の得意な振動魔法で聞かれたのかで話は随分と変わる。断定はできないが、振動魔法で聞いていたような気がする。

　スノウなら盗聴くらい普通にやる。それだけの前科がある。

　そう僕が疑っているとは知らずに、スノウはマリアとの話を繰り返す。

「ねえ。カナミって、マリアちゃんのものになってもいいの……？　私のときは、あんなに駄目って言ったのに……」

　言葉を飾ることなく単刀直入に聞いてきた。

　どうやら、僕がマリアのものになると言ったのがショックだったようだ。その疑問に、僕も飾ることなく答える。

「そりゃ、おまえとマリアじゃ事情が全然違うしな……。マリアとは本当に色々あったんだ。色々と……」

「そ、そっか、違うんだ……。そうだよね……。だから、カナミは私のものになってくれなかったんだね……。え、えへへ。大丈夫、知ってたよ。やっぱり、カナミは私のことが嫌いだから……――」

　マリアのフォローをすると、スノウの瞳から徐々に光が消えていく。

「――スノウ！　待て、落ち着けっ！　聞いてたならわかるだろ？　マリアのときには深い事情があったんだ。僕はマリアを傷つけ過ぎた。だから、マリアのものになっても仕方なかったんだ。別に、スノウのものになるのが特に嫌だったとか、そういう話じゃない！」

　スノウの肩を摑つかんで、必死に説明する。

　ここに来てスノウが元に戻るのは恐ろしい。もし『舞闘大会』ばりの試合が船で行われたら、一瞬で『リヴィングレジェンド号』が炎上する。

　その僕の切実な顔を見て、スノウは冷静さを取り戻していく。
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「ん、ん……。うん、わかった。やっぱり、カナミってかなりの大失敗を前にしちゃってたんだね。それならいいよ……」

「よかった。また一昨日おとといと同じ話をしなくちゃいけないのかと思ったよ」

「あっ。ちなみに、もし私のものになってくれるなら、いつでも歓迎。私はマリアちゃんと違って、言われても困らない。むしろ、すっごい嬉うれしいから！」

「そうか、わかった……。凄すごいな、スノウ。一昨日の説得はなんだったんだろうな……」

「えへへ」

　スノウは照れながら笑った。

　僕の嫌味に気づくこともなく、腑ふ抜ぬけきった表情で頭を搔かいている。

　スノウはウォーカー家と決別し、長年の枷かせから解放され、追っ手を振り切って連合国から出たことで、完全に気が緩んでいた。

　気持ちはわかるが、もう少し気を引き締めて欲しいと思う。僕からすれば、パリンクロンと直接対決するであろうここからが本番なのだ。

　しかし、スノウは僕の期待に応えることなく、にへらと笑いながら聞く。

「……それで、そろそろカナミは私のこと好きになってきた？」

「いや、なるわけないだろ。スノウはなると思ってるのか？　昨日の今日で……」

　この発言からもわかるが、スノウは恐ろしいくらい恋愛下手だ。

　記憶をなくした僕に用意された結婚相手がスノウでよかった。もう少し男心のわかる相手をパリンクロンが選んでいたら、あの甘い世界に僕は負けていたかもしれない。

　そう思いつつ、僕は呆あきれて溜ため息をつく。

　するとスノウはびくっと震えて、汗を流しながら不思議がる。

「……あれっ？　なんでだろ。なんだか悪い感じ？　あ、やっぱり呼び方なのかな？　マリアちゃんみたいに、私も私だけの呼び方でカナミを呼んだほうがいいのかな？」

　全く見当外れのことをスノウは言い出す。

「うーん……。だ、『旦那様』とかどうかな？　カナミ、『旦那様』って呼んでもいい？」

「駄目。無理。絶対不可」

　脊髄反射で僕は首を振った。

　なぜ、マリアといいスノウといい、こんなにも重々しい呼称を選ぶのだろう。もっと手堅く好感の持てる呼び方はたくさんあるはずだ。もはや、嫌われたくてやっているとしか思えない。好きなってもらう努力をしているというのは本当か？

　僕だって、頑としてスノウを好きにならないようにしているわけではない。しかし、これではどう好きになればいいのかわからない。

「え、駄目？　ほらっ、これでも私ってばカナミの婚約者だから。そういうのもありなんじゃないかなぁーって？」

「ちなみにスノウの婚約者というのを、僕は一度も了承したことはない」

「でも、エルミラード・シッダルクとの決闘で、それ同然のことは言ってたよ？　滅め茶ちや苦く茶ちやかっこよく私を守ってくれたよ！　私の旦那様が！」

「あ、あったな……、そんなことも。一番意識が朦もう朧ろうとしてた時期だから、忘れかけてた……。いや、忘れたかった……」

「カナミはあれの責任くらいは取るべきだよ。もし私への求婚者が現れたら、カナミって旦那様がいるから無理って言うつもりだからっ」

「『舞闘大会』で堂々と決闘の誓いをしたもんな。あれの撤回は難しいか。くそ……！」

　僕は心の底から悪態をつく。公衆の面前で馬鹿をやったと悔やむ。

「えへへ、諦めてね。旦那様」

「すみません、スノウさん。旦那様だけは許してください……」

　そして、迷いなく頭を下げる。

　どうしても無理だった。これは僕だけの話じゃない。平和のためだ。

　仮定の話をしよう。明日、僕を旦那様と呼ぶスノウを、船にいるみんなが見るとする。

　間違いなく、船上の温度が急に下がる。当然、色々なものに火が点つく。まずマリアが対抗して、例の所有者様を言い続けるだろう。その様子をラスティアラは楽しそうに「ギリギリまで！　ギリギリまで！」とか言って煽あおることだろう。そうなれば、ディアだって釣られて何かをしでかすかもしれない。ラスティアラの騎士であるセラさんは僕の味方にはなってくれない。そんな惨状の船旅となれば、親友リーパーは愛想をつかせて去ってしまう可能性がある。唯一の常識人であるリーパーがいなくなれば、船は安全装置のない火薬庫と化す。――結果、簡単に船が沈む。炎上の末、海の藻も屑くずとなる。

「……え、そんなに駄目なの？」

「駄目だ。頼む、スノウ。船がやばい。本当にやばい。享年一日になる」

　その僕の必死さが伝わったのか、スノウは渋々と頷うなずいてくれる。

「んー、仕方ないなぁ。これを言い過ぎると、本当にカナミは困るみたいだね。わかった、やめる。私はカナミに好かれたいからね」

「そこなんだけど……確認するが、スノウ。噓うそついてないよな？　本当に好かれたいんだよな？　こういうことに関して僕は騙だまされやすいから、勘弁してくれよ？」

「噓なわけないよ！　私だってマリアちゃんと一緒で、死ぬほどカナミのことを愛してる！　カナミは私の『好きな人』だよ!!」

「あ、ありがとう……」

　スノウは本人を目の前にして恥ずかしげもなく「愛してる」と言う。

　あれでマリアは恥ずかしがり屋なので明言はしていない。

　そして、唐突な告白をしたスノウは、何かを期待しているかのような目を僕に向ける。

　もしかしたら、スノウも告白の返答が欲しいのかもしれない。先ほどのマリアとの話を聞いて、いまなら自分も甘えられると思ってそうだ。

　僕は言葉を選んで、ゆっくりと答える。

「……ごめん、スノウ。すまないけど、僕の一番の目的が達成されるまでは、その気持ちを受け止められないと思う。そのくらい、いまの僕には余裕がないから」

「一番の目的……。ほんとの妹さんのことだね。カナミに『死んでも構わない』とまで言わせる存在……」

「ああ、僕は妹のために迷宮の最深部を目指してる。詳しくは明日話すけど、その目標を達成しないと……色恋沙汰なんて無理だ」

「うん、わかった」

　誠意を持って本心を話すことで、スノウは素直に頷いてくれた。

　僕の説得スキルが上がってきていると実感する。伊だ達てに何度も間違いを繰り返していない。

　このまま、話を終わらせようとしたところで、スノウは向日葵ひまわりのような笑顔で遮る。

「――それってつまり、カナミより先に迷宮の最深部へ辿たどりつけば、カナミは私のものになるってことだよね？　マリアちゃんの話からすると、そういう意味だよね？」

「いや、そうなんだけど。そういうのはやめようよ。――というか、まだスノウはそれ狙ってるのか!?　ほんと一昨日の決心とか誓いはどこいったんだよ!?　変わらなさすぎだろ、スノウ！」

「いや、ちょっとは成長したよ？　このくらい？」

　スノウは親指と人差し指で一センチほどの長さを表す。

　驚くことに、一昨日の必死な説得は一センチ分の価値しかなかったらしい。

「ほんと人って、そう簡単に変わらないな……」

「そうだよ。だから、ゆっくりやっていこう。カナミ……」

　肩を落とす僕に対し、スノウは優しく笑う。

　それは自分一番の彼女と少し違った。

「私から見ると、カナミは凄く焦っているように見える。だから、もっと肩の力を抜いて欲しい……。じゃないと、こっちが不安だよ……」

　スノウは僕の状態を誰よりも正確に見抜いていた。

　彼女は記憶のない頃の僕との付き合いが長い。あの頃の僕には余裕があった。それと比べてしまうと、いまの僕は焦っているように見えるのかもしれない。

　僕は記憶が戻ったことで、多くの使命を思い出した。

　けれど、焦っても良い結果に辿りつくわけではない。

「そうだな……。少し力を抜くことにするよ。ありがとう、スノウ」

『舞闘大会』が終わってから、ずっとパリンクロンのことばかりを考えていた。これでは、視野が狭くなり、また失敗してしまうだろう。

　自分一人だけでは気づけなかったことだ。

「うん、力抜こうっ。私としては、ゆっくり一年くらい船旅したいんだよね。もうパリンクロンとか放置して。ゆーっくりと」

「いや、それは怠けすぎだ」

　僕がお礼を言うと、スノウは好機と見て要望を通そうとしてくる。

　いかなるときでも怠ける隙を窺うかがっているスノウを見て、僕は呆れながらも笑う。

「でもパリンクロンは敵にすると面倒だよ？　うざいよ？　もうやめて、世界旅行とかしない？」

「ちなみにパリンクロンは守護者ガーデイアンティーダの魔石と同化してて、かなり強くなってるはずだ。だから、あいつと戦うときはおまえも強制参加だ」

「……う、うん？　私は船番してるよ？……頑張ってお見送りする」

「船番くらい、人を雇えば大丈夫だ。遠慮するな」

「いや、守護者ガーデイアン相手だけは、できるだけ遠慮したいんだよね……」

　どうやら、スノウは守護者ガーデイアンたちに対して苦手意識があるようだ。

　思い返せば、マリアのときも似たようなことを言っていた。

「そんなに守護者ガーデイアンが怖いのか？」

「うん。昔、ちょっと守護者ガーデイアンティーダのせいで酷ひどい目に遭ったから――」

　原因は、あのバトルジャンキーらしい。

　スノウは過去に迷宮探索していた時期があったはずだ。もしかしたら、僕とディアのときのように、道中で喧けん嘩かを売られたことがあるのかもしれない。

「――いや、やっぱり頑張ってみるよ。守護者ガーデイアンティーダが関わっているなら、なおさら私は逃げちゃいけない気がする。そうしないと、きっと次に進めない」

　スノウは怯おびえながらも、口を一文字に引き締めて宣言する。

　以前のスノウにはない強さだった。

　少しずつだけども、確かに前へ進んでいる彼女を見て、僕は安心する。

「そのときは頼む、スノウ」

「任せて、カナミ。これからの私たちは、対等な仲間なんだから」

　スノウは『舞闘大会』での約束を持ち出して、手を差し伸ばしてきた。

　その手を取って握り締めながら、僕は安心する。

　いまの僕には頼りになるパートナーがいるということが、何よりも嬉しい。

　そして、その言葉を最後に、僕たちは就寝の挨拶を済ませる。

「うん、なんか安心した！　ありがとう、カナミ。そろそろ私も寝るね」

「ああ、お休み」

　スノウと一緒に部屋の外に出て、笑顔で手を振り合って別れる。

　去っていくスノウの背中を、自室の前から見送る。

　そして、スノウが自分の部屋まで戻って眠りにつくところまで《ディメンション》で見届け、僕は自室にも戻らず、一人で船の中を歩く。

　考えたいことがあった。

　目が冴さえてきたというのもある。

　船内の暗い木造廊下を歩きながら思案する。珍しく僕は、迷宮のことでもパリンクロンのことでもないことを考えていた。スノウの助言を受け、ゆとりをもって娯楽性の高いことを考えていた。

　そう。あることに僕は気づいてしまったのだ。

　異世界という特殊な状況のせいで気がつかなかったが、非常に重要なことだ。

　それは僕の短い人生――十六年ほどの時間の中で、女の子に告白されたのが、いま初めてだという事実だ。

　面と向かって、はっきりと「死ぬほど好き」「愛してる」と言われてしまった。

　心臓の鼓動が速まり、顔の赤みが消えてくれない。

　これでも僕はギリギリ思春期の範はん疇ちゆうだ。それなりに女の子には興味があるし、可愛かわいい女の子に声をかけられれば舞い上がりもする。告白などされようものなら、どれだけ身体からだが疲れていようと眠れなくなるに決まっている。

　僕は女の子に対して淡い夢を抱いている。

　不思議と、元の世界では同年代の女の子と接することが少なかった。なぜか、僕にとっての異性は妹の陽ひ滝たきくらいしかいなかった気がする。

　そんな僕が異世界に来てから数週間ほどで、なんと二人もの可愛い女の子から告白された。

　正直、告白なんて都市伝説かと思っていた。ゲームやドラマの中でしか存在しないものだと思っていた。少なくとも僕の学校生活では影も形もなかった。

　歩く速度が上がっていくのが自分でもわかる。

　ただ、冷静に重い責任が発生していることにも気づいている。

　ドラマやゲームでの経験だが、誰かが幸せになるところでは誰かが涙を流していることを僕は知っている。一人を選ぶということは、他を選ばないということだ。

　だからといって、いつまでも誰も選ばないという選択肢も良くはない。

　多くの創作物を見てきた経験から、あちこちへふらつく主人公には良くないエンディングが待っていることも知っている。引き伸ばせば引き伸ばすだけ、蓄積された愛憎が事態を悪化させることだろう。ゆえに、ここで重要なのは、この恋愛騒動のような何かを早急に収拾してしまうことだ。

　そう僕は判断する。そして、決断する。

　――確かな告白の答えを二人に返そう。

　それが悲しみの総量を最小限に抑えることができる最善手だろう。とにかく早いに越したことはない。

　この僕――相あい川かわ渦か波なみは誰が好きなのか、はっきりさせるべきだ。

　そうすれば、みんなに新しい未来を示すことができる。

　きっとマリアもスノウも僕を諦めて新しい恋を探すことができるはずだ。共に傷は浅く済む上、彼女らの時間を無駄にすることもなくなる。

　もちろん、その話を最初は受け入れてもらえないかもしれない。しかし、真摯に慎重に、根気よく話せば、きっと最後はわかってくれるはずだ。マリアもスノウも、出会った頃とは違う。それだけの強さを身につけていると、先ほど確認した。

　それに早くケジメをつけてしまえば、余計なことを考えることなく迷宮に集中できる。パリンクロンと戦うとき、突かれるであろう心の隙も減らせる。

　本当に良いこと尽ずくめだ。ああ、なんと素晴らしいことか。

　今日一日、色んなことが起きたせいか、頭が煮えてとんでもないことを考えている気がするけれど……それでも僕は、ベストな結末を目指して一心不乱に思案し始める。

　相川渦波は誰が一番好きか。船の廊下を歩きながら熟考する。

　船の中に明かりはない。闇の奥に進みながら、答えを導き出す。

「――誰だろうか。陽滝は妹だし……。そう言えば、元の世界に一人くらい居なかったっけ……？　誰か一人くらい……あれ？　い、いない？　いない……なら、こっちの世界で一番惹ひかれたのは……――ラスティアラ？」

　可能性があるのはラスティアラだけだろう。

　僕はラスティアラ・フーズヤーズが一番好きだった。

　それは聖誕祭前夜の一件から確かだ。あのとき、確かに僕はラスティアラが好きだった。好きだったから、大聖堂にまで乗り込んで、彼女を連れ去った。

　しかし、その恋心はスキル『？？？』で分解と再構成を重ねたせいで、まるで原型を保てていない。怒りの感情は確かに残っていても、胸を高鳴らせる恋心までは残っていない。感情の残骸があるだけとなっている。

　ラスティアラが好きだったと理性でわかっていても、感情が追いついてくれない。どうしても、あの頭がぶっ飛んでいる少女を愛いとおしいとは思えない。

「くっ……。思った以上に重症だ……。まずいな……」

　考えども考えども、生まれてくる感情は恋心よりも怒り。

　感情を弄んだスキルへの怒りが最優先に湧いてくる。

　他にも問題は残っている。

　僕の一番の目的は恋愛問題の収拾だ。その理想の収拾方法は、僕が誰かと恋仲になることだが、あのラスティアラに恋愛感情があるかどうか怪しいところだ。聞けば、ラスティアラは三才という話だ。普通に考えれば、まだ情緒が未発達の段階だろう。

「んー……」

　思い悩む。

　自分の恋心とラスティアラの恋心。両方とも曖昧でよくわからない。

「なら、確認するしかないか……」

　僕は早めに行動することを学んでいた。もう自分に噓うそをつかないとも誓った。仲間を頼るということも覚えた。

　すぐに進行方向をラスティアラの部屋に変える。

　会って、話して、確かめよう。

　後悔する前に動こうと、僕は足早に歩き、ラスティアラの部屋の前に辿たどりつく。

　そして、深呼吸を五回ほど繰り返したあと、扉をノックしてから声を出す。

「ラスティアラ、僕だ。ちょっと話があるんだけど」

「ん、んー？　入っていいよー」

　部屋の中から眠たげな声が返ってくる。

　許可を得てから、遠慮なく僕は入室する。

　女の子の部屋だと思うと少しドキドキするが、まだ一日目だ。入ったあとに軽く部屋を見回してみると、僕のところと同じく最低限の家具が揃そろっているだけで、まだ女の子らしい特徴は一つもなかった。

　その最低限の家具の中の一つ。木造の机の前にある椅子に座って、ラスティアラは羽ペンを走らせていた。

　机上にある蠟ろう燭そくの灯ともし火びに、ラスティアラは照らされている。

　彼女の整いすぎている容姿は、薄暗い部屋の中でも映える。特に、その黄金に輝く双そう眸ぼうと煌きらめく長髪が、灯あかり以上の明るさを放つ。そこに座っているだけで、世界を神秘的なものに塗り替える力がある。

　その姿を見て、僕は顔を赤くする。心臓の鼓動が速まる。

　もうラスティアラの理不尽な美しさには慣れてきている。僕が動揺したのは、彼女がいつもの上着を脱ぎ捨てて、肌着一枚になっていたことに対してだった。

　ただ、ラスティアラ自身は気にしていないようなので、僕も気にしないように心がけて話しかけることにする。

「何を書いてるんだ……？」

　ラスティアラが夢中になって書いているものが気になった。

「ふふー。よく聞いてくれました。これ、私の手記。まとまった量になったら、いつか英えい雄ゆう譚たんにでもするつもりなんだー」

「へえ、面白そうなことしてるな」

「というわけで英雄ラスティアラ様の冒険を後世に残すため、こうして寝る間も惜しんで書いているわけだよ」

「ちょっと、後ろから見せてもらってもいいか？　話はあとでいいから」

「いいよいいよー」

　快く承諾したあと、むむむと眉間に皺しわを寄せながら、ラスティアラは続きを書いていく。それを後ろから僕は覗のぞく。思った以上にラスティアラの手記は上う手まく、確かに英雄の自叙伝と言ってもいい出来だった。

　その手記が書かれるのを見守っている内に、ゆっくりと時間は過ぎていく。

　相手がラスティアラだと沈黙は苦にならないし、一緒に居るだけでどこか楽しい。

　そして、その短いとも長いとも感じない不思議な時間は過ぎ去り、ラスティアラは書き記すのを終えた。

「――っはあ。やーっと一区切りついたー」

「お疲れ」

　ラスティアラは立ち上がって、肩を回して身体をほぐす。

　少し疲れているように見える。よく見れば、目の下にうっすらと隈くまができており、その至高の美貌を損なっていた。

　少しふらついているようにも見える。あのタフなラスティアラがだ。

「ラスティアラ、疲れてるのか……？」

「んー、まあそこそこね」

　返事も弱々しく感じる。

　僕は悩む。

　疲れているラスティアラに、さらに疲れそうな話はすべきでないかもしれない。

　しかし、最低限のことだけは伝えておきたい。いまラスティアラが消耗しているのは、聖誕祭が終わってからずっと戦い続けたからだ。

　まず、その原因になったことを謝りたかった。

「その、聖誕祭のことなんだけど……」

「聖誕祭？　『舞闘大会』じゃなくて、『再誕』の儀式のときの話？」

「ごめん、ラスティアラ。大聖堂であれだけのことを言っておきながら、結局、僕は何の責任も果たせなかった……。本当にごめん」

「ははっ。謝らなくてもいいよ。人間、そうなんでもかんでもできるわけないじゃん。カナミは英雄じゃないんでしょ？」

　しかし、ラスティアラは笑って気にするなと言った。

　少し懐かしい。このラスティアラの明るさに、ずっと僕は救われてきた。

「そうだね……。僕は英雄じゃない」

「カナミは英雄じゃないけど、私の物語の『主人公』を精一杯やってくれたよ。カナミは私に『私であること』を教えてくれた。それだけで感謝一杯っ」

「けど、その後、フーズヤーズの追っ手からおまえを守ってやれなかった……。おまえの敵は僕が打ち払うって約束したのに、それどころか――」

「私とカナミの契約は、『私を楽しませること』。別に『英雄』をやってくれなんて頼んでないよ。むしろ、それは私の役目なんだから取らないでよね」

　ラスティアラは僕に謝る切っ掛けを摑つかませない。

　彼女が謝罪を望んでいないことを悟り、心を落ち着かせて頷うなずく。

「そっか……。わかった、もう言わない。お礼だけ言っておくよ。本当にありがとう」

　僕は理解する。仲間なのだから助け合うのは当然であり、謝られても困る――と、そうラスティアラは思っているのだ。

　僕の「ありがとう」という言葉だけでラスティアラは満足そうだった。

　そして、僕とラスティアラは二人で穏やかに微笑ほほえみ合う。

　無言で微笑み合うだけの時間が流れていく。

　心地よい時間だ。

　やはり、僕はラスティアラと居るときが一番安らぐ。

　そう思った矢先だった。急にラスティアラは天あまの邪じや鬼くのような顔になって、わざとらしく声を出す。

「――あっ！　そういえば、記憶なかったとき、何でも言うこと聞くって約束してたような!?　ローウェンのやつと一緒に『舞闘大会』出場の登録したときのあれ！」

「え、え？　何でも言うことを？　そんな約束してたっけ……？」

　言われてから記憶を掘り起こしていく。そして、見つけてしまう。

　確かに約束をしていた。ローウェンと一緒に大会登録したとき、『舞闘大会』が終わったあとに僕がどんな行動を取るのかを賭けていた。

「私を『ヴアルフウラ』から連れ出してくれるかどうかで賭けてたよね。へへー、あれ、私の勝ちだよね？　いま私ここにいるし？」

「あ、ああ。確かにおまえの勝ちだけど……、あれは流石さすがに卑ひ怯きようじゃないか……？」

「駄目っ！　約束は約束だよ！　よーし、何して貰もらおっかなー？」

　途端に感じていた安らぎが霧散していく。

　今日までのラスティアラの前科を思い出すだけで、僕は頭が痛くなる。

「んー、なかなか思いつかないなあー……」

「思いつかないなら、なかったことにしないか？」

「駄目。待って待って。いま思いつくから！」

　ラスティアラは慌てた様子で、なんとか頭の中から搾り出そうとする。

　こっちは脂汗が止まらない。ラスティアラが悩んだ末に出す答えなんて、絶対ろくなものではない。

「えっと……じゃあ、抱擁ハグでもしてもらおうかな？」

「は、はあ？　抱擁ハグ……？」

　少し意外だった。

　似合わない可愛かわいらしい要求に気の抜けた声を返してしまう。

「うん、抱っこだよ。ぎゅーっと抱きしめてみて。こう……物語の主人公が、ヒロインにするようなかんじでさ」

「な、なんでだ!?　なんで抱っこ!?」

　ラスティアラは真剣にジェスチャーで指南を始める。その彼女らしくない要望に、僕は困惑する。

「なんて言えばいいのかな……。こういうのが英雄譚のお約束だからだよ。いつか、英雄譚を書くときの参考にしたいから、一度はやっておきたいなー、なんて？」

「ああ、英雄譚の参考にか……」

　テーブルの上にあるラスティアラの手記に目を向ける。

　おそらく、この執筆は彼女の夢の一つだ。それに協力するということなら、恥ずかしさも少しは軽減される。だが、それでも恥ずかしいものは恥ずかしい。

　僕が返答に戸惑っていると、ラスティアラは少し残念そうな顔をする。

「だ、駄目なら、無理にとは言わないけど……」

「駄目とは言ってないだろ。別にそのくらい構わない。ああ、そのくらいならっ、そのくらいなら大丈夫だ！」

　自分でも驚くくらいに必死だった。

　とにかく、ラスティアラの悲しい顔が見たくなかった。遠ざかっている間は落ち着いていた感情が、いざ目の前で話していると膨れ上がっていくのがわかる。

「そ、そこまで気合入れなくていいよ？　試し。これは試しだからさ」

「ああ、試しだ。試しでいこう……」

　僕とラスティアラは落ち着いて確認し合う。

　これは『試し』。確認だ。

　そう自分に言い聞かせながら、僕は手を伸ばす。

　緊張した様子で待ち構えるラスティアラの身体からだを、ゆっくりと胸に抱く。

「ぁ……」

　本当に小さくだけど、ラスティアラは声を漏らした。

　そのラスティアラらしからぬ声に驚きつつ、僕は左手をラスティアラの後頭部に持っていき引き寄せる。

　気恥ずかしいので見つめ合う形を避けて、ラスティアラの頭を僕の頭の隣に置く。その結果、耳と耳が触れ合う距離で、僕たちはお互いの鼓動を聞き合う体勢となった。

　上手い抱擁の仕方なんてわからない。けれど、かつて元の世界で見てきた創作物を必死に思い出して、ラスティアラの望むような英雄譚のワンシーンをできるだけ再現してみたつもりだ。

　その手のひらや胴体から、ラスティアラの身体の熱が伝わってくる。

　ラスティアラの髪の匂いが鼻び腔こうをくすぐり、どくんどくんと脈打つ音が互いの身体に響き合う。互いに薄着だったため、ずっと肌が触れ合い、絹よりも滑らかでマシュマロよりも柔らかい感触がする。

　抱き合う形となっているため、ラスティアラの胸が僕の胸に押し当てられている状態だ。吐息が耳にかかる度、脳裏に彼女の綺き麗れいな唇が浮かぶ。

　身体を巡る血液の流れが速まり、どこまでも鼓動が大きくなっていく。

　徐々に、徐々に、膨れ上がっていく胸の高鳴りは――




　――これ以上はまずい。スキル『？？？』が発動する。




　勢いで抱擁してみたものの、もう限界だ。

　僕はラスティアラを突き放そうとして――

「――これでもう……寂しくないかな……」

　それは凪なぎのように穏やかな声だった。

　ラスティアラは嵐を乗り越えたかのように安心しきっていた。初めて聞く彼女の声色に、僕は突き放す手を止めてしまう。

　そして、僕の思っている以上に、ラスティアラが無理してきたことを知る。

　笑って「謝らなくてもいい」と言ったけれど、彼女が大変だったのには変わりない。

　思い直した僕は、ぎゅっとラスティアラを抱きしめ直す。

　このくらいで彼女が安心できるのならばと、強く強く力をこめる。

　するとラスティアラはゆっくりと息を吐いたあと、呟つぶやく。

「はあ……。これでやっと……、私の物語の第一章はハッピーエンドかな……」

　そして、その身体の重み全てを僕に預ける。

　ようやく彼女の長い戦いが終わった瞬間だった。その戦いの過酷さを察し、このままでいようと僕は決意する。

　何にも邪魔はさせないと、全神経をすり減らしてスキル『？？？』を遠ざける。

　こうして、抱き合ったままの状態で時は刻まれていく。

　その計りようのない幽玄のような時間は、穏やかに過ぎ去っていった。

「……ありがと、カナミ」

「ああ、このくらいなら平気だ」

　十分に落ち着いたラスティアラは、小さくお礼を言ってから身体を僕から少し離す。密着していた身体が離れていき、名残惜しい彼女の心臓の音が遠ざかる。

　丁度、目と鼻の先にお互いの顔がある距離となった。

　僕たちは鼓動でなく、視覚で互いを確認して――我に返る。

「…………っ！」

「…………っ！」

　くだらない口約束の延長で軽く試すだけのつもりだった。

　しかし、終わってみれば、まるで恋人のように抱き合っていたことにお互い気づく。

　ラスティアラは目を見開き、耳を真っ赤に染めていく。たぶん、僕も同じだ。

「――え、えっと……いや、あの、なんだろ？　こういうの見るのはいいけど、やるのはきついね！」

　ラスティアラは目線を僕から逸そらして、言い訳するかのように、いまの行為を否定し始める。もちろん、僕も協力して、彼女の言い訳に言い訳を重ねていく。

「あ、ああっ！　物語だとよくやってるやつだけど、終わってみると変な感じだな！　やっぱり、『試し』だとこんなものか！　『試し』だと!!」

「うん、『試し』だしね！　いやあ、『試し』にでもするもんじゃないね、これ！」

「ああ！」

『試し』という言葉を繰り返したあと、僕たちは無言になってしまう。

　ちなみに、お互いに真っ赤な顔で、肩を摑みあっている状態だ。

　離れないと冷静になれないのはわかっている。けれど、いま動いてしまうと暴発してしまいそうだった。

　何を言って離れればいいのかわからない。これから何をすればいいかわからない。全くもって一つもわからない。おそらく、ラスティアラも同じだろう。

　先ほどの計りようのない不思議な時間とは別の意味で、また計りようのない気まずい時間が過ぎていく。

　長い時間が過ぎ、部屋のテーブルに置かれた蠟ろう燭そくが揺らめく。

　あと少しで蠟燭が尽きるのが見えたところで、とうとうラスティアラが我慢しきれずに叫ぶ。

「――な、なにこれ！　なにこれっ！　なにこれなにこれっ!?」

　顔を林りん檎ごの様に真っ赤に染めて、僕の肩をぶんぶんと振り出す。

　こっちもラスティアラと同じく叫びたい。けれど、叫べない。

　すぐ傍そばにスキル『？？？』が這はいよってきている。

　少しでも気を抜けば発動してしまう。そう確信できるほど近い。

　ようやく取り戻しかけている感情の火種を守るため、荒れ狂う感情を制御するのに集中する。しかし、それだけで僕は手一杯となり、一歩も動けず、一言も喋しやべれない。
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　その間もラスティアラは存分に僕の身体を振り回し続け……最後に顔を俯うつむけた。

「違う……、違う違う違うっ！　これは違う……！　これは駄目……!!」

　お腹なかから吐き出すように、何もかもを否定する。

　僕は暴走し続けるラスティアラを見ていられなくなり、錆さびた機械のようなぎこちなさで彼女に触れようとする。だが、その僕の手をラスティアラは払い、触れられることを拒んだ。

「み、見るな！　カナミ、こっち見るな!!」

　突き飛ばされ、距離が空く。そこは丁度、お互いの顔が見える距離だった。

　ラスティアラは笑顔とも泣き顔とも取れない複雑な表情をしていた。

「あぁあァアア――！　ああっ、もうっ!!」

　とうとう赤くなった顔を両手で隠して、ラスティアラは背中を向けて駆け出す。

　そして、そのまま部屋の窓から外に飛び出して、器用に船の側面を昇っていってしまう。その後姿を途中まで《ディメンション》で追いかけていたが、ラスティアラの逃げ出した意図を汲くんで、すぐに魔法を解く。

　同時に部屋の蠟燭が、ふっと消える。

　部屋の中の熱を全て、ラスティアラが持ち出してしまったかのように静かになる。

　僕は部屋に取り残され、途方にくれてしまう。

　そして、ゆっくりと訪問の成果を一人で確かめる。

　当初の目的である『お互いの気持ち』は確認できたと思う。

　これ以上ない成果と言っていいだろう。

　ただ、身に余る過剰なものまで確認してしまったのも確かだ。

　スキル『？？？』で失われていた感情が、たった数分のやり取りで再燃してきている。

「な、なんだこれ……！　なんだこれっ!?」

　部屋で一人、僕もラスティアラと同じ台詞せりふを繰り返す。

　心臓の音がうるさい。そわそわして身体が落ち着かない。

　さっきまで頭のぶっ飛んだやつだと思っていたラスティアラが、いまでは可愛らしい女の子に思えて仕方ない。

　じりじりと、ちりちりと、ある疑惑が確信に変わっていく。

　顔を真っ赤にして逃げ出したラスティアラを思い出す。あれは照れたと解釈していいのだろうか。いや、そう解釈するしかないだろう。その解釈しかありえない。そう解釈したい。

　そして、僕も彼女と同じように照れてしまっている。好意を抱いているからこそ、こうも取り乱してしまっているのだ。自分のことなのだから、そのくらいはわかる。

　これはつまり、僕はラスティアラが好きで、ラスティアラも僕が好きということでいいのだろうか……？

　いわゆる、両りよう想おもいというやつとしか思えない。

　その事実を認識した瞬間、僕の身体が震えた。

　僕の今日までの短い人生。十六年余りの時間。女の子と両想いになれたのは初めての経験だった。

「――い、いやっ。いや、待てよ。ことを焦るなっ！」

　有頂天になりつつあった自分を戒める。

　かつて、元の世界にいた頃、先走って悲しい思いをした経験がある。

　ラブレターをもらったと思ったら、なぜか待ち合わせに誰もいないなんてよくある話だった。気になる女の子が僕を好きという噂うわさを聞いて、次の日に話しかけてみたら死ぬほど嫌われていたなんてこともあった。バレンタインでチョコをもらったことなんて妹からしかない。もちろん、クリスマスも妹としか過ごしたことはない。

　世の中、甘いことなんてそうそうない。

　……おそらく、勘違いの可能性がある。

　先ほどのラスティアラの反応をどこか誤解したかもしれない。きっちりと確認しない限り、両想いとは断定できないだろう。

　他にも問題点はある。

　まずラスティアラは三才だ。同年代とか年下とかいうレベルじゃない。

　三才の子供に手なんて出してしまえば、僕の世界の法的にアウトだ。不純異性交遊どころか、新聞に載るくらいの犯罪だ。

　もし、ラスティアラと恋仲になれたとしても、その後、元の世界に大手を振って帰ることができなくなる。いたいけな少女を騙だましているような扱いを受ける可能性がある。

　本当に問題点は一杯だ。

　一杯なのだが……それでも僕の胸の高鳴りは収まらない。

　両想いかもしれないという可能性が、全ての不安を搔かき消していく。

　そして、ふと僕は、この感情を誰かと共有したいと思った。

　修学旅行の就寝前のような感情が湧き出す。無性に恋について、誰かと話し合いたくなる。ラスティアラは僕をどう思っているのか、これから僕はどうすればいいか、その助言が欲しい。相談がしたい。

　自分一人で解決することの愚かさを、僕は知ったばかりだ。

　ああ、相談という発想はいい。

　ただ、残念なことに相手がいない。修学旅行の就寝前に話ができるような同性が、この船には一人もいない。

「くっ……、誰もいない……！　いや――！」

　もしかしたら、ディアなら大丈夫かもしれない。

　常から男と自称しているディアならば、気兼ねなく話せる気がする。

　それにディアには確かな実績がある。聖誕祭前夜、ディアに相談したおかげでラスティアラ奪還は上う手まくいった。

「よし、ディアに相談しよう！」

　僕は確信を持って、ディアの部屋に向かおうとする。

　しかし、身体からだは動いてくれなかった。

「……あ、あれ？」

　腰に下げた『アレイス家の宝剣ローウェン』が光る。

　自動でスキル『感応』が発動し、未来のビジョンを予測し始める。

　見えたのは『血まみれになった僕が、炎上する船と共に沈んでいく光景』だった。

　親友から受け継いだスキル『感応』は「相談しに行くと死ぬぞ」と言っていた。

　世界の『理ことわり』を感じ取る剣士の直感が、平時なのに死を感じ取ってしまっていた。

「…………」

　え？

　相談しただけで死ぬの……？

　前みたいに、ぼかすよ？　それでも？

　そうスキル『感応』に言い訳しても、燃えさかるイメージは頭から離れてくれない。

　サーッと、血の気が引いていく。

　スキル『感応』が間違った判断を下すとは思えない。死ぬのは過剰表現かもしれないが、僕にとってよくないことが起きるのは間違いないだろう。それだけの信頼感が、このスキルにはある。

「……や、やめとこっか」

　僕はディアへの相談を取りやめる。

　そのとき、なぜか冷や汗をかいているローウェンの姿が頭に浮かんだ。

　スキルに宿った親友の意志に心の中でお礼を言いながら、僕は思考を再開させる。

　予定が崩れ去っていくのを感じる。

　理想の予定は――ディアに相談に乗ってもらった上で、ラスティアラに気持ちを上手く伝え、めでたく僕たちは結ばれ、マリアやスノウたちの祝福を受け、悩みは全て解決――というつもりだった。色々と粗は目立つが、大まかにはこの流れを狙っていた。

　しかし、その出だしから転んでしまった。

　仕方がなく僕は次善の計画に移る。

　相談ができないのならば、男らしく真正面から告白するしかない。

　こういうのはぐだぐだと考えて、長引かせてしまうのが一番よくないのだ。

　正直、いまの僕の恋愛感情に自信はない。いつかのときと比べ、恋心が曖昧になっているのはわかっている。しかし、その状況も含めて、ラスティアラにありのままを伝えてみるのも悪くないはずだ。彼女なら全てを理解して、受け入れてくれるかもしれない。そう期待できるほどの手応えが、いまの僕にはある。

　ラスティアラと恋仲になる自分を思い浮かべる。

　それだけで胸の鼓動が、どこまでも高まっていくのを感じる。

　――が、同時に、凄すごい勢いでスキル『？？？』も這いよってくる。

　慌てて僕は燃え上がる感情に氷を落として、何とかスキルの発動を食い止める。

　幾度となく僕の命を救ってきた実績を持つスキル『？？？』が、そっちの道を選んでも死ぬから止やめろと言っているかのように感じた。

「…………」

　こ、告白しても死ぬのか……。

　どうやら、これ以上の感情の激化はスキル『？？？』発動の範囲内らしい。

　僕はスキル『？？？』の恋愛に対する境界線が見えてきた。告白といった行動に移そうとするほどの愛情がアウトのようだ。

　結局、どっちに歩いても死ぬと宣告され、僕は変な体勢のまま固まり、一歩も動けなくなる。敵一人いない船内が、こんなに危険で溢あふれているとは思わなかった。そりゃ少しは予測していたが、予想以上過ぎる。

　しかし、このまま固まっていても、何も解決はしない。

　明日から、マリアやスノウの激しい感情が潜む中で船旅をしなくてはいけなくなる。

　僕の感覚は人一倍鋭い。《ディメンション》と『感応』が合わさり、彼女たちの好意を敏感に察知することだろう。その好意に応えることなく二人と一緒に生活する？

　そんなことを続けていけば、いつか胃に穴が空いてしまう。

　少しスキル『並列思考』で予測してみよう。

　いまの状況は、まるで三流の恋愛ドラマだ。このままいけば、僕は迷宮探索のために、女の子を利用する悪い登場人物やつそのものだ。これが愛憎入り乱れる昼ドラならば、最後に僕は刺されて死ぬだろう。

　昼ドラでなくとも、二股をかけているやつの行く末は大抵ろくなものではない。

　そのとき、パッと背筋の凍る真っ赤な光景が頭の中に浮かぶ。

　今日までの戦いの集大成であるスキル『並列思考』は、このままでも死ぬから気をつけろと言っていた。

　……動いても動かなくても、どっちにしろ死ぬらしい。

「ど、どうしろと……？」

　僕は冷や汗を流す。

　有能なスキルたちのおかげで最悪の結末は免れたものの、このままだと真綿で首を絞められるような死が待っているとわかってしまった。

　しかし、打開策がない。

　部屋の中、立ち尽くす。妙なポーズで固まったまま。

　そこへ救いの天使が一人現れる。

「――お兄ちゃん、よく踏みとどまったよ。いま軽い気持ちで動くと、ほんとに死ぬよ？　こう背中をぶすっと刺されて……どころじゃないかもね。肉片残らないかもね」

　苦笑いを浮かべながら、死神リーパーが部屋に入ってきたのだ。

「リーパー！」

　目じりに涙を浮かべ、かつてない笑顔で彼女を迎える。

「まず、絶対にディアお姉ちゃんのとこへは行っちゃ駄目。ディアお姉ちゃんってば、寝言でお兄ちゃんの名前を繰り返してるんだよ？　満面の笑みでだよ？　そんなディアお姉ちゃんに、他の女の子の話をしに行くとか。いや、ほんとにお兄ちゃん、死ぬからね？　冗談じゃなく、まじで死ぬからね？」

　リーパーが《ディメンション》を展開しながら話しているのを、僕の《ディメンション》で感じ取る。どうやら、現在進行形でディアの寝顔を観察しての発言のようだ。

「リーパー、死ぬ死ぬ言うなよ……。いまは洒しや落れにならないんだ……」

「うん、洒落じゃないからね。お兄ちゃん、いーい？　ディアお姉ちゃんはお兄ちゃんのことが好きなんだから、絶対に相談しちゃ駄目！」

「……あ、あぁ！　おまえっ、はっきりとそんな！　そういうことを！」

　リーパーが無慈悲に僕の逃げ道を塞ぐ。

　さらなる悩みの種が投下され、死の包囲が狭まっていくのを実感する。

「お兄ちゃんだって気付いてるでしょ？　そうやって自分で自分を騙すのは、アタシ嫌いだよ？　アタシが嫌いなんだから、お兄ちゃんも嫌いでしょ？」

　嘆く僕をリーパーは叱りつける。

「う……、ごめん。ほんとリーパーには気付かされてばっかりだな……」







[image: ]







　わかっていたことだ。『ジーク』を失ったディアは、精神のバランスを崩した。幻覚まで見えていたということは、僕の想像以上にディアは『ジーク』に依存していたのだ。

『舞闘大会』のとき、記憶のない僕はディアとデートをした。

　可愛かわいらしい服を着て、ディアは女の子として笑っていた。一緒に劇を見て、食事をして、その間も彼女は僕の手を放そうとしなかった。

『感応』による直感や『並列思考』による推測。そんなスキルに頼らなくてもわかる。

　ディアは僕が好きなのだろう。それも相当歪いびつな形で想いを寄せている。

　認めてしまえば、もうディアに相談なんて選択肢は取れない。

　僕の中に残っていた『純真で頼れる男の子ディア』が消えていく。

　そして、さらなる現実をも直視する。

　ことあるごとに殺意を漏らしていたあのディアが、誰かと結ばれた僕を祝福してくれるなんて想像できない。ディアに負けず劣らず歪な感情を抱いているであろうマリアとスノウも同様だ。

　あいつらがそう簡単に諦めるような人間なら、あんなことにはなっていない。

　僕の持つスキル群も同意する。そんな甘い話は「ありえない」と。

「お兄ちゃん。絶対、誰にも好きとか嫌いとか言っちゃ駄目だからね。いまのバランスを崩したら酷ひどいことになるって、子どもでもわかるよ？」

「やっぱり、おまえもそう思うか……？」

　客観的な視点から見ても明白らしい。

「なんだかんだで、アタシはお姉ちゃんたちと繫つながったことがあるからね。大体の事情はわかるよ。それを踏まえて言うよ。お兄ちゃんが他の人と結ばれるなんて事実、誰も受け入れられないから。間違いなく」

「でも、みんな試練を乗り越えて、強くなったはずだ……。強い心をもって現実と戦ってくれるはずだ……！　そう僕は信じたい……!!」

　縋すがりつくかのように僕は訴える。

「本当にそう思ってる？」

　その質問に、頭の中の『並列思考』と『感応』は静かに首を振る。

　正体不明のスキル『？？？』も、今回ばっかりはフレンドリーに首を振っている。

「そう信じたい……って思ってる。お、思いたい……！」

　言葉にすればするほど自信がなくなっていく。

　炎上のトラウマが再発し、もはや僕の足はがくがくだ。

「お兄ちゃん。スノウお姉ちゃんも言ってたけど、たった数日で人は強くなんないよ。みんな表面上は変わったように見えても、内面は激しい熱情を隠し持ってる。……アタシだってそうだよ。まだローウェンとの別れに、気持ちの整理がついてない」

　たった一度、上手く説得できたからって人間が丸々変わるなんてことはない。その過酷な現実を、リーパーは自分を例にして説明する。

「リーパー……」

　実質、ローウェンを手にかけたのは僕なので、何も言えなかった。

「……とにかくっ。お兄ちゃんが思っている以上に、この船はギリギリのバランスで保たれているんだから、注意してよ？　あそこまで格好つけて決勝戦で別れておいて、数日後、女に刺された親友とあの世で再会ってのは、ローウェンが可か哀わい想そうすぎるからね」

「そうだな。誰にも言わない……。というか言えない……」

「うん、それでよしっ。……もしくは、みんな嫁に貰もらうか。二つに一つだねっ」

「待て」

　聞き流せない言葉に僕は制止をかける。一歩も動けないのにオーバーなアクションを取ったため、また変なポーズで固まってしまった。

「オールオアナッシング……！　これなら大丈夫だよ、お兄ちゃん！」

「いや、まてまて。まてまてまて。みんな嫁に貰うってなんだそれ」

「言葉通りだよ。お姉ちゃんたち全員、お兄ちゃんが引き取るの。やったね、お兄ちゃん。ハーレムだよ」

　娘のように思っていた幼い親友が、純真な目でとんでもないことを言い出す。

　誰だ。うちのリーパーにハーレムなんて言葉を教えたやつは……！

　僕とローウェン（剣）が行ってボコボコにしてやる！

「いや、そんなの誰も納得しないだろ……？　というか、引き取るとか言ってやるなよ」

「んー、大丈夫だと思うよ？　スノウお姉ちゃんとマリアお姉ちゃんは独占欲高めだけど、お兄ちゃんが全力で甘やかしたら納得してくれるよ。たぶん」

「あ、ありえない……。連合国で一夫多妻は普通なのか……？」

「一夫多妻を許容してる国が、連合国には結構混じってるよ。特に豪商や貴族の中に多いのかな？」

　まじか。異世界すごいな……。

　僕は異世界の文化に圧倒される。

　そして、スキル『並列思考』がリーパーの言っていることを分析して、あながち間違っていないと判断する。

　彼女たちは捨てられることや仲間外れされることに過剰な反応を示す。

　ならば、絶対に捨てないと誓って、みんな平等に接していけば、全員幸せになれるかもしれない。リーパーの言うとおり、表情に陰りが見えてきたやつから臨機応変に甘やかしていけば、なんとか――

　……考えれば考えるほど、下衆な人間になっていっている気がする。人として堕おちてはいけないところへ堕ちている気がする。

　さっきから、昼ドラでありがちなバッドエンドが、脳裏で反復横とびしている。

　まだだ。

　まだ、そのエンドを避ける方法はあるはずだ……！

「くそっ。ほんと最低なことで悩んでるな、僕は……！」

「お兄ちゃんが悪いよ。女たらしの行き着く先ってやつだね」

「さっきから、ハーレムとか女たらしとか！　おまえはどこでそういう言葉を覚えてきたんだ……!?　ちょっと教えてくれ、軽く話つけてくるから！」

「か、顔が怖いよ、お兄ちゃん……？　特定の人じゃないよ。ラウラヴィア国民と繫がったときだね。色んな知識が入り込んできちゃって、実は頭の中がてんやわんやの状態なんだよ」

「ああ、そっか……。それでか……」

　八つ当たり先を失って、少しだけ残念な僕だった。

「そして、その知識群が言っています。お兄ちゃんはたらし。それも、ろくな死に方はしない最低なたらし野郎だと……！　死を避けるにはハーレムしかないと……!!」

「名誉毀損で訴えたいところだが、心当たりがあって反論ができない……!!」

「気をつけて。ぶっちゃけ、これからの旅路、常に死の危険がつきまとうよ。パリンクロンとかモンスターとかじゃなくて、お姉ちゃんたち関連で死ぬ危険が一杯！」

「そっか。パリンクロンよりも危険か……。それも、これからずっとか……」

「でも、お兄ちゃんってば、死の危険を事前に察知できるスキルが豊富だからね。きっと、何とかなるよ。やったね！」

　吐き気がする。想像するだけでトラウマが深まってきた。

　最近、トラウマを乗り越えるどころか悪化していっている気がする。

　あいつらの力なら、簡単に地獄を形成できてしまうのがよくない。その事実が僕の悪いイメージに拍車をかける。炎上イメージが加速する。

「……みんな家族みたいに好きだって言えばなんとかならないかな？」

「うーん、どうかな？　きっと、みんなの顔がすごい曇ると思う。その後、徐々にフラストレーションが溜たまっていって爆発かな？」

「家族みたいに好きって、僕にとっては最高の愛情表現なんだけど……」

「お兄ちゃんの中ではね……。でも駄目だよ。家族じゃなくて異性として恋人関係になりたいと思うのが普通なんだからさ」

「つまりリーパーは、死にたくなければ一夫多妻とやらを僕に実現しろと……？」

「うん、お勧め。みんなハッピーだよ」

「明らかに、辛つらく苦しい道としか思えないんだけど」

「うん、お兄ちゃんはそうだね。けど、みんなハッピーだよ」

「そのみんなに僕を入れようと思わないのか？」

「駄目。ここまで手を広げたお兄ちゃんが悪いんだから。大人しく、みんな引き取るように」

「だから、引き取るって言うなよ。おまえ、あいつらのこと何だと思ってるんだ……」

「アタシはお兄ちゃんの記憶と感情で育ったからねー。たぶん、お兄ちゃんと同じだと思うよ？　それでも、言ったほうがいい？」

「いや、やっぱりいいです」

　聞けば心が折れる。そう思ったので丁寧に断る。

　そして、命の危険を正しく理解した僕は、真剣にリーパー一押しの一夫多妻について考え始める。生きるために。

　僕の世界でも、歴史を振り返れば頻出する。現代社会を生きている男性からすれば夢のような話だろう。

　だが、ここで重要なのは一夫多妻の存在理由だ。その理由によって、がらりと意味は変わる。

　これは僕のための一夫多妻ではなく、彼女たちのための一夫多妻ということだ。

　それはハーレムなんて耳触りのいいものではない。もっと別のおぞましい何かだ。

「……だ、駄目だ。やっぱり駄目だ」

　そもそも、僕は元の世界に戻るつもりだ。そのとき、妹になんて言い訳すればいい。

　異世界では一夫多妻が普通だったのでお嫁さんをたくさん貰いました……なんて言えるはずがない。

　現代日本では一夫多妻は認められず、僕は日本人だ。断固拒否する理由がある。

　なにより、僕は普通の恋愛というものに憧れている。

　一流ドラマのような純愛こそが僕の理想だ。

　なのに、一度もまともな恋を経験することなく、ハーレムの皮を被かぶった墓場よりも恐ろしい何かへ叩たたき落とされたくない。

　まるで、誰かに操られるかのように僕は言葉を紡ぐ。

「絶対に僕は純愛を貫く……。人は、たった一人の運命の人と結婚するべきだ……」

「へー」

　気のない返事だ。

　木に登ろうとする豚を見るかのような目で、リーパーは僕を見ていた。

　こいつ、無理だと思ってやがる。

「絶対に一夫多妻なんて認めないからな！　絶対！」

「わ、わかったってば。……それで、ハーレムやらないなら、これからどうするの？」

　僕が必死すぎてリーパーは少々引いていた。

　リーパーに問い直され、これから進むべき別の道を僕は考え直していく。

　もはや、ラスティアラに想おもいをぶつけるのは無理だろう。

　よくよく考えれば、告白なんて土台無理な話だったのだ。

　もし告白が成功したとしても、その先に待っているのは破滅だ。

　お互いの気持ちを確認し合い、付き合うことができれば、日毎ごとにお互いの愛情は膨らんでいくことだろう。そして、一緒に過ごせば過ごすほど、もっともっと好きになって、それで――スキル『？？？』によって僕だけ愛情を失うのだ。ラスティアラを置いて。

　いつものように感情をコントロールしても結果は同じことだ。

　結局はラスティアラとの感情の乖かい離りは避けられない。

　そんなものがまともな恋愛とは思えない。純愛とは口が裂けても言えない。

　上う手まくいくはずがない。

「とりあえず、告白するのはやめるよ。思えば、まだ一週間ほどの付き合いしかラスティアラとはないしな。落ち着いて考えれば、焦ってもいいことなんてないってわかる。色々考えすぎて、ちょっと混乱してたみたいだ」

　マリア、スノウ、ラスティアラと、連続で深刻な話をしたのがよくなかった。追い詰められ、頭が煮立っていたことを自覚する。

　僕は乾いた声で笑う。リーパーも悲しそうに笑う。

「うん。冷静になってくれて嬉うれしいよ」

「せめて、自分の気持ちを確信できるまでは様子を見ようと思う」

「そうだね。もう少し待とう。お兄ちゃんが妹さんと再会するか……、もしくは、最低でもパリンクロン・レガシィを倒したあとだね」

「そうするよ……」

　――スキル『？？？』を消すまで待とう。

「明日からは、いままで通り。それでいい？」

「ああ、そうするしかない」

　こうして、僕は自身の問題を整理し終える。

　冷静になった僕を、もうどのスキルも止めようとはしなかった。

　僕は新たな生活の一歩目を踏み出す。

　そこでリーパーはぴくんと猫のように震えた。どうやら、展開していた《ディメンション》で何か見えたようだ。

「どうした？」

「んー、ラスティアラお姉ちゃんがこっちへ向かってる」

　速まる胸の鼓動を抑えて、ラスティアラの様子を聞く。

「さっきまで船首であわあわしてたのに。いまはきりっとしてる。どうやら、向こうも落ち着いたみたいだね」

「そうか。よかった」

　ことがこじれる前に、ラスティアラと冷静に話ができそうだ。

「それじゃあ、アタシは出るよ」

　気を利かせて、リーパーは部屋から出ていこうとする。その気遣いに僕は感謝する。

「リーパー……。その、苦労かけてごめん。助かったよ……」

「いいよ。お兄ちゃんとアタシは親友でしょ？」

　謝罪は必要ないと親友は格好よく言った。いつもの如ごとく、齢よわい一才らしからぬやつだ。

「ああ、親友だ。ありがとう」

「ひひっ。アタシはそれだけでいいよ。それだけですっごい嬉しいから」

　リーパーは屈託のない笑みで喜んだ。

　そして、「じゃねー！」と元気よく言い残して窓から出ていく。

　入り口から来るであろうラスティアラとの鉢合わせを避けたのだろうが、僕としては窓を出入り口にするのはやめてほしかった。保護者代わりである僕の常識が疑われる。

　そんな子供の教育に悩む親のようなことを考えていると、ラスティアラがやってくる。

「あの、カナミ……まだいる……？」

　ラスティアラは扉の外から声をかけてきた。

　僕は平常心を心がけて彼女を招き入れる。

　ぎこちない動きで部屋に入ってきたラスティアラは、落ち着きのない様子で口をもごもごと動かし続ける。

「えっと、その、カナミ……」

　風に当たって頭を冷やしたことで、もう顔の赤みは消えている。

　僕も同じだ。色々と脅されて、冷やされた。

「さ、さっきのあれはびっくりしただけだから、勘違いしないように!!」

　結局、ラスティアラは言葉を選びきれず、叫ぶことでごり押しにかかってきた。

　その唐突な叫びに僕が反射的に頷うなずき返すと、ラスティアラは自分へ言い聞かせるかのように続ける。

「ちょっと英えい雄ゆう譚たんっぽいことしようとしたら、シチュエーションに釣られちゃっただけだから！　あれは状況が卑ひ怯きようっ、卑怯すぎ！　だからなし！　なしね!!」

　いや、自分に言い聞かせているだけではないかもしれない。仲のいいマリアに言い訳をしている気がする。

「うん、わかってる……。僕もなしにしようと思ってたところだよ……」

　僕はラスティアラの意見に同意する。するしかない。

「うん、なしなし！　まあ、英雄譚の参考になったのは確かだけどね……。でも軽い気持ちでやることじゃないってのもわかったよ……」

「少しでも足しになったのならよかったよ……」

　弱々しくうなだれるラスティアラに、僕も弱々しく答える。

「やっぱり、記憶のないカナミを騙だまして要求したのがまずかった。後悔がすごい……」

「そう思うなら、今後は控えるようにしようか」

「うん、もうしない。これで終わり。終わり終わり終わりっ！」

　ラスティアラは声に出すことで、気持ちを切り替えようとする。

　それに僕も付き合って、先ほどのことをなかったことにする。

　――こうして僕たちは、より過酷な道を選んだ。

　しっかりと気持ちを切り替えた僕は、全く別の話をラスティアラに振る。

「なあ、ラスティアラ」

「ん、なに？」

「いままではおまえしか僕の素性を知らなかっただろ。僕が異世界から来たってやつ。あれ、隠すのをやめようと思うんだ」

　元々、僕が勇気を出してマリアに自分の素性を伝えたら、ラスティアラの秘密を聞けるという約束だった。しかし、順番を間違えて、僕はラスティアラの秘密を先に知ってしまった。すぐにでも約束を果たすべきだと思っている。

「ああ、あれね。そういえば、私しか知らないのか……。うわ、また罪悪感が……」

「……実は他にも色々と隠してることがあるんだ。スキルとか魔法とか」

「あっ、やっぱり？　カナミって胡う散さん臭くさい能力が多いからね。そうだと思ったよ」

「この機会に、それを全部みんなに明かそうと思うんだ」

「お、いいね。私もじっくり聞きたいよ」

「明日の朝、みんなを集めて話すから、みんなを見かけたら声かけといてくれないか？」

「うん、わかった。任せといて」

　いつものように、僕たちは仲間同士として話す。

　表面上は元に戻ったように見える。表面上は。

「それじゃあ、また明日」

「うん、明日ね」

　晴々とした表情のラスティアラと別れ、僕は自室に戻っていく。

　部屋の中に入った僕は、すぐにベッドへ倒れこんで眠りに落ちる。

　こうして、新たな門出の一日目は終わった。僅かな綻びを残して。







２．パーティーの成長




　船旅の二日目。

　うなされている自分に気づき、僕はベッドから飛び起きる。

　夢の内容は覚えていない。しかし、身体からだにまとわりつく寝汗が、ろくな夢でなかったことを証明している。

　何かを追いかけ、何かに追いかけられていたような……。

　誰かと話し、誰かに責められているような……。

　そんな夢だった気がする。

　首を大きく振って、余計な思考を振り払う。所詮は夢だ。現実には関係ない。

　部屋のカーテンを開け、朝日を全身で浴びる。

　そこで僕は異常に気づく。スキル『感応』が危険を感じ取り、僕に最適な行動を取らせる。《ディメンション》を展開して、その危険の元を探し出す。

　見つけたくないものを見つけてしまい、顔をしかめながら部屋の外に出る。

　少し歩いた先で、顔を暗くしたスノウが笑っていた。

「えへ、えへへへへ……」

　引き攣つった笑いが痛々しい。その様子から、全てを察する。

「あ、あー……、昨日の聞いてたのか……？」

「うん……。ちょっと気になって、振動魔法で話を聞いちゃってた……」

　どうやら、ラスティアラとの会話も聞かれていたらしい。

《ディメンション》を使って気を張っていないと、スノウの魔力が近くに潜んでいても気づけないようだ。一つ勉強になった。

「最後まで聞いてたのならわかるだろ。あれは気の迷いだから」

　搾り出すように、僕は僕とスノウに言い聞かせる。

「で、でも、少なくとも、私よりラスティアラ様のほうが一歩リードしてる……？」

　正直、一歩どころではないのだが、優しくオブラートに包んで答える。

「……大して変わらないよ。同じ仲間だ。昨日のは状況が悪かっただけで、ラスティアラのことを特別には想おもってなんかない」

　特別に想うことができたのなら、こんなに苦労はしていない。

　偽りない自分の考えを伝えると、スノウは悔しいような悲しいような表情を見せたあと、少しいじけたような顔になる。

「……もし、カナミがラスティアラ様のことが好きでも、私の気持ちは変わらないよ？……諦めないもん」

　少し口を尖とがらせて、子供のように答える。

　うちの低年齢メンバーよりも幼い反応を見せるスノウに僕は困る。

　けれど、「諦めない」という言葉を使うスノウから成長も感じる。ようやく、彼女の止まっていた時間が動き出し、前に歩き出せているような気がした。

「うん……。ありがとう……」

　僕は感謝を二重にこめて、ぽんとスノウの頭に手を置いた。

　スノウが子供っぽいせいか、身体が勝手に動いてしまった。

　一瞬だけスノウは不思議そうにして、すぐに口元を綻ばせる。よく意味はわかっていないが、撫なでられていることが単純に嬉うれしそうだ。

　その引き攣っていない笑顔を可愛かわいいと思いながら――同時に罪悪感が加速していく。

　昨日のリーパーの言葉、「たらし」とか「ろくな死に方しない」とかの単語が頭に思い浮かび、僕は手をすぐに離した。

　名残惜しそうなスノウの顔から逃れるべく、違う話題を出す。

「……その、スノウ。その振動魔法の盗聴行為を止やめないか？　あまりよくないことだと思うからさ」

「え？　なんで……？」

「なんでって、そりゃあみんなだって聞かれたくないことくらいあるだろ……。僕とリーパーだって次元魔法は最低限しか使ってないんだぞ……」

「へ、へー……。まあ、前向きに検討してみるよ……？」

「ああ、頼む」

　目線を逸そらし、卑屈に笑うスノウを見て、僕は確信する。

　こいつ、絶対に止めないな……。

　疑いを持って、じっとスノウを睨にらむ。すると、スノウは慌てた様子で逃げ出す。

「それじゃあ、これで！」

「あ、待て！　いまから、甲板で話すことがあるんだ！　できれば、誰か見つけたら呼んできてくれ！」

　遠ざかっていくスノウに声をかける。

「うん、わかった！」

　去りながらスノウは返事をした。

　姿が見えなくなるのを見届けたあと、僕は甲板に上がろうと廊下を歩く。

　その途中、丁度部屋から出てくる寝起きのディアと鉢合わせする。

　ディアは少し驚いたあと、目をこすって晴れやかな挨拶をする。

「おはよう、カナミ！　気持ちいい朝だな！」

「おはよう、ディア」

　表も裏もない純真な笑顔だった。

　昨日の夜、規則正しく就寝したディアの顔には曇り一つない。睡眠不足で目に隈くまのできている僕と違って、とても元気だ。

「昨日は色々あったから、すごい腹減ったな！　昨日、マリアのやつが朝飯作るとか言ってたから、ちょっと楽しみだ。けど、ちょっとでも変な味だったら文句言ってやるけどな！」

　その笑顔が余りに眩まぶしくて、目を閉じかける。

　いまのディアに悪意や妬みの感情は欠片かけらもない。

　初めて出会った頃の天使のようなディアそのものだ。

「ごめん、ディア。朝食の前にみんなで話したいことがあるんだ。悪いんだけど、甲板に集まってくれないかな？」

「ん？　わかった、カナミがそう言うならそうする！」

　僕を信頼しきっているディアは、深く聞くこともなく素直に頷うなずいた。

　そして、元気に廊下を走って、甲板に向かっていく。

　その後ろ姿を見て、ちょっと涙が流れそうになる。

　たった一言二言の会話だが――何事もなく終わった。

　胃が痛むどころか、心が洗われるかのようだった。

　なんでみんなディアのようにやれないのだろうか。

　僕も含めてだが、みんなややこしすぎる。

　ただ、そのディアも、ちょっと切っ掛けがあればレイルさんの館を更地に返すほどの凶暴性を秘めているのだが……。いまだけはその事実を忘れ、感動に浸っておこう。

　そして、その後、僕は船内の他の仲間たちにも声をかけていって、甲板に全員を集める。仕事の速いマリアが甲板中央に大きなテーブルを設置して、朝食の準備まで終えていたので、六人全員で仲良く円を囲むように座っていく。
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　テーブルを間に挟んで僕は仲間たちと向かい合い、話を始める。

「みんなに話したいことがあるんだ。とても重要なことだから、いま聞いて欲しい」

　もう二度とすれ違うことのないようにと願いをこめて、僕の全てを話していく。





◆◆◆◆◆






　――全てを話し終える。

　包み隠すことなく、自分の素性を話した。

　この世界の住人でないとはっきり言って、妹が心配で迷宮の最深部を目指しているということも伝えた。

　その話を聞いて、一番驚いていたのはディアだった。

「そうだったのか……。カナミは『異邦人』だったのか、どうりで……」

「ちなみに、私は知ってました。妹さんのことも。ディアとは違って」

「おまえな……！」

　なぜかマリアはディアの隣に座っていた。そして、自慢するように口を挟むと、二人の間で恐ろしい密度の魔力が絡み合い、目に見えて空間が歪ゆがみ始める。

　慣れてきた僕は見なかったことにして、各々の反応を窺うかがう。

　ラスティアラは大して驚いていない。

　スノウは余り興味を示しておらず、一人だけ朝食を食べ終えている。

　リーパーは子供のように興奮して、目を輝かせていた。

　そして――なぜか、セラさんはメイド服を着て、こちらを睨んでいた。

　漫画に出てくるヤンキーのように目を血走らせているので、僕は目を向けることさえできない。視界の端で観察する限り、いまの格好は大変不本意そうだった。

　着ている理由は予想がつく。

　どこから用意したのかはわからないが、ラスティアラが面白がって着せたのだろう。

　僕はスキル『感応』の直感に従い、セラさんに触れずに話を進める。

　たぶん、触れたらやばい。

　……昨日から、スキル『感応』には助けられっぱなしだ。

　ローウェン、本当にありがとう。

　そして、ごめん。こんなことのために教えてくれたわけじゃないよね……。

　親友に謝罪をしながら、まず僕はみんなの反応の薄さを問う。

「ちょっと待って。僕の異世界の話を簡単に信じてるけど……。異世界って、そう簡単に受け入れられるものなの……？」

　その純粋な疑問には、マリアが純粋に返答する。

「え……？　私は魔法を使えばありえるんじゃないかと思っていますが……」

　魔法という便利な存在がある限り、ありえないことはないと思っているようだ。

　科学の発達した世界ではなく、魔法の発達した世界で育てばそう思えるのかもしれない。しかし、ラスティアラは別のものを根拠としていた。

「んー、私の場合、『異邦人』って文字がカナミのステータスに見えているから疑いようがないね。なにより、レヴァン教に詳しい人なら、異世界の存在を薄うつすらと知っているからってのもあるかな」

　その話にレヴァン教に詳しいディアが同意する。

「ああ。レヴァン教の伝承の中に、異世界の存在を暗示している文が出てくるからな」

「もしかしたら、レヴァン教の聖人ティアラ様は異世界と関わりがあったのかもしれないね。いまの私とカナミみたいに」

　初めて聞く話だった。フーズヤーズの図書館でも得られなかった情報だ。そして、二人がレヴァン教において重要な人物であることから、その情報の信しん憑ぴよう性せいは高い。

　ようやく、異世界の手がかりに近いものを得た気がする。いまにも消えてしまいそうな微かすかな希望だが、確かに前進できている。

　レヴァン教の伝承に詳しい二人に、異世界移動の可能性を問いかける。

「なあ、僕が元の世界に戻るためには、二人はどうすればいいと思う？」

　ラスティアラは大して悩むことなく軽く答える。

「……迷宮の『最深部』を目指す方針のままでいいと思うよ。それ以外ないと思う」

　その答えにディアも頷いていた。二人にとって迷宮の『最深部』に奇跡的な『何か』があるのは当然のようだった。

　そして、マリアが素人考えながらも案を出す。

「あと可能性があるとすれば、カナミさんの次元魔法を研究するくらいでしょうか？」

　確かに僕の《ディメンション》や《コネクション》の力には、その可能性を感じる。

　現状では伝承を信じて迷宮を進み、同時に自分の魔法を鍛えるのが最善のようだ。

　もちろん、他の手段の情報も並行して集め続けるつもりだ。大陸本土に辿たどりついたら、大国の図書館や賢人などを訪ねていこうと思っている。

　そう僕の中で考えを固めたところで、スノウから独特な意見が挟まれる。

「ねえ、カナミ。このまま、こっちの世界で暮らすのは駄目……？」

　おずおずと中途半端に笑いながらの提案だ。

　全員の目線がスノウへ集中する。一瞬だけ静寂に吞のまれる。誰も口に出さないが、とても好意的な視線だった。言い難にくいことを代弁してくれたスノウに感謝しているのがわかる。しかし、僕は首を振る。それだけは譲れなかった。

「駄目だ。妹の陽ひ滝たきを放ってはおけない」

「う、うん。わかった……。言ってみただけだから、怒らないで……？」

　その中途半端な笑いを引き攣つらせて、スノウは上目遣いでお願いしてくる。

　急に怯おびえだしたスノウを不思議に思いつつ、僕は笑顔で答える。

「いや、全然怒ってないよ」

「いえ、カナミさん。凄すごい表情してますよ」

　スノウの隣に座っているマリアも、スノウと同じく表情を引き攣らせていた。

「そ、そう？」

「私は身をもって知っていますが、改めて見ると凄い兄妹愛ですね……」

「ああ、兄妹の仲はいい方だと思う。だから、早く戻りたいんだ」

「いや、それどころじゃない気が……。カナミさんがそれでいいならいいのですが……」

　マリアは何か言いたげだったが、すぐに諦めた。

　もしかしたら、過去のマリアの家族仲は余り良くなかったのかもしれない。

　こうして、異世界についての話をあらかた終えたところで、僕たちは次の話に移る。

　ステータス確認できる『注視』能力についてだ。

「――あとカナミの能力についてなんだけど……。カナミの『目』って私のよりも上だったんだね。詳しく見えすぎて、ちょっと私引いたよ」

「ああ、僕のほうが上だったな。正直、逆かと思ってた」

　似た能力を持っているラスティアラと比べてみたところ、把握できる範囲が段違いだった。

　まず僕の場合、ステータスの数値が0.00と小数点第二位まで表示される。しかし、ラスティアラは小数点以下まではわからない。装備品やアイテムの詳細もわからない。モンスターといった生き物の情報はある程度見えるが、無機物の情報は得られないらしい。

「カナミの分析魔法の『注視』も凄いけど、異空間魔法の『持ち物』はもっとやばいね」

「分析魔法と異空間魔法って……やっぱり魔法なのかこれ？」

「たぶん、次元魔法と古代魔法の応用だね。できなくはないはず」

　僕はラスティアラの話で少しだけ安心する。

　当初は脳や網膜を弄いじられているのかと怯えていたので、魔法と聞くと少し安心だ。

「できなくはないけど……。でも、これ……」

　なぜか話を続けるラスティアラの顔色が悪くなっていた。よく見れば、隣のディアも同じ顔だ。レヴァン教関係者から見ると思うところがあるようだ。

「ラスティアラ、どうした……？」

「……い、いや、大丈夫。特殊な魔法なのは確かだけど、それだけだよ。それよりも、いまは固有スキルのほうが問題だね。よくわからないスキルのせいで感情が消えちゃってるんでしょ？」

　露骨に話を変えられたことに気づく。

　しかし、そこに悪意は感じない。僕を思っての配慮のようなので、特に追及はせずにスキル『？？？』について話していく。

「ああ、あれのせいで色々と……大事なものをなくした」

「……どうにかして早く消したいね。はっきり言って最悪のスキルだよ」

　ラスティアラはスキル『？？？』を最悪と評した。まだ消えたものについて詳しく話していないが、それでも心の底からの怒りを露あらわにしていた。

「ラスティアラかディアの魔法で封印できないかな？　パリンクロンのやつがやっていたみたいに」

「無理だと思う。おそらく、パリンクロンは『闇の理ことわりを盗むもの』ティーダの力を借りてただろうから、いくら私たちでも真ま似ねできないね」

「……そうか。……なら、極力発動しないようにするしかないか」

　そう旨うまい話はないようだ。

　僕は歯は嚙がみしながら、スキル『？？？』の消去を一旦諦める。しかし、すぐに気を取り直して、今日の本題に入っていく。

「僕の身の上話はこれで終わりだ。……それじゃあ、マリアが用意してくれた朝食もみんな食べ終わったみたいだし、そろそろ次の話――迷宮探索について話そうか」

　テーブルの上に残っていた最後のサラダを食べ切り、僕は少しだけ興奮気味に身を乗り出す。先ほどまでの難しい話と打って変わり、甲板の空気も少し明るくなる。

「お、やっときたきた！　迷宮探索！」

「へへっ、久しぶりだな！」

　ラスティアラとディアは生き甲が斐いの話題に変わり、目に見えて喜び始める。

「ちょっと長くなるけど、まず僕の提案をしっかりと聞いて欲しい」

　ずっと前から一人で考えてきた計画がある。

　聖誕祭の日、大聖堂から脱出するときも思ったが、大所帯の仲間たちでパーティー編成するのは考えるだけで楽しい。ゲームをやっているときと同じ高揚感がある。

　考えに考え抜いた計画を、自信満々に僕はひけらかす。

「迷宮探索の基本方針として、基本的に四人パーティーで潜ろうと思ってるんだ。きっとローテーションを組んで、探索の効率を上げるのが一番だ」

　目を輝かせて、プレゼンを始める僕。

　かつて、ゲームのやりこみやタイムアタックを繰り返すことで得た思考ルーチンによって、迷宮探索の最適解であることを主張する。仲間たちの同意を得るために、『並列思考』もフル稼働させていく。

「まず、暫定的にＡチームをスノウ、ディア、セラさん。Ｂチームをラスティアラ、マリア、リーパーとしようか。間違いなく、この組み合わせが一番バランスがいい」

　これで経験値配分も平等になり、前のマリアのときみたいに、大きく実力に差がつくことは避けられる。少しセラさんの素質が心こころ許もとないが、彼女には後衛の盾と移動を中心にやってもらおうと思う。

「午前中に僕とＡチームで探索して、ＭＰが減ってきたら《コネクション》でＢチームに交代。このとき、僕のＭＰは大きく減っているだろうから、リーパーを通じてＭＰを分けて貰もらう。そして、午後の時間を使って、僕とＢチームが攻略を再開する」

　ちなみに、リーパーの『繫つながり』の能力は残っている。ローウェンとの別離によって、『そこにいない呪い』などは失ったものの他の魔法は使える。ただ、過度な記憶の流入は危険と判断したため、もう必要最小限の『繫がり』しか保持していない。リーパー自身、死神としての能力を嫌っているというのもあった。

　いまリーパーと繫がっているのは合理的に割り切れる僕だけだ。他のみんなはプライベートを気にして『繫がり』を避けている。

　僕の細かな作戦を仲間たちは聞き、まずディアが首をかしげる。

「ん、んー？　よくわかんないな……」

　他のみんなも似たような反応だった。その中、ラスティアラだけは強く否定する。

「相変わらず、カナミの話すことは細かくてつまらないなー。というかなんで、四人なの？　なにか理由でもあるの？」

「船が留守になるのを防ぐためだよ。半々くらいが丁度いい」

　厳密には違う。

　僕の『並列思考』で常に把握できそうな人数が四人というのが本当のところだ。

　あと単純に編成という行為がしたかったのと、四人がゲーム的に王道の人数だったというのがある。もしかしたら、こっちのほうが理由の大半を占めているかもしれない。

「それと、カナミだけ連続で参加してるの卑ひ怯きようじゃない？」

「え……。だって、どうしても迷宮の最深部に行きたいのは僕だけだし、負担がかかりそうなところは僕にしようかなと……」

「私は連続でも構わないよ！　むしろ、放っとかれたら一人で行っちゃうくらい！」

「それはやめろ！　勝手に行くな！　僕の同伴がないと行かせないからな！」

「え、同伴必須!?……なんで？」

「いや、普通に考えて《コネクション》でいつでも撤退できる状況じゃないと不安だろ？　不測の事態に備える。ダンジョン攻略の基本だ」

「えー……。あっ、あと他にも文句はあるよ。もしかして、ずっと固定のチーム？」

「当たり前だろ。連携の錬度を上げるためにも、固定じゃないと駄目だ」

「ずっと同じじゃつまらないなあ。クジ引きとかで適当に混ぜようよ」

「はあ!?　適当なんて駄目だ。後衛だけとか前衛だけになったらどうするんだ」

「それはそれで面白い！」

「おまえの面白いは、危険に直結しすぎなんだよ!!」

　僕たちの言い争いは止まらない。

　とはいえ、これは通例でもある。こうやって、二人の間を測っていくくらいが丁度いいのだ。他のメンバーを置いて二人で摺すり合わせを行っていると、おずおずとスノウが手を上げる。

「あ、あのー……」

「どうかしたのか、スノウ？　言いたいことがあるなら、遠慮しなくていい」

「えーっと、私は船で待ってちゃ駄目？」

「……もしかして、迷宮に潜る気がないのか？」

「えっと……、そんなにないかなあ？　私だけしかいないなら、仕方ないけど。こんなに一杯いるなら、私が行かなくてもいいような……？」

　ここぞとばかりにスノウは弱々しく不参加を訴える。

「そうかもしれないけど、それだとまるっきり働かないことにならないか？」

「さ、裁縫得意だから、みんなの服とか作るよ？　料理もするし！　元々、お嫁さん志望だし、私！　お嫁さん!!」

「わ、わかった。わかったから、それ以上はいい……。けどな、おまえが一番迷宮探索歴が長いんだ。家事よりも探索に参加してくれると助かるんだが……」

　場が凍りそうな発言を遮り、お嫁さん発言は聞かなかったことにして、なんとかスノウに迷宮探索メンバーに入ってもらおうと説得しようとする。

　しかし、スノウの隣に座っていたリーパーも首を振り出してしまう。

「んー、アタシも迷宮探索には興味ないなぁ。もし気が向いたら手伝うよっ」

　あっさりとリーパーは席を立つ。

「あ、リーパー！　待て！」

「話が難しいから、ちょっと遊んでくる！　さっき釣りを試したら、思いのほか楽しかったんだよねっ！」

　そう言って、そそくさと船内に走り去っていく。

　さらに想定外は続く。仏頂面だったセラさんが短く発言する。

「最初に言っておくが、私はおまえの命令では迷宮に入らないぞ？」

「え、ええ!?」

「私はお嬢様の騎士だ。そもそも、さほど迷宮探索に興味がないというのもある」

　言われてみればそうである。彼女は騎士であって、探索者ではない。あと、僕に義理立てして迷宮探索する理由もない。

　徐々に自分の計画が破綻していくのがわかる。

　それを僕は歯は軋ぎしりしながら受け入れ、ラスティアラは至福そうに歓迎する。

「うふふっ！　迷宮に潜る前からパーティー半壊したね。予定通りに行かない！　冒険は何が起こるかわからない！　だから堪たまらないなあ！」

「べ、別に、最初に言ったのはただの理想案だから……。まだ次善案があるから……！　だから、別に全然悔しくないし……！」

　よくわからない喜びを感じるラスティアラに対し、こっちは口早によくわからない言い訳を重ねる。

　出だしで計画が水泡に帰きしてしまい、仕方なく残ったメンバーでの攻略を提案する。

「……なら、基本は僕、ラスティアラ、ディア、マリアの四人での探索！　場合によって色々と交代！　以上っ！」

「いいね！　そのくらい無計画のほうがわくわくする!!」

「で、まず目指すのは三十九層。パリンクロンとの決着がつくまでは、四十層の守護者ガーデイアンは起こさない方針で」

「あはっ！　うっかり、四十層に入っちゃったらごめんね、カナミ！」

「そのときはおまえを囮おとりとして迷宮へ置いていくから問題ない。《コネクション》を全部消せば、たとえ守護者ガーデイアンでも船まで追って来られないはずだ」

「リーダー……、それはちょっと洒しや落れにならないのでは……」

「わざと四十層入ったら、そのくらいはやる。まあ、おまえなら、なんだかんだで生き残るだろ。ローウェンみたいな守護者ガーデイアンなら話し合いでなんとかなるし」

「カナミは素直じゃないなあ。もしそうなったとしても、どうせ自分が残るくせにー」

「……生存力という点ではラスティアラが一番トツプ。そう僕は信じてる」

「け、結構、本気だね……。うん、うっかり四十層に入らないように気をつけるよ」

「そうしてくれ」

　他人に頼ることを覚えた僕の本気を悟り、ラスティアラは大人しくなった。

　言い争う相手がいなくなり静かになったので、気を取り直して僕は出発を宣言する。

「よし、そろそろ行こうか。細かいことは迷宮に潜って、それから考えよう！」

　これ以上、船で考えていても仕方がない。考えすぎて空回るのは悪い癖だ。

　今回はラスティアラを見習って、強気に迷宮探索を進めようと思う。僕、ラスティアラ、ディア、マリアの四人パーティーは、ほぼベストメンバーなので余裕もある。

　しかし、その妥協に妥協を重ねた出発さえも、出で端ばなを挫くじかれてしまう。

「あ、カナミさん。あの……、洗濯物が残ってるんですが……」

　マリアが申し訳なさそうに言葉を挟んだ。

　家事が好きな彼女は、率先して船の雑事を朝から始めていた。そして、その仕事を放置するのが嫌のようだ。仕方なく僕は静かに逃げようとしていたスノウの首を摑つかむ。

「……スノウにやらせとけ」

「え、ええ!?　私？」

　スノウは首をぶんぶんと振る。

「おい。さっき、やるって言っただろ……？　こっちのお嫁さんとやらは家事全くしないのか……？」

「いや、誰もやらないのなら、やってもいいかなってことであって、マリアちゃんがやるのなら私がその仕事を奪うこともないかなと、そう思ってるわけで……」

「おまえ、本当にこの船で食っちゃ寝だけする気か……？」

「あ、編み物とかするよ……？」

「それはおまえの趣味だろ」

「釣りもするよ……？」

「それ絶対に寝るだけだろうが。あと食べ物には困ってないから、釣りの必要はない」

　スノウは「えへへー」と笑って誤魔化そうとしているが、摑んだ手は絶対に離さない。

「釣りの準備できたよー！　こっちー！」

　しかし、船内から釣り道具を持ってきたリーパーが現れ、僕の注意が逸それる。その隙を突いて、スノウは僕の手を振り解ほどいて逃げだす。

「あ、リーパーが呼んでるっ。ちょっと行ってくる！」

　どうやら、最初から示し合わせていたようだ。

　リーパーとスノウは釣り道具を抱えて、船尾のほうに逃げ出していった。

「洗濯物、どうしましょうか……」

　一部始終を見ていたマリアは、僕の指示を仰ぐ。

　仕方なく僕は、最後まで触れないでおこうと思っていたセラさんに話しかける。

「その、セラさん……。洗濯してもらえないかな……？　ほら、格好もそれっぽいし」

　メイド服を着て黙っていたセラさんにお願いする。

「言っておくが、私は家事をやったことなどない。あと、格好についてもう一度触れたら殺す」

「……やったことがない？　一度も？」

「ああ、一度もだ。……だが、これから学んでいくつもりだ」

　探索には非協力的だが、旅の協力はしてくれる意志を感じる。

　会話から仲間の一員として協力しようという気概が見える。スノウの百倍はお嫁さんに欲しいと思った。

「それじゃあ今日は、みんなで一緒に洗濯しようか……」

「そうさせて貰おう」

「それが終わったら、迷宮に行こう……」

　僕たちは一時的に迷宮探索を諦め、家事に勤いそしむ破目となる。

　しかし、女物の洗濯物ばかりだったため、即刻僕は出入り禁止となってしまう。手持ち無沙汰となった僕は、船の端っこで迷宮探索のやる気を失っていく。

　ぐだぐだ過ぎる……。

　こうして、記念すべき『リヴィングレジェンド号』一行の初迷宮探索は、全く締まらないスタートを切った。

　洗濯物を甲板に干し終えたところで、いつの間にかスノウたちと楽しそうに釣りをしていたラスティアラとディアを回収する。

　目を離せば、すぐバラバラになるメンバーに頭痛を覚える。

　そもそも、このメンバーを御しきろうというのが間違いなのかもしれない。

　これからの迷宮探索の雲行きが怪しくなっていることに気づき、僕は盛大な溜ため息をつきつつ《コネクション》をくぐるのだった。





◆◆◆◆◆






《コネクション》を通り、あらかじめ設置していた三十層に飛ぶ。

　三十層は見る影もなくなっていた。一面の水晶畑は消えうせ、無機質な石の床が広がるだけだ。

　アルティのときと同じ物悲しさを感じながら、僕たちは三十一層に降りていく。

　三十一層は二十九層と余り変わらない。

　砂の質が変わり、足元が少し固めになったくらいの変化だ。

　どこまでも砂の海が広がっている。その砂漠をゴーレムが徘はい徊かいし、魚のモンスターが泳ぐ。どのモンスターも硬そうな水晶クリスタルで全身を覆っていて、一筋縄ではいかなさそうだ。

　僕は《ディメンション》で周囲を警戒しつつ、ステータスの最終確認を行う。





【ステータス】

　名前：相あい川かわ渦か波なみ　HP303/313　MP391/796-400　クラス：探索者

　レベル18

　筋力10.15　体力11.42　技量14.90　速さ17.82

　賢さ15.33　魔力40.52　素質7.00

　状態：混乱6.98

　経験値：8409/60000

　装備：アレイス家の宝剣ローウェン　レッドタリスマン　外がい套とう




エピックシーカーの制服　焼け焦げた異界の靴




　先天スキル：剣術4.89　氷結魔法2.58+1.10

　後天スキル：体術1.56　次元魔法5.25+0.10　感応3.56　並列思考1.47




編み物1.07　詐術1.34




　？？？：？？？

　？？？：？？？






　久しぶりの迷宮探索に合わせて、詳しく『表示』させる。

　連合国出発前に《コネクション》を多く置いてきたので、最大ＭＰは低めだ。そのＭＰを補うため、レベルアップした際のポイントは全て魔力に振ってある。

　ちなみに後天スキルの『詐術』は『リヴィングレジェンド号』を購入する資金を賭場で稼いでいたときに身についてしまった。それっぽい人を観察していただけで『表示』されたときは驚いた。ローウェンが言っていた「普通のスキルなら何でも修得できる」という話の証明でもある。





【ステータス】

　名前：ラスティアラ・フーズヤーズ　HP735/735　MP338/338　クラス：騎士

　レベル17

　筋力12.97　体力12.52　技量7.82　速さ9.31　賢さ13.52　魔力9.69　素質4.00

　先天スキル：武器戦闘2.20　剣術2.12　擬神の目1.00




魔法戦闘2.27　血術5.00　神聖魔法1.03




　後天スキル：読書0.52　素体1.00






　以前と比べるとラスティアラも少し成長している。ちなみに『クレセントペクトラズリの直剣』は彼女に渡した。愛用の天剣『ノア』はフーズヤーズの大聖堂に置きっぱなしとのことだ。





【ステータス】

　名前：ディアブロ・シス　HP220/220　MP941/941　クラス：剣士

　レベル14

　筋力8.11　体力6.59　技量3.60　速さ3.79　賢さ12.33　魔力51.72　素質5.00

　先天スキル：神聖魔法3.81　神の加護3.08　断罪2.00　集中収束2.05




属性魔法2.10　過捕護2.45　延命2.24　狙い目2.03




　後天スキル：剣術0.11

　？？？：？？？






　一番成長しているのはディアだ。ラスティアラと行動を共にしている間に、能力値が格段に跳ね上がっている。筋力は『元最強』のグレンさんを超え、体力は『エピックシーカー』一の巨体であるヴォルザークさんを超えている。ただ、剣術スキルは0.01しか上がっていない。

『過捕護』とかいう怪しげなスキルは急上昇しているというのに悲しいことだ。

　本人がいくら頑張っても、望み通りのステータスにはなれないという良い例だろう。





【ステータス】

　名前：マリア　HP159/159　MP855/855　クラス：なし

　レベル10

　筋力7.69　体力7.23　技量5.99　速さ4.45　賢さ7.96　魔力41.13　素質4.13

　先天スキル：なし

　後天スキル：狩り0.68　料理1.08　火炎魔法3.53






　レベルに変わりはない。しかし、アルティの魔石によって、魔力と素質が急上昇している。いや、急上昇と言うよりは別次元に突入しているといったほうがいいだろう。

　マリアは両目を失ったものの、アルティの魔法によって視力に代わる空間認識能力を得ている。鬼火のような炎を、周囲に数個浮かばせて周囲を警戒しているのだ。

　本人は控えめに少し火炎魔法が強くなっただけだと僕たちに説明したが、その鬼火を見る限りは少しとは思えない。アルティを思い出させる炎だ。

　やはり、パーティーの中で一番気になるのはマリアの真の実力だろう。

「よし、警戒しながら行こう。ラスティアラ、後ろの二人を頼むぞ」

「りょーかい！」

　先頭を僕が歩き、後衛二人をラスティアラが守る陣形だ。

《ディメンション》を展開しながら、砂の海を歩く。道を進むというよりは、広大な砂漠を進んでいる気分だ。視界の端に壁はなく、方向すらも確信できない。

　普通に探索しようと思えば、多くの不安を抱えさせられるフロアだろう。

　ただ、いまの僕には関係ない。

　ギルドマスターをしていたとき、僕は《ディメンション》で街一つを包んでいた。その《ディメンション》を今日はフロア全体に浸透させる。贅ぜい沢たくなＭＰの使い方だが、出だしはこのくらい慎重なほうがいいだろう。

　フロアの造り。敵の位置。次の階層への階段。全てを確認し、記憶する。

　砂の海の内部にも意識を割く――以前より、魔力の通りがいい。

　理由は予測がついている。守護者ガーデイアンとの戦闘の経験が、僕を成長させているのだ。ステータスには『表示』されない『数値に表れない数値』だ。

　アルティと戦って炎への理解が高まったのと同じように、ローウェンと戦って鉱石への理解が高まったのだ。

　いかなる攻撃も撥はね除のけたローウェンの水晶と比べれば、この階層の鉱物はわかりやすいほうだ。余裕をもって僕たちは迷宮奥に進む。

　その途中、手頃なモンスターが一匹だけで動いているのを見つけ、わざと接触しに行く。早い段階でパーティーの動きと実力を確認しておくためだ。





【モンスター】ジュエルフィッシュ：ランク29






　二十九層にもいた七色の巨大魚が泳いでいる。すぐさま、みんなに声をかける。

「あそこにいる手頃なモンスターと戦ってみよう。砂の中を泳ぐ魚モンスターで、硬くて速いから気をつけて」

　後方の三人は頷うなずいて同意する。

　そして、『リヴィングレジェンドパーティー（仮）』の初戦闘が始まる。

　砂の海の一部が盛り上がり、サメのようにジュエルフィッシュは背びれを剝むき出しにして、慣性に囚とらわれない独特な動きとスピードで、パーティー先頭の僕に迫る。

　以前はその速度に圧倒され、魔法《過密次元デイ・オーバの真冬ーウインター》を使用した。

　しかし、今回は違う。

　使用するのはスキル『感応』と『剣術』だけ。

　目にも留まらない速さの突撃だったが、『第三十の試練』を乗り越えた僕には生なま温ぬるい。

　ローウェンの剣速と比べれば、止まっているも同然だ。

　手に握った『アレイス家の宝剣ローウェン』が薄らと輝く。

　その輝きへ吸い込まれるかのように、ジュエルフィッシュと剣が交差する。

　一瞬の邂かい逅こうの後、ジュエルフィッシュの背びれを斬り飛ばす。

　致命傷ではない。既すんでのところで、直撃を避けられてしまった。

　遠ざかるジュエルフィッシュへの追撃を諦め、後方のラスティアラに叫ぶ。

「ラスティアラ！　行ったぞ！」

「わかってる！」

　負傷したジュエルフィッシュは僕を置き去りにして、ラスティアラたちに飛びかかる。

　その動きをラスティアラは目でしっかりと追っていた。

　魔力は感じないので、何の魔法の補助もないように見える。いや、補助はあるのかもしれない。彼女のスキル『武器戦闘』が、接近戦を有利に働かせている可能性はある。

　ラスティアラの迎撃は鮮やかだった。抜剣と同時に放たれた刃が、ジュエルフィッシュの身体からだの正中線を通る。

　ジュエルフィッシュは空中で縦に真っ二つとなり、砂の海へ落ちる前に光となって消えていった。

　後ろのギャラリーを気にして少し格好付けている気はするが、見事な剣捌さばきだった。

　ラスティアラは演舞のように『クレセントペクトラズリの直剣』を振り、華麗に剣を鞘さやへ収めた。

「私がいる限り、仲間には指一本触れさせない――」

　誰に何を言っているのかわからないが、ラスティアラはポーズを決める。ついでに右手で顔を半分隠して憂い顔を作っている。

　もしかして、いまのは勝ち台詞ぜりふなのだろうか……。

　英えい雄ゆう譚たんを書くときのために、できる女のキャラ付けでも試みているのかもしれない。

「よし、このくらいなら問題なさそうだな。先に進もう」

　嬉き々きとしてマリアとディアに感想を聞くラスティアラを放置して、更に奥へ進んでいく。

　今の戦闘を見る限り、二十一層周辺のような人海戦術をされなければディアもマリアも安全そうだ。

　それに、結果的に僕とラスティアラで敵を仕留めたものの、後衛である二人も魔法を使う準備をしっかりと終えていた。遠目にだが彼女らもモンスターの動きを把握できていたのがわかる。もしモンスターがラスティアラを抜いていたとしても、高火力の魔法によって蒸発していたことだろう。

　油断は禁物だが、躍起になって後衛二人を守る必要はなさそうだ。

　なので僕はモンスターを避けることなく、真っ直すぐ三十二層を目指すことにする。

　その途中、初見のモンスターと遭遇する。

　歪いびつな形の蟹かにの姿をとったモンスターだ。その刺とげ々とげしい身体は他のモンスターと同じく水晶でできている。瞼まぶたのない両目をぎょろぎょろと動かして警戒しているのが気持ち悪い。





【モンスター】クォーツキャンサー：ランク31






　数は二匹。僕だけで二匹とも押し留とどめることはできないだろう。

　一匹だけを相手取り、もう一匹を後ろの三人に回すことを決める。一応『並列思考』で魔法《次元の冬デイ・ウインター・終霜フロスト》の準備だけはしておく。

「一匹は僕がやる！　もう一匹は頼んだ！」

　後ろの三人は戦闘準備を終えて頷く。

　仲間を信頼して、僕は自分の敵に集中する。

　蟹の習性どおり、横向きに走ってくるクォーツキャンサー。しかし、横向きながらも動きは速く鋭い。奇抜を通り越して恐怖を感じる。

　襲い掛かるクォーツキャンサーの鋏はさみを、剣で防ごうとする。

　そこでクォーツキャンサーは独特な動きを見せる。通常ではありえない方向に関節を曲げて、器用に僕の剣を挟みこむ。そして、まるで武器破壊する武器ソードブレイカーのように、『アレイス家の宝剣ローウェン』をねじ折ろうとする。

　水晶と水晶が擦こすれ、不安な高音が迷宮に鳴り響く。

　このクォーツキャンサーは相手の武器を破壊することに特化したモンスターだと気づき、少し焦る。せっかくの親友からの贈り物を、たった一日で壊してしまうのだけは避けたかった。

　そして、竹を割ったかのような音と共に水晶が砕け散り、舞う。

　砕けたのはクォーツキャンサーの鋏だけだった。『アレイス家の宝剣ローウェン』には傷一つついていない。

　驚きの悲鳴をあげるクォーツキャンサーに剣を振り抜く。『アレイス家の宝剣ローウェン』は抵抗なく水晶の身体を切断した。そのまま、敵は光となって消えていく。

　その光景を見届けながら、僕は自分の剣の強さを再確認する。





【アレイス家の宝剣ローウェン】

　守護者ガーデイアンローウェンの魔石をあしらった剣

　攻撃力17　装備者のレベル分の攻撃力を加算する

　装備者はローウェン・アレイスの剣術を想起可能

　形状変化可能　装備者に地魔法+2.00






　いま恐ろしい頑丈さを見せつけた『アレイス家の宝剣ローウェン』は硬く鋭いだけの剣ではない。数多くの特殊能力を秘めている。

　まだ試してはいないが、剣の力を引き出しきれば使用魔法の属性が一つ増えるらしい。この世界で自分の属性が増えることは、まずない。そう考えると、この剣がいかに反則的な代物かよくわかる。

　煌きらめく水晶の刃を眺め、頰ほおを緩める。

　死してなお親友が力を貸してくれている気分だった。

　僕はローウェンと力を合わせ、モンスターを難なく倒すことができた。次は後方のチームのコンビネーションを確認だ。

　軽く見たところ、あちらの力も上う手まく合わさっているようだ。

　マリアの炎がクォーツキャンサーの視界を奪い、ラスティアラが鋏の攻撃を剣で弾はじく。そこにディアの《フレイムアロー》が奔はしり、敵モンスターは吹き飛ばされる。

　そして、体勢を崩したクォーツキャンサーに全員の総攻撃が行われていく。

　見事な連携だ。各々が自分の役割を理解していないとできないだろう。

　ラスティアラがとどめの一撃を強引に取り、また演舞の後にポーズをつける。

「私がいる限り、仲間には指一本触れさせない――」

　……毎回言うつもりなのだろうか。

　機械的過ぎて、ゲームの戦闘勝利後シーンみたいになっている。もし、それを続けるつもりならバリエーションを増やすように助言しよう。

　ラスティアラが仲間たちにハイタッチを強制しているところに、僕は割り込む。

「よし、順調だ。特に問題なさそうだね」

　ディアとマリアが三十層で通用するかどうか、少しだけ不安だった。しかし、先ほどの戦いを見る限りは十分な力があるとわかり満足する。

「んー、火力調整が難しいな。強すぎず、抑えすぎず……」

　しかし、対照的にディアは不満げだ。マリアも同じように唸うなっている。

　どうやら、後衛には後衛の独特な悩みがあるようだ。

「私はもっと火力を足さないと駄目ですね……」

「なあ、マリア。どうやって炎をあんなに動かしてるんだ？　俺もあれくらいできたらいいんだが……」

「どうと言われても……、丁寧に扱ってるだけですよ？」

「だから、その丁寧がわかんないんだって！」

「ディアは大おお雑ざつ把ぱなんです。もっと落ち着いて、慎重に魔法を構築してください」

「簡単に言うな……！　できりゃしてる……！」

　また喧けん嘩かが始まりそうだと思い、僕は間に入ろうとする。

　しかし、マリアの言葉を聞き、立ち止まる。

「――しかし、いい機会です。ちょっと、試したいことがあるので耳を貸してください」

「ん、なんだよ……？」

　マリアはディアに耳打ちする。

　こと戦闘の話となると、意外に仲のいい後衛二人だった。

　マリアの話を聞いて、ディアは面白そうに犬歯を見せる。

「へえ、いいな。やってみようぜ」

「ええ、試す価値はあります」

　僕がいなくとも、二人は二人で色々と考えているようだ。

　その自主性に任せようと思い、何も言わないことにする。

　ただ、ラスティアラは調子に乗って口を挟む。

「ディアもマリアちゃんも、全部私に任せてくれたらいいんだよ！　この剣のおかげで、すごい倒しやすいしね！　『クレセントペクトラズリ』だっけこれ？」

「ああ、それも自慢の剣だ」

『アレイス家の宝剣ローウェン』ほどではないが、『クレセントペクトラズリの直剣』も名剣だ。

「いいねこれ。硬く速くて、鋭い！」

　敵もいないのにラスティアラは剣を振り回す。正直、危なっかしい。だが、その楽しそうな表情のせいか、誰も止められない。

　今日の朝の話し合いでマリアもディアも、ラスティアラが年下であることを知ってしまっている。不遇な人生を送った三才の女の子だと思えば、大目に見ようという気になってしまうのだろう。

「はいはい。いいから行くぞ。ここからはもっと敵が多くなる。頼りにしてるからな」

「任せといて。私という剣つるぎがいる限り、何なん人ぴとたりとも後ろに通しはしないよ。……だから、マリアちゃんもディアも安心してね」

　また無駄に格好つけている。

　その話し方は少しローウェンに似ていた。彼の『剣聖』『守護者ガーデイアン』としての宣誓などを見て、真ま似ねしようとしているのかもしれない。

　三才くらいの子供にはよくあることだ。生暖かく見守ることにする。

　三十一層での戦闘に問題ないことを確認した僕たちは、さらに奥へ進む。もちろん、敵は避けない。今回の探索はレベルの平均化に主眼を置いている。まずはマリアのレベルの引き上げを行わなければ、今後に不安が残る。

　幸い、三十一層のモンスターの経験値は高い。一匹倒すだけで、マリアに千ほどの経験値が溜たまっていく。10レベル以降の必要経験値は、大体数万といったところなので、さほど時間はかからなかった。

　道中、基本的にはラスティアラと僕の剣だけでモンスターを倒していく。

　後方でマリアとディアが色々と新しい魔法を試そうとしているが、余り成果はあがっていない。たまに目を見張る魔法が飛んでくるものの、まだまだ安定しない。

　後方で二人は話しこむ。

「ディア、魔力を圧縮すればいいってものじゃないんです。もっと丁寧にお願いします」

「おまえが圧縮しろって言ったんだろうが」

「程度を考えてください。火炎魔法に大切なのは、イメージのバランスです」

「その程度が難しいんだっての」

　正直、いつ喧嘩になるかとハラハラしている。

　隣のラスティアラが楽しそうに眺めているのが不安に拍車をかける。

「仕方ありません、ディア。照準と誘導は私の火炎魔法で補助しますので、威力と速度だけにこだわってください」

「完全に役割分担するんだな。確かに、そっちのほうがやりやすいかもな」

　どうやら、二人は自分たちの魔法をかけあわせようとしているみたいだ。

　それを僕は知識として知っていた。図書館や酒場では『共鳴魔法』と呼ばれている技だ。

　騎士団や軍の中で多く使われる魔法戦術だ。例えば、ポピュラーな《フレイムアロー》を十人ほどでかけあわせば極太の炎の矢を生成することができる。場面によっては十人がバラバラに撃つよりも効果的なときがある。

　もちろん、共鳴させるには相性と訓練が必要だ。探索者たちの認識では、習得する労力の割に成果があがらない戦術とされている。

　ゆえに、よほど組織的な集まりでなければお目にかかれない。

　ちなみに、僕とリーパーの魔法《親愛なる一閃デイ・ア・レイス》も共鳴魔法にあたる。

　僕とリーパーの相性はいいのだが、ディアとマリアの相性には疑問が残る。しかし、それを習得できれば、色々と役に立つのは間違いない。試すだけなら悪いことではないと思い、口を出さない。

　そして、後衛二人が魔法の試行錯誤を繰り返している内に、僕たちは三十二層に辿たどりつく。

　そこで一旦休憩を挟むことにする。マリアとディアのレベルを上げられそうだったので、周囲の安全を確認したあとでレベルアップ作業を終わらせた。





【ステータス】

　名前：ディアブロ・シス　HP220/232　MP869/989　クラス：剣士

　レベル15

　筋力8.61　体力6.99　技量3.80　速さ4.01　賢さ13.21　魔力54.76　素質5.00

【ステータス】

　名前：マリア　HP159/203　MP822/945　クラス：なし

　レベル13

　筋力8.27　体力8.11　技量6.84　速さ4.65　賢さ9.06　魔力48.43　素質4.13






　相変わらず、ディアの魔力の伸びがおかしい。しかし、その異常な伸びにマリアもついていっている。もう素質が足らないとラスティアラに言われることはないだろう。

　むしろ、いま一番素質が低いのはラスティアラだ。

　後衛二人のＨＰが伸びたことに安心しながら、三十二層に《ディメンション》を浸透させる。

　今回も贅ぜい沢たくにＭＰを使った。戦闘で《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》は使わずに、スキル『感応』を中心に戦っているのでＭＰが余っているのだ。

　その魔法事情から、僕は昔遊んだゲームを思い出す。上位互換の魔法を習得すると、下位の魔法が使われなくなるのはよくあることだ。

《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》の名付け親として少しだけ寂しく思っていると、砂漠のような階層は終わり、二十八層以前の通常の回廊に戻っていた。依然として壁の材質は水晶だが、砂漠を歩くよりかは随分と進みやすい。

　もちろん、前と違う点もある。天井が異様に高く、回廊に細い川が流れていた。

　水晶の回廊に流れる川は神秘的だ。桃源郷の水かのように、美しく透き通っている。川の底の水晶が煌き、覗のぞき込めば星空のように眩まばゆい。

　虫や動物系のモンスターは減り、代わりに空を飛ぶモンスターが増えているのを感じ取る。冷や汗を流しながら、全員で情報を共有する。

「ひ、飛行系のモンスターかぁ……」

　特にラスティアラと僕の顔が浮かない。二十二層のリオイーグル相手に手も足も出なかった記憶が蘇よみがえっているのだ。

「けど、今回はディアとマリアがいるから……」

　今回のパーティーは剣士だけではない。魔法使いがいることで対応力が段違いとなっている。それを聞いた後衛二人は息を巻く。

「ええ、任せてください。レベルも上がって、魔力が漲みなぎってきています。ディアとの共鳴魔法も、そろそろ上手くいきそうです。ここからは遠慮なくやってみます」

「空のやつは全部、俺たちにやらせてくれ。ここまでは、ちょっと抑え気味だったけど、そろそろ本気を出すぜ！」

　二人のやる気を削そがないためにも、その提案を受け入れる。

　この層ではマリアとディアをメインにして探索してみよう。陣形を後衛二人主体に変えて、僕たちは三十二層を進み始める。

　空には多くのモンスターが羽ばたいている。全てを回避して進むことはできず、数分後には戦闘に入る。

《ディメンション》で敵の接近を感じ取り、僕は後ろを振り返って叫ぶ。

「来た！　マリア、ディア、この先から鳥型のモンスターが、来、て……――え？」

　僕は言葉を失う。

　振り返った先で、無数の火の玉が飛び回っていた。

　いや、火の玉とは少し違う……。これは、火の『目』……？

「はい。私の目にも見えています。ディア、予定通りに。――魔法《フレイム・決戦炎域グラデイエイト》、《ファイアフライ》」

「ああ、言われなくとも！」

　花火が打ち上げられたかのように、狭い回廊に大小様々な炎が飛び交う。アルティの階層が再現されたかのような光景に、僕は圧倒され絶句する。

　そして、生きているかのように火の玉は動き、僕の感知したモンスターに飛び向かう。

　その隣でディアは魔法を構築し始める。

　魔力の密度が高すぎるせいか、全身が発光しているかのようだ。その膨大な魔力の波動は、これから起きる魔法の壮大さを予期させる。

　僕の指示を最後まで聞くことなく、マリアは炎を操作する。

《ディメンション》と同じ効力を、あの火の玉一つ一つが持っているのだろう。そう確信させるほど、迷いなく正確に火の玉は動く。

　火の玉は輪っか状に変化し、回転し始める。無数の火の輪が生成され、宙に整列していく。火の輪たちはモンスターの居る場所に向かって並び、徐々に炎の円筒と化していく。そして、ディアの魔法の通る『道レール』――いや『銃身バレル』となった。

　その魔法の銃口は、マリアの精密な魔法操作によって飛行するモンスターへ常に向けられている。最後にディアの魔法構築が終わり、

「――《フレイムアロー》！」

　ディアの全身に灯ともっていた光が収束され、手のひらから渾こん身しんの魔法が放たれた。

　その光線レーザーにも似た魔法は、マリアの作った炎の銃身バレルの中を通り――遠くのモンスターを貫いた。圧倒的な熱量によって、敵の硬い水晶の身体からだは溶けて穴が空いている。

　鳥型のモンスターは僕たちを視認することもできず、名前を覚えられることもなく、無情にも堕おちていく。

　その戦法は迷宮に入り始めた頃を思い出す。

　しかし、僕とディアの二人がやっていた戦法よりも遥はるかに凶悪だ。

「ナイスです、ディア。……けど、すぐ近くにもう一匹いますね。ついでに落としましょうか」

「ああ、わかった。行くぜ――！」

　マリアはアルティを継ぐ火炎魔法の専門家となっていた。

　つまり、僕と同じ索敵能力を持っている上に、マリアはディアの《フレイムアロー》を操作できる。

「――《フレイムアロー》！」

　炎の円筒の中を通って、光線が曲がる。

　そして、空を飛びまわるモンスターの急所を正確に貫く。

　僕の知っている『共鳴魔法』とは全くの別物だった。

　いや、そもそも《ファイアフライ》も《フレイムアロー》もこんな魔法じゃないはずだ。別の魔法に昇華してしまった魔法二つが見事絡み合い、さらなる『別物』に進化してしまっている。その結果、こんなにも凶悪な魔法となってしまった。

　ラスティアラも僕と同じ感想のようだ。

　ぽかんと口を開けて、その様子を見ている。

「カナミさん、倒しました。しかし、断末魔の悲鳴を聞いた他のモンスターが寄ってきているようです……。すみません」

　炎で感覚器官を広げているマリアは、遠くの敵の動きを感じ取った。

　僕の《ディメンション》も同じ判断をしていることから、マリアの索敵能力が《ディメンション》に迫っているとわかる。

「え……。あ、そうだな。こいつらも仲間を呼ぶ類のモンスターみたいだな。なら――」

「よし、俺とマリアで全部燃やそう！」

　移動を提案しようとした僕を置いて、ディアが好戦的な提案をする。

　マリアはそれを聞き、悪くなさそうな顔をする。

「そうですね。一度、殲せん滅めつしてから、ゆっくりと進みましょうか」

　こともなさげに殲滅と言った。僕は恐る恐る確認する。

「マリア……。殲滅できるのか……？」

「もちろんです。いま、お見せします」

　マリアは僕を安心させようと微笑ほほえむ。

　けれど、その背後に浮かぶ恐ろしい熱量の炎のせいで、僕は上う手まく笑い返せなかった。

　ディアは更なる詠唱を始め、マリアは更なる炎を生み出す。

　今度の炎は、綺き麗れいな四角形や三角形を象かたどっていた。すぐに炎は圧縮され、特有の荒々しさを失う。そして、まるでレフ板のような滑らかな表面を作り出した。

「ディア、撃つだけでいいです。あとは私が導きます」

「わかった。行くぜ――」

　今度はディアの周囲に無数の炎の矢が浮かぶ。

　それはマリアの炎と違って白く輝く。いつの間にか、マリアの作った炎の円筒は増えていた。今度の炎の銃身は短い。代わりに、銃口の先に魔法のレフ板が設置されている。

「――《フレイムアロー・散花フオールフラワー》!!」

　そして、停滞していた全ての白い炎の矢が放たれる。

　恐ろしい速度と熱だ。単発の《フレイムアロー》よりは劣るが、それでも光線レーザーと呼ぶに相応ふさわしき凶悪な魔法が、閃せん光こうのように弾はじけ散っていく。

　無数の光線レーザーはマリアの精製した炎の円筒によって曲がる。ときには魔法のレフ板に反射して、道を大きく折れる。

　白い炎は赤い炎に誘われ、集まりつつあったモンスターたちに次々と襲い掛かっていく。こちらへ向かっていたモンスターたちは十匹以上いた。

　しかし、その全てが刹那の閃光に貫かれ、光となって消えていく。

　まさしく、殲滅だ。

　一瞬にして僕たちの周囲半径一キロメートル内はモンスターのいない空間となった。

「……これで終わりです。それでは行きましょうか、カナミさん」

「っふー、成功してよかったー」

　その空間を作った二人は悠々と歩き出す。

　僕とラスティアラは呆ぼう然ぜんとするばかりだ。ステータスを確認すれば二人のＭＰは一桁程度しか減っていない。彼女らにとって、いまのは軽い運動程度ということだ。

「あ、あぁ……。行こうか……」

　経験値も大量に取得している。僕やラスティアラが必死に走り回っても追いつけない経験値効率である。

　その圧倒的な殲滅力に、僕は頭の中が真っ白になる。

　ついさっきまで、剣で二人を守っていたというのに、実際はその必要がなかったということにショックを覚える。

　ラスティアラも、さっきまでの有頂天な態度が消え失うせている。戸惑いながら、大人しく二人の後ろを歩いている。

　しかし、ショックを受けている暇はない。

　数分後には新たなモンスターが現れ、僕たちへ近づいてくるのを《ディメンション》が捉える。
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「モ、モンスターが来た！　今度は三方向から同時に――」

「同じモンスターですか。それなら、大丈夫です」

　だが、捕捉した瞬間、

「任せろ！――《フレイムアロー》！」

　炎の銃身を通って、閃光が奔はしる。

　モンスターたちは視認されることもなく、消えていく。

「さ、三方向から来てたけど、全部落ちたね。うん。……魔石は拾っていこうか」

　瞬く間に戦闘終了である。

　常にマリアは炎を周囲に展開している。おそらく、それが《フレイム・決戦炎域グラデイエイト》という魔法に当たるのだろう。その領域内に入ったモンスターは、ディアの《フレイムアロー》によって即死する。

　完璧な『共鳴魔法』だ。

　完璧すぎて、僕の索敵もラスティアラの攻撃力も必要なくなっている。

　余りにも迎撃が早いため、ラスティアラなんて敵影すら見ていない。

　こうして、僕たちは悠々と三十三層に向かっていく。

　途中、モンスターの襲撃は繰り返されたが、結局視認できるところまで接近できたモンスターは一匹もいなかった。水晶の鳥型モンスターの名前を知ることなく、無事僕たちは三十三層に辿たどりつくのだった。





◆◆◆◆◆






「ラスティアラさん、レベルアップお願いしますね」

「あ、はい」

　言われるがままにラスティアラは、マリアとディアのレベルアップを行う。

　格上のモンスターたちを殲滅したため、経験値は十分すぎるほど溜たまっていた。





【ステータス】

　名前：ディアブロ・シス　HP220/244　MP629/1030　クラス：剣士

　レベル16

　筋力8.81　体力7.19　技量4.01　速さ4.21　賢さ14.11　魔力58.16　素質5.00

【ステータス】

　名前：マリア　HP159/233　MP601/1005　クラス：なし

　レベル15

　筋力8.87　体力8.73　技量7.40　速さ4.81　賢さ9.89　魔力53.22　素質4.13






　恐ろしいのは適正レベルの半分以下で、うちの魔法使いたちは敵を蹂じゆう躙りんしていたということだ。

「これでさらに魔力が上がりました。もっと炎の数を増やせそうです」

「こっちも、もっともっと出力を上げれそうだ」

　さらに強くなった二人は、モンスターが可か哀わい想そうになるようなことを言う。

　試行錯誤を繰り返した末に完成してしまった共鳴魔法は、二人の力を磐ばん石じやくのものへ変えてしまっていた。

「ディア、この共鳴魔法の名前はどうしますか？」

「名前？　そうだな、あったほうが便利だな。んー、カナミに決めてもらおうか？　なんか、色んな魔法作ってるみたいだし」

「そうですね。カナミさん、決めてもらえますか？」

　声をかけられ、僕は我に返る。ちなみに、まだラスティアラは返ってきていない。

「名前……えっと、『イージス』なんて名前でいいんじゃないか？　僕の世界では、誰かを守る防具とか、そういう意味がある」

「いいですね。この魔法はカナミさんを守るための火炎魔法です。――共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》とでも呼びましょうか」

　反則的な火炎魔法の名前も決まり、僕たちは探索を再開させる。

　三十三層は川や浅瀬といった水気の多い構造となっており、その変化に合わせて敵の種類も変わってきていた。

　鉱物系の硬いモンスターが減り、水すい棲せい系のモンスターが多くなっている。

　僕は顔を明るくする。

　水棲のモンスターならば、火炎魔法への耐性が高いはずだ。

　僕とラスティアラの出番が戻ってくると思いつつ、道を進むが――

「――共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》！」

「――共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》！」

　全くもってそんなことはなかった。

　川の中に潜んでいたモンスターをも、ディアの魔法は容易たやすく貫く。

　ちょっとやそっとの水なんて、圧倒的な熱量の前には無意味だ。触れた瞬間に蒸発していくのだから、水棲だろうが鉱物だろうが関係ない。

　僕とラスティアラは水棲のモンスターを警戒して、剣を抜いたままだ。

　しかし、その剣が振るわれることはない。剣を構え、立ち尽くしているうちに全ての戦いは終わっていく状況に、僕たちは焦る。

「モ、モンスターが近づく前に蒸発していく……」

「やることないね、カナミ……。いや、いざとなったとき、二人を護衛するのは大事なことなんだけど……その、ね？」

　ラスティアラの「ね？」の意味が、僕にはよくわかった。

　……ぶっちゃけこれ、僕たちのいる意味がない。

　モンスターが《フレイム・守護炎イージス》をかいくぐってここまで辿りつく気がしない。

　正直、ディアとマリアの二人だけで十分だ。

　これでは二人に寄生しているようなものだ。

　だが、それを言葉にすることが僕とラスティアラにはできなかった。それを認めてしまえば、いままで積み上げてきた誇りや自負が崩れるような気がしたのだ。

　そんな僕たち前衛二人に向かって、穏やかな表情で後衛二人は微笑む。

「ラスティアラさんたちがいるから、私たちは安心して魔法が撃てるんですよ」

　その言葉は優しい。優しいが……。

「そうだぞ。ラスティアラもカナミも、後ろで踏ん反り返ってくれてたらいい」

「ええ。私たちが好きでやっていることです。私たちに任せて、カナミさんはゆっくりしていてください」

　まるでヒモをしている駄目男を甘やかすかのような言葉に聞こえてしまう。

　当然、焦燥を隠せなくなる僕とラスティアラ。

　どうにか活躍する方法を思案する。が、現実は厳しい。二人の共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》を上回る戦法を提案できない限り、僕たちに出番は永遠にやってこない。

　モンスターの襲来に合わせて、抜いた剣を静かに鞘さやへ戻す。それを繰り返すのがとても悲しい。余裕が生まれ、ゲーム的な思考の割合が増えた僕にとって、何も活躍できないのは本当に本当に悲しい。ラスティアラも似たような表情だ。

　その間も後衛二人に頼りきりの迷宮探索は続く。

「――共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》！」

「――共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》！」

　迷宮の回廊の至るところに炎のビットが飛び交い、領域内へ入った瞬間にモンスターたちは蒸発していく。

　もはや、これは戦闘でも何でもない。作業と化している。

　僕は落ちている魔石を拾い集めながら、ゲームのダンジョン攻略を思い出す。

　プレイヤーが強くなりすぎると、どんな敵が相手でも決定ボタンを押し続けるだけで圧勝できてしまう状態がある。いまの状態そのものだ。

　マリアとディアを引き連れて歩く。

　それだけで、モンスターとの戦闘は全てスキップされる。

　結局、また敵の影を一度も見ることなく、僕たちは安全に次の層へ辿りついてしまう。

　その間、僕とラスティアラがやったことといえば魔石拾いだけだ。

　暗い表情で目線を落とすしかない僕とラスティアラ。

　そして、三十四層から三十五層に向かう途中、そんな傷心中の僕たちにマリアは話しかける。

「そろそろＭＰが切れそうです。《コネクション》お願いしますね、カナミさん」

「あ、はい」

　僕は言われるがままに《コネクション》を作り出す。もう全てマリアの言うとおりにしていれば間違いない。間違いないのだ……。

　とぼとぼとした足取りで《コネクション》をくぐる。自分の存在意義を見失いかけているラスティアラもそれに続く。

　そして、扉の先には広がる青い空。

　僕たちは『リヴィングレジェンド号』に帰ってきた。

　最初の迷宮探索を終えて、甲板で全員の成果を確認する。





【ステータス】

　名前：相あい川かわ渦か波なみ　HP303/351　MP366/889-400　クラス：探索者

　レベル19

　筋力11.05　体力12.52　技量16.32　速さ19.84

　賢さ16.53　魔力44.52　素質7.00

【ステータス】

　名前：ラスティアラ・フーズヤーズ　HP735/783　MP338/353　クラス：騎士

　レベル19

　筋力14.99　体力14.12　技量8.59　速さ10.44

　賢さ14.21　魔力10.57　素質4.00

【ステータス】

　名前：ディアブロ・シス　HP220/269　MP182/1107　クラス：剣士

　レベル18

　筋力9.19　体力7.54　技量4.41　速さ4.62　賢さ15.80　魔力65.26　素質5.00

【ステータス】

　名前：マリア　HP159/264　MP23/1065　クラス：なし

　レベル17

　筋力9.50　体力9.31　技量8.00　速さ4.98　賢さ10.23　魔力58.12　素質4.13






　たった数時間で目標の半分近くまで進み、さらには大量の経験値を取得もした。レベルの平均化にも見事成功し、その上誰も傷一つ負うこともなかった。

　まさしく完璧な探索と言っていいだろう。

　今日の探索は昔僕が望んでいた『稲を刈るかのような探索』だ。何の文句もない。

　何の文句もないが――！

「それじゃあ、お疲れ様です。では、私は家事に戻りますね」

「俺は部屋で休む。マリアがこき使うから、かなり疲れた」

　一仕事終えたマリアとディアは、共に船の中に消えていく。

　その後ろ姿はイージーなシューティングゲームを一つクリアしたあとのような達成感に溢あふれているように見えた。そして、甲板に取り残される僕とラスティアラ。

　不完全燃焼で有り余っている力のせいか、身体からだが震えて仕方ない。

「わ、わわわたしはレベルアップとか回復役として要るし……？」

　開口一番に自分の居場所を確認しだすラスティアラ。

「ぼ、僕だって索敵係として役に立ってるし……！」

　言葉にしないと、自分たちが役立たずだったことを認めてしまいそうだった。

「でも、マリアちゃんも索敵できるようになってたじゃん！」

「それを言うなら、神聖魔法もディアができるじゃん！」

　なぜか、お互いの狭い居場所を削りだす僕たちだった。

　そのくらい、僕たちは動揺していた。

　自うぬ惚ぼれでなければ、僕はリーダーとしてみんなを引っ張っていこうとしていた。ラスティアラもサブリーダーくらいの自覚はあったはずだ。

　しかし、このままではリーダー・サブリーダーとしての立つ瀬がない。

　自分よりも小さな女の子たちに、おんぶに抱っこのパーティーとなってしまう。

　それだけは避けたい。

　マリアやディアが強いことに文句はない。文句はないが、このままではいけない。

　ゆえに、僕たちは決断する。

「よ、よし！　特訓しよう！」

　体力とＭＰは十分に残っている。僕は剣を抜いて、ラスティアラを誘う。

「そうだね！　特訓っ、特訓をしよう！　これも王道英えい雄ゆう譚たん!!」

　ラスティアラも剣を抜いて応える。

　こうして、青ざめた二人による特訓が始まるのであった。





◆◆◆◆◆






「魔法が苦手とか言って、格好つけてる場合じゃないね。剣とかもう時代遅れだよ。所詮、剣で戦う英雄譚なんておとぎ話だったんだよ……！」

　ラスティアラは拳を握り、涙を流して力説する。

「ああ、やっぱり魔法が一番だ。よく考えれば、僕の世界のゲームでも、ダンジョンの雑魚敵とか全体魔法頼りが一番効率的だった。単体攻撃とか、まじナンセンスだ」

「魔法……！　私たちも、そこそこの範囲魔法を使えるように……！」

「ああ、特訓するぞ！　ラスティアラ！」

　僕たちは手のひらを打ちつけ合い、お互いの意思を確認し合う。

「それで、どんな特訓するつもりなの？　私、何も考えてないんだけど」

「うーん。とりあえず、新しい魔法を覚えることが重要だと思う」

　急激に強くなる方法といえば、それしかない。

　僕の複合魔法《次元の冬デイ・ウインター》やマリアたちの共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》のように、アイディアさえあれば基本魔法が何十倍もの力を発揮することがある。

「でも私は新たに魔法を覚える空きがないから、応用魔法がメインになるかな」

「もしくは僕とラスティアラで共鳴魔法を覚える」

「お、それいいね。やってみる？」

「けど、ラスティアラは次元魔法が使えないからなぁ」

「次元魔法はマイナーすぎて、私の血に登録されてないしね。氷結魔法はたくさんあるけど……」

「逆に氷結魔法は僕が少ない。《フリーズ》と《アイス》しかない」

　二人とも共鳴魔法に乗り気だが、合わせる魔法が余りない。

「ほんとカナミの使える魔法って尖とがってるよね……」

「修得できなかったんだから仕方ないだろ……」

　かつて、氷結魔法《リトルスノウ》の魔石を飲んだが、何も変わらなかった。おそらく、僕が増やせる魔法は次元魔法だけなのだろう。

「それじゃあ、色々と試してみる？」

「とりあえず、簡単な氷結魔法をかけあわせよう。最初はマリアたちの真ま似ねをしてみるのも悪くない」

　氷結魔法《アイス》《フリーズ》から始め、様々な魔法を展開する。お互いの魔法と混ぜ合わすために試行錯誤してみるが、成功したのは前例のある《フレイム・守護炎イージス》の模倣だけだった。

　やはり、魔法はイメージに頼っているところが多い。

　僕の魔法も模倣しているものばかりだ。

「――魔法《アイスアロー》」

「――魔法《次元の冬デイ・ウインター》、《次元雪デイ・スノウ》」

「――共鳴魔法《アイス・守護氷イージス》」

「――共鳴魔法《アイス・守護氷イージス》」

　氷の結界が甲板に張られ、《次元雪デイ・スノウ》が舞う。

　そして、ラスティアラの放った氷の矢が、僕の作った雪の道に導かれながら空を貫く。

　模倣は成功だ。しかし、精度も威力も低過ぎる。試しに動いているものを対象にしてみたが、飛ぶ鳥一羽も落とすことができなかった。

「……駄目だ。根本的なところが足りてない」

「魔力操作の精度においてカナミはマリアちゃんに劣っていて、魔法の威力において私はディアに劣っている……。うーん、上う手まくいかないもんだね……」

　課題は多い。消費魔力を足して数を増やしたところで意味はない。

　仮に鳥に命中させることはできても、迷宮三十層以降のモンスターに通用するような代物ではなかった。

「仕方ない。まずは、もっと自分の魔力を細かく操作できるようになるのを目指そう」

「私も魔法構築から見直すべきみたいだね……。ディアみたいに収束ができていないから威力が低い……」

　僕たちは自分の魔力を捏こねながら、うんうんと唸うなり続ける。

　同じ魔法を使ったことで、ディアたちとの差がはっきりとわかった。魔法の練習をしながら、課題を解決する方法を考える。

　手て遊すさびに二人で魔法の雪だるまを作り、雪合戦をして、身体を雪まみれにしながら悩み続けた。そして、目一杯遊んで、頰ほおを上気させ白い息を吐いていると、急にラスティアラが顔を明るくして声をあげる。

「あっ」

「何か思いついたのか？」

「いや、思い出したんだよ。魔法使い同士が決闘するときに使うルールなんだけど……、こうやって陣地を作って……」

　ラスティアラは氷結魔法の練習のし過ぎで積もった雪に、足を使って線を引く。

「この線の中に入って、魔法を撃ち合うわけ。魔法以外使ったら負け。動いても負け」

「へぇ、面白そうだね。いい訓練になるかもしれない」

　僕も真似をして、線を引く。その中に入り、僕たちは見つめ合う。

「それじゃあ、軽くやってみよっか。――《アイスアロー》！」

「――魔法《次元の冬デイ・ウインター》」

　魔法の冬を展開して、ラスティアラの魔法構築をずらし、霧散させる。

「むうっ、相変わらず『魔法相殺カウンターマジツク』が好きだね」

「そっちの魔法構築が甘いのが悪い。このルールで『魔法相殺カウンターマジツク』を狙わないわけにもいかないでしょ」

「つまり、構築さえしっかりとしていたら『魔法相殺カウンターマジツク』はされないの？」

「ああ、隙がなかったらできない。そこを意識してやってみたらいい」

「なるほどねー」

　助言し合いながら、僕たちは魔法を次々と構築していく。

　魔法を扱う力量がほぼ同等だったため、戦いは思いのほか長引く。

　魔力量は僕のほうが上だ。しかし、ラスティアラの血には多種多様の魔法と経験が記されている。

　その経験を活いかして魔法構築を固め、ときには手を替え品を替え、『魔法相殺カウンターマジツク』をすり抜けようとする。

　やはり、ラスティアラの戦闘センスは並外れている。

　この短い時間で、自分の魔法構築を根本から覆していく。無詠唱を超えて、魔法構築の短縮まで至り、魔法発生箇所を手から足に変更して魔法の出所を隠すという小技も使ってくるのだから油断ならない。

　ラスティアラは四方八方で、多属性の魔法を同時に展開する。

　初見の魔法を《次元の冬デイ・ウインター》で霧散させるのは難しい。さらにラスティアラは徐々に『魔法相殺カウンターマジツク』されることに慣れてきて、魔法構築の隙も減ってきている。

　劣勢と言わざるを得ない。

　足を止めての魔法の競い合いでは、僕の長所が全く働かない。

　仕方なく、僕は魔力にものを言わせた戦法に切り替える。

「――魔法《ミドガルズ・フリーズ》!!」

「――待ってましたっ！　《アイスバトリングラム》!!」

　しかし、その大振りを狙われていた。

《魔法相殺カウンターマジツク》を諦める瞬間を見計らわれ、ラスティアラも大技に移行する。

　ラスティアラの巨大氷ひ槌づちによって、僕の生成した巨大氷蛇は粉々に破壊される。

　その勢いのまま《アイスバトリングラム》は僕を陣地から追い出した。

　魔法使いの決闘はラスティアラの勝ちだった。

「参った……。なかなか面白いなこれ。論理的で好みだ」

　身体に付着した氷を払いながら、ラスティアラに近寄る。

　ピースしながらラスティアラは、そのポーズとは裏腹に真面目な表情で語る。

「いい練習になるね。少しでも隙を作るとカナミに相殺されるから、とてもわかりやすかったよ。いままで、いかに自分の魔法の構築が雑で無駄だったかもよくわかった」

「僕も『魔法相殺カウンターマジツク』を繰り返して、色々な魔法を見れて勉強になった」

　一度相殺したことがあるのとないのでは大違いだ。

　今後、多くの敵の魔法を相殺することになるはずだ。その前に、ラスティアラの魔法で予習しておくのもいいかもしれない。

　僕たちは空っぽになったＭＰに、ある種の清すが々すがしさを感じていた。

「っふうー。そういえば、強くなる努力したのなんて初めてだよ」

「僕もだ。最初から次元魔法があったし、レベルアップのせいでトレーニングする必要がなかったからね」

「私なんて、最初から剣術体術に魔法も全部マスターだよ。努力する気なんて起きるはずないよ」

　僅かに滴る汗を拭きながら、笑い合う。

「新鮮な感覚だな……」

　異世界に来てから一度も味わったことのない感情だ。

「うん、汗を流すって気持ち良いね！　いいね、青春だね、冒険譚だね！」

　訓練結果を見るために、僕はステータスのスキルだけを確認する。





【スキル】

　先天スキル：剣術4.89　氷結魔法2.58+1.10

　後天スキル：体術1.56　次元魔法5.25+0.10　感応3.56　並列思考1.47




編み物1.07　詐術1.34　魔法戦闘0.72




【スキル】

　先天スキル：武器戦闘2.20　剣術2.12　擬神の目1.00




魔法戦闘2.27　血術5.00　神聖魔法1.03




　後天スキル：読書0.52　素体1.00　集中収束0.21――






　ラスティアラも僕も、新しいスキルを一個ずつ修得していた。とはいえ、まだ数値は低い。取っ掛かりを得たといったところだろう。

　しかし、確かな前進を確認して、頰がほころぶ。

　ラスティアラもスキルの増加が見えているのだろう。新しい洋服をプレゼントされた女の子のように嬉うれしそうな笑みを浮かべる。

　心臓の鼓動が加速する――が、すぐに僕は感情をコントロールする。スキル『？？？』を刺激しないように、心を落ち着ける。

　そして、いつも通りの対応で僕はラスティアラとハイタッチをした。

　まだまだ元気なラスティアラは僕に問う。

「ねえ、カナミ。他に特訓すべきものって何かあるかな？」

　いままで自分の努力で何かを得たことなどなかったのだろう。

　興奮した様子で擦り寄ってくる。感情のコントロールが難しくなるから止やめて欲しい。

「そうだな……。あとは……」

『並列思考』で考えて、『持ち物』から『アレイス家の宝剣ローウェン』を取り出す。

「剣……？　ああ、なるほど。私にローウェン・アレイスの技を教えてくれるの？」

「ああ、即戦力になると思う。たぶん、ラスティアラなら修得できるはずだ」

　全てを伝えることはできないだろう。

　僕自身、ローウェンの剣術全てを理解しているとは言い難い。だが、ローウェンの剣を受け継いだものとして、一定のことは教えられると思う。

　ローウェンも自分の剣が広まることは望んでいるし、ラスティアラもローウェンの剣術に興味津々だ。

　教えるメリットはそれだけじゃない。

『アレイス家の宝剣ローウェン』には、豊富な特殊能力が付属している。

　その中には『装備者はローウェンの剣術を想起可能』というものがある。これを上手く利用すれば、ローウェンが伝え切れなかった細かな剣術理論まで、僕は理解することができるかもしれない。実に一石三鳥ほどはある話なのだ。

「とりあえず、フェンリル・アレイスにも指導員コーチについてもらったら、飲み込みが早くなるかな？――鮮血魔法《フェンリル・アレイス》」

　ラスティアラは残り少ないＭＰを振り絞り、目を閉じて鮮血魔法を唱える。

　少しだけ髪の色が変色し、剣の構えに隙がなくなった。

　話通りなら、いまここにいるのは元『剣聖』でありアレイス家の現当主フェンリル・アレイスの全盛期ということになる。

「よし、まずは軽く剣を交えてみようか。見て感じて、覚えてみて」

　ローウェンが僕に教えてくれたときも実戦がほとんどだった。それを真ま似ねしてみる。

「うん、わかった。やろやろ」

　僕たちは互いに剣を構え、寸止めで剣を振り合い始める。

　魔法の戦いでは後れを取ったが、剣の戦いでは僕のほうが有利だった。

　腕力は劣るものの、技量で大きく上回っている。あと単純に魔法の補助なしの戦いだとスキル『感応』が発動する分有利だ。

　ある程度剣を打ち合ったあと、僕はラスティアラから一本取る。

　ラスティアラは息を切らしながら、苦言を呈してくる。

「……ちょ、ちょっと待って。これを見て覚えるの？」

「そうしてもらえるとこっちは楽だけど……」

「そんな無茶苦茶な……！」

「じゃあ、もう少しゆっくりやってみるよ」

　鮮血魔法の補助があっても、そう簡単にはいかないらしい。教えるペースを緩めることを伝えてみたけれど、まだラスティアラの表情は明るくならない。

「あとそれ以前にローウェンの剣術、変！」

「え、変？」

　真似が難しいという話ではなく、技術そのものに文句がついた。

「普通、剣術ってのは人くらいの大きさの相手を想定して振るものなの。なのに、ローウェンの剣術は、この船くらいの大きさの化物を想定してる」

「それは普通じゃない？　じゃないと、巨大なモンスターが出たときに困るじゃないか」

「いや、化物みたいな大きさの敵が出たら普通は剣で戦うのを諦めるでしょ……。なのに、この剣術は徹底して剣一本で戦おうとしてる。だから異常だって言ってるの」

「ああ、そういうことか。ローウェンは魔法が使えないから、全部剣でなんとかしようとしてしまうのか……」

「この無茶苦茶な剣術を理解して、無茶苦茶な特訓を乗り越えるには、もうちょっと無理しないと駄目だね……」

　ラスティアラは鮮血魔法の力を限界にまで強める。

　髪がカラフルに発光したあと、白銀色に落ち着く。どうやら、さらに別人の経験を積んだようだ。

「ゆっくりね！　ゆっくり！」

「わかってるって……」

　もう一度、僕たちは剣を合わせ直す。

　ラスティアラの剣のキレが上がっていた。ローウェンの技に追従し、その全てを飲み込もうと全神経を集中させているのがわかる。

　邂かい逅こうする剣と剣。白刃だけでなく、ラスティアラの両目も輝き続ける。

　こうして、僕たちの特訓は日が暮れるまで続いた。

　船内からいい匂いが漂い、船尾のほうから釣り道具を抱えたスノウたちが戻ってきたところで、僕とラスティアラは疲労で同時に倒れこむ。

「――はぁっ、はぁっ、はぁっ!!」

「つっかれたー！　汗が気持ちいいー!!」

　僕は血の匂いのする息を吐いて苦しんでいるというのに、ラスティアラは楽しそうな笑顔のままだった。一種のランナーズハイになっているのかもしれない。

　汗だくの僕たちを見て、スノウが声をかけてくる。

「……ん、お疲れさま。あんな良い天気だったのに、訓練なんて物好きだよね。カナミも、ラスティアラ様も」

　ラスティアラは起き上がりながら、スノウを誘う。

「楽しいよ？　スノウもやらない？」

「い、いえ、私は遠慮します。疲れるのは苦手なので……それじゃ！」

　スノウはリーパーを連れて、甲板から逃げ出す。

　それを見送るラスティアラは不思議そうだった。

「あれ、駄目だった。おかしいなぁ。こんなに楽しいのに」

「……いや、これを楽しいって言えるのはおまえだけだ」

　僕は疲ひ労ろう困こん憊ぱいの身体からだを動かし、ラスティアラに突っ込みを入れる。

「えー、そりゃちょっとは疲れるけど。自分が強くなっていくのは楽しくない？　何ていうのかな、自分が研ぎ澄まされていくのが快感？」

「僕は好きだけど、そういうのは人によるんだよ。……それにしても、剣の稽古は色々と得るものが多いな。確かにラスティアラの言うとおり、見直すとローウェン・アレイス流の剣術は異常なところがある」

「これからも定期的に訓練しようよ」

「そうだな。二人で剣術を磨き上げよう」

　ローウェンから受け継いだ剣術は大切だ。

　そして、それを後生大事に飾っておくつもりはない。この受け継がれた剣術を、さらに強く育てて欲しいとローウェンは願っているだろう。何よりも友人たちを大切にする彼ならば、僕の更なる力となることを望んでいると確信できる。

　ならば、『剣術』をどう進化させるべきか。

　この『アレイス家の宝剣ローウェン』をどう扱うか。

　もっと実践的で、相あい川かわ渦か波なみの次元魔法に合ったものにしないといけない。

　その新しい『剣術』を考えながら、僕は船内に戻っていく。

　その後、マリア手作りの夕食をみんなで食べて、本国に向かう船旅二日目は終わったのだった。





◆◆◆◆◆






　ラスティアラとの特訓を終え、翌日。

　短時間の睡眠が癖になっていた僕は、早朝から一人で甲板に出ていた。

　昨日の特訓は有意義だった。それは間違いない。

　しかし、『アレイス家の宝剣ローウェン』の力を引き出すという点では不満が残っている。確かに剣のおかげでラスティアラへの指導は順調に進んだ。

　しかし、この剣の真価はこんなものではないと僕は思っている。守護者ガーデイアンの魔石を取り込んだパリンクロンやマリアの激変と比べると、まだまだ足りない。

　僕は甲板から海に飛び降りる。

「――魔法《フリーズ》」

　着地と同時に、足元へ氷結魔法を展開する。

　表面を凍らせながら、僕は海の上を走り始める。

　すぐ近くに小さな島が見えた。

　その島の海岸に辿たどりつき、僕は『持ち物』から大量の袋を取り出す。

　そして、周囲の砂や石を搔かき集め、次々と『持ち物』の中に放り込んでいった。

　十キロ以上の砂を入手したあと、船に戻る。必要なものが手に入り、ほくほく顔で船の甲板に戻ったところで仲間の一人に見つかってしまう。

「あれ、何やってるの。お兄ちゃん……？」

　また釣り道具を背負って、船尾へ向かおうとしていたリーパーだ。

　スノウも一緒だったので、早朝釣りと洒しや落れ込むつもりなのかもしれない。

　こいつら……。ほんと日常を謳おう歌かしてやがるな……。

「ちょっと砂を取ってきたんだ」

「え、なんで砂？」

「ローウェンの剣の力を引き出す練習のためだよ。まだまだ、僕はこれを使いきれてないからね」

「へえ、面白そう。……スノウお姉ちゃん、ちょっと見てみようよ」

　リーパーはスノウの服の裾を引っ張って止める。

「ローウェンの剣……。それなら、ちょっと興味あるかも……」

　スノウは釣り道具を置いて、様子を見始める。

「邪魔するなよ……？」

　僕は拾ってきた砂を甲板に広げて、『アレイス家の宝剣ローウェン』を両手で持つ。

　そして、目を閉じて、全神経を剣に集中させる。しかし、頭の中に流れ込んでくるのは『剣術』ばかり――後にも先にも徹頭徹尾『剣術』『剣術』『剣術』。

　親友の極端すぎる性さがに笑みをこぼしながら、心の中で「それ以外のを」と頼む。

　身の魔力を剣に纏まとわせて、新しき属性の魔法に思いを馳はせる。

　イメージは作り終えている。

　地属性の基礎魔法《アース》。土を操る魔法だ。

「――地魔法《アース》」

　魔法名を呟つぶやき、ゆっくりと『アレイス家の宝剣ローウェン』で砂をなぞる。

　すると磁石にくっつく砂鉄のように、砂が剣を這はい始める。

　生き物のように砂は躍り、水の逆流に抗あらがう魚のように刃の上を昇っていく。

　それは次元魔法でも氷結魔法でもない。僕には使えないはずの地属性の魔法――

「――く、ぅうっ！」

　しかし、持っていかれる魔力は凄すさまじい。

　本来使えないものを無理やりに使っているという感覚が、身体に悲鳴をあげさせる。

　なにより、剣が『剣術』以外の特訓に不満を抱いているのが一番の原因だろう。

「頼む、ローウェン……。僕に力を貸してくれ……」

　直感のままに、スキル『感応』を発動させる。

　地属性の魔法の波動に、理ことわりを把握する新たな力の波動が加わる。ふわりと僕の前髪が浮き、二つの力の波動が交じり合う。意識が剣に吸い込まれるような錯覚がした。

　剣の中から声が聞こえた気がした。「私だって苦手なんだ」と。

　少しだけ頰ほおを膨らませた栗くり色いろの髪の青年を幻視する。続いて「はあ。仕方ないな」という溜ため息も聞こえた気がして……その言葉を最後に、世界は切り替わる。

『リヴィングレジェンド号』の甲板の上、砂の粒が霧のように舞い始める。

　その中心部に立つ僕の魔力が反転し、自然とその魔法名は口をついて出た。

「――水晶魔法《クォーツ》」

　僕から溢あふれる次元魔法の魔力が、『アレイス家の宝剣ローウェン』を通して変換される。水晶を操る『地の理を盗むもの』としての魔力となり、舞う砂の粒を侵食する。

　世界をも狂わす『理を盗む』力の一端を得る。

　砂が水晶に変換されていく。

　いや、水晶にだけじゃない。ただの石が宝石に、砂が砂金に。ありとあらゆる鉱物に変化していっているのを確認して、僕は魔法を終わらせる。

　同時に、宙を舞っていた砂が甲板へと落ちていく。

　そして、甲板には光り輝く宝石の川が生まれていた。

「お、おぉ!?　キラキラになった！　これ全部宝石!?」

　リーパーは変化した砂や石を手に取り興奮する。

　しかし、それ以上に興奮していたのはスノウだった。

「ただの砂が宝石に……!?　これもしかして錬金……？　すごいっ、流石さすがはカナミとローウェン・アレイス！　この力があれば無敵、お金に困らないっ。際限なく自堕落生活できる、死ぬまで一生――!!」

「おい、待て」

　いまにも小躍りしそうなスノウを睨にらむ。

「な、何も言ってないヨ……？」

　俗物的な発想で大喜びだったスノウは、目を逸そらしながら宝石たちを手に取る。

　二人は砂遊びをするような感覚で、甲板の輝く砂を弄いじり始めた。

　しかし、スノウの言いたいこともわかる。

　宝石を一つだけ摘つまみ上げて、観察する。

　持ち込んだ砂と石が、完全に別の鉱物として固定化されていた。

　この世界の宝石の価値は低いと言えど反則的な能力だろう。僕が全力で錬金だけに時間を費やせば、簡単に市場の価格崩壊を起こせるはずだ。

　変化させる鉱物によっては、国の物価をも左右してしまうかもしれない。使いようによっては、戦略的な攻撃手段になってしまう魔法だ。

　この船の財政が国家レベルになったと同時に、不安も募っていく。

　守護者ガーデイアンの魔石と使用者が、少し同調しただけでこれだけの力だ。

　なら、同じ条件であるマリアとパリンクロンも、同様のことをできると思っていいだろう。世界の経済を傾かせるほどの力を、二人とも個人で有しているということだ。

　これから戦うであろう敵と、力を借りるであろう味方。

　両者の底知れなさを感じ取り、僕は身震いする。

「けど、お兄ちゃん。こんなに一杯の水晶と黄金、どうするの？」

　砂遊びに飽きたリーパーが僕に問う。

「ああ、そうだな……。こんなに一杯あっても、僕たちでは処理しきれないな……。だから、相談しに行こうと思ってる。おまえらも来るか？」

　僕たちの手には余る話だ。

　換金所へ持っていっても、個人の契約では換金しきれないだろう。

「えっと、それはつまり……連合国に行くの？」

「ああ」

　移動用の次元魔法《コネクション》によって連合国への直通通路はできている。

　実は、戻ろうと思えばすぐに戻れるのだ。

「あっち、ウォーカー家が近いから嫌……」

　スノウは目を泳がせながら首を振る。せっかく自由の身を満喫しているのに、わざわざ実家に戻りたくないのだろう。

　リーパーは震えるスノウの頭を優しく撫なでながら釣り道具を手に持つ。

「アタシたちは釣りしてるよ。お姉ちゃんとの釣り勝負は終わってないしね！」

　どうやら、リーパーはスノウを気遣って残るようだ。本当は連合国の様子を見てみたいだろうに優しい子だ。

「そっか。それじゃあ僕は、さっと行ってくるよ」

　甲板に散らばった鉱石類をできる限り『持ち物』に入れ直し、魔法を唱える。

「――魔法《コネクション》」

　距離という概念を破壊する薄紫色の扉が生まれる。

　この扉の対となるのは迷宮ではなく、『エピックシーカー』本拠だ。

　守護者ガーデイアンの魔石は反則だが、自分も大概だと思いながら僕は扉を通る。

《コネクション》を通った先は、かつての僕の部屋の隅だ。この『エピックシーカー』本拠の執務室の《コネクション》は、半永久的に保持するつもりである。

　この執務室には最低限のものしかなく、かなり殺風景な空間――だったはずだが、少し空けただけで部屋は様変わりしていた。

　至るところに紙の束が積まれ、足の踏み場がない。比喩ではなく本当に、書類によって山脈ができてしまっている。部屋の中に人がいるのを感じ取り、まず挨拶をする。

「おはようございますー……。いや、ただいまでいいのかな？」

　すると、以前僕が使っていた机に突っ伏していた女性が顔をあげる。

「――え、えっ？　マスター？　まだ数日しか経たってないわよ……？」

『エピックシーカー』の魔法使いテイリ・リンカーさんだ。

　どうやら、僕がいなくなったあとの書類業務は彼女が担当しているようだ。

　テイリさんは少し呆あきれ顔だ。あれだけの別れ方をしておきながら、ひょっこり顔を出す僕の神経を疑っているようだ。

　別に二度と帰ってこないとは言ったつもりはないので、気にせず話を続ける。

「もう僕はギルドマスターじゃないんですから、その呼び方はやめてくださいよ」

「なーに言ってるの。『エピックシーカー』のマスター枠は永久欠番。ずっとカナミ君のものよ？」

「え、なんでですか……？」

「裏の支配者はカナミ君だって思われてたほうが、私たちもやりやすいからね。名前、使わせてもらうわよ？」

「それは構いませんが……。僕の名前を使っても悪影響しかないのでは？　たぶん、誘拐犯扱いされていますよね？」

「確かにそうだけどね。けど、犯罪者の中にも人気ある人ってたくさんいるのよ？　で、君も犯罪者でありながらラウラヴィアの人気者スターになっちゃってるわけ。ラウラヴィアの市民は、きっとカナミ君には何か理由があったと思っているわ。『ああ、我らがラウラヴィアの英雄は、籠の中で苦しんでいたお姫様たちを救うために連れ去ったに違いない』って感じでね。まあ、実際それが事実だしね。私たち『エピックシーカー』も、その噂うわさを積極的に広げるつもりよ」

「は、はあ……」

　人気者スターと言われても反応に困る。今後の迷宮探索に悪影響が出るだけだ。

「はあ、じゃないわよ、カナミ君。あれだけのことをしといて、何ともないとでも思ったの？　今や君は『最強』の『英雄』。それプラス『剣聖』に『守護者ガーデイアン殺し』。冒険者探索者の中では憧れの的よ。百年は続く伝説になるはずだわ。ギルドマスターでありながら、たった一人で『舞闘大会』に出場――まるで神話のような戦いの末に、連合国最大の敵である守護者ガーデイアンを真正面から撃破――その後、連合国主教の現あら人ひと神がみと使徒を誑たらしこみ、さらには四大貴族の令嬢たちを誑たぶらかし、その天然ぶりで多くの女性観客と出場者を誑し、さらにさらには同性の『元最強』『剣聖』『大貴族子息』までも誑しこんで、見事『舞闘大会』から逃げ出した『天然の英雄』――という風に語り継がれるわね。よかったわね、マスター。ちなみに、あのあと劇場船『ヴアルフウラ』では君の活躍を劇にして上演し始めたから、伝説を知る人はどんどん急増中よ」

「え、えぇ……。何ですかそれ……。誇張と誤解と偏見に満ち満ち過ぎでしょう何もかも……！　最悪過ぎる！」

「いや、別に誇張も誤解も偏見もないと私は思うけど……。とにかくっ、旅の吟遊詩人たちも、君の『舞闘大会』での戦いを謳うたい回ることでしょうね。連合国に生まれた新しき英雄アイカワ・カナミの伝説を！　うふふっ！」

「よ、よーし。名前変えようかなあ……？」

　みんなに事情を話して、名前をジークに戻してもいいと思える瞬間だった。

　不本意な栄誉から逃れる方法に悩んでいると、テイリさんは話を変えてくる。

「それで何しに来たの？　スノウと結婚する気になった？　あ、二人に子供ができたら名前つけさせてくれる？」

「しません。できません。……ちょっと、頼みごとができたので来たんです」

「へえ、カナミ君の頼みごとなんて気になるわね」

『持ち物』から変換した鉱石を取り出して、執務室中央のテーブルに広げる。

「ローウェンの魔石の力で、好きな鉱物を量産できそうなんです。どうにか換金できる方法はありませんか？　できれば、『エピックシーカー』が代わりに、大きな機関相手に換金してくれると助かるんですが……」

　目の前に広がった金銀財宝を前に、テイリさんは口に手を当てる。

「わ、わーお。……ここまで大きい話となると、私だけじゃ無理ね。でも丁度よかった。大きい話に対応できそうな人が、たまたま隣の部屋にいるわ」

「対応できそうな人……？」

　テイリさんは大きく息を吸い込んで、大声で人を呼ぶ。

「グレンさーん！　ちょっと、こっち来てもらえますかー!?　ヴォルザークも一応！」

　あがった名前はグレン・ウォーカーだった。

　かの最強の探索者が『エピックシーカー』にいるのは意外だ。

　大した間もなく執務室の扉が開く。本当に隣部屋にいたみたいだ。

　そして、眠たげな目をこするグレンさんが登場する。ついでに、その後ろへヴォルザークさんもついてきている。

「勘弁してくれないかな、テイリちゃん。僕はさっき眠った、とこ、ろ……――!?」

　僕を視界に入れた瞬間、グレンさんの半開きだった目が大きく見開かれる。爛らん々らんと目が輝き、凄すごい勢いで僕の手を摑つかんできた。

「カ、カナミ君じゃないか!!　なぜ、ここへ!?」

「おはようございます、グレンさん。頼みごとがあって、少し戻ってきました」

「カナミ君っ、そんな他人行儀はやめてくれ……！　遠慮せず、お義に兄いさんと呼んでくれてもいいんだよ？　それでスノウさんとの結婚式はいつになるのかな？　ふふっ、ふふふふっ……！」

「こ、ここはスノウ応援会フアンクラブか何かですか……？」

　一言目にはスノウと僕を結婚させようとする面々に、僕は呆れ返る。

　僕の疑問に、テイリさんは当然と言わんばかりに頷うなずいた。いや、頷くな。

「その通り、間違っていないわ。そして、『エピックシーカースノウフアンクラブ』会長は君よ、カナミ君」

「間違ってて欲しかった……。ちなみに脱退は――」

「できないわ」

「会長なのに……」

　全く権限のないお飾りポジションに涙が出てくる。

　やはり、『エピックシーカー』のメンバーはどこか頭おかしいと再確認しつつ、話を聞かなかったことにしてグレンさんへ疑問を投げかける。

「それよりも、なんでグレンさんはここに？」

「基本的に、スノウさんが問題起こしたあとの後始末は僕がやることになっているんだ。『最強』の称号を失って、少し時間に余裕ができたからね。しばらくは、『エピックシーカー』の末席でお世話になるつもりさ」

「ああ、なるほど。ありがとうございます」

「礼を言うのはこちらさ」

　昔、グレンさんは『エピックシーカー』にいたと聞いたことがある。兄である彼は、その頃からスノウを見守ってきたのだろう。

「それで用件はなんだい？　何かあったから来たのだろう？」

「この鉱石なんですけど、お金に換えたいんです」

　テーブルの上を見るように促す。すると、グレンさんの緩んだ顔が引き締まる。

「これ、ローウェンさんの魔石の力かい？」

「……よくわかりますね」

「勘はいいほうなんだ」

　早々にグレンさんは鉱石の素性を見破った。

「道理で本土のお偉いさんが血眼になるはずだよ。こんな力を個人が所有すれば、軽く国が傾くね」

　一つだけ宝石を手に取り、連合国上層部で戦ってきた英雄としての見識を述べる。

「いや、もっと別の目もく論ろ見みがあるのかもしれないな。この魔石を使って、もしかしたら――いや、それはないか？」

　まじまじと宝石を眺めつつ、独り言を繰り返す。

　しかし、すぐに本題を思い出して僕のほうに顔を向ける。

「ああ、鉱石の換金だね。大丈夫、僕に伝つ手てがある。『エピックシーカー』で請け負おう。スノウファンクラブ会長兼婿殿の要望ならば、僕らに拒否することはできないよ」

「……一個人としてギルドに依頼という形に変えていいですか？」

　頼むとよくわからない立場が定着しそうで怖かった。

　なのでギルドマスターとしてでなく、一探索者として頼んでみる。

「それなら依頼料が必要になるね。その場合、お代はスノウさんとの子供を要求しようかな。ちなみに、二人の子供の命名権を得られるなら、僕は何でもする」

　歴戦の英雄グレン・ウォーカーの目は本気だった。

　本気すぎて狂気しか感じない本気だった。

　僕は怯おびえながら、仕方なく頷く。

「ギ、ギルドマスターとしてお願いします……」

「うん、請け負ったよ」

　妙な敗北感と共に、僕は名誉会長とやらの立場を容認する。

　そして、『持ち物』にある鉱石類を全て出して、数の確認を行っていく。

　手分けしての作業だが、それでも時間はかかる。

　途中、自然と世間話が挟まれる。ただ、話のほとんどはスノウのことだった。

「それで、うちのスノウさんと進展はあったかい？」

「そうね。何よりも、それが一番聞きたいわ」

　もっと聞かなければならないことはあるはずだろうに、真剣な表情で二人はスノウの近況を知りたがる。

「いえ、ずっとスノウは怠けてますよ？　釣りして釣りして、日向ひなたぼっこしてるだけです。正直、『エピックシーカー』にお返ししたいです」

　あるがままを報告する。できれば、叱責しに船まで来て欲しい。

「よかった……。スノウさんが楽しそうで……」

「そうね。スノウの緩みきった顔が目に浮かぶわ……。本当によかったわ……」

　しかし、返って来るのは祝福のみ。なぜだ。

「か、会話のキャッチボールをしてください……」

　真面目に二人の頭が心配な僕だった。

「ふふふ、わかってるよ。日向ぼっこしてるスノウさんは、とってもキュートだろう？　可愛かわいさ余って押し倒したとしても、兄である僕が許すよ？」

「むしろ、推奨するわ。もう、二人の間に何の障害もないのだから遠慮なくね。苦楽を共にした生活、婚約者という敵役との決闘、『舞闘大会』での告白、国外への駆け落ち、完璧なドラマを演じたカナミ君になら私たちのスノウを任せられるもの」

　苦労を押し付けられた生活、婚約者という重荷の強制、『舞闘大会』での盗聴、記憶奪還の妨害ならば覚えはある。あれを完璧なドラマと言うのか、この人たちは。

「いやいや、テイリちゃん。まだドラマは終わってないよ。ようやく苦しみの連鎖から解放されたスノウさんは、これからカナミ君の下で更なるドラマを展開するんだ」

　流石さすが、元『エピックシーカー』だったグレンさんだ。容易にテイリさんの妄想へついていっている。もう僕は無理だ。

「そうね。まだまだドラマはこれからよね。ああ、できれば様子を報告書に書き出して、毎日届けて欲しいほどだわ。ねえ、カナミ君の周りに文章を書くのが得意な子いない？」

「い、いません……」

「そう、残念ね……」

　ラスティアラなら喜んでやりそうだが、捏ねつ造ぞうしそうなので絶対に秘匿する。

　そして、僕が顔を引き攣つらせている間も、二人の理解できない会話は続く。

　そこへ天の助けにも似た第三者の声が入る。

「――ああ、マスター」

　僕と同じ表情のヴォルザークさんが嘆息をつきながら言う。

「グレン妹のやつは自分から言わないだろうから俺が言うが……なんだかんだで、あいつは計算や書類整理が得意だ。得意というより慣れてるって言ったほうがいいか。どうせ、あっちではサボってるだろうから、あいつにはそういう雑用を任せとけ」

「へえ、そうなんですか」

　ようやく、まともに会話のキャッチボールができた気がする。

　向こうの二人はキャッチボールでなく、まるでエアホッケーのような会話だ。恐ろしい角度で急所を狙ってくる。『結婚』という弾丸をゴールさせられないように防ぐので僕は精一杯だ。

「周りがこれだからな。際限なく甘やかされて生きてきたんだ。あいつのためにも、少しは仕事をやってくれ」

「はい。そうしますね……」

　そこにいる本当の兄よりも兄らしいことをヴォルザークさんは願う。

「ヴォルザーク！　君は何を言ってるんだ！　せっかく、スノウさんはウォーカー家の呪縛からとかれたのに、これ以上の責務を背負わせるつもりか！」

「そうよ！　スノウが雑用でもして、あの綺き麗れいな手が荒れたらどうするの！　スノウはカナミ君のお嫁さんになるんだから！」

　僕は『エピックシーカー』の外に出て、ようやく気づく。

　スノウの性格はスノウだけのせいではない。結構、周りのやつらのせいだ。

「これ以上、怠けさせたらあいつのためにならねえんだって……。あと、あの馬鹿硬いスノウの手が荒れるわけねえだろ……」

　ヴォルザークさんが呆あきれながら反論すると、スノウコンプレックスの二人が責めたててくる。それを彼は慣れた様子でいなしながら、こっそりと僕に耳打ちする。

「頼むぜ、マスター」

　余り感情を外には出さないものの、ヴォルザークさんも人一倍スノウのことを心配しているようだ。

『エピックシーカー』の人たちの独特な優しさを感じながら、僕たちは確認を終える。

「――よし、数え終わったね。僕が責任を持って、全て換金しておこう。なにせ、未来の義弟のためだからね！」

　もはや、何を言っても意味はないと悟り、僕は愛想笑いを浮かべるしかなかった。

　そして、最後に僕はグレンさんへ聞く。

「グレンさん、一応お聞きします。……僕の旅についてきてくれる気はありますか？」

『最強』の名を冠していた男を誘う。性格はさておき、グレンさんならば才能は申し分ない。あと何よりも性別が最高だ。男女比の偏りを少しでも緩和したい。

「……それは無理だよ。君のパーティーは、いわばパリンクロン被害者の会だろ？　僕には資格がないかな」

　傍はたから見ると、そう見えるらしい。言われてみればそうだ。

　いわば、パリンクロンのおかげで固い結束を得ているとも言える。

「レイルさんと一緒で、グレンさんもパリンクロンを嫌いになれないんですか……？」

「いや、嫌いだよ？　あれを好きというやつは、そうそういないんじゃないかなぁ？」

　あっさりとグレンさんはパリンクロンの人徳を全否定する。

　だがすぐに、またあっさりとパリンクロンとの関係を肯定する。

「ただ、パリンクロンとは仲間だったんだ。その義理がある。そう、義理だね……」

　それだけは否定できないというように、グレンさんは懐かしい顔を見せた。

　その気持ちを僕は少しだけ推測できた。

　もし、あの聖誕祭の日。パリンクロンが裏切ることなく、僕と共に迷宮を攻略していたとしたら――そして、その年月が長いものになっていれば、いまのグレンさんと同じことを言っていたかもしれない。

　そう思わせる何かがパリンクロンにはある。

　本当にろくでもないやつだが、あいつに人を惹ひきつける何かがあるのは確かだ。なにせ、記憶のなかった頃の僕は、あいつのことを好んでいた。

　そう。確かに好んでいたのだ……。

「そうですか……」

　奇妙な感情に囚とらわれ、渋い顔を作る。

　すると、グレンさんは焦ったように言い繕い始める。

「で、でも！　カナミ君よりパリンクロンのほうが好きってわけじゃないよ？　いつだって私はスノウさんとカナミ君ラブだ!!　そこは勘違いしないでほしいかな！　お、怒ってないよね？　ねっ？」

　急に媚こびだすところが妹そっくりだった。

　血の繫つながりは全くないのに、なぜかよく似ている一家だ。

「いえ、大丈夫ですよ。怒ってません。ちょっとパリンクロンのことを思い出して、変な気分になっただけです」

「よかった……！」

「それじゃあ、そろそろ失礼しますね。換金のほう、お願いします」

　礼をして、この場から去ろうとする。しかし、テイリさんの声に阻まれる。

「あっ、カナミ君……。できればでいいんだけど、この書類整理手伝ってくれない……？　これ、君が『舞闘大会』優勝して逃げたのが原因のものばっかりだし……」

「え……？」

「君の能力なら簡単でしょ!?　お願い！」

　書類の山を見渡して、僕は汗をかく。

　しかし、逃げることはできない。いましがた頼みごとをした上に、原因は自分にあるのだ。ここで逃げてしまっては、あまりに薄情すぎる。

「わかりました。いきなりマスターの責任を放り出した僕が悪いんですから、当然です」

「ありがとね！　流石はスノウのお婿さん！」

「婿ではないです……」

　その隣ではグレンさんも大喜びしていた。

　ただ、書類整理の速度が上がることよりも、スノウの婿候補である僕との時間が増えることを喜んでいるように見える。

　この状況の中、仕事をしなければいけないことに不安を感じる。

　いまさっきのように、延々とスノウの話をするのは目に見えている。

　ぽんと肩に手が置かれる。隣でヴォルザークさんが申し訳なさそうな顔をしていた。

　この苦境の中、僕の気持ちをわかってくる人が一人でもいる。

　それだけで心が洗われるかのようだった。

　同時に、どうにかヴォルザークさんに船まで来てもらえないかなと考える僕だった。

　主に僕の心労を癒いやす係として。





◆◆◆◆◆






　数時間後、換金の契約が決まり、書類整理からも解放された僕は『エピックシーカー』本拠の中を歩いていた。

　せっかく帰ってきたのだから、ここでしかできないことをやっておこうと思う。

　目下の目標は強くなること。

　強くなれば迷宮探索が楽になり、多くの危険に対応できるようになる。いずれ訪れるであろうパリンクロンとの戦いでも必要なことだ。

　もっと強くなるために、ゲーム的な思考を張り巡らせる。

　そして、僕は武具を集めるという手段を選択する。いわゆる装備集めだ。

　王道にして基本だろう。これがゲームならば、装備を整えなければクリアできないなんてよくあることだ。

　いままでは金欠だったり、伝つ手てがなかったり、時間がなかったりしていたため、ろくなものを装備していなかった。あと回避重視スタイルである僕は、粗悪なものを身につけるくらいなら何もないほうがいいというのもあった。

　しかし、ローウェンのおかげで大金が手に入る当てができた。船旅で時間も余っている。装備が必要であろう仲間がたくさんいる。

　いまこそ、後回しにしてきた装備に手をつけるべきときのはずだ。

『エピックシーカー』の工房に向かって歩きながら、僕は鼻息を荒くする。

　心のゆとりが増えたことで、ゲーム好きの自分が出てきているのがわかる。いま僕は装備集めという行為を楽しんでいる。

　意気揚々と工房を訪れ、ドアを開く。

　以前と変わらず、散らかりに散らかった空間が待っていた。

　その奥で、長髪の男が金かな槌づちを振るっている。僕が工房内に入ってきたことに気づき、男は大して驚いた様子もなく歓待してくれる。

「おっ？　ははっ、マスターじゃないか。これはまたお早いお帰りで」

「時々は様子を見に来ようと思ってます。またよろしくお願いしますね」

『エピックシーカー』の専属鍛冶師アリバーズさんに僕は挨拶を返す。

　アリバーズさんは職人気質かたぎで特殊な感性を持っているせいか、このくらいの唐突さでは驚いてくれないようだ。

「今日は装備を新調したくてここへやってきました。仲間たちのも含むので、かなりの数になると思います」

　工房に飾ってある鎧よろいなどに目をやりながら話を切り出す。

「なるほど。武具の調達を真剣に考え出したのか。いいことだ、マスター。その装備で戦うマスターを見て、いつも俺は思っていたんだ。俺ならば、もっと素晴らしいものを用意してあげられるのに、ってね」

「えっと、この状態で迷宮にも潜っているんですが、駄目ですか……？」

「少なくとも一つの組織の長がしていい格好じゃないよ。特に靴と外がい套とうなんてボロボロじゃないか。早く捨てて、新しいのに替えたほうがいい」

「……捨てるのはもったいないです。あと、それなりに愛着があるんですよこれ」

「まっ、そういうところがマスターの美点でもあるけどね。……しかし、そうも言ってられなくなったわけだな？」

「ええ、迷宮に潜りなおしたんですが、少し力不足を感じたんです。そこで、まずは基本である装備を見直そうと来ました」

「よろしい。すぐに必要なら、飾ってあるものを持っていっても構わないよ。マスターに使われるのなら、どの武具もうれしいだろう。代金は頂くけどね」

「ありがとうございます」

　金槌を振って仕事を再開するアリバーズさんの横で、僕は工房内の作品たちに目を通していく。歩き回り、奥にある倉庫の装備全ても『注視』していく。

　しかし、僕の目に適かなう装備はなかなか見つからない。

　というか、サイズの合うものが少ない。僕はまだマシだが、ディア、マリア、リーパー用の子供サイズなんて極僅かだ。

「よくよく考えれば、僕の仲間って半分は子供サイズだ……」

「そういえば、『舞闘大会』で君を応援していた子は子供ばかりだったね」

　今日の目的は僕自身の強化だ。しかし、優先すべきは後衛であるディアやマリアの装備であることを、僕は冷静に理解している。

「すみません、アリバーズさん。子供サイズのものを注文してもいいですか？」

「構わないよ。サイズがわかっているのなら、いくらでも作れる。材料のほうはそっちで用意するのか？」

　ちなみに彼女たちのスリーサイズは《ディメンション》で把握してしまっている。

　そのつもりはなかったのだが、付き合いが長くなると自然とわかってしまう。過剰反応しそうなセラさんあたりには絶対秘密の話だ。

「どうぞ、新しい層での魔石です。できれば、この魔石を使ってお願いします」

「むむ……。まあた、レアな魔石を持ってきたね。本当に俺がやっていいのかい？」

「僕にはアリバーズさんしか鍛冶師の知り合いがいませんので……」

「しかし、ここから先、マスターがもっと希少な魔石を持ってきたとしても、俺の腕では素材を活いかしきれなくなるときが必ず来るぜ？　それなりに腕は立つつもりだが、所詮は一ギルドの一鍛冶師だ。もっと、大きなところで有名な鍛冶師に頼んだほうがいいと思うが……」

「けど、連合国では、ほぼお尋ね者状態ですから僕……。目立ったところへ行って、ウォーカー家とかに見つかったら面倒ですし……」

「ふーむ。ままならないものだな……。行きたくても行けないのか……」

　行きたくても行けない――その言葉を反はん芻すうしながら、自分のステータスを見て悩んでいると、名案が浮かんでくる。

　昨日、戦闘の専門家であるラスティアラとの訓練でスキル『魔法戦闘』を得たことを思い出す。つまり、それと同じことを繰り返せばいい。

　別に行く必要はない。いまからここで、鍛冶の専門家である人たちと技を競い合い、スキル『鍛冶』を得ればいい。

「……アリバーズさん、何か手伝えることはありますか？」

「手伝えること？　しかし、マスターは素人だろう？　単純な力仕事くらいなら任せられるが……」

　アリバーズさんは渋面で困っていた。

　少し性急過ぎたようだ。僕自身は『並列思考』でスキル修得の目め処どは立っているが、そんなことはアリバーズさんにはわからない。

　まずは最低限の技術を得ていることを証明しよう。

「――魔法《ディメンション・多重展開マルチプル》」

　大量の魔力を消費して、感知魔法をラウラヴィア国全体に広げる。

『エピックシーカー』のマスターとしてラウラヴィアを守護してきた僕にとって、この国は庭のようなものだ。ラウラヴィア内の全工房の位置も、どこに優秀な鍛冶師がいるのかもわかっている。

　心の中で「お邪魔します」と言って、鍛冶仕事をしている人たち全員の動きを追いかけ始める。そして、その全動作を把握し、記憶していく。

　やることは剣筋を追いかけるのと同じことだ。ローウェンの『剣術』を模倣したときと比べれば、随分と遅いから楽なほうだと思う。

　並列して工房内を歩き、目当てのものを取り出す。

「これが資料ですね……。読んでもいいですか？」

「あ、ああ……。構わないぜ」

　元魔法使いだったアリバーズさんは、僕が異常な魔力を放っていることに気づく。

　動揺しながらも、僕を信用して何も追及せずに頷うなずいてくれた。

　僕は鍛冶に関する書物を全て取り出し、工房の隅に重ねていく。

　そして、両手で二冊の本をぱらぱらと高速でめくっていく。

　三回目の守護者ガーデイアン戦を乗り越えて、僕のレベルとステータスは上がり、脳の処理能力は更なる領域に至っている。まるで自分が複数人いるかのように、複数の書物を読んでいく。もちろん、次々と鍛冶の知識を頭に詰め込みながらも、並行してラウラヴィア中の鍛冶師の技術も盗み見ている。

　莫ばく大だいな情報の処理によって、身体からだが高熱を発してきた。

　剣一つ作るのに凄すごい数の工程が存在することに驚く。

　鋳造と鍛造の違いもわかっていなかった僕にとっては、全てが未知の世界だ。聞いたことのない単語の羅列に頭がくらくらする。鍛冶師の独特な動きは、剣術を真ま似ねするのとは別物だ。軽い気持ちで始めたスキル修得だが、一切の手抜きはできない。

《ディメンション》と『並列思考』を全開にしているため、ＭＰと体力が恐ろしい勢いで削れていく。

　けれど、そのおかげで少しずつ理解が進む。

『鍛冶』という生業なりわいの根本。基本的な考え方。工房内の器具道具の使い方。炉の扱い方。槌の打ち方。火の育て方。工程と技。その全てを――





【ステータス】

　先天スキル：剣術4.89　氷結魔法2.58+1.10

　後天スキル：体術1.56　次元魔法5.25+0.10　感応3.56　並列思考1.47




編み物1.07　詐術1.34　魔法戦闘0.72　鍛冶0.69






　――数時間過ぎた頃、僕はふらついていた。

　しかし、自分のステータスを確認したとき、スキル『鍛冶』が確かに浮かんでいたのを見つける。僕は口元を歪ゆがませながら、アリバーズさんにお願いする。

「……ふざけているのはわかっています。アリバーズさん、少し手伝わせてください」

「『舞闘大会』決勝戦と同じくらいの魔力を放っておいて、その台詞せりふを言われると断れねえな。というか、マスター命令だから、元から断る気はないぜ？」

　アリバーズさんは興味津々の様子で了承してくれる。

　すぐに僕は、長年使ってきた工房を歩くかのように鍛冶の道具を手にとっていき、アリバーズさんの仕事を手伝い始める。

　もちろん、すぐ上う手まくはいかない。見るのとやるのでは、全く別の話だ。別次元と言ってもいい。だが、僕が得る経験量も別次元だ。

　次元魔法《ディメンション》で一秒毎ごとにミリ単位以下の誤差を調整していく。

　アリバーズさんの目線と筋肉の使い方を隣で感じ取り、彼の望むものを予測する。得た知識を総動員し、最高効率の動きを身体に指示する。並行して、窯の温度や、鉄と鉄が打ち合わされるタイミングをも覚えていく。自分の肌で熱を感じ、自分の腕で鉄を打つ。ラウラヴィアにいる熟練の鍛冶師たちを模倣し、全く同じ動きで――

　小一時間ほど手伝ったところで、アリバーズさんの仕事が一段落つき、休憩に入り、

「――なるほど、少しわかってきました。奥が深いですね、鍛冶仕事って」

　正直な感想を呟つぶやいた。

「うちのマスターが、ものの数十分で鍛冶師中堅クラスの手つきになってるんだが……」

「ええと……手の器用さには自信があるので」

　慄おののくアリバーズさんの横で、いつもの言い訳を僕は嘯うそぶく。

「いやあ、器用とかいうレベルじゃないな、これは。もっと恐ろしい何かだ。いや、まあマスターだから仕方がないか。テイリのやつも似たようなこと言ってたしな……。ふふっ、ふふふ、流石さすがはマスター。俺たちの『英雄』だ……！」

　呆あきれながらも、アリバーズさんは頰ほおを上気させて笑う。

　やはり、ここの人たちの英雄好きは異常だ。

　いままで積み重ねた技術を堂々と盗まれながらも、アリバーズさんは僕の姿を輝いた目で見ている。我らがマスターは『英雄』なのだから、このくらいは当然だと言わんばかりだ。

　アリバーズさんの鍛冶師としてのプライドを傷つけないで済んだことを確認してから、僕は厚かましくもお願いを重ねる。

「そろそろ、何か簡単なものを作ってみたくなりますね」

「ああ、恐ろしい話だが、もうマスターなら簡単に作れるんだろうな。別に遠慮せず、いまからここで何か作ってもいいぜ？」

　アリバーズさんは本当に嬉うれしそうな顔で「恐ろしい話だが」と言う。

「やはり、手軽に即戦力となるのは小物のマジックアイテムですか？」

「いや、マジックアイテムも手間はかかるぜ。魔法術式を刻むのに、すごい時間がかかる……はずだが、マスターなら簡単なのかねぇ？」

「細かい作業ほど、僕は得意です」

　ステータスが技術と速さに特化しているおかげだ。それに、異世界に来る前からそういうのは得意だったというのもある。

「俺はマジックアイテムが専門だから、それが一番教えやすいかもな。……よし、やってみるか？　形状はどうする？　腕輪とかアクセサリー系なら何でもいいぜ。ネックレスや髪留めとかもオッケーだ」

「手軽に早く済むものからいきましょう。一番簡単なものは何ですか？」

「うーん、指輪が一番小さいから早いかな。ものが小さいから細かい作業が多くて大変なんだが、マスターなら大丈夫そうだ」

　指輪と聞いて、僕はハインさんを思い出す。弟のライナーも好んで使っていた。

「指輪は便利そうですね。やらせてください」

「ああ、やってみよう。詰め込むのはマスターの氷結魔法かい？」

「いえ、今回は違う魔法を詰め込もうと思っています。最近、別系統の魔法が使えるようになったので」

　こうして、僕の初めての魔法道具生成が始まる。

　まずは核コアとなる魔石を作らないといけない。

「それで、マスターに魔術式の知識はあるかい？」

　魔術式。それは人が使う魔法の仕組みを、文字によって再現したものだ。それに魔力を通すことで、スムーズな魔法発動が可能となる。無論、ただ魔力を通せばいいものではない。使用者の魔術式に対する理解や相性も重要だ。

　この魔術式を刻み込んだ魔石の最高級品が、かつてマリアの飲んだ《フライファイア》や《インパルス》の魔石にあたる。

　魔法と魔術式は異なる分野だ。

　魔法が得意だからといって、魔術式が得意になるわけではない。運動が得意だからといって、運動科学や保健体育に詳しくなるわけではないのと同じだ。

　だが、運が良いことに僕は根っからの研究者気質かたぎだ。

「ええ、それなりにあります」

　魔法を理解することにおいて、次元魔法使いの右に出るものはいない。

　例えば、僕が編み出した魔法《次元の冬デイ・ウインター》などは、一から考案したようなものだ。その魔法構築の元――魔術式を僕は余すところなく理解している。

　それを文字に変換するのは手間だが、いまの僕は《ディメンション》のおかげで辞書が頭の中にある状態だ。時間をかければ魔術式に変換して、魔石に刻むことは可能だ。

《ディメンション》の指向性を変えて、鍛冶の知識から魔術式の知識の収集に移る。

「マスターの準備はできてるみたいだな。それじゃあ、魔石の中に術式を刻み込む準備をしよう」

　作業机に魔石と工具が広げられる。そこからは先の鍛冶と似た要領だ。

　僕は用意された魔石を削り、そこに別の魔石を溶かして流し込み始める。

　凄すさまじい集中力が必要とされる作業だ。《ディメンション》なしで行うと考えると、それだけで鳥肌が立つ。

　巷ちまたで売られている魔術式の入った魔石の高値の意味が、いまわかった。

　熟練の職人が長い時間と気力を削った末、あの魔石は店に並んでいるのだ。

　一ミリ以下のずれも許されない作業を、一度も手を止めることなく続ける。

　大粒の汗を垂らし、《ディメンション》を酷使し、なんとか術式を刻み込んでいく。

「流石、マスター。いい感じだ。リングはこっちで用意しよう。魔力で引けるトリガーの術式を組み込んでいるから、これですぐに完成だ」

「ありがとうございます」

　魔術式は地属性の水晶魔法を選択した。

　そして、魔法《クォーツ》で鉱石に干渉しながら、《ディメンション》で一切のミスを許さず、魔石とリングを組み合わせ、渾こん身しんの魔法道具を完成させる――





【指輪『晶盾』】『クォーツシールド』の力を宿した指輪






「――で、できた！」

「はははっ！　素晴らしい、マスター！　たった数時間で、国でもトップクラスの魔法道具を作るとは……恐れ入る！　鍛冶師としては、もう笑うしかないね！」

　完成した指輪を見てアリバーズさんも興奮する。

「いえ、アリバーズさんが手伝ってくれたおかげですよ」

「なにより、見た目がいい！　水晶の無む垢くなるイメージそのままだというのに、絢けん爛らんな装飾が施されている！」

「豪華にしないと、アリバーズさんが悲しそうな顔するから嫌々ですよ……」

　本当は過剰な装飾なんてしたくなかった。しかし、横でじっと見つめるアリバーズさんのせいで、余計な手間がかかってしまった。

　デザインのセンスなんてないので、記憶にある両親のエンゲージリングをそのまま真似てみただけだ。だが、そのデザインがアリバーズさんにはストライクだったようだ。

「なんと表現すればいいのか……。清純でありながら、人の目を惹ひきつける指輪……。まさしく『英雄』の作りし伝説の指輪だ……」

「そりゃよかったです」

　二人で完成品の出来を確認していると、背後から声がかかる。

「遅いー!!」

　リーパーだった。

　彼女も《コネクション》を通って、こちらへ来たようだ。よく考えると、もう朝から何時間も経たっている。僕を心配して来てくれたのかもしれない。

「お兄ちゃんが帰ってこないと、お昼ごはん食べられないんだよー！　だから、早く帰ってきてー！」

　お腹なかに手を当てて、リーパーは怒る。

　どうやら、心配しているのは自分の腹の空すき具合のようだ。

　僕とアリバーズさんは顔を見合わせ、頷き合う。

「今日はここまでですね。今日はありがとうございました」

「指輪一つしか作れなかったな。何か欲しいものがあれば、また来るといい。今日は工房の武具を適当に持っていってくれ。注文したやつは、次来るまでにやっておくよ」

　完成した指輪を受け取り、使えそうなものを適当に貰もらっていく。

　もちろん、代金は払う。

　そして、もう一度お礼をアリバーズさんに言ってから工房から出て行き、船に戻るために急いで《コネクション》の執務室に向かう――その途中、リーパーは僕の作った指輪を見て首を傾かしげた。

「――お兄ちゃん、何それ？」

「ああ、魔法道具を作ったんだ」

　手のひらに載せて、指輪『晶盾』をじっくりと見せる。

「お、おー！　これが魔法道具ってやつ!?　キラキラの指輪だねー！」

「別に触っていいよ。じっくり見ればいい」

　自分の作品が褒められると、妙に嬉しくなる。

　僕は一丁前にクリエイターとしての喜びを感じていた。

「ねねっ。つけていい？」

「もちろん。というか、それはおまえにやるよ。元々、誰かにあげるつもりだったんだ」

「やったー！　つけよー！……ん、む、むむ？　上手く入らないなー、あ、ここなら綺き麗れいに入る！」

　リングの大きさは適当だ。

　アリバーズさんは僕の仲間を察して小さめのリングを用意してくれたが、正確な数値は伝えていない。

　その結果、リーパーの指で丁度はまったのは――左手の薬指だった。

「ん、ん……？」

　その習慣があるのは僕の世界だけのはずだ。

　偶たま々たまだろう。気にするのは、そのことを知っている僕だけだ。なので、僕は特に何も咎とがめないことにする。

「どう、お兄ちゃん。似合う？」

「あ、ああ……。よく似合っているよ、リーパー」

　リーパーは嬉しそうに左手の薬指にはめた水晶の指輪を眺める。

　その習慣はないとわかっていても、異様な恥ずかしさが残る。しかし、こうも大喜びしているリーパーに水を差したくないので、別の指に替えてとは言えない。

　そのまま何も言わず、執務室の《コネクション》を通ろうとして――スキル『感応』がおなじみの警報アラートを鳴らす。

　その警報アラートの音は乱暴で、このままでは死の危険があると叫んでいた。

　唐突な忠告に身体からだを硬直させる。

「――っ!?」

「わわっ！　ど、どうしたの？　お兄ちゃん？」

　歩みを止めたせいで、リーパーが僕の背中にぶつかりかける。

　振り返り、スキル『感応』が発動した原因を見つける。

　リーパーの薬指の指輪だ。これをつけたまま戻っては危険であると、既すんでのところで気づく。どうやら、鍛冶で集中力を使い果たし、頭が茹ゆだっていたようだ。こんな簡単な方程式の答えにも気づけないなんて。

「……リーパー。悪いんだけど、その指輪はしまっててくれないか？」

「え？　うん、別にいいけど……」

「あまり人には見せびらかさないでくれ。一個しかないから……」

「わかった！」

　リーパーは素直に頷うなずき、黒フードの内側にあるポケットに指輪をしまった。

　それと同時に、スキル『感応』のけたたましい警報アラートは止まる。

「ふう……」

　一安心する。あと少しで無用の面倒ごとが増えるところだった。

　深呼吸を繰り返して、緊張を解く。

　そして、守護者ガーデイアンの層に挑戦するときと同じほどの警戒心をもって、《コネクション》をくぐって『リヴィングレジェンド号』へ移動する。

　次元を超え、船の甲板に帰ってきた。

　船上特有の揺れと潮風を感じつつ、周囲を見回す。

　甲板には大きめのテーブルが置かれ、その上に多種多様な料理が配膳されていた。その周りを仲間たちが囲んで座っている。お腹を空かせながら談笑している様子から、僕が来るのを全員で待っていたことがわかる。

「あっ。おかえりなさい、カナミさん。そちらに座ってください、昼食にしましょう」

　マリアは遅れた僕を怒ることなく、優しげに誘う。

　ラスティアラあたりは遠慮なく不満を漏らしていたので、「遅れてごめん」と謝りながら席につく。そして、全員で同時に食事を摂とり始める。

　新鮮な魚料理が主体の豪華な昼食だ。おそらく、スノウたちが釣ったであろう魚を使い、刺身から焼き魚まで揃そろっている。

　醬しよう油ゆなんて気の利いたものはないので、柚ゆ子ずに似た果実の汁を使って魚を口に入れていく。ただ、見たことのない異世界独特の料理は手が出しづらい。

　パイ包みに似た料理はあったものの、食べ方がわからないので様子を見続ける。気心知れた仲間たちが相手とはいえ、礼儀知らずと思われたくなかった。

　その様子を不信に思ったマリアが不安げに聞いてくる。

「えっと、カナミさんの嫌いなものでもありましたか……？」

「いや、僕に苦手な食べものはないよ。ただ、初めて見る料理だから、みんなの食べ方を真ま似ねようと待っていただけで……」

「ああ、なるほど。気になさらないでいいのに。……では、私が切り分けてあげますね」

「ありがとう。お願いするよ」

　マリアは小皿を使って、パイ包みの料理を切り分けようとする。

　その献身的な姿は、まるで新婚の伴侶のように健けな気げだ。ついこの間、お嫁さんになるとか宣言していた竜人ドラゴニユート――ならぬドラゴニートに見習わせたい。ちなみに、スノウは満足げに料理を頰ほお張ばっているだけで、マリアの手伝いをしようとはしない。

　マリアが料理を分けているのを見て、急にリーパーが身を乗り出す。

「あっ、マリアお姉ちゃん！　私の分も！」

　リーパーは手元にあった小皿を、向かいにいるマリアに手渡そうとする。

　当然、体勢は伸びきっている。

　――スキル『感応』の警報アラートが鳴る。

　ここで重要なのは、リーパーの服が大変ゆったりとしたものであるということだ。

　例の魔力で生成した黒い外がい套とうだ。これにリーパーは強い愛着があるらしく、好んで着ている。少々無防備なところのある服だが、闇魔法が服の中に停滞していて、見えてはいけないところは絶対見えないから安心らしい（正直、それでも僕とローウェンは最後まで反対していたのだが……）。

　その大きめサイズの服が、強引に身を乗り出したせいで伸びきった。

　結果、いい加減に内ポケットにしまっていたリーパーの指輪が、懐から落ちかけようとしている。それを対守護者ガーデイアンのつもりで張り詰めていた《ディメンション》が感じ取ったのだ。

　激戦をくぐりぬけた僕の身体が咄とつ嗟さに動く。それは思考でなく、反射の域だった。

　僕はリーパーと同じように身を乗り出して、彼女の懐にある指輪へ手を伸ばす。

「リーパー!!」

「え、ええっ、え!?」

　無詠唱で《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》を発動する。

　体内の魔力が急沸騰し、脳に電撃を走らせる。続いて、全身に奔はしった電流が全細胞を叩たたき起こす。覚醒した意識により、世界はスローモーションのように動いていく。刹那の世界の中、ゆっくりと僕の右腕がリーパーの懐に伸びていく。そして、指輪がこぼれ落ちる前に、僕の手がそれをなんとか摑つかみ、懐の中へ押し戻すことに成功する。

「――よし！」

「え、なに!?　なにがよし!?」

　突然のことにリーパーは戸惑っていた。

　僕は『並列思考』で状況を確認し、最適な言い訳を導き出す。

「……あー、えっと。リーパーの服が料理につきそうだったんだ」

「あ、ありがと……。お兄ちゃん」

　リーパーは顔を赤くして、お礼を言う。

　僕が礼は要らないと答えようとしたところ、ドン引きしているマリアの声が挟まれる。

「カナミさん、いつまで手を突っ込んでるんですか……。リーパーの服の中、裸なんですから、それ以上は、その……」

　その言葉の意味を理解するのに、時間がかかった。

　理解したとき、身体が凍りつく。

　同時にスキル『感応』の警報アラートが再度けたたましく鳴る。

　安心したところに警報アラートの轟ごう音おんが脳に響き、僕は身体を震わせて驚く。

　しかし、このまま硬直しているわけにはいかない。早くリーパーの服の中から手を抜かないとセクハラだと思われてしまう。ただ、スキル『感応』の警報アラートが鳴っているのに、何も考えずに動いていいのだろうかと疑問に思う。思うが、それでも女の子の柔肌に触れっぱなしはまずい。何よりも先に手は抜かないといけない。でないと、常に思っている例の悪夢がいま実現してしまう。船の炎上からの沈没。それだけの危険がこの食卓には渦巻いていると全スキルが判断している。

　そう結論に至り、そして僕は――慌てて手を抜こうとして、ポケットの中身を落としてしまう。テーブルの上に、ころんと水晶の指輪が落ちる。

　エンゲージリングと同じ意匠を凝らした指輪が太陽光を反射して輝く。

　いままでの苦労が水の泡になる無情の輝きだった。

「ん、リーパー。なにそれ……？」

　それを隣に座っていたスノウが目ざとく見み咎とがめる。

「え、これ？　さっき、お兄ちゃんからもらったんだ」

「え、カナミから……、指輪……？」

「――っ!?」

　即座に『並列思考』を限界まで展開する。

　もはや演算と呼べるほどまでに脳は急回転していた。間違いなく、今日の速度は過去最高を記録しているだろう。

「指輪だって！」

「指輪!?」

「指輪!?」

　ラスティアラは嬉き々きとして叫び、ディアとマリアが呼応した。

　全員が指輪をじっと見つめている。

　スキル『感応』『並列思考』、魔法《ディメンション》――だけでなく、僕の持てる全てが動員されているのがわかる。いまの必死さなら、《次元の冬デイ・ウインター・歪氷世界ニヴルヘイム》も超える魔法を編み出せそうだ。

　その動揺を僕は顔に出さず、すらすらと言い訳を口にする。

「――あ、ああっ、それねそれ。それアリバーズさんに教えて貰もらって、アリバーズさんと一緒に作ったんだ。迷宮探索のための武器だよ武器。そう、指輪じゃなくて武器。武器以外の何ものでもないよ。中にはローウェンの魔法を入れたから、ローウェンと親しいリーパーにあげたんだ。そうだね。次は服でも作るから、それは他のみんなに贈るよ。だから、別に他意は何もないよ。ほんと何もないから」

　よどみなく言い切る。

　僕の全能力を費やした言い訳で、やましいことは一つもないと訴えてみせた。

「そ、そういうことですか……。『エピックシーカー』のアリバーズさんが……」

　その必死すぎる勢いに押されて、まずマリアが納得してくれた。

　そして、他のみんなもマリアと同じように頷いていく。

　……ふう、助かった。

　迅速な対応によって、最悪の事態は免れたようだ。

「え、えっと……私は服より指輪がいいかな？　こう、契約の証あかしとかになりそうな、指輪……！　うん、私も指輪がいい……!!」

　スノウが何か言ってるような気がするけど無視する。

　もう乗り切ったことにさせてくれ……。

　苦笑いを顔に貼り付け続けて、僕は全て誤魔化そうとする。

　しかし、話は終われど、皆の視線がリーパーの指輪にちらちらと向けられているのがわかる。

　本当に油断だった。

　左手薬指にはめるのは僕の世界の習慣とはいえ、指輪自体はこの世界でも結婚式で使うものだ。それを女の子に贈ったとなるとみんなが過剰反応するのは当然だ。

　せめて、腕輪とかにすればよかった。

　この小さな油断のせいで、みんなに服を贈ることが確定してしまった。

　憂鬱なため息が出てしまう。

　おそらく、誰かに装備を渡すたび、今日のように言い訳を重ねないといけないのだろう。僕にとってはパーティーの強化のつもりでも、彼女らにとっては異性からの贈りものになってしまうからだ。

　これからのことを考えるだけで、ちくちくと僕の胃が痛んでくる。

　なまじ、スキルによって最悪の事態を察知し、回避できてしまうのも辛つらい。

　真綿で首をしめるかのように、少しずつ胃壁がボロボロになっていくのを、何もできずに僕は耐えるしかない。

　――その後、パーティー全員の欲しいものを聞くはめになり、いつかそれをプレゼントすると約束した。本当は無骨で機能的な装備を配りたかったのだが、それが実現するのはずっと先だろう。

　結局、途中からマリアの美お味いしい料理の味はわからなくなり、数少ない楽しみである昼食の時間はいつの間にか過ぎていったのである。
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　昼食を食べ終えた僕たちは、迷宮探索の準備を進める。

『持ち物』の中にあるアリバーズさんから貰った武具を確認していると、船の壁に背中を預けたラスティアラが話しかけてくる。

「ふっ、迷宮探索はそろそろのようね……？」

　自信満々の様子だ。

　ただ、昼食の片付けを手伝わずに、ずっとそこで待っていたのを知っているので、いまさら格好つけても遅い。遠足を待ちきれない子供にしか見えない。

　相変わらずラスティアラは頭がおかしいものの……しかし、その気持ちはわかる。

「自信ありげだな、ラスティアラ」

「進化した私に期待しなさい。鮮血魔法の真価を、今日見せてあげるわ……！」

　ラスティアラは足元から赤い霧を発生させて、にやりと笑う。

　見た目少し格好いいが、ただのＭＰの無駄遣いである。

　しかし、これでも一緒に特訓した仲なので、仕方なく僕も応えてみせる。

『アレイス家の宝剣ローウェン』を取り出し、空気中に水晶の粒子を散布する。

「僕もだ。親友ローウェンとの友情パワーを、今日お見せしよう……」

　点描のような輝きが散る中、にやりと笑ってみせる。当然これもＭＰの無駄だ。

「ふふふ」

「ふふふ」

　悪役のように笑い合う。

　僕もパワーアップした自分の力を見せびらかすのが楽しみなのは確かだ。

　そして、延々と笑い合う気持ち悪い僕たちにツッコミが入る。

「カナミさん、ラスティアラさん……。一体何やってるんですか……」

　操そう舵だ室しつの上に洗濯物を干し始めているマリアは呆あきれ返っていた。

　昼食の片付けを終えたあと、すぐ次の仕事に取り掛かったようだ。本当に仕事が速い子だ。誰とは言わないが、どこかのお嫁さん志望とかいう妄言をのたまっているニートとは大違いのできる女の子である。

「何って、迷宮探索の準備だよ！　さー、マリアちゃん行こっ！　私が頼りになるお姉ちゃんだってところ見せるから！」

　ラスティアラは鼻息を荒くして、マリアを階下に誘う。

　それに乗っかって、僕も手招きする。

「行こう、マリア。前とは違うから、期待してくれ」

　しかし、マリアは少し困った顔を見せる。

「えっと、すみませんが、私は今日行きませんよ？　あとディアも」

「って、ええ、あれ!?　なんで？　マリアちゃん、なんでぇ!?」

　特訓の成果を見せびらかすことができないことに、ラスティアラは不満一杯だ。

「だって、洗濯物がたまってるので……」

「そんなのスノウにでもやらせとけ！」

　僕もラスティアラと同じ気持ちなのでマリアの参加を訴える。

「スノウさんがやってくれるならやらせてますよ……」

　マリアは苦い顔で答える。

　つまり、話は持ちかけたもののスノウは拒否したということだ。

「あいつ……！――魔法《ディメンション》！」

　船内にいるスノウを捜し出す。

　部屋に一人でいたスノウは、びくっと肩を震わせたあと、突如首を振る。そして、宙に向けて「えへへー」と笑って誤魔化し始めた。

　おそらく、僕の《ディメンション》の発動宣言を振動魔法《ヴィブレーション》で聞き取っていたのだろう。その上で責務から逃れるための先手を打ってきたというわけだ。

　というかあいつ……！　日常生活での盗聴を止やめる気配が全くない……!!

「いいからこっちこい、スノウ……！」

　聞こえているであろうスノウを呼び出す。

　すると、スノウは顔を青くして走り出した。

「あっ、逃げるなこら！」

　スノウは眠っているディアの許もとに真っ直すぐ向かっていた。

　また他人に取り入って、なんとか難を逃れようとしているのが丸わかりだ。

　僕は笑顔でマリアに言う。

「うん、マリア。ちょっと、スノウのやつを捕まえてくるから。待ってて」

「いえ、そこまでしなくても構いませんよ？　もうリーパーとセラさんに、迷宮探索の代わりをお願いしていますので……」

　甲板の端に居たリーパーとセラがこちらに合流してくる。

「というわけでっ、気が向いたから行くよ!!」

「ディア様とマリアに頼まれたからな。参加させてもらおう」

　なぜか、メイド服で上機嫌のセラさんがリーパーを肩車していた。

　僕の知らぬところで少しずつパーティーの交流は深まっているようだ。そして、セラさんは僕以外と概おおむね良好な関係を築いていることもわかる。いいことだ。

　たぶん、僕が頼んでもセラさんは参加してくれなかっただろう。

「つまり……今日は僕、ラスティアラ、リーパー、セラさん？」

「そうなりますね」

　マリアは洗濯物をぱんぱんと広げ、手早く干していく。話している間も、全く手は止めていないのだから大したものだ。

「見事に前衛のみだな……」

　ゲーム的な思考をする僕は、パーティーバランスの悪さに気分が悪くなりそうだった。

　そこにラスティアラがフォローを入れる。

「待って、カナミ！　せっかく魔法の特訓したんだから、今日は私たちが後衛をすればいいんじゃない!?」

「そ、そうだな……。そういう日があってもいいかもな……」

　悪い方向ばかりへ考えるのはよそう。

　ラスティアラのポジティブさを見習って、今日の探索は新しい戦術にチャレンジだ。その経験が思いもしないところで役に立つかもしれない。

　ただ、あとでスノウはとっちめる。

　まず、ヴォルザークさんから頼まれた通り、収支計算の帳簿をやらせる。正直、僕は数字を忘れないので必要ないが、それでもしてもらう。

　スノウは話がまとまったのを盗み聞きして、額の汗をぬぐいながら満足そうな顔で船内を散歩していた。

　今日も自由でご満悦の様子だ。いつか、引きずってでも迷宮に連れて行ってやる。

　そう誓って、僕は二度目の迷宮探索に向かうのだった。







３．軋きしみ





【ステータス】

　名前：セラ・レイディアント　HP269/269　MP109/109　クラス：騎士

　レベル　22

　筋力6.61　体力8.24　技量9.54　速さ11.02　賢さ5.74　魔力8.00　素質1.57

　先天スキル：直感1.77

　後天スキル：剣術2.14　神聖魔法0.90






　セラさんのステータスを確認し終え、僕は全員に方針を通達する。

「まず僕とラスティアラに任せてくれないかな。色々と特訓した成果を確認したいんだ」

　リーパーとセラさんに迷宮での主体性は余りない。特に反対はなく意見は通る。

「じゃあ、アタシは見学してるね」

「私はお嬢様とリーパーを守ることだけを考えておこう」

　僕とラスティアラを先頭にして三十一層を歩き、倒しやすそうなモンスターを探す。

　そして、群れからはぐれた小型のモンスターを一匹だけ見つける。





【モンスター】クリスタルアント：ランク26






　上の階層でよく見かけた水晶蟻ありだ。

《ディメンション》で先制を取った僕たちは、少し離れた所から魔法を唱える。

「――火炎魔法《フレイムアロー》！」

「――水晶魔法《クォーツパララクス》！」

　先んじて、ラスティアラの身体からだから燃え盛る火炎が噴出し、火の鳥に変化して襲いかかる。通常の《フレイムアロー》と違い、まるで生きているかのように炎は迷宮内を滑空した。回廊を歩いていたクリスタルアントは飛来する炎に気づき、小さな身体をさらに低くしてかわそうとする。

　狙い通りと、ラスティアラは笑う。

　そして、右手の人差し指を立たせて、指揮棒のように振るう。すると、訓練された飼い鳥のように炎はクリスタルアントを追いかけ始めた。

　見事な魔法操作だ。僕も負けていられない。

『アレイス家の宝剣ローウェン』で地面の砂を抉えぐり飛ばしつつ、地属性の魔力を浸透させる。飛来する砂は水晶に変じながら、その形を杭くいのように尖とがらせた。

　散弾のような水晶が、逃げるクリスタルアントに襲いかかる。

　しかし、二つの魔法に追われながらも、クリスタルアントは驚異的な身体能力で粘ってみせる。火の鳥をかわし、水晶の散弾を見切り、せかせかと多足を動かして逃げる。

　見事な動きだ……というより、僕たちの魔法操作が甘いのもある。

　僕とラスティアラは唸うなりながら、さらに魔法へ力をこめていく。

　僕は水晶の散弾の数を増やし、ラスティアラは火の鳥を二羽に分裂させて、クリスタルアントの逃げ場を塞ぐ。それでようやく二人の魔法はクリスタルアントへ直撃させることに成功した。

　だが、それでもクリスタルアントの頑丈な身体を突破できていない。表面が少し焦げ、細い杭が僅かに刺さっただけだ。

「このぉ――《フレイムカッター》！」

「と、とどめだ――《クォーツバレット》！」

　魔力にものを言わせて、さらに魔法を足す。大人気ない行為だが、そうしなければ敵を倒せそうになかった。

　今度は攻撃力を重視した魔法だ。

　鋭い刃のような炎と、貫通力の高い三さん角かく錐すいの水晶が空中を奔はしる。

　ダメージによって動きが鈍くなっていたクリスタルアントに新しい魔法は直撃した。

　しかし、まだ足りていない。

　魔法操作も甘ければ、威力も甘かった。

　昨日の特訓で僕たちが成長したのは確かだ。大陸の一般的な魔法使いが見れば、その上達振りに卒倒することだろう。

　しかし、相手は前人未到の迷宮三十層越えのモンスターだ。そう簡単にはいかない。

　その結果――

「――《フレイムカッター》《フレイムカッター》《フレイムカッター》!!」

「――《クォーツバレット》《クォーツバレット》《クォーツバレット》!!」

　僕たちは連射で解決してしまう。

　物量作戦によって削られきったクリスタルアントは光になって消えていく。

　それを汗だくで僕たちは見送り、無言で魔石を拾い、迷宮探索を再開しようとする。

　そこでリーパーが、あっさりと言ってはいけないことを言ってしまう。

「んー、斬ったほうが早くない？」

　根本から間違っていると指摘されてしまう。

　僕たちは悔しそうな表情を浮かべ、少しの逡しゆん巡じゆんのあとに頷うなずくしかなかった。

　ラスティアラは頷きながら、涙目で駄だ々だっ子のように言う。

「そうだけど！　今日は魔法使いがやりたかったの！　私も魔法使いっぽく、敵をばばぁーっと殲せん滅めつしたかったの！」

「う、うん、わかったよ……。ラスティアラお姉ちゃんは魔法で戦いたいんだね。……それじゃあ、私とセラお姉ちゃんで敵を引きつけるから、後ろで時間をかけて魔法を編んでみたらどうかな？」

「うん、そうする……」

　リーパーはラスティアラをあやしながら、何もない宙から黒い大鎌を取り出す。

「よし、セラお姉ちゃん。協力して」

「ああ、お姉ちゃんが協力してやろう。おい、カナミ、ちょっと向こう見てろ」

　セラさんは優しい目で……というか欲にまみれた目でリーパーの要望に応える。前から思っていたが、セラさんは可愛かわいい女の子に甘い。甘すぎて犯罪臭く感じるほどだ。

　言われたとおりに、僕はそっぽを向く。そして、《ディメンション》でセラさんがメイド服を脱いでいるのを感じて、急いで魔法を切る。

　男には恥ずかしい布の擦れる音が耳に入ってくる。

　そして、めきめきと肉と骨が変形する音が鳴り、リーパーがセラさんの代わりに言う。

「もういいよ、お兄ちゃん。セラお姉ちゃんの服と武器預かってて」

　振り向いた先には、『獣化』で狼おおかみになったセラさんがいた。

　どうやら、本気のようだ。

　脱ぎたてのメイド服を『持ち物』に入れ、僕たちは陣形を変える。

「それじゃ、今度はアタシとセラお姉ちゃんが先頭だね。《ディメンション》の索敵もアタシがやるから、後衛の二人は魔法に集中してて」

　無駄に経験豊富なリーパーは、よどみなく全員へ指示を出す。

　迷宮探索が再開だ。

　砂の海の三十一層を歩いていると、またすぐに新たなモンスターと接触した。

　現れたのは蜘く蛛もの形をした大型のモンスターだった。

　しかし、その細い身体と滑らかな移動方法から蜘蛛とは違う種であることを理解する。このモンスターは砂の海を走るアメンボのようなものだ。おそらく、足場の悪さに影響されることなく襲ってくるはずだ。





【モンスター】サンドサーフェイス：ランク32






「セラお姉ちゃんと攪かく乱らんしてくるねー。――闇魔法《ダーク》」

　リーパーはセラさんの背中に乗り、魔法の闇を噴出させる。闇は黒き衣を纏まとうかのように、セラさんの巨体ごと包んでいった。

　そして、闇が走る。獣の四本足が砂を蹴り、悪条件をものともしない速度を叩たたき出す。

　ステータスの速さにおいて、僕とラスティアラはセラさんを大きく上回っている。しかし、いま目の前に見える光景は、その数値とは逆だ。闇の狼は砂の海を誰よりも速く駆け抜けていた。

　敵のサンドサーフェイスも負けじと駆ける。スケートのように砂の上を滑らかに進み、カーチェイスにも似た勝負が始まる。

　砂すな埃ぼこりが舞い、水晶アメンボと闇の狼が何度も交錯する。

　すぐに勝負は傾いた。

　セラさんは一人じゃない。背中に闇と次元の魔法使いリーパーを乗せている分、有利だった。

　走ったあとに黒い霧が残り、次元が歪ゆがみ、回廊に暗闇が広がり、視界が塞がれていく。

　セラさんの高速の動きも相まって、とうとう二人はサンドサーフェイスの視界を切り、背中を取る。

「背後取った！」

　セラさんの巨体による体当たりのあと、リーパーの斬撃が繰り出される。サンドサーフェイスの多足の内の一本が斬り飛ばされた。

　足を失いながらも、サンドサーフェイスは残りの足を使って反撃に出る。

「振り返るのが遅い！　まだまだ敵じゃないね！」

　しかし、虚むなしくも反撃は中身のない闇を切るだけだ。

　その闇の中に、もうリーパーとセラさんはいない。二人はサンドサーフェイスの死角へ死角へと動き続け、その姿を一向に捉えさせない。

　その戦いぶりは攪乱どころではない。圧倒していると言っていい。もうこのまま勝てそうだ。それでも、僕たちは言われたとおりに魔法を練っていた。その魔法の完成をリーパーの《ディメンション》が感じ取る。

「そろそろだね」

　リーパーはセラさんと人馬一体とも言える動きを見せ、魔法を放ちやすい場所に敵を誘導してくれる。そして、ぱちんと指を鳴らした。

「――そして、夜は明ける――」

　回廊に充満していた闇全てが晴れていく。

　突然視界が広がり、サンドサーフェイスは戸惑う。

「えい」

　その背中にリーパーの軽い蹴りが叩き込まれる。

　体勢を崩しながら、サンドサーフェイスは砂の海に倒れこんだ。

　完璧だった。魔法を叩き込むのに絶好の条件が整った瞬間だ。

「――《フレイムアロー》！」

「――《クォーツバレット》！」

　僕たち後衛二人の渾こん身しんの魔法が放たれる。

　最高火力の炎と、最大出力の水晶弾がサンドサーフェイスに打ち込まれる。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが燃え上がり、その中心を回転する銃弾が貫く。

「や、やった!?」

　ラスティアラは叫ぶ。僕も期待をこめて呼応する。

「やったか!?」

　だが、炎が消えたあとに残っていたのは、胸に水晶弾を受けながらも動こうとするサンドサーフェイスだった。

　重傷なのは確かだが、倒すまでには至らなかったようだ。

　そこへリーパーの無慈悲な鎌が振るわれる。

　さくっと真っ二つにされたサンドサーフェイスは光となって消えた。

「……やっぱり、斬ったほうが早くない？」

　リーパーは苦笑いを浮かべる。嫌みではなく、心の底からの助言だった。

　僕とラスティアラは小さく「うん」と頷いて、腰に下げた剣を抜く。

　やはり、一朝一夕では何ともならない。それを認めるしかなかった。

「せっかくみんなで来てるんだからさ、みんなそれぞれの得意なことを伸ばすのが一番だよ。焦って付け焼き刃を足しても、事故の元になっちゃうからね」

　リーパーの正論に僕とラスティアラは、また小さく「うん」と頷くしかなかった。

　反論する気力も湧かない。

　意気揚々と昨日の特訓の成果を見せようとしたものの、余りに無残な結果過ぎた。

　僕たちは顔を暗くして歩く。それを見たリーパーがフォローを入れる。

「で、でも、少しずつ苦手なものをなくすのもいいことだよねっ。これから、訓練を繰り返せば、いつかは強い武器になるかもね……!?」

　わたわたと手を動かして、僕たちを必死に励ますリーパー。

　こんな小さな子に気を遣わせているという事実に死にたくなる。

　だから、また僕たちは小さく「うん」と頷くしかなかった。落ちきったテンションは、なかなか浮き上がってくれなかった。

　リーパーは溜ため息をついて、仕方なく僕たちを先導し始める。

　こうして、新たなリーダーのリーパーによって、僕たちは迷宮を進んでいくのだった。





◆◆◆◆◆






　前と違い、今度の迷宮探索はわかりやすい形となった。

　リーパーが先頭で索敵して、接触しそうなモンスターがいれば斬る。延々と、その繰り返しだ。基本的にはセラさんが攪乱して、リーパーがとどめを刺している。

　ちなみにラスティアラと僕はショックで後方に下がっている。それでも戦闘は問題なく終わっていくのだから、そのショックから立ち直れない。苦戦するリーパーとセラさんに「しょうがないなぁ」と言いながら手助けするシーンを心のどこかで期待していたのだが、一向に出番はやってこない。

　テンションの沈みきっている後方と違い、前方は楽しそうにおしゃべりしている。ちなみに、何度もメイド服を着直すわけにもいかないので、いまセラさんは大きめの外がい套とうを一枚羽織っているだけだ。

　彼女の変身能力は目の毒だったので、変身してもそのまま戦える外套を『持ち物』から用意したのだ。なので、いまはリーパーとちょっとしたお揃そろいになっている状態だ。裸に外套の女の子が二人戦っているという犯罪的な風景になっているが、止める気力すら湧かない。

「――凄すごいな、リーパー。君の鎌はどうなってるんだ？」

　前方から仲のいい話し声が聞こえてくる。

「この鎌は私そのものだからね。魔力さえあれば出し入れ自由！　鎌限定だけど、お兄ちゃんの『持ち物』みたいなものだよ！」

「それは羨ましいな。私にも君のように特殊な能力がたくさんあればいいのだが……」

「わんわんになれるじゃん！　あれ、凄い羨ましい！」

「わんわん……？　いや、あれは犬ではなく、狼なのだが……」

「え、あれって狼なの……？　随分と小さい狼なんだね……」

「いや、一族の中でも大きいほうなのだがな。あれでも」

「え、あれ？　そうなの？」

「できれば、狼と呼んで欲しい。わんわんはその……恥ずかしい。似合わないし」

「そんなことないよ……！　可愛いお姉ちゃんには似合うよ、わんわん！」

「いや、そんな、止やめてくれ。噓うそでも恥ずかしい。可愛いというのは、おまえやお嬢様のような方を言うんだ」

「そんなことないよね！　ねえ、お兄ちゃん!!」

　会話のない後方を気遣ってか、リーパーは話題を振る。だが、内容が最悪だった。

「リーパー、なぜそこで僕に振るんだ……？――ほらあ、睨にらまれた！」

　人を殺しそうな目をセラさんに向けられる。淡々と彼女は僕を脅す。

「正直に言え、カナミ。おまえはあの子の保護者代わりだろう？　ものごとの真偽をはっきりと伝えるのが、おまえの役目だ」

「う、うーん。可愛さか……」

　正直に言うと、セラさんは可愛い部類だと思っている。

　他の面々と違い、女の子らしく可愛いもの好き。素直になれないところも少し子供っぽくて可愛らしい。潔癖気味なところはあるが、しっかりと一般的な常識を持っている。

　正直、僕の中ではディアと一位争いをしているほどの可愛さだ。

　ちなみにラスティアラとリーパーは可愛いとは逆だ。

　精神的に男前すぎて、可愛いとは表現し難にくい。

　だが、それら全てを正直に話すわけにはいかない。

「どちらかというとセラさんはかっこいい女性だね。ただ、リーパーの言うことも少しわかるよ。セラさんはかっこいいところと可愛いところ、両方を兼ねそなえている女性だと思うよ」

　とりあえず、どちらも選ばない無難な言葉で濁してみる。

「き、貴様……！　貴様はそうやって、いたいけな少女たちを誑たらしこんできたのだな……！　この外道めが……!!」

　だが、その社交辞令っぽい発言はお気に召さなかったようだ。はっきりと否定の言葉が欲しかったのかもしれない。しかし、女性に対して正面から可愛かわいくないと言うのは失礼すぎる。つまり、最初からどうしようもない問題だったのだ。

　セラさんはそっぽを向いて、先に進む。

　怒りが半分、照れが半分といったところだろうか。

　正直、どう答えても彼女の機嫌は損ねていたと思うので、ベターな選択はできたと信じるしかない。

　リーパーの手を引いて先に先に進むセラさんの後ろを、僕は歩き続ける。

　このあたりで、少しずつ僕とラスティアラのテンションも戻ってきて、戦闘にも参加し始める。むしろ、強引にでもテンションを戻して復帰しないと、何のために僕たちはいるのか見失いそうだった。

　迷宮を前衛四人の力押しで斬り進んでいく。

　ただ、昨日とは道が違う。

　リーパーは真っ直すぐ階段に向かわず、迷宮の中をうろちょろと歩き回っていた。

「リーパー、どこへ向かってるんだ？　階段は向こうだぞ？」

　僕の《ディメンション》は階下への階段を捉えていた。

　距離的にリーパーも捉えているはずだ。

「うん、わかってるよ。ただ、向こうに面白そうなものがあるんだ」

「面白そうなもの？」

　リーパーの《ディメンション》に合わせて、僕も感覚を広げる。

　そして、彼女の言っていた面白そうなものを見つける。

　砂の海に祭壇が建っていた。それに似たものを僕は知っている。

　スノウと迷宮探索をしていたとき、魔剣『ルフ・ブリンガー』を見つけた二十四層の祭壇とそっくりだった。

　また祭壇には剣が突き刺さり、捧ささげられている。

「ねっ、面白そうでしょ？　迷宮でモノ集めするのも悪くないんじゃないかな？」

　玩具おもちやコーナーを見つけた子供のように、リーパーは先頭を走る。

　仕方なく僕たちは、そのあとに続く。

　祭壇の形状は砂漠のピラミッドの上半分を切り取ったような台形だ。

　台の上にある剣の前で、リーパーは頰ほおを上気させて見つめている。

　リーパーが動くより先に、僕は『注視』する。





【レイクド・ブレイド】攻撃力５　精神汚染+1.50






「ま、まて！　触るな!!」

「え、なんで？」

　剣にリーパーの手が触れる直前で制止する。

「前、迷宮で呪われた剣を拾ったことがあるんだ。……どうやら、これも駄目っぽいな」

『表示』された文が物騒なことこの上ない。

　警戒しつつ、僕は《ディメンション》で細部まで調べようとする。

　すると化学反応のように、剣からおどろどろしい薄霧が噴き出し始める。

「お！　急に魔力が漏れ出した！　こいつ猫被かぶってたな！」

　リーパーは獣のように跳ねて距離を取る。

「不良品バツドアイテムだ。壊そう」

　剣を構え、破壊することをみんなへ伝える。

　リーパーは惜しみながらも、それに頷うなずく。だが、ラスティアラだけは納得しなかった。

「待って！　ねねっ、呪いの武具を扱えたら、なんだか格好良くない？」

　今度はラスティアラが玩具コーナー内の子供のように顔を輝かせる。

「おい、やめろよ？　冗談でも駄目だからな」

「英えい雄ゆう譚たんのお約束だよね、呪いの武具。仲間が装備してしまったのを、必死に助ける主人公とかいいよね。ね、誰か持ってみない？　大丈夫、ちゃんと私が助けるからさ」

「自作自演マツチポンプすぎるだろ……。駄目だ、こいつは壊す」

「いや、例えばさ、もしその剣を持ってさ、呪いを乗り越えたりとかしたらさ、すごく強い武器に進化する気がしない？」

「……いや、ただの前科ありの剣でしかないだろ」

　少しだけ考えてしまう。ラスティアラの言うロマンを少し解わかってしまうのが嫌だった。

　必死に首を振って、僕は剣を横に振り抜いた。

　剣としての位は『アレイス家の宝剣ローウェン』のほうが遥はるかに上だった。

　あっさりと『レイクド・ブレイド』は折れてしまう。

　ラスティアラは未練たらたらで嘆く。

「あ、あぁー……。くぅ、カナミの『注視』能力さえなければ……！」

「なかったら、大事だったからね」

「けど、物の『呪い』までわかるなんて、カナミの物品鑑定能力って便利だよね。他の能力は次元魔法で説明つきそうだけど、これだけは仕組みが予想もつかないな。どういう魔法構築なんだろ……」

　ラスティアラはぺちぺちと僕の顔の表面を触る。

　眼球に『何か』ないかと確認しているようだ。

　僕もずっと気になっていることだ。

　なぜ、僕は『注視』なんて便利なものを持っているのか。最初から次元魔法と氷結魔法が扱えて、素質まで優遇されているのか。

　その仕組み、その理由。それを解明できれば多くの疑問の答えを根本から解決できる気がする。

　そして、その答えに僕は辿りつきかけている。

　今日までの異世界生活で、辿たどりつけるだけの情報が揃ってしまっている。その情報を正確に処理する能力が僕にはある。

　ただ、その辿りつきかけている答えは、余りにも――

「しかし、リーパーの言う物集めも悪くないね！　この調子で次々と探そっか！」

「おーう！」

「武器を集めて、パワーアップだ！」

　まだ迷宮内だ。注意を削そぐのはよくない。

　いまある情報だけでは、推測できても確信はできない。無闇に思考を空回りさせるくらいなら、堅実に迷宮探索を進めるべきだ。

　楽しそうに先導する仲間たちの後ろで、ぶんぶんと首を振る。

　リーパーたちは祭壇探しを優先する方針に変えたようだ。

　じっくりとレベル上げができるので僕から異論はない。

　リーパーたちの好きにさせてやろうと思う。

　こうして、一行は三十一層、三十二層、三十三層と祭壇を探しながら進んでいく。

　三十二層の飛行系モンスターは基本的に無視する方針だ。増援を呼ばれることもあったが、リーパーの闇の魔法のおかげで振り切るのは容易だった。

　リーパーの魔法は逃走において、その真価を発揮する。

　闇で姿をくらませつつ、次元魔法で最適な逃走ルートを割り出すことができる魔法《次元の夜デイ・ナイト》に対し、モンスターたちに追撃する術すべはなかった。

　戦いやすい相手とだけ戦い、戦いにくい相手とは戦わずに逃げる。

　リーパーは迷宮探索において最も必要な能力を持っていた。

　戦闘と逃走を繰り返し、いくつもの祭壇を見つけていく。

　ただ、祭壇のアイテムにろくなものはなかった。





【コールアウター】

　防御力６　精神汚染＋1.20

【アルルコンフェイス】

　防御力４　耐魔力１　精神汚染＋0.50　混乱＋1.00

【ブラッドソード】

　攻撃力４　血を吸わせることで一時的に攻撃力が強化される

　精神汚染＋0.50　興奮＋1.00






　鎧よろいに剣などなど……。

「んー、どれも呪われてるね」

「カナミっ、もう呪いものも装備してみようよ！　大丈夫大丈夫！　これが英雄譚なら、主人公の私は呪いとか余裕で乗り越えるから!!」

　基本的に呪いものばかりで、『精神汚染』という記述が必ずある。

　駄だ々だをこねるラスティアラの横で、僕は黙々と呪いものを破壊していく。解呪できなければ触るのも危険なのだから仕方ない。一応、精神汚染の危険がなくなった破片は凍らせてから『持ち物』へ入れている。もしかしたら、再利用ができるかもしれない。

　たまに呪われていない装飾品を見つけるものの、そういったものは大した効果は得られない。何の魔力も持たないただの装飾品だ。

　有用な武具は十に一つあればいいほうだ。

　そして、迷宮探索が数時間ほど過ぎたところで、ようやくまともな武器を一つ見つける。羽の意匠があしらわれた乳白色の剣だ。





【ヘルヴィルシャイン家の聖双剣・片翼】

　攻撃力２　片翼を失い、本来の力は失われている






『注視』の結果を仲間に伝える。

「これは呪われてないな。昔のヘルヴィルシャイン家の一品みたいだぞ」

　途中で見つけた装飾品の王冠を頭に載せたラスティアラが喜ぶ。

「や、やった！　やっときたー!!」

「けど、双剣の片方だけだな。二つあれば強いみたいだけど、このままじゃ意味ないな」

「探せ！　もう一本を探せ！」

　ラスティアラは号令をかけ、リーパーに《ディメンション》を展開させる。

「すぐ近くに、もう一つ祭壇発見したよ、お姉ちゃん！」

「よし、行ゆくぞ！」

　全力疾走する二人の後ろを、僕とセラさんはついていく。

　もう目新しくもない祭壇に辿りつくと、ラスティアラは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　その目線の先は祭壇の中央。剣の刺さっていたであろう跡を涙目で見つめている。

「か、空っぽじゃん……!!」

「うん、空っぽ。だからもう片方はここにあったんじゃないかな？」

「先に言ってよ！　すごい期待してきたのに！」

「言っても、お姉ちゃんは見るまで信じないと思ったからね。ぎりぎりまで夢を見させてあげたんだよっ！」

「確かに夢は見れたよ！　リーパー、ありがとう！　くっそー!!」

　人生を楽しんでる二人の横で、僕は冷や汗を垂らす。

　空っぽなのはまだいい。何も跡が残っていなければ問題ない。

　しかし、剣の刺さっていた跡が残っているというのはおかしい。

　僕たちがいるのは三十三層だ。三十層より先は、連合国のどんな探索者でも辿りつけない領域である。だから、先ほどから手付かずの祭壇を荒らすことができている。なのに、この祭壇には人が訪れた形跡がある。

　つまり、いまこの迷宮の奥には誰かがいるということだ。僕たちよりも先に三十三層を訪れ、祭壇の剣を抜いていった誰かが――

「ないの!?　本当にないの!?」

　祭壇の周囲を探し回るラスティアラを宥なだめる。

「ラスティアラ、もう諦めろ。そもそも迷宮内で武器集めなんて無理があったんだ。そんなことするくらいなら、地道にモンスターを狩ったほうがいい」

「うぅ……。トレジャーハントで一発逆転がいい……」

「もう一発逆転は十分狙っただろ。そろそろ、真面目に奥へ行こう」

　先へ進むことを提案する。『並列思考』によって迷宮の奥にいる誰かの推測が終わり、僕は全身から戦意を溢あふれさせる。

　可能性があるのは、まず連合国最強のグレンさん。しかし、先日話した感触ではありえないと思う。残るは剣聖のフェンリルさんか『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』のパーティー。

　そして、守護者ガーデイアンの力を得たパリンクロン・レガシィ。

　いまのパリンクロンならば単独で三十層の奥に進んでいてもおかしくない。ヴァルト本国にいるというレイルさんの言葉は疑っていないが、それでもパリンクロンの可能性はある。

　漲みなぎる戦意が身体からだを前に進ませる。

「さあ、三十四層に行くぞ。リーパー、厄介な敵がいたら妨害してくれ」

「うん、わかった。ゴミばっかりで物集めも飽きてきたしね。そろそろ先へ進もっか」

　拗すねているラスティアラの手を引いて、僕たちは階段を目指す。

　近寄ってくるモンスターは早めにリーパーの闇魔法で遠ざけたので、真っ直すぐと三十四層に辿りつくことができた。

　ずっと「トレジャーハント……。呪いの剣から聖剣に進化……からの一発逆転……」と呟つぶやいて落ち込んでいたラスティアラは、リーパーが親身に励ますことで完全復活する。

「もう二度と祭壇探しなんてするもんか！　どんどん奥に行こう！　やっぱり、迷宮探索の醍だい醐ご味みは強敵！　というわけでボスモンスターを倒そう！」

　復活したら復活したで面倒くさいことこの上ない。

　ラスティアラは狼おおかみとなったセラさんの背中の上ではしゃぎながら、前方を指差す。

　ただ、僕はそれどころじゃない。

「待てっ！　僕を置いていくな！」

　三十四層に降りると迷宮内の造りは様変わりした。

　水晶の回廊が石の回廊へと戻り、ローウェンを連想させるものは激減した。

　代わりに、回廊全てが水に浸つかっていた。水位が膝下まであるせいで、ひどく歩きにくい。ラスティアラとリーパーはセラさんの上に乗っているので楽そうだが、徒歩の僕は体力を大幅に消耗していく。

「セラさんの足が速い！　もう少しゆっくり行ってくれ！」

「だってさ、セラちゃん。カナミが遅いからちょっとペース落としてあげて」

　セラさんは自らの主に言われ、ようやく速度を落とす。

　そして、こちらをちらりと見て「情けないやつだ」と言わんばかりに鼻を鳴らす。

　大きな身体で四足歩行している獣と違って、こっちは二足歩行の人間だ。どうしても、進む速度に差が出る。なのに、お構いなしでセラさんは先へ進んでいくのだから、僕の負担だけが嵩かさんでいく。

　そもそも、二人乗りが限界というセラさんの言い分が噓うそくさい。本当は可愛かわいい女の子しか背中に乗せたくないだけのような気がする。そんな素振りが彼女にはある。

「セラさん、本当に三人は乗せられないの……？」

　僕の問いに、狼は即断で頷うなずく。その目から、僕を絶対に乗せないという意思を感じる。私情が入っているような気もするが、無理をさせて戦闘に支障が出ても困る。

　仕方なく、足に力を込めて浅瀬の中を進むしかなかった。

「ほら、カナミ。速度落としたんだから、ボス探して」

「ボスを……？　できれば、もっと堅実に行きたいんだけど……」

「ふっ……。ディアとマリアちゃんに見せ場を奪われ、修行の成果も振るわず、迷宮のアイテムに騙だまされた私……。どうか助けると思って、お願いします……」

　最後には情けなく懇願するラスティアラだった。昨日からの一連の流れに、よほど鬱憤が溜たまっているようだ。

　それに、今後マリアやディアが参加すれば、強敵とのまともな戦いは滅多に発生しない可能性がある。いましかチャンスはないと思って必死になっているのだろう。

「……仕方ない。ちょっと探すか」

　メリットとデメリットを比べ、渋々頷く。

　確かにボス戦は危険だ。しかし、得られるリターンも大きい。

　一番の目的は魔石だ。ボスモンスターの落とす魔石が、通常モンスターのものよりも純度が高いのは確認済みだ。

　丁度『鍛冶』スキルを手に入れ、装備の新調を考えているところだ。いい魔石が手に入れば『クレセントペクトラズリの直剣』のような武器を作れるかもしれない。

　それにパーティーでボス戦を経験すること自体も悪くない。速度と攪かく乱らんに長たけたパーティー構成なので逃走しやすいのもある。

「あっ！　いま探すって言った！　もうキャンセルできないからね!!」

　何より、ラスティアラの笑った顔が好きだというのもある。

　できるだけ彼女の沈んだ表情は見たくない。

「ああ、言った。ボス探すから、ちょっと待ってろ。――《ディメンション・多重展開マルチプル》」

　次元魔法を広げて、最も近いボスモンスターを探す。

　いま僕の《ディメンション》の範囲だと、発見はすぐだった。体長三メートルほどの鈍にび色いろのクラゲが、百近い触手を振り回しているのを見つける。





【モンスター】ガルフラッドジェリー：ランク35






　周囲には眷けん属ぞくと思われる小魚たちが浅瀬を回遊していた。

　手ごろな相手と判断して、みんなに声をかける。

「向こうにクラゲみたいなやつがいるから、そいつと戦ってみよう。もちろん、面倒な相手だったらすぐ撤退だ」

「よし行こう、すぐ行こう！　今度こそ私の本気を見せてやる！」

　落ち着きのないラスティアラを置いて、リーパーとセラに目配せする。

「セラさん、何かあったらラスティアラの首根っこを摑つかんででも後退させて……」

「わかっている。私はお嬢様の命を――いや、皆みなの無事を最優先する。そのための『獣化』の力だ」

　迷宮探索での経験を少し積み、セラさんは探索者としての自分の役割をはっきりと認識していた。力強く頷くセラさんとリーパーを見て、僕はボスモンスター・ガルフラッドジェリーと戦うことを決める。

「よし、僕たちの本気を見せてやろうか、ラスティアラ。ちょうどいいから、新魔法を叩たたき込んでやろう」

「え、新魔法？」

　興奮状態にあったラスティアラは、この状況の良さに気づいていなかった。

「練習した《アイス・守護氷イージス》で、遠距離から先手を取るんだ。今回は《次元の冬デイ・ウインター・終霜フロスト》と《フリーズ》をかけあわせよう。凍らせて欲しいところに僕が魔法で目印を作るから、そこにラスティアラは《フリーズ》を詰め込んでいって」

「ああ、なるほど……。いいねっ、それでいこっか！」

　賛同を得たのを確認したあと、すぐに今回の作戦の説明を行う。

　最終的には全員で敵を切り刻むしかないが、それでも工夫のしようはある。

　ガルフラッドジェリーとの距離を詰めていき、最も奇襲に適している位置に移動する。

　僕とラスティアラの魔法は届くが敵には気取られない距離を保ち、魔法を構築し始める。迷宮の水に魔力は伝わりにくいが、完全にというわけではない。

　服の袖をまくって、ラスティアラと二人で地面の水に手をつける。互いの氷結属性の魔力を共振させつつ、じわりじわりと魔力をボスのほうに這はわせる。

　魔力が十分に伝った確認と同時に、魔法を呟く。

「――魔法《次元の冬デイ・ウインター・終霜フロスト》」

「――魔法《フリーズ》」

　僕の魔法のあとをラスティアラの魔法が追いかけ、完成する。

「――共鳴魔法《アイス・守護氷イージス》」

「――共鳴魔法《アイス・守護氷イージス》」

　本来ならば相手の体勢を崩すのが精一杯の《次元の冬デイ・ウインター・終霜フロスト》が、ラスティアラの後押しによって別魔法に昇華する。

　まず標的となったのは眷属の魚たちだ。

　浅瀬を泳いでいた魚たちの動きが止まる。もちろん、浅瀬全てを凍らせているわけではない。ただ、モンスターたちをよく観察して、その姿を元の世界の知識と照らし合わせ、泳ぐために必要な部位の動きを氷結で阻害しただけだ。身体を硬直させた魚たちは水面にまで浮かび上がり、全く動かなくなった。

　何の抵抗もなく無力化されていく魚を見て、運の良さを確認する。モンスターなのだから魚類の構造を無視して動いてもいいものだが、この眷属たちはそうでないらしい。もしかしたら、速度に特化したモンスター、もしくは魔法攻撃に弱いモンスターなのかもしれない。

　続けてボスのガルフラッドジェリーにも魔力を通したが、当然のごとく、その巨体を凍らせることはできなかった。流石さすがにボスとなると魔法抵抗力が違う。

　あとはフィールドを整えるだけ。

　足場を作るため、浅瀬の表面を次々と凍らせていく。できればスケート場のようにしたかったが、そこまで魔力は上う手まく通らない。丸い氷の足場をいくつか作るのでやっとだ。飛び石のような氷の道を作り終え、準備完了だ。

「よし、行くぞ！」

「突撃ぃー！」

「行こう、セラお姉ちゃん！　わんわん！」

　僕とラスティアラは氷の飛び石を駆ける。

　その後ろをセラさんに乗ったリーパーが追従する。ちなみに、リーパーのかけ声に対して律儀にセラさんは変身前に小さく「わん」と応えていた。少し恥ずかしそうに見えるので間違いないと思う。この人はどれだけ女の子に甘いんだ。

　パーティー一行の突撃速度は魚が泳ぐよりも速い。

　瞬く間に距離を詰め、ガルフラッドジェリーに襲い掛かる。

《アイス・守護氷イージス》により、先手は取れている。

　眷属たちは動けず、ボスは困惑で硬直している。

「――鮮血魔法《仮想ローウェン・アレイス》！」

　ラスティアラは昨日の特訓の成果を魔法にして唱える。

「――魔法『水晶クオーツフラ剣ンベルジユ』！」

　僕も新しい魔法を実戦へ投入する。

《氷結アイスフラ剣ンベルジユ》のように、水晶が剣を覆い隠す。水晶の魔法《クォーツ》を自由に扱うための練習だ。

　まずラスティアラの剣がガルフラッドジェリーの身体を斬り裂く。

　両断はできていないが深く入ったのを確認する。かなりのダメージが与えられたはずだが、ガルフラッドジェリーは躊躇ためらいなく捨て身の反撃に出た。

　数え切れない触手がラスティアラに襲い掛かり、それを僕が水晶の剣で裂いていく。恐ろしい手数だが防ぎきれないほどではない。

　さらに、遅れてやってきたリーパーが裏に回って鎌を振るう。

　ガルフラッドジェリーは触手を束にして防ごうとするが、鎌は容易たやすくその防御を斬り裂いた。

　このモンスター、余りにも防御力が低い。しかし、斬られた身体と触手の断面が蠢うごめき、瞬時に修復されていくのが見える。欠点を補う強力な再生能力をガルフラッドジェリーは持っていた。

「斬り刻もう！　核コアがあるかもしれない!!」

　過去に似た能力を持ったボスと戦ったことがある。その経験が指示を迅速に行わせた。

　全員が頷き、掘るようにガルフラッドジェリーの身体を斬り刻み始める。

　そして、触手をいなしながら、何度もガルフラッドジェリーに剣を差し込んでいくうちに、体内に光る石を見つける。

　随分と楽なボスだったと思いながら、その魔石に僕は剣を伸ばそうとする。

　そのとき、ガルフラッドジェリーの魔力が膨れ上がる。死の危険を感じ取ったのか、全ての触手を防御に回し、花弁のように核コアを包み込み始める。しかし、反撃がなければ斬り取り放題だ。このまま一方的に攻撃を続ければ、核コアを斬るのは時間の問題だろう。

　しかし、防御に集中したことで僅かに生まれた時間を使って、ガルフラッドジェリーは特殊な反撃に出る。それは一度も経験したことのない反撃方法だった。

　ガルフラッドジェリーの身体からだが震え、下部にあった口から爆音が解放される。

　膨大な魔力をともなった咆ほう哮こうだ。咄とつ嗟さに両手で耳を塞ぐしかなかった。

　仲間たちも同様だ。けれど、その両手を止めるという大きな隙に対して、ガルフラッドジェリーは何もしてこない。未いまだに触手の中へ引きこもり続けている。

　すぐに咆哮の目的を僕は察知する。

　遠くから地響きのような轟ごう音おんが聞こえてきたのだ。

《ディメンション》の認識能力が、遠くの回廊で洪水が発生しているのを感じ取る。

　咆哮の目的。その答えは周辺の水を全てここに集めることだった。

　ガルフラッドジェリーの鳴き声には、水を呼ぶ魔力が備わっていたことを理解する。

「な――！　ま、まずい！」

　顔を青ざめさせ、全員の位置を確認する。

　同じ次元魔法使いのリーパーだけが状況を理解していた。

　彼女は必死に首を振りながら、僕と同じ表情をしている。そして、すぐに鎌を消失させて、セラさんの首にしがみついた。

　その様子から察する。

　……あの一才児、たぶん泳げない！

「ラスティアラ！　セラさん！　撤退だ!!」

「え、でも、もう倒せるのに――」

　全員に呼びかけたところで、洪水が戦場へ辿たどりつく。全方向から、もはや壁と化した大量の水が押し寄せ、全てを吞のみ込む寸前だった。

　逃げる空間はない。

　――結果、為なす術すべなく、僕も仲間もガルフラッドジェリーも眷属も、全てが水に吞み込まれてしまう。

　フィールドが水中へと、強制的に変更される。

　激流によって体の動きを封じられる。まるで、ミキサーの中に放り込まれたかのように、右も左も上も下もわからない。

　その中、『感応』と《ディメンション》だけは保ち、状況を把握する。

　押し寄せた洪水の力によって、眷属の魚たちの氷の拘束が解けていくのがわかった。

　ガルフラッドジェリーは水の中に浸つかったことで、活いき活きとしながら身体の修復を再開している。

　水は回廊の天井一杯まで至っており、空気を得られるような空間はない。このボスのエリアから抜け出さなければ呼吸もままならないことがわかる。

　間違いなく、人間が水すい棲せい生物と戦っていいフィールドではない。

　面倒になったら撤退と言ったが、この状況は面倒どころではすまない。危険すぎる。

　水の流れが少し落ち着いてきたところで、まず僕はリーパーに目を向ける。

　彼女は頰ほおを膨らませて息を止め、必死にセラさんへしがみついていた。彼女が泳げないのは明白だ。幸い、セラさんは僕の号令を聞いて、随分と遠くまで下がってくれていた。犬かきに似た拙い動きで、何とか水中を泳いでいる。僕よりも先に敵の攻撃を受けることはないだろう。

　次にラスティアラに目を向ける。しかし、そこにいつもの自信満々な勇姿はなかった。手足をわたわたと動かす、余裕のない彼女がそこにいた。

　悲しくも、また確信してしまう。

　……こっちの三才児も泳げないのか！

　状況の悪化が止まらない。

　まともに動けるのは僕だけだ。しかし無慈悲に、敵モンスターたちの攻撃が再開される。尖せん兵ぺいとして、弾丸のように眷属の魚たちが突進してくる。鋭く尖とがった頭部は凶器と化しており、まるで投げナイフの嵐だ。

　急いでラスティアラに近づき、剣を構える。

　暴れる彼女を左腕に抱いて、右手の剣で眷属たちを切り払う。

　眷属たちは真っ直すぐ突進するしか能がなかった。だが、その数が厄介だ。どこかに隠れていたとしか思えない魚たちが、いたるところから湧いて出てくる。

　さらにその奥からガルフラッドジェリーも迫ってきている。

　戦いの難易度が急激に上昇したのを感じ取り、危機感に身が包まれる。

　このままでは下手をすれば死の可能性もある。そう思わせるほど、状況は悪くなった。

　そして、死を連想したせいでスキル『？？？』が這い寄ってくる。

　首を振ってスキル『？？？』を遠ざける。

　そんなスキルに頼らずとも、僕には力強いスキルが他にたくさんあると心の中で叫ぶ。

『並列思考』『感応』『次元魔法』で迫り来る危険を全て把握していく。水中のせいで、こちらの動きは鈍っているが、それでも対応は可能だ。全てを斬り裂いてみせる自信がある。

　ただ、それは時間さえあればの話だ。左腕に抱えたラスティアラの口から、ごぽりと空気がこぼれた。

　彼女の表情を見て、背筋が凍る。もう少しで僕も口から息を漏らすところだった。

　次元魔法で洪水を予期していた僕は、直前に大きく息を吸い込んだため、息の余裕がまだある。

　しかし、ラスティアラは違う。不意をつかれたせいで、息が持ちそうにない。

　元の世界の知識が、事態の深刻さを僕に伝える。このままラスティアラを放置してしまえば、彼女の脳に後遺症が残る場合がある。敵を殲せん滅めつできても、それでは何の意味もない。

　――僕にとってラスティアラという少女は、ずっと必要な存在なのだから。

　刹那の間に『並列思考』がフル回転しているのがわかる。そして、その思考の末に辿りついてしまった答えに、僕は飛びつくしかなかった。

　迷っている暇も、吟味している暇もなかった。

　僕の額を、ラスティアラの額に当てる。

　ごつんと頭を揺らされ、ラスティアラは目を見開いた。言葉を交わすことはできない。けれど、信じて欲しいという願いを視線にこめて、僕はラスティアラと目を合わせる。

　ラスティアラにも迷いはなかった。瞬時に彼女の身体から力が抜ける。仲間を信頼して、全てを僕に委ねてくれた。

　逡しゆん巡じゆんすることなく、自分の唇をラスティアラの唇に当てる。そして、そのまま僕の持つ空気全てを送り込んだ。これが『並列思考』の叩たたき出した合理的な最善手だった。

　恥ずかしさで顔に熱が灯ともっているのはわかる。これは人工呼吸であってやましいことは何もないと自分に言い聞かせても、熱を抑えるのは不可能だ。

　ラスティアラも同じだろう。酸素の受け渡しだとわかってくれてはいるものの、顔の赤みを隠し切れてはいない。

　真っ赤な顔が二つくっつきあっているという状況に、胸の鼓動が加速する。

　予定では感情をコントロールして、すぐに戦闘を再開するつもりだった。しかし、それは余りにも甘い考えだった。ありえない話だった。

　予想以上に互いの動揺は激しく、まるで時が凍ったかのような錯覚までする。脳内物質が堰せきを切ったかのように溢あふれ出す。口付けを交わして、やっと気づく。

　――結局、どれだけ抑えつけようと、スキル『？？？』の発動は時間の問題だったということに。

　もう随分と前から、限界だったのだ。

　数日前、ラスティアラと船で抱き合って、一緒に冒険して、一緒に特訓して、一緒に遊んで――いや、そんな近日のことだけの話ではない。大聖堂でラスティアラを取り戻したときからの話だ。あの日のあと、離れ離れになって、それでも彼女は僕のために命を賭けて戦ってくれて、共に『舞闘大会』を乗り越え、やっと約束通り一緒になって、また共に迷宮探索をしている。その積み重ねの結果だ。

　当たり前のことだ。あの聖誕祭の前日にスキル『？？？』で感情は失えど、僕がラスティアラに恋焦がれる要因は消えていない。僕が彼女に惹ひかれるのは必然で不可避だったのだ。だから、僕は何度だってラスティアラに恋をして、何度だってラスティアラへの気持ちを失う。

　それは最初から決まっていたことだ。

　そう、最初から――

　必死に誤魔化してきたものが、口の中から漏れ出ているような気がした。何もかもが崩れ、穴だらけになっていくような……全てを台無しにする心地よい感覚に襲われる。そして、その空いた隙間に、ぞわりとスキル『？？？』が入り込む。
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　抗あらがえるはずもなく、思考の処理に失敗し、発動する。





【スキル『？？？』が暴走しました】

　いくらかの感情と引き換えに精神を安定させます

　混乱に+1.00の補正が付きます






　これでラスティアラへの想おもいを失うのは二度目。二度目だからこそ、一度目のときと違い、食われていく感覚をはっきりと感じ取れた。

　まるで意思を持っているかのようにスキル『？？？』は、焦り、怯おびえ、苛いら立だち、悲しみ、僕の感情を奪っていった。死の危険で発動するときのスキル『？？？』は冷たい機械のようだが、なぜか恋心を食うときのスキル『？？？』からは妙な人間味を感じる。

　その人間味は泡ほう沫まつのように一瞬だけ存在し、すぐに思考の底に隠れ消えた。

　頭の中を綺き麗れいさっぱりと洗われ、淀よどみ一つない真っ白になる。

　死への焦り、恋心の熱。生きるために邪魔だったもの全てを失い、この水中戦を打開するための案が次々と浮かんでくる。

　久しく忘れていた感覚だ。

　…………。

　ああ、やってしまった……。

　無表情になった僕は、ラスティアラから口を離す。

　そして、スキル『？？？』で引き締めなおされた思考が、的確な助言を囁ささやいてくる。

　最高の魔力で最高の魔法を構築すれば、状況は打破できる。いますぐ命を削れ。死ななければ命の損耗程度、安いものだ――なんて、合理的な提案をしてくる。

　確かに最大ＨＰを削り《次元の冬デイ・ウインター・終霜フロスト》を使えば、一人の力でも確実に逃亡することができるだろう。

　それはわかる。それが正解だ。自身の命だけを考えるならば、それが最も安全だ。

　だが、僕は首を振る。もう自分の道は間違えないと決めた。誰にも弄ばせはしない。連合国での戦いを経て、そう誓った。

　スキル『？？？』による答えではなく、自分自身の答えを出す。

　一人で戦って、一人で逃げるなんてしない。みんなで戦って、みんなで生き残る。

　ぎゅっとラスティアラの手を握り、彼女の真っ赤な頰に冷気を這はわせた。

　その冷たさに驚き、ラスティアラは目を見開いて、こちらを向いた。

　続いて僕は、ラスティアラに協力を求めるように、一つでは意味を持たない弱い魔法を発動させる。すぐ隣で混乱していた彼女の目に理解の光が灯った。

　すぐにラスティアラは高ぶった感情を殺して、僕の氷結魔法に自分の氷結魔法を共鳴させてくれる。

　水中なので魔法名は口に出せないが、魔法《アイス・守護氷イージス》は確かに発動した。

　魔法の構築成功と同時に、眷けん属ぞくの群れとガルフラッドジェリーの触手が襲いかかってくる。僕とラスティアラに、リーパーとの間のような『繫つながり』はない。けれど、僕たちは互いに互いの望むことがわかっていた。

　ラスティアラは敵を目前にして、全身の力を抜いて目を瞑つぶる。僕を信じて、彼女は氷結魔法に全ての意識を傾けてくれた。

　その信頼に応えるべく、ラスティアラの身体からだを抱えたまま、僕は水中で剣を振るう。

　迫りくる眷属の魚を剣で切り払いつつ、《アイス・守護氷イージス》で凍らせていく。

　それで雑魚は片付くものの、ガルフラッドジェリーはそうもいかない。

　水中でも勢いの衰えることのない触手が襲いかかってくる。

　そこでまず僕が行ったのは、リーパーとの意思疎通だ。

　全ての感情を乗せて、心の中で必死に叫ぶ。

　その声なき呼びかけに、すぐにリーパーは気づいてくれた。

　セラさんの背中にしがみつきながら、急きゆう遽きよセラさんとも『繫がり』を作る。そして、二人分の魔力を纏まとめて僕に送ってくれた。

　一時的にだが、僕の魔力量が跳ね上がる。

　パーティー四人分の魔力を容赦なく消費して、《アイス・守護氷イージス》を強化する。

　一帯の水全てに魔力を浸透させ、いくつもの氷柱つららを水中に昇り立たせる。さらに氷柱から氷の枝を伸ばし、水中を自由に動くための足場を増やしていく。もちろん、その氷柱は簡単に敵の触手で砕かれてしまうだろう。だが、それで構わない。砕かれれば氷の欠片かけらが、水中に散布される。

　ガルフラッドジェリーの作った水のフィールドを、僕たちの氷粒が侵食していくことが重要なのだ。徐々に水中は、吹雪の中のように白く染まっていく。

　その水中を僕は、氷柱を蹴って移動する。ときには水の底を走る。もちろん、水棲のモンスターと比べると動きは遅い。けれど、ガルフラッドジェリーも同様に遅くなっている。水中に漂う氷粒が、《過密次元デイ・オーバの真冬ーウインター》と同じ効果で敵の動きを阻害しているのだ。これで、フィールドの利は五分。

　僕はガルフラッドジェリーと向かい合う。

　そして、守護者ガーデイアンと戦っているつもりで死力を尽くす。

　水中がシャーベットのように固まっていき、スキル『魔力氷結化』で刃を伸ばした剣がフィールド全体を斬る。迫りくる触手はまとめて斬られ、その斬り口が凍りついた。凍傷により、ガルフラッドジェリーは傷を修復させることができなくなる。

　ローウェンの『剣術』が、ガルフラッドジェリーの巨体を効率よく削る手順を教えてくれる。一呼吸のうちに剣を何往復もさせ、触手を裂き減らし、本体の肉も削そいでいく。

　三メートルほどあったガルフラッドジェリーの身体は十分の一以下まで小さくなる。

　触手も身体も斬り刻まれた上、全てを氷結魔法に侵食され、ガルフラッドジェリーに核コアを守る術すべは残されていなかった。

　その無残な姿を見ながら、僕は無感情に剣を振るう。

　氷の刃が無防備な核コアを真っ二つに斬り裂き、





【称号『通り掛かる水軍』を獲得しました】

　速さに＋0.05の補正がかかります






『表示』と共に、ガルフラッドジェリーは光となって消えていった。

　ボスの消失に合わせて、天井まであった水位が急激に下がっていく。すぐに僕は上に向かって泳ぎ、水面から顔を出す。そして、抱えていたラスティアラに呼吸をさせる。

「――はぁっ！　ごほっ、ごほっ!!」

　咳せきこみながら、ラスティアラは肺一杯に息を吸い込んだ。

　遠くでセラさんとリーパーも浮かび上がっているのを確認して、僕は安あん堵どと共に深呼吸をする。

「はあっ、はぁっ……」

　危なかった……。

　命が削れかけるほどの苦戦だった。しかし、完璧に乗り越えてみせた。

　なによりも、スキル『？？？』の薦めた方法の上を行ったことが、僕は嬉うれしくてたまらなかった。勝利宣言のように、忌々しいスキルを罵倒する。

「誰が命を削るもんか……！　もう僕はおまえなんかに頼らない……!!」

　まるで、スキル『？？？』が人間であるかのように否定した。

　すぐに僕は我に返る。スキル『？？？』から人間味を感じたのは確かだ。だからといって、それを一個人として扱い罵るなんて馬鹿な真ま似ねをしている。

　呼吸を整え、冷静になりながらパーティー四人のステータスを確認する。

　全力で魔法を使っていたのは数秒ほどだったが、全員のＭＰが半分以上失われていた。せっかくリーパーのおかげで温存していた魔力がほとんど消費されてしまった。

　四人の共鳴魔法は強力だったが、余りに効率が悪い。

　周囲の状況を確認しているうちに、水位が下がりきり、元の浅瀬に戻っていく。

　そして、ようやく呼吸の落ち着いたラスティアラが、申し訳なさそうに声を出す。

「ご、ごめん、カナミ……。私が調子に乗ったせいで……」

　どうやら、さっきの僕の叫びを聞いて、怒っていると思われてしまったようだ。

　僕は首を振って、言葉を返す。

「いや、違うんだ。いまのはラスティアラに怒ったんじゃない。例の感情が消えるスキルが発動しちゃって……、ちょっと苛立っただけだよ。ラスティアラはあの状況でよく共鳴魔法を合わせてくれた。本当に助かった」

「え、あのスキルが？……ほんとだ。混乱が上がってる」

　ラスティアラは『擬神の目』で僕のステータスを確認して納得した。

「こんなところで、例のスキルを使ったのは、ちょっと痛手だけど……。まあ、さほど影響はないから気にしないでいいよ」

「それならいいけど……。それよりも、その……息ができなくて、さっき――」

　ラスティアラは頰ほおを赤く染めたまま、言葉を濁らせる。

　察しのいい『感応』や『次元魔法』のせいで、彼女が何を考えているのかわかる。

　その感情の機微がわかってしまう。

　同時に、やるせない気持ちで一杯になる。危惧していた事態が現実になってしまった。

　不意の事故で口付けをしてしまったことで、ラスティアラは感情を高ぶらせている。しかし、その感情を僕はラスティアラと共有することができない。

　いまにも駆け出しそうなほど恥ずかしがっているラスティアラに対し、まるで僕は数十年前の出来事を思い出すかのような冷静さだ。

　スキル『？？？』の感情消失は、絶望的な温度差を生んでいた。

　そして、最低なことに、いま僕は冷静にこの一件をいかに上う手まく収めるかということだけを考え始めてしまっている。恋をしても同じ道は進めないとは思っていたが、実際に起こると想像以上に悲惨なものだった。

　合理的な考えで正直に言えば、口づけはなかったことにしたい。この前の抱擁のときと同じように「今回も状況が卑ひ怯きようだ」なんて適当なことを言って終わりにしたい。

　けれど、そんな薄情な真似だけは絶対にできない。

　今回は抱擁ではなく接せつ吻ぷんだ。ハグじゃなくてキスだ。どれだけ人工呼吸だったと言い訳しようと、そこを誤魔化すことはできない。

　女の子であるラスティアラの唇を奪ったからには、それなりの責任を負わないといけない。元の世界の価値観が、そう僕を非難し続けている。

　思考がぐるぐると空回り、返す言葉に迷っていると救いの声が割り込んできた。

「カナミ、貴様ぁっ！　私は見てたぞ！　戦闘中に、お、お嬢様とぉ――!!」

　激げき昂こうしたセラさんが、浅瀬をバシャバシャと歩きながら詰め寄ってくる。

　その真っ当な怒りが、いまはとても助かる。

「セラさん、あれはただの人命救助です。やましい気持ちは一つもありません。本当に」

　いまにも摑つかみかかろうとするセラさんに、ひどく冷めた声で答えた。自分でもびっくりするほど冷淡な答えだった。それが悲しくて、僕は眉をひそめる。

　そして、その僕の返答と表情から、ラスティアラは状況を悟ってしまう。

「……ああ。そうなんだ」

　スキル『？？？』がどんな感情を持っていったのかを理解して、赤みがかった顔を俯うつむかせた。

　その間もセラさんは怒鳴り続ける。そのまま殴り飛ばしてほしいが、そこまではしてくれなかった。

「人命救助で接吻していいのなら私がしている！　貴様にやましい気持ちがなかったなど、信じられるものか！」

「セラちゃん！　あれは戦闘で必要だったことなんだから、気にしちゃ駄目だよ」

　スキル『？？？』もないのに、感情を上手く殺したラスティアラが仲裁に入る。

　情けない。ラスティアラに負担をかけっぱなしだ。

「しかしですね、お嬢様っ。いまのを気にしないというのは、余りにも――」

「今回もなかったことにしよう。あれはただの人工呼吸だった。戦闘に必要なことだった。それ以上でもそれ以下でもない。いーい？」

「あれをなかったことになんてできるわけありません！　そんな不誠実な真似、この私が許しません！」

「ほーら、セラちゃん。落ち着いてー。こんなの挨拶みたいなもんだよー」

　全てを察しているラスティアラはセラさんのほっぺに軽くキスをして、強引に話を終わらせにかかる。

「にゃ、にゃにを!?　お嬢様!?」

　意中のお嬢様にキスされたことでセラさんは大混乱に陥る。

　その間もラスティアラはセラさんに過剰なスキンシップを取って、何もかもをうやむやにしようとする。

「このくらい大したことじゃないって。ほら、平気平気」

「いや、そういう話ではなくてですね、お嬢様。えと、その……」

「いいからいいから、それともセラちゃんも私と人工呼吸したい？」

「い、いえっ、そういうわけではなく！」

　このラスティアラへの借りはスキル『？？？』が消えたときに必ず返すと誓って、僕は一人静観する。

　そこに口く惜やしそうなリーパーが話しかけてくる。その表情から『繫がり』で、僕の事情を察していることがわかった。

「ごめん、アタシが役に立たなくて……。そのせいで、例のやつが……」

「いや、リーパーもよくやってくれたよ。リーパーのおかげで全力の氷結魔法が構成できたからね」

「……わかった。ただ、次からはボスモンスター相手に油断しないようにしよ？」

「そうだね。今回はみんなに油断があった」

　二人で今回の反省点を戒めあう。

　軽い気持ちでボスと戦ったのが最大の過ちだろう。純度の高い魔石を集めたいときは、もっと余裕を持って浅い階層のボスモンスターから手に入れることにしよう。

　その後、ラスティアラによって無理やり納得させられたセラさんから「次はないからな！」と釘くぎを刺され――迷宮探索は再開される。

「それじゃあ、行こっか。カナミ」

　もうラスティアラはいつも通りに戻っていた。

「ああ、行こう」

　僕もスキル『？？？』でいつも通りとなっている。

　水を吸った衣服の裾を絞りながら笑い合い、僕たちは同時に歩き出す。

　ただ、もう余力が少なくなってきたので敵を避けての移動だ。その方針変更のおかげか、とんとん拍子に探索は進んでいった。

　――そして、歩くこと数十分後。

　あっさりと三十五層の階段を僕たちは見つける。

　ただ、見つけたのはいいのだが、その階段を見て足を止めざるを得なくなる。

　まずラスティアラが頭を抱えて――けれど、とても顔を明るくして呟つぶやく。

「三十五層についたー……けど、やっぱりこうなってたかー。この浅瀬の時点で、薄々とそうなんじゃないかなあって思ってたけどねー」

　セラさんも同じく頭を抱える。こちらの顔は暗い。

「困りましたね……。これでは先に進めません」

　手を階段に伸ばし、ちゃぷちゃぷと水に触れる。

「一応、僕だけなら行けるけど……」

　水に沈みきった階段を前に、僕たちは作戦会議を行っていた。

「ラスティアラは泳げないんだよな？」

「恥ずかしながら、その通り！」

「で、リーパーも泳げない」

「うん、アタシも泳げないよ！」

「二人とも元気な返事ありがとう。それでセラさんは犬かきレベルと……」

「次に私を犬と呼べば殺す」

「別に犬だって言ってるわけじゃないのに……」

　ラスティアラとのスキンシップで上機嫌だったセラさんが一瞬で不機嫌となる。事実の確認をしただけのつもりだったが、どうも言葉の選び方を間違えたようだ。

　それにしても、体育の授業のありがたみがわかる状況だった。

　運動神経抜群のラスティアラまで泳げないのは意外だ。しかし、海や湖のない地域で育てば、これが普通なのかもしれない。船で待機している三人も似たようなものな可能性は高い。

「……今日は帰ろうか。さっきの戦いで、みんなも疲れただろ？　ここは泳ぎの練習をしてから再挑戦しよう」

　先のボス戦で油断はしないと決めたばかりだ。今回の探索は散々だったと思いながら、僕は階段に背を向けて、回廊の端に《コネクション》を作ろうとする。

　次元属性の魔力を固め、扉を形成する――そのときだった。

　ちゃぷっと、背後から水の跳ねる音がする。

　いま視界の中に、仲間たち三人が揃そろっている。

　それにもかかわらず、音は背後から鳴ったのだ。

　咄とつ嗟さに振り返り、その音の原因を見て呟く。

「ひ、人――？」

　そこにいたのは見知らぬ女の子。

　一糸纏まとわぬ姿で、丁度水からあがる女の子を目撃してしまう。

　まずこの深層に人がいることに驚き、次に少女の姿に驚く。

　後ろに結び垂らした真っ白な髪が、尻尾のように揺れる。透き通るほど白い肌のせいか、髪と肌の境目がわかりづらい。薄緑色の双そう眸ぼうに、薄桜色の唇。一種の芸術品かのように、少女は白一色に染まっている。

　その裸体は真冬の朝に広がる処女雪を連想させ、同時に踏み荒らされることが約束されているかのような危うさも感じさせた。

　裸体だからこそ、彼女の異常さがよくわかる。余りにも肉が少な過ぎる。病人のように痩せこけ、見ようによっては骨と皮だけのように見える。けれど、その身の美しさは損われていない。むしろ、退廃的な美しさが増しているほどだった。

　その美しい肢体に僕は驚いたわけではない。

　驚いたのは、その顔。

　その肢体に見合う整った顔に見み惚ほれ――そして、既視感デジヤヴを覚えた。

　唐突に襲った既視感デジヤヴが、僕の心臓の音を速める。
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　白の少女と目が合う。少女も僕を見て、僕と同じように驚き――呟いた。

「え……？　も、もしかして、『少年』……？　それと『少女』も……」

　優しい声だった。

　驚いていながらも、声に棘とげが一切なく柔らかい。その言葉遣いから、彼女の育ちの良さがよくわかった。その声にも、また既視感デジヤヴを覚える。

　正体不明の懐かしさが、脳内にまとわりつく。

　その理由が気になって仕方がなかった。だから、僕は聞いてしまう。

「……あ、あの、どこかでお会いしたことがありますか？」

「どこかで……？　それは……――」

　少女は唐突な問いかけに焦り、口ごもった。

　その反応を見て、ようやく自分の愚かな行為に気づく。

　迷宮深層で出会った相手にかける言葉ではない。これではまるでナンパをしているかのようだ。もっと他に言うべきことがあるはずなのに、どうして僕はこんなことを聞いたのだろうか。

　心の底から湧いてくる正体不明の衝動に僕は戸惑う。

　次にかける言葉を見失ってしまい、見詰め合っていると――急に少女は鼻と口から血をボタボタと垂らし始めた。

「え――？」

　僕の目の前で少女は膝を折り、両手を地面に突き、息を荒らげ始める。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　尋常ではない様子だ。咄嗟に僕は回復魔法を使える仲間の名前を叫ぶ。

「ラ、ラスティアラ!!」

「任せて！」

　余りに怪しい状況だったが、ラスティアラは迷いなく近づいてきて、少女に回復魔法をかけようとしてくれる。一刻一秒を争う状況で、彼女の思い切りのいい性格は有り難かった。しかし、その間も彼女の症状は悪化していく。

「あ、ぁあ、がはっ！　ごほっごほっ――!!」

　激しく咳せき込み、大量の吐血と共に倒れこんだ。

　そのぞっとするほどの量の血に、僕は青ざめる。

「ちょっとどいてて、カナミ。――神聖魔法《キュアフール》」

　いまにも死んでしまいそうな少女に、ラスティアラの魔法が浸透していく。

　暖かな白い光が回廊に満ちていく。その光の量に合わせて、徐々に少女の顔は穏やかなものになっていった。口と鼻からの出血は止まり、荒々しい吐息が規則正しい寝息に変わっていく。

　しかし、回復魔法をかけているラスティアラの表情は、まだ険しい。

「ラスティアラ、大丈夫そうか……？」

　汗を滴らせながらラスティアラは答える。

「……とりあえずは大丈夫だと思う。この症状を治すのは結構慣れてるから」

　慣れていると言われ、すぐに意味を理解できなかった。

　僕が軽く疑問符を浮かべていると、ラスティアラは少女の隣で深刻そうに呟く。

「カナミ、よくスキルを見てみて……。この子、『魔石人間ジユエルクルス』だよ……」

　ラスティアラに促され、僕は少女を『注視』してステータスを確認する。





【ステータス】

　名前：ワイス・ハイリプローペ　HP289/352　MP172/512-200　クラス：なし

　レベル31

　筋力15.46　体力15.77　技量15.72　速さ16.93

　賢さ16.77　魔力29.72　素質3.25

　先天スキル：次元魔法1.79　水魔法1.03　風魔法1.77　神聖魔法1.24




血術1.01　剣術2.52　最適行動1.02




　後天スキル：素体0.49






「……っ!!」

　名前はワイス・ハイリプローペ。まずレベルが僕たちの誰よりも高いことに驚く。次にラスティアラと同じ『素体』というスキルを持っているのを確認する。

　僕が少女のステータスを見たあと、ラスティアラは症状について詳しく話し始める。

「たぶん、いまさっきのは『魔石人間ジユエルクルス』特有の症状だね。昔、私もなったことがあるから、これを治すのは慣れてる」

「……とりあえず、もう安心って思っていいのか？」

「いや、安心かと言われると、それは違うんだけど……」

　ラスティアラは珍しく、歯切れ悪く言いよどむ。

　ステータスのＨＰを見たところ、危篤状態は脱しているはずだ。その出血から、かつてディアが発症した魔力欠乏症などは考えられても、命の危険はないはずだ。

「ラスティアラ、はっきりと教えてくれ」

「……もし全快したとしても、たぶん命は長くないと思う。元々身体からだが弱いだけじゃ説明がつかないくらい、身体の中がボロボロ過ぎる。よくて半年くらいかな？　ただでさえ『魔石人間ジユエルクルス』は短命だっていうのに、なんでここまで酷ひどいことになってるんだろ……。失敗しているようには見えないのに、これじゃまるで……――」

　神妙な顔でラスティアラは少女を睨にらみ続ける。ただ、少女の容態よりも、僕は別のことが引っかかった。

「ちょっと待ってくれ。ラスティアラも『魔石人間ジユエルクルス』ってやつなんだよな？」

　つまり、短命なのは眠っている少女だけの話ではないことになる。恐ろしい方程式が見えてしまい声が震えてしまう。しかし、すぐにラスティアラは首を振ってくれた。

「いや、私は『最高傑作』だから大丈夫。……うん、私は大丈夫」

「ほ、本当だよな？」

　疑い深くなっている僕は、簡単に信じることはできなかった。強がりで言っているだけではないかと確認する。

「他の皆と違って、私はこういうときに噓うそをつかないよ。正直がもっとーだからねっ」

　こともなげにラスティアラは笑った。

　その平然とした様子に噓はないと思う。ラスティアラという仲間を信じよう。

「わかった、もう聞かない。それで、こっちの子だけど……」

　ラスティアラの腕の中で眠る少女の今後について思案する。

　はっきり言って、彼女は怪しくて仕方がない。ずっと覚えている既視感デジヤヴと先ほどのステータス情報を合わせることで、一つの可能性が見えてきている。何かの罠わなの可能性もあると疑っていると、様子を見ていた残りの仲間たちが口を出してくる。

「ねえ、お兄ちゃん。早くしないとその人、風邪引いちゃうよ？　一回戻ろうよ？」

　リーパーは何の疑いもなく、少女を船に招こうとしていた。その隣に立つセラさんも頷うなずいて、その提案に同調している。ここで迷宮探索のライバルだからと少女を見捨てる選択肢は、僕たちパーティーに存在しなかった。

「そうだな……。どうせ、もう帰るつもりだったんだ。その子も連れて帰って、船で看病しよう。その子に聞きたいことも、色々ある……」

『持ち物』から毛布を取り出して、眠る少女の身体にかける。ラスティアラは少女を抱きかかえたまま立ち上がり、帰還に同意する。

「それがいいね。カナミ、早く扉作って」

「うん。――魔法《コネクション》」

　構築途中だった魔法の扉を完成させて、拠点である『リヴィングレジェンド号』に僕たちは帰還していく。

　こうして、僕たちは二度目の迷宮探索を終える。

　正直言って、一度目と違い、大成功とは言えない探索だった。大人数での探索によって油断が生まれ、スキル『？？？』の発動を許してしまった。

　三十五層まで到達できたものの、多くの反省点が残っている。

　成果のほうは、経験値と迷宮のアイテムが少々。そして、真っ白な少女が一人。

　ワイスという名前の少女を僕たちは船に連れ帰った。





◆◆◆◆◆






　眠った少女はラスティアラの部屋のベッドに運ばれ、入念に回復魔法を重ねがけされた。そこらの医師の能力を軽々と超えているラスティアラの治療によって、少女は完全に回復し、穏やかな顔で眠り続ける。

　僕たちにできる処置は全て終わった。僕とラスティアラは少女を置いて、船の甲板に出る。そこで、まずリーパーが心配げに近寄ってきた。

「お兄ちゃん。あの人、大丈夫だった？」

「ラスティアラが何とかしてくれた。いまは気持ちよさそうに寝てるよ」

「そっか、よかったぁ……」

　リーパーは胸を撫なで下ろして安心する。

　なぜか、その身体はずぶ濡ぬれとなっていた。着ている外がい套とうにはたっぷりと水分が含まれており、海水の匂いが香る。

「で、リーパー。僕とラスティアラが彼女を看病してる間、何やってたんだ……？」

「え？　何って、海水浴？」

　何当たり前のことを聞いているんだという顔で、リーパーは甲板の端にある柵に向かっていく。その柵の上にはマリアが薄着で座っていた。

「泳ぎの練習らしいです、カナミさん」

「ああ、なるほど……」

　身を乗り出して船の下を見ると、海の中をセラさんが犬かきで泳いでいた。狼おおかみ形態と違い、人間形態の犬かきは見ていて少し滑稽だった。そこにリーパーが飛び込んで、セラさんの背中にしがみつく。

　セラさんは少し嬉うれしそうにリーパーと一緒に泳ぎ出す。ちょっと目を離した隙に、リーパーは拙いながらも水中での行動が可能になっていた。成長の早いやつだ。

「ところで、カナミさん。迷宮で女性の方を拾ってきたとお聞きしましたが……」

　僕が海面に目をやっていると、隣のマリアから冷たい声が放たれる。

　その冷たさの意味をスキル『感応』などで理解して、すぐに僕は言い訳を開始する。

「緊急事態だったから……いや、本当に。本当の本当に」

　やましい理由は一切ないと必死で主張すると、マリアは少し呆あきれた様子で溜ため息をついた。いつものことに腹を立ててもしょうがないといった様子に見える。

「はあ。怒ってませんから、そんな顔しないでください。詳しい話は、その方が起きてから聞きますよ。それよりも、迷宮の中に海があったというのは本当なんですか？」

　話が迷宮攻略に移ったところで、僕は真剣に答える。

「ああ、本当だ。三十五層は完全に水中だった。泳げないと先へ進めそうにない」

「それは困りましたね……」

「やっぱり、マリアも泳げないのか？」

「はい。故郷のファニアには海どころか、川や湖も少なかったので……」

　申し訳なさそうにマリアは俯うつむいた。

　髪に滴っていた水がぽつりと落ちる。おそらく、リーパーと泳ぎに挑戦したのだろう。しかし、リーパーと違い、そう簡単に泳ぎを習得することはできなかったようだ。

「なら泳げないのは当然だ。誰だって最初は泳げないんだから、気にしなくていい。みんなで覚えていけばきっと楽しいと思うから、気楽にいこう」

「はい……。優しく教えてくださいね、カナミさん」

　マリアは穏やかに笑った。どうやら、僕に教えてもらうことは決定しているらしい。

　そこにスノウが後ろからこそこそと現れる。

「楽しい遊びと聞いて……！　ちなみに私も泳げない！　山育ちの都会育ちだから!!」

　和わ気き藹あい々あいとした声に釣られて、船内から出てきたようだ。

「こういうときだけは出てくるんだな、スノウ」

「えへへー」

「なぜ、そこで照れるんだ……。どちらかというと、僕は怒ってるんだが……」

「え？　な、なんで？」

　本気で何もわかっていないスノウは放置して、後ろで僕たちの様子を見ていたラスティアラを見る。

　先ほどの治療でラスティアラは疲れているのか、珍しく静かだ。ゆっくり休んだほうがいいと声をかけようとしたところで、明るい声に遮られる。

「そうだね……！　せっかくだから、気分を切り替えないとね！　よーし、私も泳いじゃうよー!!」

　ラスティアラは僕の助けなど必要とせず、一人で元気を取り戻した。その強さに少しの寂しさを感じながらも、彼女の考えに頷く。

　二度目の迷宮探索は失敗ばかりだったが、いつまでも暗い気持ちでいても仕方ない。僕もラスティアラと同じように気分を切り替えようとする。

　ただ、ラスティアラがその場で衣服を脱ぎ捨て始めたのを見て、慌てて声を出す。

「ま、待て。おまえは何をしているんだ、馬鹿っ。脱ぐな。ここで脱ぐなっ。脱ぐなって言ってるだろ！　いいから、止まれ!!」

　どれだけ僕が制止しても止まってくれないので、最後には叫んでしまっていた。

「え、裸で泳げばいいんじゃん。ねっ、マリアちゃん、一緒に泳ごう？」

「死んでも嫌です」

「あれ！　最近はマリアちゃんとラブラブだと思ってたけど、ついにフィーバータイムが終了!?」

「いや、カナミさんがいますから、流石さすがに肌を見せるのは……」

　服を脱がそうとしてくるラスティアラを、マリアは両手でぐいぐいと押し返している。

　船上の肌の露出率が上がっていき、海の中のセラさんが興奮しだす。

「は、裸ですか！　それはいけません！　お嬢様!!」

「やめてくれ、ラスティアラ。ほら、セラさんが犯罪者っぽい顔になるから……」

「誰が犯罪者だっ、犯罪者はおまえだろうが！　私に何の恨みがあってそんな世よ迷まい言ごとを！　お嬢様が勘違いなさるだろうが！」

「いや、そこで僕を食い殺さんばかりに怒るから、こっちも言わざるを得ないんだよ。うちのマリアとかリーパーを見る目が、時々やばい……」

「溢あふれんばかりの母性で見守っているだけだ！」

　溢れんばかりの欲情を感じるから言っているのだが、それを口に出しても話は平行線になるだけだろう。口でラスティアラやセラさんを説得するよりも、もっと根本的な解決を図ったほうがいい。

「なら、簡単な水着を作ってくるから。みんなちょっと待っててよ」

「みずぎ？……ああ、『水着』ね！　そういえばそういうのもあったね！」

　その発想はなかったという顔で、ラスティアラは手のひらを打つ。

　やはり、異世界間のカルチャーギャップは残ってる。僕の世界では、水着がないとそうそう海に入りはしない。しかし、こちらの世界では薄着か裸の二択らしい。

「カナミさん、作れるんですか……？」

「簡単なものならね」

　驚いた顔を見せるマリアに平然と答える。

　元の世界での経験があるため、『編み物』や『裁縫』といった家事スキルへの造詣は深い。それなりに好きな趣味なので、気分転換にはうってつけだろう。

　さらに言えば、いまの自分ならば、そのスキルをさらに伸ばせる自信もある。

《ディメンション》さえあれば、採寸も製図も思いのままだ。測りやしるし付けの必要がなく、立体的なイメージも容易たやすく行える。こちらの世界にきてから刃物の扱いに長たけてきたので、裁断も問題ないはずだ。

「それじゃあ、ちょっとさくさくっと作ってくるよ」

　背中を向け、船内に移動しようとする。

　鍛冶スキルを会得したことで、僕は物を作る喜びに目覚めかけていた。できれば、この機会に新たなスキルを手に入れたい。

　スキルが増えることで、強くなっている実感を得られるのはとても楽しいものだ。

「あれ、私たちの採寸はしなくてもいいの？」

　しかし、そこにラスティアラの素朴な疑問が挟まれ、足が止まってしまう。

　確かにこのまま水着を作りに行っては不自然だ。もう全員のスリーサイズがわかっていると言っているようなものだ。

「あ、あぁ……、そうだな。したほうが――」

「必要ないんじゃないかな。お兄ちゃんって《ディメンション》があるからミリ単位でわかってるよね？」

　なぜかリーパーがネタを一瞬でばらす。

「ちょ、ちょっと黙っていようか。リーパー……」

「ひひっ、早く作ってきてよ！　お兄ちゃんの作った水着、すっごい楽しみ！」

　純粋に早く、おニューの服が欲しかっただけのようだ。ただ、その迂う闊かつな一言が僕にとっては致命傷だった。

「僕も早く作りたいんだが……。おまえのおかげで、みんなの視線が痛い」

　リーパーの発言によって、全員の視線が僕に集まっていた。

　しかし、恥ずかしがっていたのはスノウだけだ。マリアとセラさんの目は、ただただ冷たい。ラスティアラは気にした様子もなく、話を広げようとする。

「ふむふむ、そっか。それでスノウとセラちゃんはどっちのほうが胸大きい？」

　最悪の広げ方だった。傷口に手を突っ込んで肉を裂くような広げ方だ。フォローを期待していたのだが、ラスティアラは悪魔のような笑みを見せて楽しんでいる。

「……その二人なら、おまえが頼めば測らせてもらえるだろ。自分で何とかしろ」

「え、カナミに聞けば一発なんでしょ？　他のみんなのも聞きたいしね。マリアちゃんとディアの差とか気になるね。もしかして、二人ってリーパーより小さい？」

「……おまえのおかげで、背筋が寒い」

　興味津々のラスティアラの奥で、マリアがむくれていた。

　それだけなら可愛かわいらしいものだが、彼女の魔力は可愛らしいですまない。高温の魔力がうねり、いまにも船に引火しそうだ。

　僕の足が本気で震えているのを見て、ラスティアラは背後のマリアの不機嫌に気づく。

「あっ、マ、マリアちゃん？　怒ってる？　大丈夫だよ、私はマリアちゃんのその身体からだが大好き！　とっても可愛いよ！　ねっ、カナミ！」

「あ、ああ……！　もちろんだ！　マリアはカワイイ！」

　肯定以外の選択肢はなかった。

　僕が頷うなずいたことにより、むくれた顔をマリアは背ける。《ディメンション》で顔をほんのりと赤くしているのがわかる。どうやら、少し恥ずかしがっているようだ。

　だが、その物騒な魔力は静まってくれていない。僕の足の震えが止まらないから、そっちを先に何とかして欲しい。

「――それじゃあ、すぐ作ってくるから待っててくれ！」

　堪たまらず、脱兎のごとく船内に逃げ出す。妙に居辛づらくなった甲板に、これ以上居たくなかった。

　自室に向かって歩く途中、ラスティアラとディアの部屋の前を通る。

　ラスティアラの部屋で眠る少女と同じく、ディアも昼間だというのに、ぐっすりと眠っていた。二人の寝顔を《ディメンション》で軽く確認すると、どちらも小さく寝言を呟つぶやいているのがわかった。

　二人とも、まるで夢の中で誰かと喋しやべっているかのようで、呟き方がとても似ている。

　女の子の寝ている姿を見続けるのは、余り良くない行いだと思って僕は《ディメンション》を打ち切る。いまはそれよりも泳ぎの練習だ。

　ディアが起きるまでには、水着製作を終わらせたいところである。

　全員で海水浴でもすれば、迷宮で陰鬱になりかけていた気分も変わるかもしれない。

　そんな期待をこめて、僕は足を速めて自室に入っていった。





◆◆◆◆◆






「できた……！」

　そして、日が沈む前に水着八着の作製に成功する。

　自分のやったことながら、その速度は異常だと思う。普段の生活では余り気づけないことだが、元の世界と比べられることをすると、その異常性は目立つ。

　普通ならば、たった数時間で服が何着もできたりはしない。

　全てはステータスとスキルという反則的な恩恵のおかげだ。

　自室に散らかった針や糸といった道具を『持ち物』の中に戻していく。元々は迷宮で必要かと思って買ったものだが、妙なところで役に立ってくれた。

　続いて、出来上がった水着も『持ち物』に入れる。

　飾り気のない簡素な水着だが、出来には自信がある。

　なにせ、いまの僕にはミスというものが存在しない。

　剣の道の一つの境地に至り、その集中力と思考力が常人離れしているからだろう。いまや、僕の両手は機械よりも速く正確に動く。

　さらに剣の間合いをミリ以下の単位で測る《ディメンション》は、布地の面積も同じように測ってくれる。ゆえに定規といった道具が必要ない。立体的な構想を頭の中で終わらせることができるのだから、事前に書き出す必要もなくなる。それらを『並列思考』で手を動かしながら八着同時にできるのだから、時間短縮も凄すさまじいことになっていた。

　ただ、材料には少し困ってしまった。僕の現代的な服飾の知識ではゴムが必須だったのだが、この異世界にはそれがなかった。探せば似たものは見つかるだろうが、いまの『持ち物』の中にはない。

　色々と思考錯誤した末、必然的に古風な造りの水着となり、紐ひもで水着を留める形になった。とはいえ、サイズがぴったりなのは間違いないので、さほど困らないはずだ。

　機能優先の頑丈な一品となっているので、泳いでいる途中に外れるなんてことは絶対にない。命を賭けて、絶対に。

「ふう。ちょっと疲れたけど、その甲か斐いはあったかな」

『持ち物』に全て詰め終えたあと、ステータスを確認する。





【スキル】

　後天スキル：体術1.56　次元魔法5.25+0.10　感応3.56　並列思考1.47




魔法戦闘0.72　詐術1.34　編み物1.07　縫製0.68　鍛冶0.69






　スキル『縫製』が増えていた。

　これで自信を持って服作りが得意だと言える。元々物作りは好きだったので、こうやって『表示』が才能を保証してくれるのは嬉うれしい。

　もし何もかも終わったなら、服に関わる仕事をするのも悪くない。

　少しずつ増えていくスキルを見て、僕は頰ほおを緩める。まるでゲームでアイテムのコンプリートをしているかのような、コレクターとしての達成感が満たされていく。

　すぐに僕は成果を見せびらかすため、甲板に出る。

　僕が船内から出てくると同時に、水着待ちの暇つぶしに釣り大会に興じていたみんながこちらに寄ってくる。どうやら、大会の制限時間は僕が服を作るまでだったらしい。最も釣果の多かったスノウが、中心で天に拳を突き上げて喜んでいた。

　全員がスノウを放置して、甲板に広げた僕の作品に目を通し始める。

「やっと完成したかぁ。でも、カナミの趣味が出てるねー……。地味だー……」

　即刻ラスティアラが駄目だしを始めた。

　少し頭にきたので反論しようとする。しかし、あたりを見回すと、苦い顔がほとんどだった。セラさんは水着を手にとって首を振る。

「カナミ。私のはともかく、他のは作り直せ」

「え……。な、なにかいけなかった？」

「粗末過ぎる。お嬢様やディア様には、もっと高貴なものを用意しろ。マリアやリーパーには、もっと可愛らしいものだ」

　無茶な注文をつけてくれる。

　この短い時間で八着も用意しただけでも限界なのに、その上デザインまで求められるらしい。

「いや、泳げればいいじゃん……。というか、これそんなに駄目かな……？」

　布の面積は広いものの、ビキニタイプの水着だ。それだけで僕は、結構お洒しや落れだと思っている。しかし、セラさんは僕の反論を聞き、愚者を見るかのような目で諭し始める。

「駄目だ。せっかく、こんなにも可愛い少女たちが揃そろっているんだ。それ相応のものを用意するのが、礼儀というものだろうが」

「え、ええー……」

　一瞬で服飾の仕事をやっていけるという自信が失われていく。当たり前のことだ。いくら、布を縫い合わせるのが上う手まくなっても、デザインが良くなるわけじゃない。

「全くなってない。腕はいいが、センスがない。なぜ全部茶色の水着にする。舐なめているのか貴様」

「いや、茶色の布がたくさん余っていたから……」

「つまり、貴様はお嬢様方に余りものを宛あてがったというわけか」

　こうなってしまってはもう駄目だ。ラスティアラ第一のセラさんは僕の話を聞いてくれない。仕方なく、僕は他のみんなに助けを求める。

　まず僕の救難信号に気づいてくれたラスティアラがフォローを入れてくれる。

「まあまあ、セラちゃん。今回はこれを着ようよ。可愛い水着は次からでいいんじゃないかな？」

「しかし、このようなもの、お嬢様には相応ふさわしくありません……！　くっ、ここが大聖堂ならば、すぐに最上級の絹を用意できるというのに……！」

「ここはフーズヤーズじゃなくて、『リヴィングレジェンド号』だからね。私たちは探索者になったんだから、あるもので我慢しなくちゃ」

「そうかもしれませんが……！」

「んー、なら次はセラちゃんが手伝ってあげたらいいんじゃない？」

　ラスティアラは妙案を思いついた様子で、セラさんの協力を提案する。

「そうだね。『舞闘大会』でのセラさんのコーディネートは確かだったし。次があったときのデザインはセラさんに任せるよ」

「む……、ならば今回はこれで我慢してやろうか。カナミ、約束したからな」

「うん、絶対に忘れない」

　一ひと悶もん着ちやくを乗り越え、各々が甲板に広がった水着を手に取っていく。

　その中には、今日ずっと寝っぱなしだったディアもいた。僕が水着を作っている間に起きてきたようだ。しかし、ディアは自分の水着を手にとって固まっていた。

「あ、ディア。やっと起きたんだね」

「ああ、丁度さっき起きたんだ……。起きたから甲板に来たんだけど――」

　女性陣が船内へ着替えに行く中、ディアだけが一歩も動けていなかった。

「それはディアの分だから、遠慮せず着ていいよ」

「いや、これは……」

　水着を手に、わなわなと震えるディア。

「カナミ……。これ、女ものじゃないか……」

「まあ、そりゃそうだよ」

「お、俺は男ものしか着ない……！」

　震えながら首を振って、水着を握り締めるディア。その姿を見て、僕は彼女が気にしていることを理解する。しかし、それはとうの昔に解決していたと思っていたことだ。恐る恐る確認を取る。

「……なあ、ディア。その男装って、まだ続けるのか？　もういいんじゃないのか？」

「な、何言ってるんだ、カナミ！　俺は男だから、この格好なのは当たり前だろ!?」

　ディアは真っ赤になって、とても懐かしい話を蒸し返す。

「いや、もうその言い訳は通じないよ……。流石さすがに……」

　ここでそれを認めてしまっては、何の成長もない。

　ゆっくりと僕はディアを説得しにかかる。

「大聖堂でドレス姿だったの見たし、ラウラヴィアで女の子の服着てたのも見たし、だからディアが女の子だってことはもう――」

「あれはあれだ！　女装だ！　女装をしてただけだ!!」

「じょ、じょそう……？」

　しかし、ディアは頑かたくなに自分の言い分を守り続ける。

「ラウラヴィアでは変装の必要があったし！　大聖堂のときは、その、あれだ、……神官たちの趣味だ！　あいつら、最悪だからな！　俺に女装させて楽しんでたんだ!!」

「いや、そんな馬鹿な……」

　とっばちりで、フーズヤーズの大人たちが女装少年大好きな変態集団とされていた。

「俺は絶対に嫌だって言ったのに、無理やり女ものの服を着せたんだ！　あのときは立場的に俺は弱かったから、泣く泣く着るはめになって……！」

「それだと神官さんたちが変態的な趣味をもってることになるから撤回してあげて……」

　このままディアの話がエスカレートすれば、フーズヤーズの名誉が大変なことになる。

　そう思ったとき、船内から水着姿のマリアが出てくる。彼女は相変わらず、やることなすことが手早い子だ。

　マリアは露出の高いビキニタイプを身に纏まとい、そのすらりと長く細い手足を伸ばしている。少し痩せ気味で薄くアバラが浮いているものの、最近の健康的な食生活のおかげで女性らしい丸みを帯びた身体からだへと変わりつつある。出会った頃と比べると雲泥の差だ。

　ただ、僕のデザインが余りにも地味なので、せっかくのマリアの魅力が損なわれていた。言われてみれば、確かに女性に着させるには申し訳ない一品だ。一手間かけて、花の刺し繡しゆうでも一つ付ければよかった。

「ディアは女の子ですよ、カナミさん。間違いありません、一緒にお風呂へ入って確認しましたので」

　現れたマリアは、開口一番にディアを裏切った。

「――っておいい！　マリアァ!!」

　ディアは顔を赤くして、マリアに詰め寄る。二人は顔を合わせばいつも喧けん嘩かしているような気がする。とはいえ、一緒にお風呂へ入ったと言っているので、仲が悪いのか良いのかよくわからないところだ。

　すぐに僕はディアとマリアの間に入り、仲裁を行う。

「ディア、もうやめよう。噓うそをついてるディアは見たくない。もし、その男装に理由があるなら僕に教えてくれ。力になるから」

「カナミ……！」

　ディアはうろたえながらも、ぼそぼそと呟つぶやき始める。

「だ、だって、カナミは俺を男だと思って仲間に誘ってくれたんだろ？　カナミが同性同年代の仲間を探していたとしたら、性別を偽っているなんて言い出せなくて……。カナミのためにも男であり続けないと、カナミも困ると思ったから……。だから……！」

「いや、僕は最初っからディアが男の子だなんて信用してなかったけど？」

　しかし、僕は彼女の苦悩をすぱっと切り捨てる。

「え、ええ!?　ちゃんと男の剣士だって言ったよな!?」

「そもそもディアと初めて会ったとき、ディアの髪長かったし……」

「あの夜のことか!?　でも、あのとき、ちゃんと髪はフードの中に入れてたぞ!?」

「《ディメンション》あるし」

「そういやそうだ！」

　純真なディアは僕を騙だまし続けていたと信じていたようだ。だが、そのすれ違いには僕のほうに非がある。ディアを逃さないために、ずっと問題を先延ばしにしてきたせいだ。

「僕は隠し事をしないと決めたから、正直に言うよ。僕はずっとディアのことを、『女の子なのに男と言い張るなんて変なやつだなぁ』って思ってた。ごめん、ディア」

「う、うぅああああああぁあ――!!　ラスティアラぁああああ――!!」

　目尻に涙を浮かべて叫び出すディア。

　急な慟どう哭こくに僕は身体を硬直させる。簡単に言うとトラウマが刺激され、状態異常の恐怖に軽く陥りかけた。けれど、僕は気をしっかりと持って恐怖を弾はじく。

　そのディアの泣き声に反応して、船内へと繫つながる扉がバンッと開かれる。

「話は聞かせてもらったよ！　ディアをいじめるな!!」

「盗み聞きしてんなよ、おい」

　明らかに出番待ちしていたであろうラスティアラが現れる。

　ラスティアラもマリアと同じ水着を着ていた。だが、受ける印象が全く異なる。瑞みず々みずしい肢体を包むみすぼらしい布の水着、それはまるで芸術的な絵画を粗末な額縁に入れているかのように冒ぼう瀆とく的だった。

　目につくのは水着ではなく、ラスティアラの身体そのものだ。

　腹立たしいことに、女性的な魅力の集大成であるラスティアラの前では、僕の渾こん身しんの一作など霞かすみのようなものとなっていた。

「おぉー、よしよし。ディアは可愛かわいいなぁ、こんなに可愛い子をいじめるカナミは燃えちゃえばいいのにねえ」

　ラスティアラはディアを胸に抱いて、その頭を撫なでる。

「ラ、ラスティアラぁ……。カナミは俺のことを男って信じてなかったんだってぇ……」

「ああ、カナミってば、なんてひどい奴やつだ。こんなにも可愛い子の言葉を信じないなんて、男の風上にも置けないやつだ。……まあ、私も同じ状況ならカナミと同じことを思うけどねっ」

「や、やっぱりかぁあああ！」

　ぽかぽかとラスティアラの胸を叩たたき出すディア。

　ただ、レベルアップによって急上昇している腕力のせいで、その可愛らしい駄だ々だは凶悪な攻撃へと進化している。ラスティアラは肺を叩かれ、むせかえっていた。

　暴れ出したディアを止めようと、マリアが落ち着いた声を入れる。

「正直、ディアを男と言い張るのは無理がありすぎると思いますよ……」

「無理はねえよ!?　どこからどう見ても男だろ!?」

「いえ、どこからどう見ても女の子ですよ」

　マリアの冷静な言葉に、僕の言葉も足す。

「そうだね。何度でも言うけど、君は可愛い女の子にしか見えないよ。ディア」

「う、うそだぁあああ!?」

　心を鬼にしてディアの性別をはっきりさせにいく。ここで妥協してはあとに響いてしまうのはわかっている。

「カ、カナミさん？　その言い方もちょっと……。はあ。いまのカナミさんにはもう少し建前が必要ですね……。とにかくディア、皆の意見を聞きましょう。そうすれば、あなたの無理がよくわかります」

　そのマリアの溜ため息交じりの発言に合わせて、続々と船内から他のみんなも上がってくる。全員が水着姿なので、ちょっと同じ場にいるのが居た堪たまれなくなってきた。

　同時に全員が粗末な茶色の水着を着ていることに虚むなしさを感じる。やっと、セラさんの言っていることを言葉ではなく心で理解した。

　まずリーパーが元気がよくディアの名を呼ぶ。

「ディア『お姉ちゃん』！」

　そして、セラさんとスノウが周囲の空気を窺うかがいながら答える。

「……ディア様は女性にしか見えません」

「確か、使徒シス様は女性……だったよね？」

　連続の女性扱いに、ディアは口を大きく開けたまま震える。

　いままで男として仲間と接していたつもりだったが、誰にも通じていなかったのだ。その厳しい現実に打ちひしがれている。

　膝を折って崩れ落ちるディア。

　そこに満面の笑みのラスティアラが、水着を持って近寄る。

「よし、ディア！　この水着を着よっか、私たちとお揃そろいだよ！」

「ち、ちくしょぉ……」

　力を失ったディアは、よろめきながら僕に顔を向ける。

　少しだけ目を逸そらして、思いつめた表情で言葉を紡ぐ。

「……なあ、カナミ。もし俺が俺じゃなくなっても、カナミは変わらずに俺と接してくれるのか？」

「え、そりゃあ、当たり前だよ……」

　そもそもディアを男として見ていた時間のほうが少ない。ディアが少女として振る舞ったとしても、僕は何の違和感もなく受け入れられるだろう。

「本当に？　ディアという少年が偽物だったとしても、それでもっ、カナミは俺をディアって呼んでくれるか？」

　呼び名を気にしているのだろうか。

　他の皆にとっては些さ細さいなことでも、ディアにとっては重要なことらしい。切羽詰まった様子で確認してくる。その不安を少しでも和らげるため、僕は笑顔を作って頷うなずく。

「ディアはディアだよ。僕にとっては、ディアだけが本物だ」

「……いや、それなら、……いいんだ」

　ディアが安心できるような言葉を選んだつもりだったが、まだディアの顔色は悪い。

「ディア、大丈夫だよ。ここにいるみんな、カナミと同じだから！」

　見かねたラスティアラがフォローを入れる。ディアは周囲を見回し、優しい目をした仲間たちを認め頷く。

「ありがとうな。みんな……」

「よしっ、そうと決まればすぐに着替えよう！　こういうのは、ぱぱっと早めに切り替えたほうがいいんだよ！　暗い話はなし！」

　その明瞭な考え方を聞き、ディアは薄く笑い返す。そして、そのままディアはラスティアラに引きずられ、船内にお持ち帰りされていく。最後に僕は確認を取る。

「あ、それでディアは泳げるの……？」

「……泳げない」

　ディアは目じりに溜めた涙を払いながら、首を振る。

「それじゃあ、マリアたちと一緒に練習しよう。きっと楽しい」

「……ああ、そうするよ。きっと楽しいよな。……きっと」

　それを最後にディアは船内に消えた。

　そして、ラスティアラとディアを除いた五人は甲板に残される。

　話が終わったのを確認したスノウが僕の手を引く。

「えっと、話終わったよね？　ね？……それじゃあ、まずは私に泳ぎを教えて欲しいかなーって思ってるんだけど。カナミ、いい？　いいよね？」

「おい、海に引き込もうとするな。まだ僕は水着に着替えてないんだ」

「じゃあ、着替えたら私に――」

「まずはマリアからだ。もう約束した」

「え、ええ!?」

　スノウはよろめきながら後ずさり、捨てられた子犬のような目をマリアに向ける。

「そ、そんな目で見ても駄目ですよ。順番です、スノウさん」

　マリアはスノウから距離を取り、その助けを求める目から逃げた。どれだけ媚こびへつらったとしてもマリアは譲ってくれないことを悟り、スノウは甲板の隅でいじけだす。

　……普段の行いが悪いからこうなるのだ。

　その後、ディアが着替えてきたのと入れ替えに、僕は船内に入る。

　船内の陰で水着に着替え、仲間たち七人で泳ぎの練習を始めていく。
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　海で泳ぎを教え始め、一時間ほど過ぎたところで僕の体力は限界を迎えた。

　他のみんなは合間に休憩を挟んでいるからいいもの、僕は海の中で教えっぱなしだ。そろそろ疲れで足が攣つりそうだ。

　甲板にある椅子の一つに座って、一人で休憩を取り始める。身体からだが冷えないように、水着の上に暖かな外がい套とうを着た。正直、もう今日は水の中に入りたくない。

　しかし、その甲か斐いあってか、全員が水に沈むようなレベルから脱した。

　一番絶望的だったマリアも、水に浮くくらいはできるようになった。

　案の定、後衛二人組は泳ぎの会得に難があった。

　ディアは隻腕であること以上に、身体を動かすことが下手過ぎた。お世辞にも泳げているとは言い難い。必死に両足を動かして、なんとか水上に顔を出せている状態だ。

　マリアは単純に水が苦手のようだ。陸の上では機敏に動けるが、水の中だと身体の動かし方がよくわからないらしい。火炎魔法で感覚器官を補助しているため、水中の状況を把握できないという理由もある。

　ラスティアラ、スノウ、リーパーは運動神経が優秀なのか、あっさりと泳げるようになった。ただ、セラさんだけは、泳ぎは上達したものの、なぜか犬かきの泳ぎ方が一番速いという妙な状況になっていた。

　そして、いまはラスティアラとセラさんが、泳ぎに不安のあるディアとマリアを教えている。面倒見のいい二人がフォローしてくれているため、ディアもマリアも楽しそうに水遊びできているようだ。

　海の中で見栄えする美しい女の子たちが戯れているのは、見ているだけで目の保養になる。

　それだけに惜しい。ここにきて、改めてセラさんの主張を理解できてきた。

　せっかくの海水浴で全員が地味な水着を着用しているのは一種の侮辱だ。最高の素材を用意しておきながら、粗末な調理で穢けがしたかのような感覚だった。

　機会があれば、この世界のデザインを把握して、最高の水着を用意しようと心に誓う。

　――そんなくだらなくも心和むことを考えていたときだった。

　海で泳ぐ六人。そして、甲板で休む僕。それ以外の八人目が動いているのを《ディメンション》が感じ取る。

　ラスティアラの部屋で眠っていた白い少女だ。

　彼女が上半身を起こし、周囲を見回している。

　状況を把握し、すぐに膨大な魔力を使って複雑な魔法を構築しようとする。しかし、頭を抱えて魔法を中断し、少な目の魔力で簡単な魔法を発動させた。その身の魔力の動きから、何らかの魔法を諦め、妥協して別の魔法を使ったことがわかる。《ディメンション》から得た情報によると、船内の空気が大きく動いていた。おそらくは風属性の魔法だ。ステータスの表記どおり、彼女は風の魔法を使えるのだろう。

　その魔法を使ったあと、彼女は迷いなく行動を始める。重たげな身体を動かして、ベッドを降りて部屋を出て、僕たちのいる甲板に向かって真っ直すぐ歩き出す。

　その迷いのない動きから、少女が僕たちと会おうとしていることを察する。

　僕は立ち上がって、臨戦態勢に入る。

　少女の身体に力がないのは明らかだが、ステータス上では僕たちに匹敵する強つわ者ものだ。

　交戦する可能性を踏まえて、僕は《ディメンション》を強める。

　そして、軽い緊迫感の中、船内から少女が現れる。

　迷宮のときと違い、ラスティアラの服を身に纏まとっていた。布一枚も身に纏わぬ姿も美しかったが、その白い肌に映える絹の服を纏っているのも、また別の美しさがあった。

　少女は目を細めて、甲板の様子を窺い、笑った。心の底から嬉うれしそうに。

「ああ、楽しそうですね……。皆みな……」

　その第一声から、少女に敵意が全くないことがわかる。

　さらに表情から、僕たちに好意を抱いていることもわかる。どこか懐かしむかのような顔で、海面のみんなを眺める姿は……また既視感デジヤヴを覚える。

　できるだけ構えずに椅子から立ち上がり、僕は言葉を返す。話題は彼女と出会った迷宮についてだ。

「おはようございます。みんなで泳ぎの練習をしていたところなんです。三十五層は完全に水の中ですからね」

　少女も僕に合わせて気軽に応える。

「はい、おはようございます。泳ぎの能力は確かに必要ですね。未熟だと体力を酷ひどく消耗します。そのせいで、私は三十五層で不覚を取ってしまいました」

　落ち着いている。彼女からすれば迷宮で意識を失ったら見知らぬ船の上だったというのに、異常なほどに落ち着いている。まるで僕たちが彼女を助け、この『リヴィングレジェンド号』まで連れて行くのを、最初から確信していたかのようだ。

　その確信の理由をはっきりさせるために話を続ける。

「初めまして、僕の名前は相あい川かわ渦か波なみ。一応、職業は迷宮探索者ってことになるのかな？」

「初めまして、私の名前はワイス・ハイリプローペ。私も、職業は迷宮探索者になるのでしょうか？」

　二人して疑問系で自己紹介を終える。そこには奇妙な一体感があって、くすりと僕たちは笑い合う。もう最初にあった警戒心は、ほぼなくなった。

「迷宮の最深部を目指してるなら、たぶん迷宮探索者でいいと思います。ワイスさんも最深部を目指しているんでしょう？」

　目指していなければ三十五層なんて奥深くにいなかっただろう。

　その僕の質問に彼女は少しだけ逡しゆん巡じゆんし、ゆっくりと答える。

「最深部は……それなりに目指してます。だから、私は少年たちの迷宮探索ライバルということになりますね」

　ワイスさんは僕を『少年』と呼んで、とても優しく見つめる。ライバルという表現をしながらも、どこか敬意や憧れが混じっている目をしている。

　こちら側からも彼女に懐かしさを感じる。その理由を僕は確認したい。

「……ワイスさん、少し聞いてもいいですか？」

「もちろん、構いません」

「失礼ながら、あなたが眠っている間にステータスを見ました。あなたの名前、スキル、魔法……それと言葉遣いに、僕の呼び方……。全てが僕の知り合いにそっくりなんです。無関係だとは言えないほど、あなたはその人とよく似ています」

「知っています。フーズヤーズの騎士ハイン・ヘルヴィルシャインのことですね？」

　僕が名前を出すより先に、ワイスさんは答えた。

「……はい」

　肯定する。彼女がハインさん――少し前、フーズヤーズの大聖堂でラスティアラを救出するのに協力してくれた風魔法を得意とする騎士。そして、僕やラスティアラたちを助けるために命を落とした人――彼に似ていると認める。

　既視感デジヤヴの正体をはっきりさせ、僕は彼女の次の言葉を待つ。

　ワイスさんは前髪を指で摘み、長い思考の末に話していく。

「……もう君も気づいてるのでしょう？　似ているのは当然です。私を構成する材料に『ハイン・ヘルヴィルシャインの身体』が使われたからです。私はハイン・ヘルヴィルシャインという存在を『再誕』させようとして、失敗した存在――出来損ないの『魔石人間ジユエルクルス』です。だから、それなりにあなたたちのことを知っています」

　淡々と少女は告げた。薄々と予感していたことだった。

　僕の知っている情報から、ありえない話ではなかった。

　そして、彼女の生みの親であろう男に心当たりがあった。僕がハインさんと最後に別れたのは、大聖堂での戦いに敗北したときだ。

　あのとき、あいつはハインさんの生首を持って、材料と言ってやがった。つまりはそういうことだろう。最悪過ぎる話だが、そういうことなのだ。

「あの野郎……！」

　パリンクロンのやつだ。

　あいつがハインさんの遺体を弄んだ。その事実に、僕の頭の中は怒り一色となる。

「ええ。察しの通り、私は数週間前にパリンクロンの手によって生まれました。ただ、失敗作なのです。ハイン・ヘルヴィルシャインという男は蘇よみがえることなく、その記憶を身につけただけの『魔石人間ジユエルクルス』ワイス・ハイリプローペとなりました。誰も彼も失敗した結果、私は存在しています」

「ワイスさん！　パリンクロンのやつは、いまどこにいるんですか!?　僕はあいつに言いたいことがたくさんある！　いますぐ会って、やらないといけないことがある！　いや、一緒に行きましょう！　ハインさんの記憶を引き継いでいるのなら、あなたもパリンクロンに言いたいことがたくさんあるはずだ――！」

　いまにも胸倉を摑つかむほどの勢いで、僕は身を前に乗り出す。急に詰め寄られ、本調子でないワイスさんは後方によろける。その転びかけた身体を支えたのは、いつの間にか近くまでやってきていたラスティアラだった。

「はい、ストップ」

　ラスティアラは手のひらを僕に向けて、制止を促す。

　冷静になった僕は周囲に目を向ける。長話ししている間に、海で泳いでいたみんなが甲板へと上がってきていた。そして、ラスティアラが勇む僕の肩を摑んで、強引に椅子に座らせる。支えていたワイスさんも座らせて、彼女自身も近くに座る。

「ラスティアラ……」

「カナミ、感情的になり過ぎ。彼女、困ってるじゃん。……というわけで交代。私だって聞きたいことあるんだから」

　その的確な言い分に僕は反論できなかった。

　憎きパリンクロンの影が見えただけで周りが見えなくなった。この話に関しては『魔石人間ジユエルクルス』に詳しくて、落ち着いて話のできるラスティアラに譲ったほうがいいかもしれない。僕は椅子に背を預けて、力を抜く。

　その背後からマリアが心配そうに声をかけてくる。

「カナミさん。この方が例の……？」

「うん……。けど、戦うつもりはないから、できるだけ暖かく見守ってて。彼女はお客さんだから」

「……はい、わかりました」

　臨戦態勢だったマリアが魔力を霧散させる。

　その魔力でマリアが何をするつもりだったのかは余り考えたくない。そして、目の前の少女だけに集中している場合でないことに気づく。少し視野を広げて、ラスティアラとワイスさんの会話を見守ることにする。

「選手交代ー。私はラスティアラ、好きに呼んでね。ワイスちゃんっ」

「あなたは……、あのときの『少女』……」

　ぽつりとワイスさんは言葉を漏らす。どこか愛いとしげにラスティアラを見ていた。

「その反応。失敗作なのに、ハインさんの記憶があるの？　見た感じ『特注品』だから、ハインさんの血は丸々使っているように見えるけど……どのくらいある感じ？」

「ええ、『特注品』です。なので、かなり材料の記憶が残っています。もちろん、穴だらけですので、完全とは程遠いですが……」

　二人は専門的な用語を使って話し始めた。『魔石人間ジユエルクルス』に詳しくない僕は、話に少しついていけない。

「ティアラ様の『再誕』を真ま似ねして特注したけれど失敗……。あのパリンクロンが失敗……。それも穴だらけ……」

「ラスティアラさんの推察通り、私の生産途中でとても予定外のことがありました。それは死体の足りないところを『ジークフリート・ヴィジターの血』で補おうとしたこと。そこから、全ての計算は狂いだしました」

「ふむ。『再誕』を真似したなら、ここには男性のあなたがいないとおかしいからね」

「ハイン・ヘルヴィルシャインの遺体は血を失いすぎていました。その補ほ塡てんに『ジークフリート・ヴィジターの血』を少し混ぜた途端、どういうわけか、私は女性の身体に引っ張られ始めました。その時点で、もうまともな『再誕』とは言えません」

「男性から女性に……？　確かにそれはもう別物過ぎるね……。つまり、いまのあなたはハインさんの記憶があるものの、自分がハイン・ヘルヴィルシャインだとは思っていない。まずはそういう認識でいい？」

「ええ、私は私です。ハインの友人だったパリンクロンも別物過ぎると嘆いていました。そして、すぐに彼は私への興味を失い、捨てました。それ以来、私は私の意志で行動しています。その結果が迷宮探索ですね」

「ふんふん、そういう感じかー。まあ、その身体からだにも色々あるだろうから、思うところが一杯あるのはわかるよ。私からは気にするなドンマイとしか言えないかな」

「ええ、色々ありました。本当に色々と……。けど、もう気にしてはいません。私は私らしく、自分の人生を突き進むつもりです」

「へー、割り切ってるねー。失敗したとは思えないほど安定してる。普通、もっと不安定になって、色々と大変なことになるはずなんだけど……」

「元になった『騎士』と『少年』が優秀なおかげでしょう。そう私は思っています」

　二人の冷静な情報交換のおかげで、ワイスさんの生まれと人となりが見えてきた。

　この基本的な情報を押さえずに、一足飛びでパリンクロンの話を始めた僕は反省しなければならないだろう。

　ただ、いまの話に少しだけ違和感がある。どうしてか、微笑を顔に張り付けて話すワイスさんが少しだけ……本当に少しだけ、何かおかしいと思った。

　噓うそはついていないが、大事なところは隠している。そんな感じに見えて仕方ない。

　僕がスキルを総動員して違和感の正体を探っている間も、二人の話は続く。

「うん、死んだハインとワイスちゃんの事情は大体わかってきたよ。それで、ワイスちゃんが迷宮に挑戦している理由は何なの？」

「『友のため』です。正直、失敗した『魔石人間ジユエルクルス』である私は寿命が短いです。しかし、その短い時間を、全て友のために使おうと誓っています」

　あっさりとワイスさんは自分の命の短さを話し、しかし真っ直ぐに自分の人生の在り方を僕たちに示してくれた。

　その意志の強さが僕には眩まぶしかった。

　失敗作と呼ばれ、捨てられた『魔石人間ジユエルクルス』――他の人には当然のようにある寿命と健康がワイスさんにはない。それは、まるで生まれながらにして、生きることを否定されているようなものだ。そう僕は思う。もし僕が彼女と同じ境遇に陥ったとして、真っ直ぐ進める自信は、正直ない。

「へえ、生まれたばっかりなのに、もう友達がいるんだ。私にとっての『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』みたいなものかな？」

「友達はパリンクロンの姪めいのシアです。捨てられた私を、親身になって心配してくれた子で……彼女のおかげで私は私であれました。彼女の願いを叶かなえてあげたいので、協力して迷宮に挑戦してる感じですね。ちなみに、シアが私の迷宮探索パーティーのリーダーです」

　パリンクロンの姪……？

　その名前が出たとき、椅子から腰が上がりかけた。

　種族や血族といった枠組みで差別なんてしたくはなかったが、現実は厳しい。パリンクロンの親族というだけで、どうしても僕の顔は険しくなる。

「心配せずとも、パリンクロンが異常なだけで、他のレガシィ家のみなさんは普通ですよ。シアは思いやりのあるいい子です。会えばわかるとしか、いまは言えませんが」

　ワイスさんは僕の表情を見て、説明を少し足してくれる。

　その話にラスティアラも補足を入れていく。

「昔、ちらっと会ったことがあるけど、確かに普通って感じの子だったね。あの子をリーダーにしてパーティーかあ。パーティーってことは他にもいるの？」

「はい。聞いて驚かないでくださいね。私のパーティーには、なんと……四十層の守護者ガーデイアン『木の理ことわりを盗むもの』がいます」

「え、守護者ガーデイアンが!?　もしかして、ワイスって私たちより先に……!?」

「少年たちが『舞闘大会』とローウェン・アレイスに集中している間に、少し無理をして先を越させていただきました。ちなみに、『木の理を盗むもの』の名前はアイド。私たちはアイド先生って呼んでいます」

　こちらの話にも驚く。けれど、今度は椅子から腰が離れることはなかった。

　おかしな話ではない。

『地の理を盗むもの』ローウェンも、一時は僕のパーティーに入っていたようなものだ。迷宮攻略を先んじていた彼女ならば、先に四十層へ辿たどりつき、四十層の守護者ガーデイアンと仲良くなってパーティーを組むのは可能だろう。

「残るパーティーの面々は、私と同じ『魔石人間ジユエルクルス』生まれの娘が二人と……あっ、つい先日、ライナー・ヘルヴィルシャインも入りましたね」

　まさかのライナーである。兄ハインの仇かたきである僕とラスティアラを狙う少年騎士だ。

「うわぁ、ライナーも？　変なのが揃そろってるねー」

　ワイスさんのパーティーの面子メンツが次々とわかっていく。二人の話は最後まで黙って聞いていようと思った僕だったが、その途中のライナーについてだけは口を挟まずにいられなかった。

「――待って。ライナーがパーティーに入った？　それはどこで？」

『舞闘大会』の終わりに、僕は彼に「本土で会おう」と言った。あの挑発を受け流せるようなやつだとは到底思えない。おそらく、いまのライナーは――

「流石さすがは少年。……しっかりと私のスキルと魔法を確認していますね」

　微笑を深めて、ワイスさんは僕を褒めた。

　そして、特に隠すことなく、その質問に答えていく。

「ライナーと出会ったのは連合国ではなく本土のほうです。彼はのんびりとした船旅ではなく、最短距離の陸路で本土までやってきました。そして、少年の察しの通り、私は次元魔法《コネクション》が使えます。あなたたちが迷宮探索の拠点を船としているように、私たちは本土のとある屋敷を拠点にしています」

　ワイスさんのステータスを『表示』したところ、彼女のスキルの中に『次元魔法』という文字があった。僕の血を材料にしたことで、彼女は僕と同じ魔法が使えるらしい。

「本土に《コネクション》が……!?　それじゃあ、ここから簡単に本土まで移動できるんですね……！」

「それができたら話は簡単なのですが……いまの私は血を失いすぎて、魔力欠乏症になっています。元からあった持病も合わせると、《コネクション》ほどの大魔法は成功する気がしません」

　ワイスさんは《コネクション》を大魔法と表現した。僕にとってはそこまでのものではないが、それはスキル『次元魔法』の数値の差だろう。5.00に達している僕と2.00にも達していないワイスさんなら、感覚に違いがあっても不思議ではない。

　そして、体調不良を理由に魔法は使えないと言うワイスさんの言葉の真偽は、ラスティアラに判断して貰もらう。

「正直……私から見ると、ワイスちゃんが平気そうな顔で動いているのが驚きだよ。医者の知識がある私の診断だと、魔力欠乏症になってる。それどころか、それ以上の深刻な疾患もある。本当に彼女の中身はボロボロなんだから……」

　僕が目を向けると、ラスティアラは噓ではないと頷うなずいた。

『表示』で彼女の『状態』を見ても、『魔力枯渇』『内出血』『貧血』といった見たことのない症状が無数に並んでいる。ワイスさんの言葉に間違いはないだろう。

　僕たちが信用したのを見て取ってから、彼女は提案する。

「いま私は拠点に帰る力がありません。正直、いまにも眩暈めまいで倒れそうです。なので、皆さんにちょっとした依頼をしても構いませんか？　同業者のよしみでお願いします」

　少しだけ弱音を吐いたところで、ワイスさんの顔が軽く歪ゆがむ。心配かけまいと微笑を保っていたけれど、もう限界といった様子だった。

「どうか、私を本土の拠点にいるアイド先生のところまで連れて行ってください。彼に会えば『木の理を盗むもの』の力で、医者でも治せない私の身体は復調することでしょう。……この依頼のお代は少年の待望のものでどうでしょうか？」

「僕の待望の……？　それは、つまり――」

「私がパリンクロンのところまで案内すると約束します」

　ワイスさんは案内人になると名乗り出た。

　僕が答える前に、彼女は提案を続ける。

「正直、いま私は彼の現在地を知りません。けれど、うちのリーダーのシアは間違いなく知っています。彼女は叔父と文通していますので、聞けばすぐにわかるはずです。その渡りを私がつけましょう」

　願ってもいない提案だ。

　最初からワイスさんを見捨てるつもりはなかった。人助けができた上で、パリンクロンの正確な居場所を知れるのならば一石二鳥だ。

　軽く周囲を見回して、みんなの反応を見る。首を振る仲間がいないのを確認してから、僕は頷き返す。

「わかりました。依頼を受けます。本当のところを言うと、本土についてからどこを捜せばいいか困ってたところなんです」

「ふふ、助かります。もし、ここで放り出されたら、野垂れ死にしかありませんでした」

「いや、そんなことはしませんって……」

　額に汗を滴らせながらワイスさんが冗談を飛ばしてきたので、僕は渋い顔で首を振る。

　それに彼女は微笑で応え、ふらつきながら立ち上がる。

「それでは安心できたところで、少し休ませて頂きますね。空いている部屋のベッドで眠らせてもらいます」

　その口ぶりと表情のせいでわかりにくいが、ワイスさんの体調からすると絶対安静なのだろう。すぐにでも休養を取ろうと、船内に戻るために背中を向けた。

　止めるのは悪いと思っている。

　けれど、最後に一言。どうしても僕は言いたいことがあった。

「ちょっと待ってください、ワイスさん。失礼なことを言うようですが……何か大切なことを隠していませんか？」

　ぴたりとワイスさんの動きが止まる。

　そして、こちらを振り向き、少し困った顔を見せる。

「……隠していることですか。……そうですね。あえて言うとすれば、私は皆さんほどパリンクロンを恨んでいないということでしょうか？　私は捨てられたといっても、酷ひどい扱いを受けたわけじゃありませんからね」

　あっさりと僕たちの最終的な目的とは相あい容いれないことを明かす。

　その明かした内容に疑問を覚える。僕たちがパリンクロンを恨んでいると知っているのならば、なぜこうも簡単に案内の約束をしたのだろうか。

「僕がパリンクロンと会ったら……殺し合いになるかもしれません。それでも、ワイスさんはいいんですか？」

　ワイスさんが正直に明かしてくれた以上、僕も殺意があることを彼女に明かす。本当に恨んでないのならば許容できないことだろう。

「構いません。むしろ、私の望むことです」

　だけれど、彼女は迷いなく受け入れる。それどころか、推奨までされる。

　ワイスさんの考えていることが全くわからなくなり、僕は眉をひそめ、何も言葉にできなくなる。それを見た彼女は困り顔のまま、言葉を続ける。

「ただ、私は皆に乗り越えて欲しいんです。自分の『生まれ』と『運命』を――」

　それはとても抽象的で曖昧な言葉だった。

　ここまで現実的でわかりやすい話を続けてくれていたのに、急に理解が届かなくなる。

『生まれ』……？

『運命』……？

　ただ、その言葉は僕の心をひどく搔かき乱した。

　意味不明だと一笑に付すこともできず、その言葉を嚙かみ締める。

　とうとう押し黙った僕を見て、ワイスさんは笑う。

「もしかしたら、このまま――ということもあります。いまの言葉の意味がわかるときが来るまでは内緒にさせてください。お願いします」

　そう言って、彼女は身を翻して去ろうとする。

　その背中に向かって、僕は手を伸ばそうとした。しかし、彼女から漏れる僅かな魔力に手が触れた瞬間、身体からだが硬直する。

「――っ!?」

　まるで魂を削そぎ落としたかのような重い魔力。

　そして、妙な懐かしさを感じて、彼女の背中が歪み、一瞬だけ別人のように見えた。かつて、背中合わせに戦った風の騎士を思い出す――

　立ち眩くらみにも似た現象に襲われ、僕はワイスさんを見送る。

　結局、真っ向から隠しごとをさせて欲しいと願われ、それを僕は追及することができなかった。甲板で立ち尽くす僕は、最後の問答と現象の整理がつかず、一番近くにいたラスティアラに声をかける。

「……ラスティアラは、どう思う？」

「変な子だね。ハインさんの記憶があるせいで、少し説教くさいところがあるかなー？」

　尋ねられたラスティアラはワイスさんの印象を軽く答えた。

　しかし、僕が知りたいのはそういうことではない。

「いや、あれは……本当にワイスさんでいいのか？　正直、僕からすると……」

　隠されているのは彼女の根幹にあるものだと思った。それが何かを知りたい。

「……もしかして、カナミは彼女がハインさんに見えた？　流石にあれは違うでしょ。誰が見ても『再誕』は失敗してるし。そりゃ、記憶に釣られているせいか言葉遣いが似てるみたいだけど、見た目も雰囲気が全然違う。そもそも、よく考えたら聖人ティアラ様の『再誕』の魔法を、簡単に真ま似ねできるはずないしね」

　違うとラスティアラは言い切ったが、僕は食い下がる。

「いや、でも……」

　ラスティアラが言うほど、似ていないとは思えなかった。

　確かに別人かもしれないが、ハインさんの名残がある。

　なにより、さっきから彼女に対しての敬語が抜けない。話通りならば、年は一番の若輩者なのに、どうしても「さん」付けで呼んでしまう。

「あの子はハインさんの記憶があるせいで苦労してる『魔石人間ジユエルクルス』の女の子。別人だよ、間違いなく」

「でも、ワイスさんはハインさんの記憶をほぼ持ってるって言ってた。それだけの記憶があれば、それはその人がそこにいるって証明にならないか……？」

「え？　いやあ、記憶だけじゃあ証明とは言えないでしょ？」

　僕なりの理論を提示したつもりだったが、それはラスティアラにとって論外だったようだ。ラスティアラは『魔石人間ジユエルクルス』の『最高傑作』であり、魔法の専門家でもある。その彼女の見識からすると、僕が気にしていることは些さ細さいな問題のようだ。

「そういうものか……？」

　僕の世界の価値観では、『記憶』はとても大切なものだ。人によっては、記憶こそが生きている証あかしだと思う人もいるはずだ。よくあるＳＦ小説では、記憶や人格を丸々移し替えることができれば不老不死になれるなんて考え方もある。

　しかし、この世界ではそんな発想がないようだ。

「普通はそうですよ、カナミさん。人が人として成り立つのに大切なものは『血』と『魂』です」

　傍そばで聞いていたマリアも、ラスティアラと同じ考えのようだ。

　前時代的なことに『魂』という言葉を引き合いに出す。

　いや、きっとこちらの世界ではこれこそが近代的なのだろう。魔法なんてものがあるのだから、『魂』なんてものも当然のようにあって、こちらの自我の証明には『魂』が不可欠なのかもしれない。

「そそ。だから、うちの聖人ティアラさんは『血』と『魂』の移動に、あんなに細心の注意を払っていたわけ。……けど、あのワイスって子は『血』も『魂』も別物すぎるよ」

　異世界独特の感性と論理についていくことができず、反論ができない。

　最後のあがきに、ディアの意見を聞くことにする。彼女もラスティアラに負けない魔法の専門家だ。

「……ディアも同じ考えなのか？」

　遠くに立っていたディアは声をかけられ、ハッと顔を上げる。

「――えっ？　えっと……よく聞いてなかった。ごめん、ちょっと眠くて……」

　目をこすりながら、ディアは苦笑いを見せた。

「眠い？……確かに、ちょっと顔色が悪いな。もう休んだほうがよさそうだ」

　よく見ると顔が青い。慣れない海水浴で疲れたのかもしれない。

『表示』のＨＰに変わりはないが、体力を大幅に消耗しているようだ。

「ああ、ちょっと眠る。……ごめん、カナミ」

「別に謝ることはないよ。泳ぎの練習は、僕が無理やりやらせたようなものだから」

「そうだな……。『俺』が謝ることはないよな……」

　ディアは小さく笑って、船内に入っていく。

　その背中が小さく見えた。ただでさえ小柄なディアが、さらに小さく見える。水着姿なので、背中の白い羽を目にすることができる。可愛かわいらしい白い羽だ。注意深く観察しなければ、それが羽だと気づけないほど小さい。

　僕が身の上話をしたとき、ディアからも『使徒』の話は軽く聞いている。その羽を持って生まれたせいで、レヴァン教の『使徒』の再来として扱われていたらしい。

　本人は魔力が少し高いだけで他の人間と変わらず、羽はあっても飛べるわけではないと言っていた。僕はディアの希望通りに、彼女を同じ人間として扱うと決めている。あの背中の羽は、ちょっと変わったアクセサリーだ。

　ただ、ディアが船内へと消える間際、その飾りだと思っていた羽が少し震えていたように見えた。

　ディアが休憩に入ったのを機に、他のみんなもそれぞれ自由に行動し始める。

　本当はワイスさんについてもっと話したかったが、ラスティアラやマリアの中では答えは出切っているようだ。二人は何の心残りもなく海の中に入って、他の仲間たちと共に泳ぎの練習を再開していた。

　僕は甲板に残され、ワイスさんのことについて一人で考えようとする。

「……いや、もういいか」

　が、それは自分の悪い癖だと思い、首を振って思考を振り払う。

　最近、ステータスの上昇と『並列思考』のせいか、無意識の内に余計なことを考えているような気がする。思考と感覚が研ぎ澄まされすぎるのも困りものだ。

　これは考えても答えは出ないだろう。

　それに彼女がワイスさんだとしてもハインさんだとしても、僕たちの敵ではないのは間違いない。どちらにせよ、協力してくれる味方なのだから邪推し続けても仕方がない。

　そう決めて、僕は海で泳ぐみんなのところに合流し、現実的な迷宮攻略のために泳ぎを教えていく。もちろん、易やす々やすと身につくものではないので、その練習は日が沈むまで行われた。

　――こうして、一日が終わっていく。

　今日は苦難の多い一日だったと思う。

　ちょっとした油断からラスティアラとの距離が縮まり、そして一気に遠ざかった。スキル『？？？』を使用してしまったのは痛恨のミスだ。

　さらに畳みかけるかのようにワイスさんの登場だ。彼女の存在は僕の心を搔き乱す。

　泳ぎの練習を終えて、僕は一人で自室に戻り、疲れた身体をベッドに投げる。

　溜たまっていた疲れが、どっと押し寄せてくる。同時に逃れられない眠気が、脳内を埋め尽くしていく。思っていた以上に、船旅が僕に疲労を与えていたのだろう。すぐに僕は急速に集中して、その疲労を解消しようとする。

　少しずつ視界が黒に染まっていく。

　意識が遠ざかっていく。それに抗あらがうことなく、僕は眠りを受け入れる。

　眠りの中に落ちて、落ちて、落ちていって。

　――深い底の底まで落ち切る。

　眠り、そこで僕は夢を見る。

　とても懐かしい夢を。

　大切な家族の夢を――
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　それは黒い泥の中に浮いている感覚。

　どこまで見渡しても澱よどんだ真っ黒な世界。

　何もない世界に僕は漂っていた。

　すると、どこからともなく、くぐもった声が響いてくる。

　――足りてしまった。

　それは後悔の声だった。

　声は血を吐くかのように震え、掠かすれていた。

　――二人の定めた境界線を超えてしまった――人間の限界域に踏み込んでしまった――ああ、このままでは、また始まってしまう――またあの悲劇を繰り返してしまう――駄目だ――あんなひどい結末――絶対に駄目だ――いや、違う――二度とさせはしない――それだけは許さない――絶対に――絶対に絶対に絶対に――絶対に――

　――…………。

　…………。

　その声はすぐに闇の中に吸い込まれて消えた。

　いまの言葉がどういう意味のものなのか、誰の声なのか、僕には理解できなかった。

　言葉を反はん芻すうして、意味を考えようとして――その無意味さを悟る。

　いま僕は闇の中にいる。場所もわからない闇。

　ここが夢の中だということを僕はわかっていた。

　夢の中の言葉なら寝言も同然だ。意味のない適当な言葉の組み合わせである可能性が高い。夢だと気づいた僕は、全身の力を抜いて、泥まみれの世界に身を任せる。

　本気になっても意味はない。身体を休めることのほうが重要だと冷静に判断する。

　しかし、夢が僕を静かに休ませてはくれない。

　声が消えた次は、闇の中にとある光景が映りこむ。

『リヴィングレジェンド号』のラスティアラの部屋だ。

　そのベッドに白い少女ワイス・ハイリプローペが眠っている。隣にはラスティアラと僕がいて、話をしている。真剣な顔でワイスさんの看護をし、症状を確認している。

　その光景には見覚えがあった。おそらく、これは今日僕が体験したことだろう。

　ふと元の世界の知識を思い出す。確か、夢というのは記憶の整理を行っているというのを誰かから聞いた気がする。ならば、これは僕の記憶の整理なのかもしれない。

　それを確信したとき、時代と場所を超えて、様々な記憶が羅列されていく。

　今日、ワイスさんと出会ったときの記憶。連合国で『舞闘大会』に出ていたときの記憶。大聖堂でラスティアラを奪還したときの記憶。ハインさんと一緒に戦った記憶。初めて異世界に迷い込んだときの記憶。そして、元の世界での記憶。

　心穏やかに移り行く光景を眺める。これを見ることで、少しでも頭が軽くなるのなら嬉うれしいことだ。むしろ、もっと整理してくれと願った。

　しかし、すぐに僕は後悔する。その整理の果てに思いがけないものを見てしまう。

　夢だというのに、ずきりと心臓が痛んだ。

　それはワイスさんとよく似た境遇の少女の姿。同じく病的なまでに白い手足。儚はかなげな顔つきと不健康な身体からだつき。けれど、ワイスさんと違い、その長い髪は闇よりも深い黒。

　――僕の妹の相あい川かわ陽ひ滝たきだ。

　とある病室で僕と陽滝が話をしている光景が見える。

　それは元の世界での記憶。現代日本で暮らした思い出。相川渦か波なみの人生だ。

　その記憶は妹が病気に苦しんでいるところから始まる。

　僕のせいで、妹は弱っていた。

　妹がその病気にかかった責任は、僕にある。

　それは科学的に証明できない関連性だったが、僕は自分のせいだと信じていた。いや、信じざるを得ないほど、僕は妹にひどいことをした。

　だから、贖しよく罪ざいするために生きると僕は誓った。

　その後、両親と離れるはめになり、僕と妹は二人で生活を再開する。

　家事は全て僕がやっていた。慣れないバイトも始めた。考えられる全てを試し、妹が幸せに生きていける環境を作ろうと頑張った。しかし、どれだけ僕が必死になっても、所詮は子供一人の頑張りだ。当然のように、すぐ綻びが生まれた。

　次第に妹の体調は悪くなっていく。

　その理由が、僕にはわからなかった。

　紹介と仲介で病院を転々としている内に、僕も弱っていった。

　本当に忙しく苦しい日々だった。だというのに、どこか満足感を得ている自分が嫌だった。妹のために苦しんでいるという事実が、どこか自分の心を楽にしてくれていたような気がする。

　だから、僕は僕のためにも、諦めることは決してなかった。

　助けを求めた大人たちに首を振り続けられても、妹を助ける方法を探し続けた。

『相川陽滝』を助けられると首を縦に振ってくれる誰かを探して――

　探して、探して、探して――

　探して、探して、探して、探して、探し続けて――

　その果てに、辿たどりついたのは――

　――とある光景が視界に広がる。

　そこは城の大広間。

　遠すぎる天井に蠟ろう燭そくのシャンデリアが無数に吊つるされ、側面には吹き抜けの巨大な窓が無数に並ぶ。西洋の歴史的建造物に似ているが、歴史的と呼ぶには綺き麗れい過ぎる大広間だった。至るところに描かれている意匠の凝った紋様に傷は一つもなく、どの家具も新品にしか見えない。もう現代日本ではない別世界であると、すぐに直感できる。

　大広間にいたのは三人の男女。

　その男女を、僕は空から見下ろすかのように視認できていた。

　三人の中の一人が頷うなずく。

　濃い金色の髪をなびかせた、中性的な顔立ちの大人が首を縦に振る。

「私なら陽滝を助けられるわ。いや、その方法を私は知っているというのが正しいのかしら？」

　白い布切れを身に纏まとった女性が、向かいの奇妙な仮面をつけた男に答えていた。

　……だ、誰だ？

　いや、それ以前にここはどこなのだろう？

　医者を探しにきて、なんでこんな古びた城のような場所に辿りつくんだ？

　夢にしても、おかしすぎる……。

　とうとう夢の中で、僕は記憶の捏ねつ造ぞうを始めたのだろうか。それならば、この奇怪な状況にも納得がいく。

　まるで中世欧州のお城の広間。すすけた外がい套とうを纏った仮面の男が、幻想的な美しさの女性に妹の治療を頼んでいる。まさしく、夢としか言えない光景だ。

　けれど、目が離せない。

　このちぐはぐな記憶を否定しきれない。

　この光景の全て。城、女性、仮面。そのどれもが、どこかで見たことがあるような気がする。夢の中、女性は話を続ける。

「しかし、その方法は余りに難しいわ。まず、この世界の毒を完全に理解することが最低限必要よ」

　試すかのように女性は語り、男は答える。

「毒――？　ああ、この世界の『魔力』なら僕たちが誰よりも上う手まく操れる！　なあ、ティアラ！」

　男の声が力強く答えた。そして、引き連れていた三人目の登場人物である少女をティアラと呼んだ。

　レヴァン教の『聖人』の名で呼ばれた少女は、両手を腰に置いて胸を張る。

「その通り！　この国を救ったのは誰だと思ってるの！　私と師匠以上に上手く『魔力』を操れるやつなんていないんだから！」

　ティアラと呼ばれた少女は、ラスティアラとよく似ていた。

　そして、気づく。似ているのは少女だけじゃない。

　美しい大人の女性は、まるで成長したディアだ。そして、仮面の男の口調と身振りは、まるで僕そのものだった。

「ああ。そういえば、あなたたちはこれを『魔力』と名づけたのだっけ。うふふ、『魔力』……そして、『魔力変換』ね。いいセンスだわ。私も次からそう言いましょうか」

「あんたの言う計画を成功させる自信が僕にはある。だから、僕の妹を救ってくれ！」

　ディアに似た女性に答える仮面の男。その顔は見えない。しかし、妹のために必死なその姿は、僕であることを確信させる。

「いい返事。けれど、そんなに軽く答えちゃってもいいのかしら……。これは契約。しかも、ただの契約じゃないわ。使徒との契約なのよ？」

「契約でも何でもしてやる……。陽滝のためなら、僕はもう迷わない！　二度と間違えない！」

　女性は自分を『使徒』と言った。そして、男は陽滝の名前を出した。

　つまり、ここにいるのはレヴァン教の『聖人』『使徒』。そして、『相川渦波』ということになるのだろうか。

　その無節操な登場人物に、僕は現実感の消失を感じた。

　確実に、これは記憶の整理なんてものではない。

　おそらく、聞いた話がごちゃまぜになって再生されているのだ。そして、身近な仲間が偉人として配役されて夢に出てきている。そう考えるのが最も自然だろう。夢ならば、よくある話だ。意気揚々と夢の中の登場人物たちは話を続ける。

「よろしい！　ならば、ここに『使徒シス』と『始祖カナミ』の契約を認めるわ！　今日から私たちは盟友よ！　ただの言葉だけではなく、『魂』と『魂』が運命の糸によって結びついた。どれだけ離れようとも、何度生まれ直そうとも、私たちは『呪い』によって巡り合うことでしょう。そして、このときより君たちには栄光が約束される。『使徒』と契約するとは『聖人』となること。救国どころではなく、救世の英雄――いえ、英雄を超えし聖なる存在として名を残すことになる！　そして、『聖人』を得たことにより、私は他二人の使徒よりも一歩先へ進むことができる！　ああ、素晴らしい！　本当に今日は素晴らしき歴史的瞬間だわ!!」

　使徒は光を背負う。いや、それは正確でない。

　背中の光の羽を広げ、後光のように男を照らしていた。その光は異常だった。光の密度が高すぎて、まるで白い壁だ。その光が魔力を伴ったもの――魔法に近いものだということが一目でわかる。だが、その異常な光を前に、男は一歩も引き下がらない。

「そんなことはどうでもいい！　それよりも、絶対に陽滝を救うと誓え！」

「ええ、あなたの妹の病気は、神の使徒の全力をもって治療させてもらうわ。ええ、適切な治療をね……。絶対にあなたの妹を救うと誓うわ……」

　男と女の視線が絡み合い、徐々に距離が縮まっていく。

　しかし、その後ろ。ティアラだけは使徒に怯おびえて、男の服のすそを強く握っていた。その使徒の光に吞のみこまれないように――いや、男を誰にも渡さないようにと、強く強く引き止めていた。

　それに男は最後まで気づけない。

　少女の目が捉えた使徒シスの悪意に気づくことなく、その光に吞まれていく。

　男は使徒の光り輝く手を取った。

　手が握られ、契約は結ばれる。

　結ばれ、そのあと三人は。三人は――？

　そこでぶつりと。

　視界が黒に染まる。

　夢が終わり、元の何もない世界に戻ったのだ。

　暗い闇の中、僕は呆ぼう然ぜんと漂う。大きく口を開けて、漂うしかなかった。

　余りに奇怪で非現実的な夢に、呆あきれて何も言えない。

　こんな場面、こんな記憶、僕にはない。

　つまり、いまのは継ぎ接はぎで作られた都合のいい記憶ということだ。

　夢で間違いない。なぜなら、僕は覚えている。

　結局、僕は妹を助けてくれる医者を探して、探して、探して――探し続けた果てに、何も見つけられなかったのだ。

　だから、いまの記憶は偽物。夢でしかありえない。

　そうでないと困る。

　千年前の聖人ティアラが相川渦波の弟子？

　始祖として使徒と契約した？

　三人で陽滝の病気を治そうとしていた？

　ありえない。

　ただ、もし……。もしもの話だ。もし、それが本当ならば……。

　千年前の相川渦波と相川陽滝はどうなったんだ？

　いまここに一人で生きる僕は何者になる？

　千年前に兄妹がいたのならば、とうに寿命で死んでいるはずだ。

　僕の大切な妹、相川陽滝は千年も前に死んだとでも言うのか？

　この異世界でどれだけ頑張ったとしても、進む先に妹は待っていないのか？

　――違う。

　絶対に違う。いまのは夢だ。

　夢だ。夢だ夢だ夢だ夢だ夢だ。

　繰り返す。闇の中、同じ言葉を延々と繰り返し続ける。

　いまにも泣き出しそうな顔で呻うめきつつ、いま見えた記憶の全てを否定していく。

　夢に決まっている。夢、夢夢夢夢夢――

「――起きてください!!」

　繰り返す途中、頭を叩たたくような大声が届いた。

　その声を聞き、闇が切り裂かれるかのように晴れていく。光が差し込んでくる。

　冷静に僕は理解する。瞼まぶたが開いたのだ。

　これで意識が覚醒し、夢から抜け出せる。

　この悪夢から、やっと――
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「――起きてください！」

「……っ!!」

　かかっていた毛布を投げ飛ばし、目を開くと同時に身体からだを起こす。

　そして、すぐに全力で魔法《ディメンション》を発動させて、周囲の情報を収集する。

　起きたのはベッドの上。『リヴィングレジェンド号』の自室で、いま僕は目を覚ました。窓からの光を見るに朝。部屋の中には僕と少女が一人だけ。僕のベッドの隣にワイスさんが立っていた。おそらく、僕を起こしてくれたのは彼女だろう。

　大体の状況は理解できた。まずは悪夢から救ってくれたワイスさんにお礼を言う。

「……あ、ありがとう、ワイスさん。……起こしてくれて助かりました」

「迷惑かと思いましたが、起こしてよかったです。うなされていましたよ？」

　昨日と同じように柔らかく微笑ほほえみかけてくれる。

　起き抜けに彼女が傍そばにいてくれたことに感謝しながら、僕も微笑を作る。

「……よくあるやつです。起きたら、もうほとんど覚えてないんですけど……理由もなく怖くなって、妙に不安になるような――」

「その気持ち、私にもよくわかります」

　全てを言い切る前にワイスさんは僕の手を握ってくれていた。

　心細さで震える僕を真っ直すぐ見つめて、迷いなく「わかる」と言ってくれた。

　それは根拠のない言葉のはずなのに、妙な安心感があった。

「私の経験上ですが、自分が自分でなくなりそうで不安なときは誰かを頼るといいですよ？　私の場合、悪夢を見る度に友達のシアが助けてくれました」

　そのワイスさんの言葉は、スポンジが水を吸うように僕の中に沁しみ込んでいく。

　どんな悪夢を僕が見たのか、彼女にはわかっているような気がする。

「少年、君は一人じゃない。何があろうと、もう君は一人じゃない。さあ、船の甲板に行ってください。一人じゃないことがよくわかりますから」

　握った手に力をこめて、ワイスさんは強引に僕をベッドから出す。

　そして、立ち上がった僕を見て、一言「よしっ」と頷うなずいて、僕の寝癖のついた髪を撫なでる。寝起きで呆然とする僕はされるがままだった。

「それでは、また私は眠りますね。アイド先生の治療を受けるまで安静にするつもりですから、用があれば部屋までお願いします」

　僕の身なりを整えたワイスさんは、すぐに部屋から出て行く。

　止める暇もなかった。いつの間にか傍にいて、いつの間にか僕の不安を取り除き、いつの間にか去っていった。

　不思議な人だと思い……同時に、その面倒見の良すぎるところがハインさんに似ているとも思った。そこを追及する気はないが、もう一度お礼を言うために追いかけようかと思った。だが、いまから眠ると言っていた人の部屋にまで行くのは少し憚はばかられた。

　いつか、また別の形で感謝を伝えよう。

　そう決めた僕は陰鬱とした気持ちを振り払い、切り替えていく。

　上着を着て、強く頰ほおを叩いて自室を出る。今日も迷宮探索だ。昨日は失態を見せてしまった以上、今回で挽ばん回かいしないといけない。

　船の廊下を歩き、階段を上がり、甲板に辿たどりつく。

　朝日が目に軽く沁みる。細めた両目を見開くと、すぐ近くにマリアとディアがいた。

「おはようございます、カナミさん」

「おはよう、カナミ！」

　仲間の挨拶に僕も「おはよう」と返して、甲板全体を眺める。

　朝早くからみんなが揃そろっていた。ラスティアラがスノウをからかっていて、セラさんがリーパーと楽しそうにお喋しやべりしている。

　ワイスさんの言っていた通り、確かに僕は一人じゃないと言える光景がここにあった。

　胸の中の不安が消えていくのを感じながら、僕は仲間たちを呼ぶ。

「みんな、集まって。迷宮探索の準備をしようか」

　今日の予定を組み立てるために、全員が甲板中央のテーブルに集まっていく。

　三度目の迷宮探索の時間だ。課題は三十五層の水中エリア。全員から泳ぎの自信のほどを聞いてから、誰が行けるのかを確認しよう。

　まだ時間はある。油断なく焦らず、ゆっくりと決めていけばいい。

　不安と後悔を抱え続けるのではなく、みんなで協力して前向きに進もう。

　前にさえ進み続ければ、いつか僕の願いも叶かなう。いつかは妹の陽ひ滝たきにだって会える。

　そう。

　前にさえ進んでいれば、いつかは――







４．休日の終わり




　大して時間もかからず、今日の探索の予定は決まった。

　その後、全員の経験値を消化してレベルアップを行う。僕が手に入れたレベルボーナスは全て魔力に注つぎ込んで、継戦能力を強化した。





【ステータス】

　名前：相あい川かわ渦か波なみ　HP369/370　MP520/920-400　クラス：探索者

　レベル20

　筋力11.55　体力13.12　技量17.11　速さ20.86

　賢さ17.12　魔力46.44　素質7.00






　ようやく、二十レベル台に入った。

　異世界に召喚された頃のステータスと比べると雲泥の差だ。人類最弱のレベルだったのに、いまや人間の限界域と言われる二十レベルの大台だ。

　もちろん、これで満足するつもりはない。

　僕は二十レベルの先――人間の限界の先を目指さないといけない立場だ。迷宮が百層もある以上、ここからが本番といったところだろう。

「よし、順調だ……」

　手に入れた力を確かめるように、手を握り締める。

　おそらく、この甲板にいる仲間たち全員が、いずれ三十レベルを超えるだろう。

　僕たちは強くなっている。成長していると確信している。前に進んでいる。

　そう自分に言い聞かせていると、リーパーが海を見ながら報告してくる。

「航海も順調だよっ！　ただ本土へ近づいたせいか、すれ違う船も増えてきたねー！」

　甲板のテーブルに地図を広げ、本土までの距離を確認しているようだ。

　確かに、海の質が変わってきているのは僕も思っていたことだ。気候が安定してきて、商船と思わしき船を見かけるようになってきた。

「そうだな、リーパー。ただ、こっちに接触しようとする船が出てきているから、居残り組は注意してくれ」

　マリアに注意を促して、今日の迷宮探索のメンバーを集める。

　今回は三十五層の水中エリア突破を主眼に置いている。なので、水と相性の悪いマリアは留守番だ。船を任されたマリアは全身に力を漲みなぎらせて答える。

「大丈夫です、カナミさん。この船は私が絶対に守ります。どんな敵が相手だろうと、今度こそ失いはしません――！」

「い、いや……そうじゃなくて。この船の心配だけじゃなくて、接触してきた相手を穏便に帰すことも考えてね」

　マリアがいて海戦で遅れを取る心配は全くしていない。この『リヴィングレジェンド号』が失われるという状況は、うちの誰かが暴走したときだけだろう。率直に言うと、『リヴィングレジェンド号』の敵はマリアたちのほうだ。

　僕が心配しているのは、接触してきた船のほうだ。もし、相手が友好的な商船だったとしても、マリアの機嫌によってはどうなるかわからない。

「しかし、カナミさん。戦地も近いので、このあたりは賊の船も出ると思います。そのときは全力で相手しますよ？　問答無用で焼き落とします」

「いや、海賊が相手でも手加減してあげてくれ。死人はできるだけ出さないように……」

「それは甘いです。悪人相手に遠慮してどうするんですか」

　マリアに手を汚して欲しくないという気持ちが強いのだが、異世界生まれのタフな彼女は殺人に対しての抵抗感が薄い。

　ここで食い下がっては、また甘いと連呼されるのは間違いないだろう。

　仕方なく反論を止やめて《コネクション》に向かい合う。

「……わかったよ。それじゃあ、今日は僕とスノウとリーパーとディア。この四人で行けるとこまで行ってくる」

「はい。いってらっしゃいです」

　マリアは笑顔で僕を見送ってくれた。

　そして、僕たちは縛り上げたスノウをひきずって《コネクション》をくぐる。

　スノウは最後まで「行きたくないっ」と反抗していたが、誰も彼女を助けることはなかった。

　水中戦闘では彼女が一番強いのだから仕方ない。

　泳ぎを全員に教えたあと、よくよく観察していると明らかにスノウだけ抜きん出て上う手まいことが発覚したのだ。詳しく彼女から話を聞いてみると「水竜の血が混ざっているせいかも」という答えまで返ってきたのだ。

　そんな経緯もあって、満場一致で水中エリアの担当はスノウと決まったのである。

　最後まで泳ぎの上手さを隠そうとしていたスノウに、情状酌量の余地はなかった。

《コネクション》をくぐり、三十層に出る。

　今回の探索も無駄な戦闘は避ける方針だ。

　通常のモンスター相手なら楽勝なのだから、無理にレベルを上げる必要性はない。もしレベルを上げるとすれば、最も経験値の高いと思われる三十九層あたりで戦いやすい敵を相手にするのが一番効率的だろう。

　リーパーの闇の魔法を使ってモンスターとの遭遇を減らし、水に沈んだ階段の前まで僕たちは辿りつく。

　そこで予定通り、上の衣服を脱ぎ捨てて、最低限の武具と水着だけとなる。

　水が濁ってきたり、小型の水すい棲せい生物が湧くまでは、このスタイルで挑戦するつもりだ。

　三十五層突入前、最後の確認を取る。

「――よし、準備万端。基本的には僕が先頭で、リーパーが殿しんがり。ディアは常にスノウと手を繫つないでいること。スノウ、おまえがディアを守りきれるかが鍵だ。サボるなよ？」

　スノウは暗い顔でディアの義手を握る。

「サボろうにも、このポジション、サボりようがない……」

　手を抜けば、ディアの生死に直結する。

　それがわかっているので、スノウは心底嫌がっていた。しかし、任された以上は役目を果たそうとしてるのは確かだ。それがわかっているので僕はこういう配置にした。何が何でもスノウには働いてもらうつもりだ。

　一方でディアは、守られている立場のためか、ひどく申し訳なさそうだった。

「悪い、スノウ……。もっと俺が泳ぐのが上手かったら……」

「い、いいい、いや、構わないよ！　ディアのためなら、私がんばるから！」

「ありがとうな、スノウ」

　スノウはディアに媚こびを売り始める。

　どうやら、ディアに恩を売る方向へ考えをシフトさせたようだ。

　やはり、連れて来さえすればスノウはちゃんと働く。怠け癖のせいで連れて来るのに一苦労だが、責任感だけは人一倍ある。そうでなければ、ああも貴族のしがらみに囚とらわれはしなかったのだから。

「よし、行こうか」

　四人で最後の確認を行ったあと、大きく息を吸い込んで水中に飛び込む。

　下へ下へと潜っていき、三十五層に進入する。

　まず《ディメンション》をゆっくりと水に浸透させて、周囲の状況を把握する。もちろん、水中での魔力の通りは悪い。索敵できる範囲は十分の一以下だ。

《ディメンション》で周囲の安全を確認して、次に目を開く。次元魔法の効力が薄い以上、視覚に頼る場面は多くなるだろう。

　三十五層は水中という悪条件だったが、それ以上に特別なところはなかった。

　いつもの石の回廊に水が溜たまっているだけにしか見えない。特別広くも狭くもなく、三次元的に道が入り組んでいるというわけでもなかった。なので、泳ぐだけでなく、無重力空間を進むかのように地面を蹴って道を進むこともできる。

　絶えず《ディメンション》で道を把握しながら、奥へ進む。

　水中の探索では、仲間の状態把握が何よりも大切だ。一人でも息がもたなくなれば、陣形が崩れてしまう。《ディメンション》で全員が乱れなくついてきているのを常に把握しなければならない。

　そして定期的に、『持ち物』から空気を詰めた皮袋を取り出して息継ぎを行う。戦闘になれば、そんな時間はなくなるのだから、余裕を持って小まめに行う。

　息継ぎを繰り返し、探索が進んでいくうちに、スノウの肺活量の異常さが目立ってくる。僕たちが三度は息継ぎが必要なところを、スノウは一度で十分なのだ。表情を見る限り、決して無理をしているわけでもない。僕が小まめな息継ぎを薦めているから、とりあえずしているといった感じだ。

　現在、僕たちの呼吸なしでの活動限界時間は十分前後だ。無呼吸で泳ぎながら十分なのだから、これでも人間離れしていると言っても過言ではない。

　しかし、スノウは別次元だ。

　下手をすれば数時間でも泳いでいそうなほど余裕がある。

　溶岩地帯でも痛感していたことだが、やはり竜人ドラゴニユートという種族は、人間と根本的に作りが違うようだ。

　僕たち人間は水中に適応できないが、スノウならば火山だろうが氷山だろうが――極論、空中でも水中でも生きていける気がする。

　やはりスノウは水中戦での要ということが確定する。そして、明日からの迷宮探索は皆勤してもらわなければいけないことも確定してしまった。

　今日頑張れば明日は怠けられると信じている哀れなスノウを中心に、どんどん迷宮を進んでいく。その途中、とうとうモンスターを避けられなくなる。

　すぐさま、迂う回かいできる道はないかと周囲を見回す。しかし、道を変えても別のモンスターと戦闘が発生しそうだった。仕方なく、僕たちは臨戦態勢に入る。

　声に出して説明はできない。

　身振り手振りを使って、敵の数を後方に通達する。

　同時に、回廊の奥から異形の魚たちが接近してくる。

　昨日戦ったガルフラッドジェリーの眷けん属ぞくと違い、まるでエイのように平べったい魚だ。ただ、横ビレが刃物のように鋭くなっている。もし直撃すれば、すれ違い様に胴体を真っ二つにされるのは想像に容易たやすい。

《ディメンション》でなく視覚で敵を確認したと同時に、戦闘は始まる。

　敵影は四匹。数にすれば同等だが、水中という不利がある。

　絶対に後ろへ通さないと心に決め、剣を構えたところで――

『――魔法《インパルス》』

　水中だというのに、轟ごう音おんが鼓膜を叩たたいた。

　続いて振動が全身を打つ。すぐに《ディメンション》を広げ、振動の原因が後方のスノウの魔法であることを確認する。

　出会ったとき、スノウは振動魔法が得意だと言った。しかし、規格外の魔法使いであるディアとマリアがいるため、彼女を魔法使いの専門家としては見ていなかった。

　その評価を改める光景が網膜に映る。

　迷宮が震えていた。ぼやけた写真のように、視界が歪ゆがむ。

　そして、威勢よく泳いでいた魚たちの動きが乱れる。

　大地震の中を歩く人のように、バランス感覚と速度を失っている。

　しかし、なぜかその近くにいる僕は何の影響もない。少々視界が悪くなったものの、それだけだ。スノウの振動魔法の精度の高さに、僕は感嘆する。

　すぐに僕は、動きの鈍くなった敵を四匹とも剣で斬る。

　自由の利かない相手を切断するのは容易かった。

　二枚におろされ、モンスターは光となって消えていく。

　予定よりも楽な戦闘に驚きつつ、落ちた魔石を拾い集める。

　後方のスノウを褒めようとしたところで、《ディメンション》が新たな敵を察知する。ここのモンスターも助けを呼ぶタイプの敵だったのかもしれない。四方からこちらに向かってきている。

　僕は背後のスノウに新たな敵の接近を知らせようとして、

『――ん、わかってる。向こうから三匹だね』

　スノウは先んじてそれに答えた。水中だというのに、スノウは普通に言葉を発したのだ。もちろん、喋しやべっているのは口でない。振動魔法で直接鼓膜に音を響かせるという方法を使っている。

　僕は口を開いて呆ほうける。

『ん、ん……？　あっ、えっと、なんでわかるかっていうと……、水中だと振動の返りでどこに誰がいるのかわかるみたい。あと、魔法もすっごい通りやすいかな？』

　いや、僕が聞きたいのはそういうことじゃない。

　水中で喋れるのなら、それを先に言っておけということだ。

　急に一人だけ喋り始めたので、こっちはびっくりだ。

『さっきと同じやつみたいだから、また振動魔法で邪魔するね』

　だが僕の不満はスノウへと伝わってくれない。伝わっているのは『繫がり』のあるリーパーだけだ。スノウの後ろで苦笑いをしている。

　仕方なく、僕はスノウの援護を中心に敵の援軍を迎撃する。

　スノウが自分で言っていた通り、水中での振動魔法の援護は絶大だった。

　迫りくる多種多様の魚型のモンスターが、次々と二枚におろされていく。

　戦いになっていなかった。ほぼ一瞬で倒すことができるので、全く進行の邪魔にもなっていない。あっさりと敵の包囲を抜けることに成功する。

　ときおり、後ろからも敵が現れるものの、それはリーパーとディアの魔法で対処できる。リーパーの闇で敵を惑わせ、ディアの神聖魔法の結界で敵を遠ざける。こと敵との遭遇回避において、二人の右に出るものはいなかった。

　とんとん拍子で、三十五層を進んでいく。

　その途中、後ろから奇妙な笑い声が聞こえてくる。

『えへ、えへへ……。知らなかった。もしかして私って、水中が得意……!?』

　スノウだ。

　まるで人魚のように軽やかな動きで泳ぎ、にたにたと笑っている。彼女の竜の尾が、魚のヒレと似た役割を果たしている。そのため、泳ぎのレベルが僕たちと段違いだ。

　確かに、水中戦においてスノウは誰よりも優秀だ。単純な泳ぎの上手さだけでなく、振動魔法による応用力も強みだ。振り向いた僕は、スノウの言葉に頷うなずいてみせる。

『……えへへ。やっぱり？』

　得意げに、スノウは胸を張る。

　物臭な彼女が調子に乗ってくれるのは嬉うれしい。僕は「うんうん」と何度も頷き、照れるスノウを煽おだて続ける。

　そして最後に、ジェスチャーで「じゃあおまえが先頭」と伝える。

　すると途端にスノウは弱気となる。

『……い、いやぁ、やっぱり水中は駄目かな？　すごい動きにくいし、息も苦しくなってきた気がする。うん、全然戦えない、不得意不得意！』

　煽てて働かせる作戦は失敗した。

　それだけ言い訳できる余裕があるのならば大丈夫だと言いたいが、頑かたくなになったスノウをジェスチャーだけで説得する自信はない。なにより労力がもったいないので諦める。

　大人しくなったスノウを引き連れて、さらに奥へ進む。

　このメンバーは意思疎通する能力が高く、水中での探索はスムーズだった。

　そして、三十五層の中心あたりで、水中回廊に妙な横穴を見つける。《ディメンション》で確認する限り、その先の空間には水が溜まっていなかった。

　ボスが生息する特殊なエリアかと思ったが、どれだけ《ディメンション》で調べても危険を見つけられなかったので、その横穴の中に入ってみる。

　その空間は袋小路だった。だというのに、見えない壁が遮っているかのように水を弾はじいている。その中に僕たちは難なく入ることができる。

「どうなってるんだこれ……」

　子供の頃の懐かしい記憶を思い出す。湯船に逆さまの桶おけを沈めても、空気が漏れない現象だ。いま、この空間はそれと同じ状況となっている。

　しかし、こうも都合よく息のできる空間があることに違和感を覚える。こんな特殊な空間で水圧と気圧のバランスが合うなんて、まるで『誰か』の手が入っているとしか思えない。『誰か』が三十五層に挑戦する探索者のためにわざわざ空間を――いや、その予測通り、『誰か』の手が入っているのだろう。

『並列思考』が僕の推測を肯定する。

　異世界の迷宮だからという理由で無理やり納得することもできる。けれど、過去にローウェンと話した言葉が、『誰か』の存在を確信させる。あのとき、ローウェンは「人間に優しい『誰か』が迷宮を作った」と言っていた。

　結局、ルールだからとその『誰か』を教えてくれることはなかったが、あの口ぶりからすると迷宮を作った人間がいることは確かだろう。

　その『誰か』が、この三十五層をクリアしやすいように『休憩地点』を作った。そう思うと、この空間の理由が説明できる。少しずつ情報のピースが揃そろっていくのを感じる。

「――なあ、カナミ。ここで休憩するなら、焚たき火でもするか？」

　思考に没頭していると、横からディアが話しかけてくる。

　迷宮探索の途中だというのに、気をそらしてしまっていた。もしこれが敵の奇襲ならば、遅れをとっていたところだ。

　昨日油断して後悔したばかりだというのに、僕は何をしているのか。

　早急に僕は意識を迷宮攻略に集中させ直す。

「……いや、こんなところで火を起こすと危ないよ。息を整えて、袋に空気を詰め直して、すぐに出発しよう。ここだと、モンスターに襲われたとき逃げ場がないからね」

「わかった。それじゃあ、早めに休憩は切り上げようか」

　ディアは頷き返し、『持ち物』から取り出した皮袋に空気を詰める手伝いをしてくれる。そして、すぐに僕たちは休憩を終えて、また水中に飛び込む。

　陣形は少しだけ変えてある。リーパーと僕の位置を逆にして、索敵の負担を分散させた。一人だけＭＰが極端に少なくなるという状況を避けるためだ。

　正直なところ、敵を避けるだけならリーパーが先頭の方が優秀なのだ。

　リーパーの優秀な闇魔法を上う手まく利用することで、僕たちは寄り道することなく次の階層へ真っ直すぐ向かう。

　もちろん、全ての敵を避けることはできず、たまには戦闘が起きる。しかし、予想以上に水中戦で強いスノウのおかげで、梃てこ摺ずるということはなかった。魚のモンスターに対し、振動魔法は弱点と言ってもよかった。彼女の戦い方を見てると、元の世界では禁止されている岩を打って魚を捕る漁法を思い出す。もしかしたら、昨日のガルフラッドジェリー戦もスノウがいれば楽勝だったかもしれない。

　しかし、どれだけ優勢だろうと、もうボス戦だけは絶対にするつもりはない。昨日は痛い目に遭い過ぎた。よっぽどのことがない限り、僕が初めての層でボス戦を行うことはないだろう。

　こうして、最後まで油断なく三十五層を探索した結果、僕たちは三十六層への階段を見つける。

　三十五層から三十六層への階段は、もはや渦と比喩すべき状態だった。

　重力に逆らえず、三十五層の水が下の階層に吞のみ込まれている。

　僕たちは渦に飛び込み、階段を降りていく。その先、三十六層で待ち受けていたのは回廊一杯の水ではなかった。水位は半分以下まで下がり、湖面に似た空間となっている。

　滝のような階段から抜け出て、周囲を見回す。連続で水中でなかったのは助かった。辺りを見回すと、様相も変わってきている。横壁から湧き水が流れていたり、水草がちらほらと生えているのが見える。

「水中よりはマシだけど、これはこれで動きにくいな」

　腰ほどまである水を搔かき分けながら、僕たちは回廊を進み始める。

　特にディアとリーパーは苦しそうだ。単純に身長が足りないため、ほぼ泳いでいる状態となっている。その中、一人だけスノウは平気そうだ。

「え、動きにくい……？」

　地上を歩くのと変わらない様子で、のしのしとスノウは歩いていた。

「なあ、スノウ。もし余裕があるならディアとリーパーのどちらかを担いでやってくれないか？」

　彼女の腕力ならば容易いことだろう。

「え、か、担ぐ……？」

　しかし、スノウは困り顔を見せる。やはり、彼女の性格上、そう易やす々やすと頷いてくれそうにない。僕がどう彼女を説得しようかと悩んでいると、先にリーパーが交渉に入る。

「お願い、お姉ちゃん。私は泳げるけど、ディアお姉ちゃんはもっと辛つらいから……」

「む、むむむ……！」

「お姉ちゃんが面倒くさがりなのはわかってるよ。だから、ちょっと耳貸して――」

　そう言って、リーパーはスノウに耳打ちをしようとする。慌てて僕は《ディメンション》に穴を作って、彼女たちの内緒話を聞けないようにする。気づく限りの範囲だが、他人のプライバシーは守る方針を取っているので、この耳打ちを聞くわけにはいかない。

　それと、この姿勢スタンスをスノウに見せつけたいというのもある。僕とリーパーが他人を思いやる姿勢スタンスをとり続けていれば、いつか彼女も自分を省みて盗聴行為を止やめてくれるかもしれない。そんな儚はかない希望を持っている。

　こそこそと二人は耳打ちしあう。

　そして、その結果、スノウは顔を明るくして、元気よく頷いた。

「――うん、わかった。任せて、リーパー！」

「ふう、よかった……」

「じゃあ、二人を両肩に乗せるね。バランス悪いから、二人で何とかバランスとって」

「うん、お願いー」

　スノウは米俵を担ぐかのように二人を両肩に乗せて歩き始める。

　傍はたから見ると凄すごい光景だった。

　スノウは高身長だが細身だ。その細い身体からだで女の子二人を乗せている光景は、元の世界では物理的にありえない。

　さらにその歩く速度も異常だ。

　進みにくい水の中を、散歩のように進む。人ではなく、スカスカの発泡スチロールを担いでいるのではないかと疑ってしまうほど、その足取りは軽い。

　竜人ドラゴニユートのスペックの高さをまざまざと見せ付けられる。

　何にしろ、これでうちのちびっ子二人の疲労が軽減できる。

　ディアがスノウにお礼を言っている横で、僕はリーパーに感謝の意を目で伝える。僕と以心伝心状態となっているリーパーはそれを誤解なく受け取り、少しだけ照れて、はにかんだ。

「これで安心だ。先へ進もう」

　僕を先頭にして三十六層を進む。この層の探索は少し疲労が増すだけで、いつもと余り変わらなかった。敵のレベルは上がっているが、僕たちのレベルも上がっている。

　そう困ることもなく、階段を見つけるが――

「ま、またか……」

　三十七層に続く階段は、またもや水に沈んでいた。

「どうする、お兄ちゃん……。まだみんな余裕はあるけど……」

　リーパーが判断を乞う。

　仲間たちを見たところ、スノウのおかげで全員もう一泳ぎできそうではある。

　僕は階段の前で全員のステータスを確認して、熟考する。

「……いや、今日はここで帰ろう。三十五層と三十六層の道を把握できただけで十分だ」

　この先の水中層が、上の層と同じ造りだと楽観はできない。

　今度は最短の道順を辿たどり、もっと疲労のない状態で三十七層に挑戦するのがベストだろう。空気の入った皮袋の数を増やす必要性があるということもわかった。そして、昨日の反省から、大きく余裕を持って行動したいという理由もある。

　総合的な判断で退却を選択する。

　ディアは少し不満そうだったが、担がれている立場上強く反対はできなかった。

　対して、思ったよりも早く帰れるとわかったスノウは大喜びだ。

「やったー！　早く帰れるー!!」

　軽くスノウを睨にらんで黙らせてから、僕は隣に《コネクション》を作る。

　こうして、僕たちは三度目の探索を終えて、魔法の扉をくぐって船に戻っていく。

　そして、船に帰ってきた僕たちを待ち受けていたのは――火の海だった。大海原に燃え盛る船に、僕は呆ぼう然ぜんとする。

「え……？　え、ちょっと……」

　灰色の煙を昇らせ、船が薪まき代わりとなって燃え盛っている。帆が焼け破れ、マストはいまにも倒れそうだ。このまま燃え続ければ沈む。そう確信させるに十分な火の勢いだ。

「な、何してんの……？」

　かろうじて僕が冷静さを保てていたのは、燃えていたのが『リヴィングレジェンド号』ではなく、見知らぬ船だったからだ。見知らぬ船が前方でパチパチと燃えている。トラウマの一つである光景の再現に、どくどくと心臓が不安げに震え出す。

「ふふふふふふっ！」

「あはははははっ！」

　僕の声が聞こえていない二人、マリアとラスティアラが甲板で高笑いしている。

　燃えながら沈みゆく船を楽しそうに見送る姿は狂気的だ。

　勇気を出し、声を大きくして僕は二人に叫ぶ。

「ちょっと！　そこの二人！　何してんの!?」

「あ、カナミさん、おかえりなさい」

「おかえりー、カナミー」

　こともなげに笑顔で僕を迎える二人。しかし、逆にその笑顔が怖い。

「穏便にって言ったよね!?　なんで、知らない船がすぐそこで燃えてるの!?」

「ふふふっ、この私がお留守番のときにやってくるとは運のないやつらよ！」

　ラスティアラが芝居がかった口調で、自分の成果を自慢し出す。

　瞬時にこいつは話にならないと判断して、隅っこで僕と同じく顔を暗くしているメイド服の獣人女性に怒鳴る。

「セラさん！　なんで止めなかったんです!?」

「いや、放火は止めた……。しかし相手も相手だったのでな……。お嬢様に強く言えず、その、な……？」

　ラスティアラとセットだとこの人は駄目だ！　使えない!!

　僕は頭を抱えて、崩れゆく見知らぬ船に視線を向ける。

　最悪だ。問題事にもほどがある。連合国では止むを得ず犯罪者となっていた僕だが、別の地では清廉潔白な冒険者でありたかった。その野望が燃える船と共に崩れていく。

　その様子を見て、マリアが慌てて弁明を始める。

「い、いえ、カナミさんっ。一応、事情があるんです！　事情が！」
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「事情って、どんな……？」

「あの船は最初、商船を装ってこちらへ交渉しにきたのですが……船員の代表が子供の私と見るや否や態度を変えて、襲い掛かってきたんです」

「……本当に？」

「本当です！」

　マリアは声を荒らげる。僕からの信用が低いことに少なからずショックを受けているようだ。そこにラスティアラが割って入る。

「いわゆる海賊ってやつだね。戦地に近づいてきたから、自然とそういう輩やからが増えてくるみたい。一応、マリアちゃんはカナミの約束を守ってたよ。朝に襲ってきた相手は、炎で脅してお帰りになってもらったんだから。でも、昼になると別の海賊船がこっちに寄ってきたわけ。たぶん、追い返した船が、私たちの船の位置を仲間に漏らしたんじゃないかな。で、襲撃に失敗しても『穏便に帰れる』んだから、そりゃ何度も襲うに決まってるよね。しかも、船員は女の子が三人だけ。誰が聞いても、美お味いしい獲物だよねー」

　ラスティアラは皮肉を交えて説明する。

　マリアを庇かばい、僕の判断が間違っていたと言っている。

「カナミの言いつけを守るマリアちゃんが困ってたから、私が独断で許可したの。これから来るやつら、船を燃やそうよって！　見せしめになるからね！　その案に、フラストレーションの溜たまっていたマリアちゃんは大賛成！　そして、現在に至る――！」

「そこで即決で船を燃やすおまえらの度胸は怖いが……、事情があるのはわかったよ」

『並列思考』を使わなくとも、原因はわかる。僕が甘かったからだ。

　その温ぬるい指示をマリアは限界まで守ろうとしてくれていた。それを見かねてラスティアラが庇った。セラさんも、僕の指示よりラスティアラの指示のほうが正しいと判断した。道徳的に僕は正しかったかもしれないが、みんなの安全を考えるならば僕は間違っていた。それだけのことだ。

「怒鳴ってごめん、マリア、ラスティアラ。悪いのは僕だった」

　まるで自分は絶対に間違っていないと確信した物言いをしてしまっていた。

　自分の愚かさを痛感し、自然と顔が下に向いてしまう。

「ラスティアラさん！　言いすぎですっ、もう少しやんわり言わないと！　カナミさんは何でもかんでも自分のせいにしちゃうんですよ!?」

「でも事実は事実だし……。いまのも結構やんわりと言ったよ？」

「いいえ、私は聞き逃していません。カナミさんの言葉尻をとらえて、穏便に帰れるんだからって嫌味を言いました。あれでは打たれ弱いカナミさんの心が傷つきます」

「いや、あのくらい言わないと自分の間違いに気づけないよ。特にカナミは――」

　余りに情けないせいか、マリアに気を遣われている。

　というか、そんな風に思われていたことのほうがショックだ……。

　マリアは僕の性格の自虐的なところを心配しているようだ。

　これ以上彼女に心配かけないように、少し強がって答える。

「ありがとう、マリア。もういいよ。僕にミスがあったのは事実だから、ちゃんとそこは反省しようと思う。もちろん、必要以上に思いつめはしないから安心して」

　ラスティアラとマリアの間に入って、言い合いを止める。

　ただ、バランスを取って二人にも反省するよう咎とがめる。

「……けど、船を焼いたことに関しては、そっちも反省して。帰ってきて、大炎上してたら誰だって取り乱すよ」

「あ、はい。やっぱり、焼くのはやりすぎでしたね……。航海を継続できないようにする方法は、他にも一杯ありました……」

　マリアはしおらしくなった。だが、ラスティアラはいつも通りだ。

　空気が少し和んだのを確認して、さらに場を明るくしようと楽しげな声を出す。

「よーし、一件落着だねっ。私もちょっとは反省してるよ！……それで、迷宮のほうはどうだった？」

「ああ。三十七層まで行ったけど、また水中だったから余裕を持って帰ってきたんだ」

「なるほどね。じゃあ、明日には三十九層へ行けそうかな……」

「たぶん行けると思うよ」

　あと少しでレベル上げ予定地の三十九層に到着だ。

　航海も進み、かなり本土へ近づいてきた。早ければ明日か明後日あさつてにでも到着することだろう。その経過報告をラスティアラは神妙な顔で聞いていた。

「順調だね。なら、明日は私も迷宮探索パーティーに入るからね。フィニッシュは私が決める！」

　どこまでもラスティアラは前向きだった。

　その真ま似ねをしようと努力してきた僕だが、やはり本家には敵かなわないようだ。ちょっとしたことで後ろ向きになってしまう。

　僕は溜め息と共に、ラスティアラと同じように考えを方向転換させる。

　順調だ。

　僕は順調に前へ進んでいる――

　そう心の中で繰り返す。

　そして、今日は早めに全員で休養し、明日の迷宮探索に備えることが決まる。

　スノウは釣りに嵌はまったのか、リーパーと一緒にのんびりと糸を垂らす。ラスティアラはマリアとセラさんの家事を手伝う。最後にディアは、また日が沈みきっていない時間に眠り始める。近くの部屋で眠るワイスさんと同じように、静かに眠り続ける。

　慣れない船旅で、疲れが溜まっているのかもしれない。僕も連続の迷宮探索が応こたえたのか、この日は早くに寝床についた。

　睡魔に誘われ、眠りの底に落ちていく中――またあの夢を見る

　今日も僕は夢を見る。例の記憶の整理が行われていく。とても順調に。
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　海賊船炎上の翌日。

　まだ日も昇っていない早朝。船の甲板にラスティアラの叫び声が木霊する。

「ああ、もう！　ちまちまと面倒くさい!!」

　ラスティアラは頰ほおを膨らませて、子供のように怒っていた。

　そして、甲板に設置している椅子に座り、額をテーブルにぶち当てる。その姿からは、もう二度と起きないぞという固い意志を感じる。

　無理もない。朝、ぐっすりと眠っていたところを叩たたき起こされたのだから、苛いら立だちもするだろう。僕も疲れてはいないが、眠気で身体からだが少し重い。

　まだ空が黒ずんでいるような時間に、僕たちが起きている理由――それは海賊たちが奇襲をかけてきて、砲弾を撃ち込んできたからだ。

　それで仕方なく、眠い目をこすりながらラスティアラと僕が近寄る海賊船を撃退するはめになったのだ。

「お疲れ様です、ラスティアラさん……」

　机に突っ伏しているラスティアラに、マリアが紅茶を振る舞う。机の上には見事なティーセットが広がっている。いつの間にか、この船には僕の知らない嗜し好こう品が常備されていた。たぶんだけど、昨日襲ってきた海賊船から強奪したのだろう。

　紅茶の匂いに釣られ、ラスティアラは顔を上げる。その粗野な口調とは裏腹に、恐ろしく上品にカップに口をつけながら、マリアと話し始める。

「くっそー……。これ、戦地が近いからかな……？」

「そうですね。本土に近づけば近づくほど、こういった手合いは増えると思います」

「これ以上安眠を妨害されるなら、航路を変えたほうがいいかもね」

「それとも、これからは私が寝ずの番をしましょうか？」

「うーん。マリアちゃんの肌に悪いから、それは避けたいんだよねぇ」

　二人は真剣な表情で夜襲の対策を練り始める。

　しかし、僕は根本的なところで、会話に参加することができていない。

「えっと、いま僕たちが向かっている本土は戦争してるんだっけ？　だから、賊が多い？」

　異世界人である僕は、とても初歩的な質問をするしかなかった。

「カナミさん……。仕方ないとわかってはいるのですが、余りにも情けないです……」

　僕の無知をマリアは嘆く。どうやら、子供でも知っていることを僕は知らないようだ。

「ご、ごめん。関わりたくないから、戦争の話はできるだけ聞かないようにしてたんだ。だから、ほとんど知らない……」

「ほとんどじゃないですね。何もかも知らないと言うべき状態です」

　マリアはやたら厳しい言葉で、僕の知識の選より好みを責める。

「いや、ずっと連合国にいるつもりだったから、知らなくてもいいかなって……」

「……カナミさんは戦争が本当に嫌いなんですね。しかし、これから本土を歩くんです。これから先、嫌でも耳に入ってきますよ。いまの内に、しっかりと説明を受けたほうがいいのでは？」

「それじゃあ、ちょっとお願いしようかな。……えっと、まず、どの程度の戦争をどこらへんでしてるんだろ？　正直、そこから知らない……」

「これから向かう『本土』、正式名称『祖の生まれた地ヴアレンシズ』は世界最大の大陸です。そこでは北と南に分かれて、世界で最も規模の大きい戦争が起こっています。ヴァルト本国は、その戦場の最前線ですね」

　呆あきれながらも、マリアは丁寧に説明する。その戦争は世界最大と言われるほどのものらしい。それほどのものを知らなければ、白い目で見られるのも仕方ないだろう。

「その戦争の理由は？　やっぱり種族の違いとかが原因で、人と魔物で争ってるの？」

　一般的なファンタジー世界の戦争原因をあげる。しかし、マリアは首を振った。

「いえ、別に種族は関係ありません。これは人間同士の領土争い――レヴァン教を主教とする連合国軍と、その他の同盟国たちとの戦争ですね。いまは単純に連合国軍の『南連盟』と同盟国軍の『北連盟』と言い分けられています。巷ちまたでは率直に『境界戦争』と呼ばれていますね」

「レヴァン教徒とその他の国ってことは、宗教的なもの……？」

　人と人が争っていると聞き、少し悲しく感じる。僕の世界ではそれが普通だというのに、なぜかこの異世界では違って欲しいと僕は思っていた。

「いえ、宗教が原因ではありませんよ。『北連盟』にもレヴァン教の国はありますから。この戦争に、明確な理由はないんです。本当に、いつの間にか始まって、いつの間にか恨みをぶつけ合ってました。なので実際は、それぞれの国が権益を求めて……といったところでしょうか」

　権益。むしろ、そちらの理由のほうが虚むなしいかもしれない。

「――というのが一般の認識だね」

　マリアが簡単な概要を話し終えたところで、次はフーズヤーズの要職についていたラスティアラが話を継ぐ。いま聞いた話は、一般市民の知識らしい。

「連合国の上層部は、随分と昔から『北連盟』にある一部の領地を欲しがっているみたいだよ。そこを手に入れるため、千年も前から『北連盟』方面に喧けん嘩か売り続けているらしいね」

　ラスティアラは何気なく、『南連盟』の連合国軍の戦略的目標を漏らす。立場的に彼女は上層部と会話する機会があったのだろう。知れば命を狙われそうな国家機密に聞こえる。だが、それよりも僕は別のことが気になった。

「千年前……」

　僕にとって連合国や戦争の思惑なんて、ほとんど他ひ人と事ごとだ。

　それよりも千年前という単語のほうが興味深い。おそらく、その言葉は迷宮や守護者ガーデイアンの生まれに関わる。

「うん。千年前にも『境界戦争』と似たような戦いがあったらしいね。その戦いが全ての発端らしいよ。敬けい虔けんなレヴァン教徒たちは、あの戦争をいつまでも根に持ってるからねー。いまやってる戦争は、その延長みたいなものかも。ただ、千年も昔となると、詳細は伝承――神話に近い形でしか、現代に伝わっていないんだよ。いやぁ、千年前の文献読むと凄すごいよ。でこぴんで大地とか割れるレベルだから」

「千年も前の話になると、正確な文献は残っていないのか……」

　リーパーの『死神』について調べたときも同じだった。余りに話が荒唐無稽で、信用に値しなかった。

「いや、千年という月日の壁より、戦いの結末がまずかったみたい。千年前の戦争終了の決め手となったのは、敵側の『使徒』が使った魔法陣。これが大陸全土の生物を吞のみこんだせいで、戦いの詳細を知るものが少ししかいないらしいよ。確か……最終的な戦死者は敵味方含めて九割だったかな」

「きゅ、九割……？」

　九割の戦死者。普通に戦争をしていれば、そんな馬鹿な数字はありえない。九割に至る前に戦争は終わってしまう。

「九割とか、もう世界崩壊の危機だね。で、世界崩壊を狙っていた敵側の『使徒』さんは、正義の『使徒』シスと聖人ティアラに成敗されたとさ。戦争も終わり。めでたしめでたし。――こんな感じ」

　これが現代に伝わっている千年前の戦争の結末。

　余りに噓うそくさい。

　その話だと、使徒シスと聖人ティアラというやつらの総取りだ。その後、聖人ティアラは宗教まで作って『再誕』しようとしている。その執念深い所業からして、まともに歴史を残している気がしない。

　むしろ一番非道な真似を行って戦死者を九割出して、強引に勝者となったとしか思えない。そう考えると、戦死者九割という数字も怪しく感じてくる。もしかしたら、それすらも柔らかい言い方なのだろうか。

　本当の千年前の戦争の結末。それは九割でなく十割――誰も彼も、死んでしまったのでは？　そして、その戦いの歴史を、生き残りの聖人ティアラたちが都合のいいように捻ねじ曲げたんじゃないのか？

　僕は険しい顔で、千年前の戦いを疑う。

　それを察したラスティアラは、苦笑いしながらフォローする。

「いやぁ、カナミがそう思うのも仕方ないと思うよ。けど、レヴァン教の信者は、この歴史を心の底から信じてるんだから、あまり批判しないであげてね。一応、いま生きてる人にとって、レヴァン教は『よくできた宗教』なんだから」

　ラスティアラはレヴァン教の教えによって殺されかけている。それでも、その肩を持つということは、レヴァン教は本当に『よくできた宗教』なのだろう。

　僕もラスティアラのことさえなければ同じように考えていたかもしれない。

　なにせ、初めて迷宮で死にかけたとき、助けてくれたのはレヴァン教の騎士たちだ。

　そして、ハインさんやセラさんを見る限りでも、その教えが悪いとは思わない。聞いた訓戒も、何かを強制するわけでなく、人の善き道を述べているだけだ。

「確かにそうかもしれないけど……」

　批判できる材料がなく、渋々と頷うなずく。

「で、普段ならばここで、レヴァン教の成り立ちや千年前の真相は闇の中へ……となるのですが、しかーしっ、なんと今日は千年前の状況を知る大先生をお呼びしております！　どうぞ、リーパー先生！」

　近くの椅子で、うつらうつらとしていたリーパーが急に話しかけられて驚く。

　しかし、すぐに首を振って笑う。

「んー。ずっとローウェンと遊んでて、気づいたら大地に吞みこまれてたから詳しくは知らないよっ。そもそも、あれ戦争してたんだね。いま思い返して、いま気づいたよっ。以上！」

「残念！　先生、ありがとうございましたー!!」

　リーパーの明瞭な答えに、ラスティアラは笑いながらお礼を言って終わらせようとする。けど、僕は食い下がる。もっと、聞けることはあるはずだ。話がさらに脱線してしまうが、いい機会なので聞いておこう。

「待て、待て待て。なあ、リーパー。『ティーダ』『アルティ』『ティアラ』『シス』この四つの名前に聞き覚えはないか」

「んー、誰も聞いたことない」

「誰も？　千年前、ティアラは有名なはずだろ……？」

「北も南も、どっちも聞いたことのない人が王様だったよ。少なくとも『ティアラ』なんて名前は聞いたこともないかな」

　さっそく、レヴァン教の伝承と齟そ齬ごが発覚する。ティーダとアルティはともかく、レヴァン教の偉人であるティアラとシスを聞いたことがないというのはおかしい。

「ならローウェン以外に、他に強そうなやつはいなかったか？　もしかしたら、これから守護者ガーデイアンとして出てくるかもしれない」

「生まれてすぐに、アタシはローウェンのところへ投げ捨てられたからね。本当に何も知らないんだよ。ごめんね、お兄ちゃん」

「……いや、無理を言ったみたいだ。こっちこそごめん」

　リーパーは申し訳なさそうに両手を合わせた。彼女も千年前の記憶があれば迷宮探索の役に立つとわかっているようだ。そして、なんとか思い出そうと顔を歪ゆがませたあと、手を打つ。

「あっ。でも私を創った術者は、間違いなく強いと思うよ。出るとしたら、そのうち『次元の理ことわりを盗むもの』として出てきそうかな」

　リーパーという『呪い』を創った次元魔法使い。

　それはつまり、リーパーの運命――ローウェンと殺しあうことを決めた術者でもある。その術者に、あまりいいイメージはない。

「そいつはどんなやつだったんだ？」

「短気でおっかなかったなー。他にわかるのは、お兄ちゃんと同じ次元属性の魔法使いってくらいかな。仮面にごわごわの服で、外見の特徴は全くわからないね」

　仮面という言葉を聞き、血液が熱くなる。

　つい先日、夢の中でだが、それに似た人物を見たような気がする。

「仮面……。せめて、そいつの名前はわからないか……？」

「んー、聞く前にローウェンのところへ突貫させられたからわかんない」

　肝心なところがわからず、僕は肩を落とす。

　黙った僕に代わり、ラスティアラが答える。

「フーズヤーズの伝承に、仮面の登場人物は出てこないはずなんだけどなぁ。リーパーが強いって言うなら、間違いなく一角の役者のはずだけど……。やっぱり、千年も経たてば権力者によって、都合よく歴史は捻じ曲げられるのかな？」

　しかし、その捻じ曲げられた歴史が、いまの異世界の一般教養となっているようだ。

　本土に入る前にそれをよく知っておかないといけない。

「ラスティアラ、その伝承とやらの全容を詳しく教えてくれ。千年前の戦争が、いまの戦争に繫つながってるのなら先に知っておきたい」

「それは構わないけど。いまのリーパーの話を聞いて、もう信用ゼロに近いよ？」

「常識として知っておきたいだけだから、それでもいい」

「ふうん。なら、簡潔にぱぱっと説明するね――」

　仕方なくラスティアラは、咳せき払ばらいをしたあと本を朗読するかのように語り始める。

「――まず、天から使徒様という胡う散さん臭くさい存在が二人降臨して、世界を平和に導こうとするところからお話は始まります。二人の使徒のおかげで大陸は栄えていくのですが、なぜか使徒の片方が裏切り、北の狂った王と協力して世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにしようとしちゃいます。それで残った正義の使徒シス様は聖人ティアラと一緒に南の人類を統一して、力を合わせて『北連盟』と戦おうとしました――これが伝承の本筋だね」

　出だしから『天』なんて言葉が出てきている時点で、神話つくりばなしとしか思えない。

　しかし、それでも僕は我慢強く聞き続ける。

「『北連盟』には化け物が一杯です。国一つ踏み潰せるほど巨大な動く樹ツリーフオーク、大陸を覆う暗雲全てが身体からだの不死人アンデツド、触れるもの全てを凍らせる大氷蛇アイススネークとかが出てきます。けど、聖人ティアラはすごく強いので、指先一つでそいつらをノックダウン。しかも、なぜか倒した後はみんな仲間になっていくという気持ち悪い人徳ぶりを発揮していきます――」

　敵のスケールがふざけているとしか思えない。

　そして、それを倒す聖人も人間じゃない。もし異世界へ来た頃の僕が聞けば鼻で笑ったことだろう。しかし、いまの僕は違う。他人事だとは思えない。

　モンスター化したローウェンやアルティ。もしくは、いまのマリアやディアなら、この話の中に出てきても違和感はないのだ。

「こうして、道を阻む敵たちを味方につけた聖人ティアラは『北連盟』の軍勢を追い詰めます。そして、狂王を倒し、裏切りの使徒ディプラクラを説得しようとします。けれど、裏切りの使徒は往生際が悪く、その命と引き換えに大陸全てを滅ぼす凶悪な『魔法陣』を発動させてしまうのです」

　全てを吞み込む『魔法陣』。

　確か、ローウェンとリーパーの二人がこの時代に飛ばされた原因はそれだったはずだ。

　この話は噓じゃないと主張するかのように、ところどころリーパーの話と被かぶっている。

「その『魔法陣』によって、戦いは終結。多くの尊い命が失われてしまったけれど、偉大なる聖人ティアラとその使徒シスは大陸の文明を復興させようとがんばります。聖人ティアラは魔法の基礎を築き、レヴァン教を興しました。使徒シスは共に戦った英雄たちを連れて、各地へ回って奇跡をもたらし続けました。ありがとう、本当にありがとう。聖人ティアラと使徒シス。めでたしめでたし」

　ラスティアラの説明は大おお雑ざつ把ぱだったが、要点は捉えていた。

　僕が感想を述べる前に、ラスティアラが茶化す。

「どう？　すごいふざけたお話だったでしょ？　これでも聞きやすくしたほうなんだよ？　真面目に細かい話をしだすと、聖人ティアラが指先一つで天をも貫く巨木を縦に切り裂いたなんて話が出てくるからね」

　けれどラスティアラは楽しそうだ。

　彼女の趣味的には、千年前の伝承はストライクらしい。

「確かにふざけた話だ……」

　聖人ティアラには人間離れした逸話がたくさんあるようだ。

　そうでないと千年前の『化け物』たちを倒せないのだから仕方がない。けれど、これでは敵だけでなく、聖人ティアラも使徒シスも、出てきた英雄全員も、みんな『化け物』だ。それが僕の率直な感想だった。

　そして、それは僕たちに無関係な話ではないとも思う。このまま強くなり続ければ、僕たちも同じような存在になる可能性がある。

　強くなることが悪いとは思わない。

　けれど、迷宮で戦い続けるだけで『レベルアップ』できるという話は余りに――

「他ひ人と事ごとではない。そんな様子ですね、少年」

　ある可能性について僕が疑っていると、背後から声をかけられる。

　振り向くと、そこには船内から出てきたワイスさんとディアがいた。

　珍しい組み合わせだと思って二人を見比べていると、ディアが説明をしてくれる。

「俺も神聖魔法の回復が得意だから、気が向いたらワイスを看みてやってるんだ。あと、色々と相談に乗って貰もらってる」

　この『リヴィングレジェンド号』で治療ができるのはラスティアラだけではない。ディアも魔法のエキスパートだ。もしかしたら、昨日のうちにラスティアラから頼まれたかもしれない。そして、相談に乗って貰ってるという話もよくわかる。ワイスさんには不思議な説得力と安心感がある。

　一回り年上の立派な騎士相手に相談しているかのような安心感が。

　僕が二人の関係性を理解したところで、ワイスさんは先ほどの話を続ける。

「いまのラスティアラさんの話を聞いて、どう少年は感じましたか？」

「どう？　いや、滅茶苦茶な話で、ちょっと信じられないなって……」

「でしょうね。私も信じていませんが、特に少年は信じたくないでしょう」

　ワイスさんは僕の「信じられない」を「信じたくない」に言い直して、意味深に小さく笑った。僕の抱いている不安を見抜いているとしか思えない発言だ。

　このまま順調に強くなっていけば、いつか僕たちも千年前の登場人物のような『化け物』になってしまうのではないかという不安――その不安を拭うようにワイスさんは微笑ほほえむ。

「大丈夫です、少年。千年前は千年前、いまはいまです。決して同じではありません」

　悪意は一切なく、僕を慮おもんぱかってくれての発言だということは表情でわかる。

　――しかし、余りに的確過ぎるとも思う。

　いまのことも千年前のことも、何もかもをワイスさんは知っているかのように見える。

　途端に彼女の隠していることが気になって、僕は少しだけ目を細めて睨にらんでしまった。

「……それで、少年。今日も迷宮探索に行くようですね。そろそろ四十層ですか？」

　その視線をワイスさんは軽く躱かわして、話題を変更する。

　最初に言ったとおり、時が来るまでは絶対に話す気はないのだろう。無理に追及することなく、その話題に乗る。

「……はい。たぶん、今日くらいにつくかもしれません」

「なら、私の知っている情報をできるだけ教えましょうか。色々と短縮できるはずです」

「一応僕たちは迷宮探索のライバルってことになってるのですが、構わないのですか？」

「ええ、構いません。何事も助け合いが大切ですからね」

　そう言って、ワイスさんはどこからか筆とインクと羊皮紙を取り出し、わかりやすく僕に三十九層までの情報を教えてくれる。どの情報も実体験で、お金に換え難い貴重なものばかりだ。

「――ですので、間違いなく三十九層が一番敵を狩りやすいでしょう。それにアイド先生がいないので、四十層を休憩ゾーンにできるのが大きいですね。気持ちのいい草原ですから、ピクニックもできますよ――」

　僕たちの目的であるレベル上げに最適な場所も提案してくれる。

　さらに続く四十一層の説明までしてくれて、最後に「私が見たのはここまでです」と言い締めた。

「私から教えられる情報はこのくらいですね。探索メンバーは泳ぎの上う手まい者がいいですよ。……あ、もちろん私は無理ですよ？　丸一日休んで、やっと立って歩いて喋しやべることができるところまで回復しただけですから」

　もしも体調が万全ならば手伝ってくれるような雰囲気がワイスさんにはあった。

　その彼女の助言に従って、今日のメンバーを考える。途中、ディアが挙手をした。

「カナミ、悪いが今日探索に俺は加われない。最近、色々あって疲れてて、妙に眠いんだ……。それに、もしものときのためにワイスを治療できるやつが必要だからな」

「うん。もちろん、いいよ。今日はゆっくり船で休んでて」

　昨日のメンバーの中で一番泳ぎに難があったのはディアだ。片腕での水中探索でかなりの疲労を溜ためたのは間違いない。僕は迷いなく頷うなずいた。

「ではカナミさん。私も泳ぎが駄目なので残りますね。襲ってくる海賊船のほうも任せてください。次からは丁寧に追い払うようにします」

「だね。水中エリアを通る間は、マリアは無理して参加しないほうがいいと思う」

　続いてマリアも不参加となり、選択肢が限られてくる。

　すぐ隣で、すでに参加する気満々のラスティアラを除いて、あと二人は欲しい。

　僕は《ディメンション》を船全体に広げて、船を襲撃されても出てこなかった竜人ドラゴニユート、もとい働かないドラゴニートを捜す。

　探索前に無駄なＭＰを消費させられているが、水中戦に強いスノウの協力は必要不可欠だ。その後、朝日が昇るまでに逃げ回るスノウを捕まえ、最後の一人に心優しい働き者のリーパーを加えて、迷宮に繫がる《コネクション》を発動させる。

　船旅が始まってからの都合四度目の迷宮探索が始まる。船の甲板でマリアとワイスさんに見送られ、僕たち四人は《コネクション》をくぐった。
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　迷宮の傾向を摑つかんできた僕たちは、より効率的に探索できるようになっていた。

　それは水中の層も例外ではない。基本戦法は単純。水中戦に強いスノウを中心にして、リーパーの魔法で敵を避け続けるだけだ。

　そして、午前の時間をかけて、一つ前の探索で帰った場所まで辿たどりつき、三十七層の水中階層に入っていく。

　今回の準備は万全だ。疲労は少なく、『持ち物』に用意した空気も以前の倍だ。

　さらにワイスさんの情報で道順もわかっている。

　その入念な準備の甲か斐いあってか、僕たちは危うげなく三十七層の水中も泳ぎ切る。三十五層との差は水すい棲せいの植物による障害が多かったくらいだった。

　三十八層へ落ちるように降りた僕たちは、まず回廊の変化に驚く。

　回廊に浅瀬が広がっているのは上層と同じだが、まるで熱帯雨林のように周囲の石壁に植物が群生していた。水中というインパクトに目を奪われていたが、確かに数層前から植物の数は多くなっていた。ここにきて、その特徴が前面に押し出されてきたのだ。

　緑の多いエリアは一層以来だ。

　新たな世界が広がり、ラスティアラは興奮する。

「すごいっ、見たことない植物が一杯！　どんなモンスターがいるんだろ!?」

「ラスティアラ、植物には触るな。うろちょろするな。あと寄り道はしないからな。ワイスさんに教えてもらった道順どおりで行くぞ」

　目を離せば迷子になりそうなラスティアラへ釘くぎを刺してから進む。

「わかってるよ。予定では三十九層で修行だからね。あと一層くらいなら我慢できるよ」

　すぐに頷き返したのを見て、一安心する。

「よし。それじゃあ、この層もいつも通りの戦法だ」

　軽く《ディメンション》で見たところ水棲のモンスターが減り、植物のモンスターが増えていた。植物のモンスターは総じて、移動力が乏しい。敵を避けるだけでいえば、三十八層は容易な層と言えるだろう。

　予期せぬ遭遇があっても、リーパーの闇魔法があれば逃走は楽なものだ。

　結果、特に問題なく僕たちは三十九層に辿りつく。

　三十九層では、さらに緑の特色が前面に押し出され、ちょっとした森と化していた。

　足元の水気はそのままに、植物が倍に増えている。

　視界が深緑一色に染まり、どこを見ても蔓つるや蔦つたが伸びている。

「――ふう。やっと着いた……。よし、ここでモンスターを狩ろうか」

「よしきた！」

　ようやく暴れられるとわかり、ラスティアラは勢いよく剣を抜く。

　彼女が走り出す前に、僕とリーパーで周囲を索敵する。三十九層の造りは本当に一層の特殊エリアと似ている。しかし、思ったよりも昆虫系のモンスターが少ない。多いのは植物の形をしたモンスターたちだ。

　毒々しい花粉を撒まき散らす花。ハエトリ草のように大口を開けた草。粘度の高そうな樹液を垂れ流す木。多種多様な植物が蠢うごめき――歩いている。

　異様な光景だ。

　もちろん、動かないやつもいる。害のなさそうな植物に擬態して、敵を待ち続けるタイプのモンスターだろう。

《ディメンション》による観察力でも、そう簡単に擬態を見破ることはできない。なかなか厄介そうなモンスターたちだ。とはいえ、姿を隠すモンスターは僕と相性が良い。『注視』と『表示』がある限り、僕はモンスターと植物を間違えることはないのだから、手間さえ惜しまなければ危険はゼロに近い。

「それじゃあ、予定通りに一種類ずつ、強さと取得経験値を調べよう。モンスターはラスティアラたちで倒していって。索敵と集計は僕が担当するよ」

「よーし、殲せん滅めつだぁ！」

「お、おー！」

「おー!!」

　ラスティアラにスノウとリーパーが続き、敵との戦闘に入る。

　まず一匹目はラフレシアのような赤く巨大な花。モンスター名はストゥルー。

「みんな、息を止めて戦って！」

　ストゥルーは敵を見るや否や、花粉を撒いた。二十四層のポイズンサラマンダーを思い出させる動きに、僕は全員に指示を飛ばして花粉の吸引を防ぐ。

　続いて植物の蔓を振るってストゥルーは応戦する。しかし、相手が悪い。

　いまストゥルーが向かい合ってる三人は、近接戦闘に特化している。

　瞬く間に蔓は切り刻まれ、敵の接近を許してしまう。三方向からの斬撃に対応できることなく、ストゥルーは花弁を裂かれ、茎を根元から折られる。

　いままでのモンスターは頭か心臓を潰せば、光となって消えてくれた。しかし、植物系モンスターは倒したかどうかわかりにくい。明らかに植物の形を保てなくなっても、まだ生きて花粉を撒き散らしている。

　百分割以上バラバラにされたところで、ストゥルーは光となって消えた。

　それなりに敵も奮闘したが、終わりはあっけなかった。

　おそらく、このストゥルーというモンスター、戦う前に花粉で相手を弱体化させるモンスターなのだろう。けれど、僕の『表示』によって先んじて発見されたため、その長所を活いかせなかったのだ。

　ワイスさんの情報通り、三十九層が美お味いしい狩場であることを確信する。

　深層なので地力の強いモンスターばかりのようだが、そのほとんどが擬態と奇襲に特化している。そして、僕がいればその長所を打ち消すことができる。

「……うん、悪くない。このまま三十九層のモンスターを狙おうか。中でも一番楽な相手を見つけて、そいつを倒しまくろう」

　みんなも同じ考えのようで、何の反論もなかった。

　そして、次々と植物モンスターを倒していく。この層のいい所は、倒しても敵が集まってこないところだ。ペースは落ちるものの、リスクなく淡々と敵を倒すことができる。

　その稲を刈るかのような作業に、ラスティアラが不平を漏らすかと思ったがそうでもない。色んな種類の敵と戦えて、結構満足げだった。

　もう四十層への階段は見つかっている。けれど、どんどん三十九層の地図を埋めていき、理想的な狩場を探し続ける。もちろん、ボスは《ディメンション》で避けている。好戦的なラスティアラも、ボスモンスターのガルフラッドジェリー戦での不覚が身に染みているためか、足並みを乱すことはなかった。

　こうして、モンスターを倒すこと数時間。

　連続戦闘で体力も魔力も消費した僕たちは、予定通り休息を取る為ために四十層を目指すことにする。狩りで地図はほとんど埋まっているので、すぐに階段前まで到着だ。

「――ワイスさんの話だと安全らしいけど、油断せずに降りるよ」

　細心の注意を払いつつ、慎重に僕たちは四十層に降りていく。

　階段を降りれば降りるほど、壁の深緑の色が薄まっていくのがわかる。

　深緑から緑、緑から黄緑へ。鬱うつ蒼そうとした森が、明るい色に染め直されていく。

　その先に広がる世界――それは『大草原』だった。

　障害物が何一つなく、足元に数十センチメートルほどの高さの草が生えている。少し湿気が多いとは感じるが、それだけ。何の脅威もない世界だ。

　むしろ、涼しげな風が頰ほおを撫なでて、心が安らぐ。

　以前の灼しやく熱ねつ地獄や宝石の花畑と比べると、かなりの落差を感じる。

　本当に何もない。そして、誰もいない。

　見渡せば端から端まで簡単に把握することができる。

　四十層のどこにも守護者ガーデイアンはいない。もぬけの空だ。

　その様子を見て、ラスティアラは残念そうに言う。

「うーむ。先にワイスが守護者ガーデイアンを呼び起こしたのは本当みたいだね。あー、先越されちゃったなー。ちょっと悔しい」

「僕は助かってるけどね。最深部へ行くのに守護者ガーデイアン全員を倒す必要はないんだ。あっちのパーティーに『木の理ことわりを盗むもの』を押し付けることができて、こっちは楽できてる」

　本心からそう思う。アルティのときもローウェンのときも、僕は守護者ガーデイアンの未練に振り回されていた。いまはパリンクロンに集中したいので、この状況はむしろ都合がいい。

「確かに楽だけどぉ……」

　ラスティアラは浮かない顔で同意する。

　もちろん、デメリットも多くあるだろう。

　例えば、守護者ガーデイアンの魔石だ。『木の理を盗むもの』の魔石を手に入れれば、世界を揺るがす力が得られる。

　しかし、守護者ガーデイアンの試練を乗り越えて、あれを手に入れるのは並大抵のことではない。

　……何となくだが、大丈夫な気がするのだ。

　理由はわからないけれど『守護者ガーデイアンの未練を断ち切るのは僕の役目』である――そんな気がする。

　そして、同時に思う。この大草原の主は、僕が迎えてあげないといけなかった。最初に願いを聞くべきは僕だった。そんな思いがこびりついて離れない。

「……心配するな、ラスティアラ。予定通りだよ。いまは休むことだけを考えよう」

　その奇妙な思考を振り切って、僕はみんなを休息に誘う。

　ワイスさんの助言に合わせて、ピクニック気分での食事タイムだ。マリアが作ってくれた軽食を『持ち物』から取り出し、大草原に腰を下ろして全員で食べていく。

　その途中、リーパーが質問をしてくる。

「あっ、お兄ちゃん。いま思ったんだけど、私とお兄ちゃんがいなかったら船の針路が逸それないかな？」

　迷宮ではなく航海についての話だった。基本的に船の管理は僕とリーパーで行っているので、軽い責任感が彼女の中に生まれているようだ。

「朝、確認したから大丈夫。もし逸れても修正はできる。僕たち二人が留守の間のことは、軽くマリアにお願いしたし……順調に行けば、たぶん明日には本土に着くはずだ」

「明日かー。なんだかんだで四十層まで探索できたし、ほんと順調だね」

「ああ、予定通り……順調だ」

　僕たちは同じ言葉を繰り返す。ラスティアラとスノウも同じく「順調だ」と言って、航海と探索が上う手まくいっていることを喜んでいた。釣られて、僕も顔が綻びかける。

　しかし、すぐに僕は気を引き締め直す。こうして上手くいっているときほど要注意であるのは痛感している。

　油断なく、食事を終えた僕たちは、時間を無駄にせずに三十九層に移動する。

　今日は時間の許す限りレベル上げをするつもりだ。回廊に《ディメンション》を満たして、動きの遅い植物モンスターを探し、一匹ずつ慎重に倒していく。

　何度か状態異常の効果を持った攻撃をされるものの、よほどのことがなければラスティアラの神聖魔法で治療できる。

　なので、三十九層の狩りに使うのは僅かな《ディメンション》と神聖魔法。そして、『表示』とスキル『剣術』、この四つのみだった。

　最小限の魔力消費で、安定して長期的に狩り続けることができた。疲れたら誰もいない四十層で一休みできるのも大きい。

　僕たちパーティーはモンスターを狩って狩って、狩り続ける。

　終わりの合図となったのは、軽い眠気だった。リーパーが可愛かわいらしくあくびをしたところで、全員の集中力が落ち始めていると判断して、迷宮探索は打ち切られる。

「――今日はもう終わろう。明日は早いからね」

　全員に声をかけ、適当なところに《コネクション》を置いて、扉をくぐる。

　船の甲板に戻ると、空は暗く、明かりは月と星だけになっていた。もう夜だ。

　船にいる全員で仲良く夕食を摂とったあと、僕は個室に戻る。

　そして、いつもの部屋でいつものように眠りにつく。

　いつもと違うのは明日の予定。眠って、夢を見て、目が覚めれば『本土』だ。

　新たな戦いの場が待っている。よく知る連合国とは勝手がまるで違うことだろう。けれど、僕は安心して眠りに落ちることができた。この航海の時間を使って、僕たちは迷宮を十分に探索し、万全の準備を行った。その実感の伴った成長が僕の不安を取り除いてくれていた。――何もかもが順調だ。

　こうして、僕は考えられる限り最高の形で、運命の日を迎えていく。





◆◆◆◆◆






　そして、翌朝。早くに目を覚ました僕は、一人で船の甲板まで出る。

　起きるのは早かったが眠れなかったわけではない。むしろ、熟睡したことで体調は最高と言っていい。気持ちの良い覚醒で、気だるさどころか身体からだが軽く感じられる。

「――見えた」

　白み始めた空の下、僕は甲板の端まで移動して、遠くにある『本土』の大陸を視認する。

　穏やかな青い海と静かな白い空に挟まれた水平線に、不規則に波打っている薄い横線が引かれてある。そびえ並ぶ『本土』の山脈が遠目に見えているのだ。船が進むにつれ、その横線は太くなっていく。徐々に線ではなく大陸と呼べる立派なものに変貌していく。

　――とうとう着いた。

　早朝特有の瑞みず々みずしい空気を吸い込み、僕は拳を握りこむ。

　あの大陸に敵がいるのだと考えるだけで、自然と力が入っていく。

　敵――パリンクロンとの再会は近い。この先で待っている戦いに思いを馳はせ、僕は水平線に浮かぶ大陸を睨にらむ。

　絶対に負けはしないと心に誓って、腰に下げた剣の柄つかを強く握った――







あとがき




　お久しぶりです。とうとうやってきました、七巻です。そして、申し訳ありません。六巻あとがきにて、七巻で本土に入ると書いていましたが……主人公一行、まだ一歩も新大陸に踏み入っておりません。七巻は船旅と迷宮探索を中心に、ヒロインたちの交流イベントばかりとなってしまいました。いままでの重苦しいストーリーから一転、まるで外伝小説かのような軽い空気です。もちろん、メインストーリーに関わる重要なイベントもありましたが、大体はイチャイチャしていたのみ……。書く前は本土まで余裕余裕と思ってたのですが、力が及ばず本当に申し訳ないです……。

　初手で謝罪するのが恒例になってきましたが、こればかりは慣れてはいけないものなので、次こそは爽やかなあとがきにしたいと思います。次こそ絶対です。絶対。

　この七巻で主人公たち一行の小休止は終わり、八巻から本格的に本土の物語が展開される予定です。新たな『理ことわりを盗むもの』とパリンクロンとの決着、そして渦か波なみの過去と『魔石人間ジユエルクルス』ハイン。この『異世界迷宮の最深部を目指そう』の根幹ともいえる話になることでしょう（ただ、迷宮がメインとは限らない）。

　それでは最後に、今回も七巻を出版するに当たって協力・応援をしてくれた方々に感謝を送りつつ、お別れの挨拶をしたいと思います。いつも凝り過ぎていてこちらが申し訳なくなるほどのイラスト、ありがとうございます。ＷＥＢに届く多くの感想、いつも参考にしてます。編集者さんに出版社さん、この本に関わるみなさん、本当にいつもありがとうございます。それではまたっ。
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